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手
づ
く
り
劇
で
す
っ
か
り
お
な
じ
み
の

西
小
学
校
の
「
卒
業
生
を
送
る
会
（
ふ
る

さ
と
劇
）
」
が
三
月
八
日
、
同
校
体
育
館

で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
出
し
物
は
村
の
伝

記
「
行
ば
ん
上
人
」
に
ち
な
ん
だ
「
行
ば

ん
堂
（
土
よ
よ
み
が
え
れ
）
」
。
村
人
が

苦
労
し
な
が
ら
も
一
丸
と
な
っ
て
荒
地
を

開
拓
し
て
い
く
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
。
序

幕
と
三
幕
五
場
の
構
成
。

こ
の
劇
は
、
郷
土
愛
を
高
め
て
も
ら
う

こ
と
と
学
窓
の
思
い
出
に
と
同
校
のP
T

A
役
員
、
教
職
員
、
上
級
児
童
ら
が
一
体

と
な
り
卒
業
の
は
な
む
け
に
上
演
し
た
も

の
で
、
脚
本
か
ら
振
付
、
照
明
、
舞
台
衣

し
ょ
う
に
い
た
る
ま
で
す
べ
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
。
そ
れ
だ
け
に
身
近
で
親
し
み
や
す
く

ふ
る
さ
と
感
あ
ふ
れ
る
劇
と
し
て
好
評
を

博
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
一
段
と
演
技
に
も
み
が
き
が
か

か
り
内
容
も
充
実
。
行
ば
ん
上
人
ゆ
か
り

の
地
、
新
里
地
区
を
は
じ
め
関
係
者
三
十

人
ほ
ど
も
鑑
賞
し
ま
し
た
。
「
改
め
て
郷

土
愛
を
深
め
、
熱
演
ぶ
り
に
感
激
し
ま
し

た
。
心
か
ら
拍
手
を
送
り
た
い
で
す
」
と

絶
賛
。

ま
た
、
八
木
節
ク
ラ
ブ
の
児
童
と
八
木

節
保
存
会
の
人
た
ち
も
ハ
ッ
ピ
姿
で
友
情

出
演
し
花
を
そ
え
ま
し
た
。

卒業のはなむけに~ 手づくり劇

プレゼント

西小
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〔
上
程
議
案
〕

0

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

〇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

0
6
2年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

0
6
2年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

0
6
2年
度
各
種
会
計
予
算
（
一
般
会

計
・
老
人
保
鴎
会
計
・
国
民
健
康

保
険
会
計
・
水
道
会
計
）

※
以
上
村
長
提
出

0

村
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の

選
挙
※
議
長
提
出

0

地
方
議
会
権
能
の
充
実
整
備
を
図

る
地
方
自
治
法
改
正
法
案
の
早
期

成
立
に
つ
い
て
の
要
望
決
議

※
議
員
提
出

（
以
上
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
）

第 1 回村議会定例会

(2) 

第 1 回村議会定例会は、 3 月 11 日から 18日までの会期

で開かれ一般会計をはじめ各種会計、 63年度予算など村

長提出 8 件、議長提出、議員提出各 1 件が上程され慎重

審議の結果、いずれも原案とおり可決承認されました。

その主なものをお知らせします。

新
農
構
〔
]
口
«
I口

前
、
村
教
育
委
員
会
委
員
（
教
育
長
）

で
あ
っ
た
三
田
惣
三
郎
さ
ん
が
任
期
満
了

に
伴
い
、
昨
年
十
二
月
一
日
退
任
さ
れ
ま

し
た
。
以
来
欠
員
と
な
っ
て
い
た
同
委
員

に
野
木
村
庄
一
さ
ん
（
上
江
黒
）
を
選
任

す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

昨
年
十
二
月
（
定
例
議
会
）
、
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
で
給
料

表
が
八
級
制
に
改
正
さ
れ
た
の
に
関
連
し
¥
 

職
員
の
給
与
に
関
す
る

野
木
村
庄

一
さ
ん

村
教
育
委
員
会
委
員
に

6
3年
度
各
種
r
算
決
ま
る

補
助
2

低
円

【
説
明
要
旨
】

方行投を活ーるべ実を定まこ編 け丸土せ向政い位 す内技激貿国
針い資目力健基く情基しえの成昭れと建る上をたの本゜外術な易の財
‘‘的指と康盤二と本た‘よに和ばな設明に堅だご村 と革円摩経政
地経経しうとづ十そべ第更うあ六なつのる努持き指と も新高擦済再
方費費ーる豊く一の l 三になた十りてたくめしな導い にのにの動建
財のに般おかり世将ス次は諸り三ままめ住‘福が‘た 厳推よ緩向下
政効可行いなを紀来に総ー情ま年せい‘み子祉らごし し進る和はに
計率能政の自積にを‘合昨勢し度ん進村良孫の健協ま い‘輸対依置
画化な経あ然極向考村計年をて予゜し民いに充全力し 環内出策然か
をに限費るに的かえの画策踏は算 な一郷残実財をて 境需産をとれ
ベ徹りを郷つにつ合 ‘ は 下の業はして

l しの抑土つ推てわ ‘ に拡のじてい

t璽 99 ： □ 言[[f孫に残せる町：：］ [ ［嚢畠：：［

こ
れ
は
前
年
度
に
比
較

し
ま
す
と
伸
び
率
で
九
％

金
額
で
一
億
九
0
0
0
万

円
の
増
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
特
別
会
計
は
、
老
人
保
健
会

計
三
億
一
、
八
一
九
万
円
、
国
民
健
康

保
険
会
計
三
億
九
、
三
三
八
万
八
千
円

水
道
事
業
会
計
九
、
三
七
三
万
円
で
一

般
会
計
と
合
わ
せ
ま
し
て
総
額
―
―
-
―
億

一
、
一
三
0
万
八
千
円
の
予
算
決
定
を

い
た
だ
い
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
度
も
村
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

明
和
村
長
奈
良
丑
松

住みよい郷士づくり て
予
算
編
成
に
あ
た
っ
た
次
第
で
あ
り

ま
す
。

主
な
施
策
内
容
と
い
た
し
ま
し
て
は

新
農
業
構
造
改
善
事
業
の
中
で
、
明
和

農
協
が
実
施
す
る
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
（
穀
類
乾
燥
調
整
施
設
）
建

設
補
助
金
を
目
玉
と
し
て
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
等
を
新
規

に
計
画
い
た
し
ま
し
た
の
に
加
え
、
更

に
、
道
路
の
整
備
、
用
排
水
路
の
改
修

福
祉
の
充
実
、
産
業
教
育
文
化
の
振
興

な
ど
重
要
事
項
に
つ
い
て

は
縮
少
す
る
こ
と
な
く
従

来
ペ
ー
ス
を
堅
持
し
、
村

政
の
後
退
を
招
く
こ
と
の

な
い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
重

点
的
財
源
配
分
に
努
め
一

般
会
計
の
予
算
を
ニ
―
―
一
億

六
0
0
万
円
と
定
め
ま
し

た
。
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63 年度予算

特別会計

▼
村
税
（
村
民
税
な
ど
）
八
、
五
〇

【
歳

入
】

/ 

て
の
改
正
で
、
今
回
給
与
表
も
八
級
制
と

な
り
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▼
主
事
補
1

級
▼
主
事
2
級
▼
主
任
3

.
4
級
▼
係
長
5
.
6
級
▼
課
長
7
.
8

級
の
職
務
に
そ
れ
ぞ
れ
格
付
け
と
な
り
ま

し
た
。

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
、
八
、
四
八
一
万
円
を
追
加
し
総
額
を

ニ
ニ
億
四
、
六
九
六
万
四
千
円
に
し
ま
し
た
。

※
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の

八 6
2年
度
一
般
会
計

四
八
一
万
円
補
正

老人保健 総額 3億18,190千円

◎主な歳入

支出基金交付金

2 億22,826千円

国庫支出金

63,344千円

15,836千円

16,071千円

県支出金

村負担金

国民健康保険

◎主な歳出

医療諸費（医療給付費

など） 3 億17,844千円

総額 3億93,388千円

◎主な歳入

国民健康保険税

1 億67,693千円

国庫支出金

1 億35,823千円

基金繰入金

37,573千円

水道事業

〇収益的収入

〇 /, 支出

〇資本的収入

〇 /, 支出

84,052千円

80,267千円

1,750千円

13,463千円

◎主な歳出

保険給付費

3 億13,489千円

老人保健拠出金

55,286千円

万
円
増
額
し
て
総
額
を
八
億
七
、
二0
三
万

―
千
円
に
▼
地
方
交
付
税
四
、
七
四
八
万
一

千
円
増
額
し
て
総
額
を
六
億
一
、
九
六
一
万

七
千
円
に
▼
国
庫
支
出
金
（
土
木
費
国
庫

補
助
金
）
二
四
0
万
円
減
額
し
て
総
額
を

七
、
九
一
八
万
七
千
円
に
▼
県
支
出
金
六
三

四
万
一
千
円
減
額
し
て
総
額
を
一
億
九
六

五
四
万
八
千
円
に
▼
寄
付
金
一
0
0
万
円

増
額
し
て
総
額
を
一
0
0
万
一
千
円
に
▼

繰
入
金
（
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
額
）
五

0
0
0
万
円
減
額
し
て
総
額
を
一
五
三
三

万
一
千
円
に
▼
繰
越
金
九
四
五
万
円
増
額

し
て
七
、
六
三
三
万
二
千
円
に
▼
諸
収
入
ニ

五
0
万
円
減
額
し
て
総
額
を
一
億
六
、
八
七

三
万
一
千
円
に
▼
村
債
（
農
業
基
盤
整
備

事
業
債
）
三
一
0
万
円
増
額
し
て
総
額
を

五
、
五
九
0
万
円
に

資本的収入額が資本的

支出額に対して不足する

額11,713千円は、過年度

分損益勘定留保資金8,39

5 千円及び減債積立金3,

318千円で補てんする。

►給水戸数 2.812戸

►年間総給水量1,584,780m' 

►一日平均給水量4,330m
※いず｀れも予定

▼
総
務
費
（
財
政
調
整
基
金
積
立
金
）

一
億
円
増
額
し
て
総
額
を
三
億
七
、
九
三
五

万
九
千
円
に
▼
民
生
費
―
二
万
一
千
円
増

額
し
て
総
額
を
三
億
六‘
1
0
0万
六
千
円

に
▼
農
林
水
産
業
費
（
県
営
千
江
田
排
水

負
担
金
減
な
ど
）
一
、
三
六
六
万
一
千
円
減

額
し
て
総
額
を
三
億
二
、
七
七
七
万
一
千
円

に
▼
商
工
費
二
五
0
万
円
減
額
し
て
総
額

を
二
、
一
六
九
万
七
千
円
に
▼
教
育
費
八

五
万
円
増
額
し
て
総
額
を
二
億
四
、
三
九

七
万
四
千
円
に

【
歳

g
 

出
】

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
一
、
一
九
0
万
円
増
額
し
て
、
総
額
を

四
億
0
、
八
七
二
万
五
千
円
に
し
ま
し
た
。

※
補
正
さ
れ
た
主
な
も
の

〔
歳
入
〕

▼
国
庫
支
出
金
九
四0
万
円
増
額
し
て

総
額
を
一
億
四
、
九
0

一
万
五
千
円
に
▼

共
同
事
業
交
付
金
二
五
0
万
円
増
額
し
て

総
額
を
三
四
四
万
九
千
円
に

6
2年
度
国
保
会
計

一
、
一
九0
万
円
補
正

次
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

圏
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

0

大
塚
雅
勇
（
大
佐
貫
）

0

安
見
智
尋
（
新
里
）

0

橋
本
亀
三
郎
（
斗
合
田
）

〇
奈
良
原
英
夫
（
矢
島
）

0
同
補
充
員

0

坂
上
源
次
（
中
谷
）

〇
原
口
角
次
郎
（
大
輪
）

0

田
島
弘
（
南
大
島
）

0

新
井
清
（
田
島
）

6
3年
度
、
各
種
会
計
予
算
（
一
般

会
計
・
老
人
保
健
特
別
会
計
•
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
•
水
道
事
業
会

計
）
に
つ
い
て
は
、P
2

か
ら
P
5

の
グ
ラ
フ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
に
つ
い
て
は
、
近
く
発

行
さ
れ
る
予
定
の
「
議
会
だ
よ
り
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

,、

敬
称新再再再
略
‘—’ 

委
員
及
び
補
充
員
の

選
挙

新新再再

〔
歳
出
〕

▼
保
険
給
付
費
（
被
保
険
者
療
養
給
付

費
追
加
な
ど
）
一
、
六
三
0
万
円
増
額
し

て
総
額
を
三
億
二
、
ニ
―
七
万
八
千
円
に

▼
老
人
保
健
拠
出
金
（
老
人
保
健
医
療
費

拠
出
金
減
な
ど
）
四
四0
万
円
減
額
し
て

総
額
を
五
、
六
五
0
万
五
千
円
に

村
選
挙
管
理
委
員
会
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63年度一般会計

23意、60＾万円

(4) 

フ

村

昭
和
六
十
三
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
歳
入
・
歳
出
と
も
に
二
十

三
億
六
百
万
円
に
決
ま
り
ま
し
た
（
前
年
比
9
％
増
）
税
制
改
革
（
マ
ル
優

原
則
廃
止
）
に
伴
う
利
子
割
交
付
金
、
九
百
万
円
が
地
方
財
政
計
画
に
基

づ
い
て
新
た
に
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

村
で
は
国
と
同
様
に
財
政
事
情
は
厳
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
が
、
生
活

環
境
整
備
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
む
一
方
、
国
・
県
の
補
助
事
業
を
可
能

な
限
り
導
入
し
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
ま
ち
づ
く
り
の
諸
事
業
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

税内民わけ税 3億51,067千円 <歳 入> 口□ 5儀円
定資産税 3億48,980千円

自動（贔税 11,460千円
たばこ税 35,335千円 村

気 税 41,934千円

別土地保有税 1 千円 諸 ' I 
収税 1 昂

その 税付交i 得 ! I 越繰 入金繰 点入 懐32 億75 儲7 8 8 5 万円
他金 金 1 0 ゜ ? 
4 4 4 ? 3 4 ? 

ド 5 千万円

構成比
3.9 6.5 7.5 14 24.7 34.2% 
% % % % % 伸び率

200. 0 1.6 67.3 3.6 0.9 
% ％減％ % % % % 

子どもは国の宝。次代の担い手………。大きく、たくましく、すくすくと………。
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こここ •• - -= -
-. 'す至

※単位千円

農業委員会費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

稲作請負防除補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・
新農構、穀類乾燥調整施設

建設補助金・・・・・・・・・・・・・・・ 2 億 2,800
農業近代化資金等利子補給金…… 4,373 
測蜃調査委託料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・• 9,820 
団体営かんがい排水等工事費…… 1 億53,078
県営千江田排水負担金…………… 15,810 

6,416 

2,500 

一三·~

道路台帳異動修正委託料…………
道路補修・側溝新設整備費………
測量調査委託料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

道路改良・舗装工事費……………
用地買収・物件補償費……………
桜並木路舗装工事費………………
住宅管理費・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

4,350 
30,000 
12,500 

2 億26,500

50,000 
12,820 
5,200 

衛生費
1億44,6?9
*6.3% 
• 38.9% 

2億？8
*12 

• o. 

性質別経費内わけ

3億600万

産業費
,905千円
成比19.1%
び率36.2

その他 *1.5%

（巳ば 264:。1 ［ぶ
諸支出金 2,810

〔
義
務
的
経
費
〕

人件費

扶助費

公債費

6 億5,125千円

53,499千円

2 億3,580千円

投
資
的
）
（
そ
の
）

〖
経
賣
他

普通建設事業費など

7 億18,272千円

物件費・維持補修費など

7 億25,524千円

/ 

I 
＇一: C:  

- =了

心身障害者扶養共済年金・同者等入通所
保護者負担扶助…… 2,520 

医療費扶助・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14,136 
老人福祉センター費•…•・・・・・• ••….. 20,476 
被用者・非被用者児童手当など… 13,950 
母・父子家庭等児童入進学用品費扶助 163 
保育園費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 億 1,989

-

r

 

———-= •’ 

' 

' 

-.”L

• 

..,.‘f 

OA機器リース、保守、点検料…
交通対策費・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

結婚相談事業・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

合併問題アンケート調査…………

群馬県知事選挙費•………••…•・・・・
農業委員選挙費・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

2,129 

4,810 
712 

817 

2,355 

791 

小学校費・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 82,732 
中学校費・・・.............................. 42,619 
幼稚園費・•............................... 39,984 

青少年育成対策費•……·・・・・・・・・・・・・・ 3,066 
公民館費・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 18,702 

保健体育費（村体育協会交付金 1,600千円、光
熱水費 3,276千円、利根川総合運動場維持管理
委託料 2,900千円など） 25,437 

こ
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
ま
す
。

元
利

金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
子・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

1 億14,696
88,884 

•. :..:... `―三：

邑楽館林医療事務組合負担金・出資金20,289
国保特別会計繰出金…………… 35,000 
胃ガン、循環器検査等委託料… 12,952 
衛生害虫駆除用薬剤費………… 1,041 
保健センター費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,953 
廃棄物処理・廃乾電池処理委託料 12,340 
生ごみ処理槽購入助成金……… 540 
館林衛生施設組合負担金……… 17,427 

館林地区消防組合負担金（常備・
非常備、施設費など）…

災害対策費・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

93,852 
1,653 

.

.
 

.. .. .. 
.
.
 

. ̀  
．
寸
.
'
ー
~
貸

~
等
~
金

4,300 
12,101 

························50,417千円

........................ 6,000千円

........................ 2,810千円



第319号 広 報 め い わ 昭和63年 4 月 10 日

昭
和
六
十
年
情
報
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
担
い
手
育
成
高
校
と
し
て
県
内
外
か
ら

注
目
さ
れ
開
校
（
南
大
島
地
内
）
し
た
県

立
館
林
商
工
高
校
の
卒
業
式
は
、
三
月
一

日
、
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
一
期
生
二
百

四
十
七
人
（
男
1
0
6
・
女

1
4
1
)

が
母
校
を
巣

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

父
母
、
教
育
関
係
者
な
ど
多
数
が
出
席
、

村
か
ら
も
村
長
（
代
助
役
）
ら
が
出
席
し

卒
業
を
祝
福
゜

在
校
生
か
ら
胸
に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

つ
け
て
も
ら
っ
て
入
場
す
る
卒
業
生
。
式

で
は
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
の
氏
名
が
読
み

上
げ
ら
れ
各
科
代
表
の
卒
業
生
に
大
沢
校

長
か
ら
し
っ
か
り
と
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
「
み
な
さ
ん
は
、
本
校
最
初
の

卒
業
生
で
す
。
新
設
高
に
ふ
さ
わ
し
い
伝

統
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
常
に
反
省
と

自
己
向
上
に
つ
と
め
大
き
く
羽
ば
た
い
て

く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
電
子
機
械
科
の
野
坂
雅

—·999 9999 ...  

章
さ
ん
が
卒
業
生
を
代
表
し
て

「
一
期
生
と
し
て
恥
じ
な
い
よ

う
、
母
校
の
教
え
を
し
っ
か
り

と
刻
み
希
望
を
大
き
く
、
そ
れ

ぞ
れ
選
ん
だ
道
で
が
ん
ば
り
ま

す
」
と
答
辞
を
行
う
と
卒
業
生

の
間
か
ら
は
、
学
窓
の
思
い
出

に
感
き
わ
ま
り
ハ
ン
カ
チ
を
手

に
す
る
女
生
徒
が
目
立
ち
、
卒

業
式
な
ら
で
は
の
ふ
ん
い
き
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

式
終
了
後
卒
業
生
は
、

恩
師
や
在
校
生
、
父
母
ら

が
列
を
つ
く
り
拍
手
で
送

る
中
目
を
赤
く
そ
め
な
が

ら
も
晴
れ
や
か
な
表
情
で

式
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

野
坂
雅
章
さ
ん
（
千
代
田
町
）

卒業おめでとう

県
立
館
林

廂
工
高
校

卒
業
式

期
生
晴
れ
や
か
に

電
子
機
械
科
卒
業

3 年間の学校生活に別れ

を告げ、希望に満ちて実社

会へ巣立つ卒業生 4 人に学

校生活の感想をちょっと聞

いてみました。

卒
業
生
二
四
七
人
（
男
1
0
6
・
女

1
4
1
)

の

進
路
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

就
職
（
自
営
業
含
む
）
一
五
七
人
、
進

卒業生進路

(6) 

続々と

先端企業へ

進学82人 (33%)

①時代を先取りする期待どおりの授

業だった。僕にとって将来かならず

プラスになると思う。

また、すばらしい先生、級友に恵

まれたことも大きかった。

②夢と目標を区別し、目標をステッ

プとして夢に近づく努力をおしまな

い人間になりたい。

③多くの人と知り合い、良い仲間づ

くりを、向上の第一歩に

学
八
二
人
、
そ
の
他
八
人
。
主
な
就
職
先

は
、
工
業
系
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど

先
端
産
業
関
連
企
業
が
比
較
的
多
く
、
商

業
系
で
は
大
手
ス
ー
パ
ー
な
ど
サ
ー
ビ
ス

業
を
中
心
の
就
職
が
目
立
ち
ま
す
。
公
務

員
は
若
干
名
。

一
方
、
進
学
は
八
二
人
で
全
体
の
三
三

％
を
占
め
、
国
立
大
学
三
人
、
私
立
大
学

三
七
人
、
専
門
学
校
三
七
人
、
そ
の
他
（

訓
練
校
な
ど
）
五
人
と
い
う
状
況
で
す
。

（
文
中
数
字
は
三
月
末
日
現
在
）

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】

一
①
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
入
学
し
た
と
~

—
思
い
ま
す
が
ど
ん
な
学
校
生
活
｛

~
で
し
た
か

ふ
潔
付
来
ど
ん
な
人
（
人
間
）
に
な
i

ー
り
た
い
と
思
い
ま
す
か
~

一
③
在
校
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
と
一

~
し
た
ら
ど
ん
な
こ
と
を
…
…
一



(7) 第319号 広 報 め

村
内
の
ほ
ぼ
中
央
を
南
北
に
走
る
東
武

伊
勢
崎
線
。
私
た
ち
の
通
勤
、
通
学
の
足

と
し
て
欠
か
せ
な
い
重
要
な
交
通
機
関
の

―
つ
で
す
。
川
俣
駅
の
所
在
す
る
中
谷
地

区
と
そ
の
周
辺
は
、
近
年
世
帯
数
、
人
口

と
も
急
増
し
着
実
に
発
展
し
て
き
て
い
る

地
域
で
す
。

こ
の
ほ
ど
、
そ
の
東
武
鉄
道
卸
で
ダ
イ

ヤ
改
正
（
今
年8
月
実
施
）
発
表
が
あ
り

川
俣
駅
の
停
車
本
数
（
客
車
）
が
増
発
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
上
り
（
浅
草
方

面
）
六
本
、
下
り
（
伊
勢
崎
方
面
）
八
本

の
合
わ
せ
て
十
四
本
で
す
。
午
前
十
時
か

ら
午
後
四
時
台
が
主
で
、
こ
の
時
間
帯
は

上
下
線
と
も
ほ
と
ん
ど
一
時
間
に
一
本
程

度
で
し
た
が
、
今
回
の
改
正
で
そ
れ
ぞ
れ

一
本
増
え
て
一
時
間
あ
た
り
二
本
の
割
で

い わ

東武伊勢崎線

川俣駅

昭和63年 4 月 10 日

停車数14本増

利用幅グンとアップ

川俣駅時刻表 63. 8. 9 改正

上り浅草方面 下り、太日、伊勢崎方面

54 33 05 I 5 

50 29 17 Q8 I 6 
平 乎休

52 41 25 14 03 00 I ? 
25 I 8 

57 34 05 I 9 

59 ( 10 
56 ( 11 
55 ( 12 
56 ( 13 
56 ( 14 
53 ( 15 
4116 116 

43 26 08 11? 

56 45 22 118 

37 119 
29120 
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14122 

23 
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誓
5
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5
2
5
5

太
4
8館5
2

4
3
·
[
3
4
3
4
[
5
9
館
警
督
祖
贄
⑱
）
2
4
3
9
3
0
3
8

太5
4館5
4紐4
2

5
3
1
7
1
4
[
2
4
3
4
館
包
笠

0
5太0
5太0
5太0
5太0
4
0
8
2
2
0
5

館
⑮
）
2
4
2
4

太
0
8

停
車
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
で
朝
夕
の
通
勤
、
通
学
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
日
中
の
買
物
な
ど
に
も
利
用

幅
が
グ
ン
と
広
が
り
大
変
便
利
に
—
ー
_
o

「
一
時
間
に
一
本
と
二
本
と
で
は
利
用
価

値
が
ず
い
ぶ
ん
ち
が
い
ま
す
よ
」
と
周
辺

の
主
婦
ら
か
ら
歓
迎
の
声
が
あ
っ
ち
こ
っ

ち
で
聞
か
れ
ま
す
。

こ
こ
三
1

四
年
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま

す
と
、
五
十
九
年
三
月
の
館
林
駅
ー
柳
生

駅
線
、
六
十
年
四
月
の
館
林
駅
1

赤
岩
統

〇印→増発となる列車
休→休日のみ運転

平→平日のみ運転

合
中
学
校
線
の
路
線
バ
ス
（
東
武
バ
ス
）

廃
止
が
相
次
ぎ
、
マ
イ
カ
ー
の
善
及
と
は

い
え
沈
滞
ぎ
み
の
状
況
で
し
た
。

こ
ん
な
折
、
今
回
の
朗
報
は
村
に
と
っ

て
大
い
に
注
目
、
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。
川
俣
駅
か
ら
都
心
（
東
京
浅
草
）
ま

で
八
0
分
。
当
駅
は
、
都
心
へ
の
通
勤
、

通
学
圏
に
あ
る
こ
と
か
ら
周
辺
は
住
宅
が

建
ち
な
ら
び
都
心
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し

て
脚
光
を
あ
び
つ
つ
あ
り
ま
す
。

地
域
で
は
、
こ
れ
を
機
に
一
段
と
都
市

化
が
進
み
、
活
性
化
が
図
ら
れ
、
や
が
て

は
準
急
、
急
行
が
止
ま
る
の
も
近
い
と
期

待
と
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
村
民
皆
様

か
ら
の
要
望
を
受
け
、
村
と
村
議
会
で
は

①
川
俣
駅
停
車
本
数
の
増
加
②
羽
生
駅
t

川
俣
駅
間
の
複
線
化
早
期
実
現
の
陳
情
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
熱
い
陳
情
と
会

社
の
深
い
ご
理
解
の
た
ま
も
の
が
実
を
結

ん
だ
結
果
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

建
築
科
卒
業

, 

佐
々
木

商
業
科
卒
業

繁
さ
ん
（
斗
合
田
）

野
口

志
乃
さ
ん
（
梅
原
）

,' 

秋
野
恵
美
子
さ
ん
（
矢
島
）

商
業
科
卒
業

①無我夢中の三年間だったが充実し

た学校生活が送れた。先生、友達を

通じて視野も広がり、この日を迎え

てみて進歩したように思う。

②母校に学んだことを基礎に、世に

恥ない人間に

③三年間まじめに取り組めばすばら

しい学園生活が……、そしてそれを

自分自身の大きな飛躍のステップに

してほしい。

①思ったとおりの学校だった。近代

設備を誇り、良き先生、良き友人に

恵まれ楽しかった。何もかも新しい

ことばかりで一つのことが終わると

すぐ次のことを……と目まぐるしい

三年間でもあった。

②その会社（職場）になくてはなら

ない人間に

③つきなみですが、自分の将来を良

く考えて学校生活を……。

①多くの友達を得て、毎日が充実し

楽しい日々だった。授業もワープロ
など十分に活用でき思い出深い三年

間だった。

②少しでも社会のため役立つ人間に

なりたい。

③近代設備を誇る環境下で学べるこ

とは幸福。その設備を十分生かして

少しでも自分のものにしてほしい。
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東幼稚園で かい
大きくなった会 三

月
二
十
七
日
、
中
央
公
民
館
で
郷
土
芸
能
を
保
存
愛
す
る

人
た
ち
が
一
同
に
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
伝
わ
る
地
域
独
特
の
芸

能
を
披
露
す
る
、
館
林
邑
楽
郷
土
芸
能
発
表
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
「
さ
さ
ら
」
、
「
八
木
節
」
な
ど
九
つ
の
芸
が
上
演
さ

れ
、
伝
統
あ
る
熱
演
に
借
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

卒
園
を
ひ
か
え
た
三
月
三
日
、
東
幼
稚
園
で
「
大

き
く
な
っ
た
会
」
が
開
か
れ
、
竹
を
使
っ
て
リ
ズ
ミ

カ
ル
に
飛
び
跳
ね
る
竹
お
ど
り
や
竹
馬
乗
り
を
披
露

し
参
加
し
た
父
母
ら
を
感
心
さ
せ
ま
し
た
。

中
で
も
竹
馬
乗
り
は
、
園
児
の
ひ
た
す
ら
な
努
力

で
全
員
が
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
だ
け
あ
っ

て
園
児
ら
も
得
意
そ
う
I
_

。
満
足
感
あ
ふ
れ
る
成

長
ぶ
り
に
父
母
た
ち
は
感
激
を
深
く
し
た
よ
う
で
し

こ
。t
 

郷
士
芸
能
で郡

内
が
一
同
に

，
ノ

゜

中
央
公
民
館
を
メ
ー
ン
会
場
に
恒
例
の
「
公
民
館
ま
つ
り
」
が

3

月
認
・
1
3日
の
二
日
間
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
公
民
館
事
業
の
一
環
と
し
て
開
講
し
た
各
種
教
室
講
座

の
成
果
発
表
、
い
わ
ば
一
年
間
の
総
仕
上
げ
。
そ
れ
に
文
化
協
会
、

子
ど
も
会
育
成
会
な
ど
六
団
体
が
共
催
。
バ
ザ
ー
、
わ
た
あ
め
、

手
づ
く
り
み
そ
実
演
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
訪
れ
た
チ
ビ
ッ
コ
や
老
人
、
主
婦
ら
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

歌
に
踊
り
に

わ
た
あ
め
に

公
民
館
ま
つ
り

今
年
も
盛
況

冒訊暑I醜麟雄

J
 

園児と老人が交流

楽しいひとときを

゜

独
り
暮
ら
し
老
人
と
西
保
育
園
児
が
三
月
二
日
、

村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
交
流
。
年
長
組
園
児
約
五

十
人
が
、
ゆ
う
ぎ
や
歌
を
披
露
し
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
村
社
会
福

祉
協
議
会
が
、
と
か
く
地
域
社
会
と
そ
遠
に
な
り
が

ち
な
環
境
に
あ
る
独
居
老
人
と
園
児
を
招
待
し
、
少

し
で
も
家
庭
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
開

い
た
も
の
で
す
。

村
に
は
約
六
十
人
の
独
居
老
人
が
い
ま
す
が
こ
の

日
は
四
十
人
が
参
加
。
園
児
た
ち
の
、
り
り
し
い
お

ゆ
う
ぎ
姿
に
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が
ら
ま
る
で
わ
が

孫
の
よ
う
に
「
か
わ
い
い
ね
」
を
連
発
、
感
心
し
て

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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情報

翌］
. 結果

剣
道
大

村
卓
球
ク
ラ
ブ
で
は
、
た
だ
い
ま
会
員

募
集
中
、
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
さ

わ
や
か
な
汗
で
、
大
き
な
輪
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

＊
対
象

1
1

一
般
村
民

＊
練
習
日
1
1

毎
週
木
曜
日
午
後
7

時
3
0

分
か
ら
。
社
会
体
育
館
。

＊
申
込
み
1
1

随
時
受
付
、
社
会
体
育
館
へ
、

そ
の
ほ
か
詳
細
は
同
体
育
館
(
6闘
4

6
2
6
)
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

明
和
で
三
人
入
賞

剣 で性も回
道明日剣ち明三
部和頃士ろ和月
なかのなん村二
どら鍛ど‘剣十
三は練二近道日
+‘成百隣大‘
五明果十か会社
人和を人らが会
が剣競がも行体
参友い参チわ育
加会合加ビれ館
し‘い‘ッ‘で
そ明ま 4 子村第
れ和し部‘内十
ぞ中た門女は五

゜▼月和入賞者左から小平、石井、松本くん

会
員

会

卓
球
ク

募
集

結
果

ラ
ブ

れ
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。
（
上
位
三
位
入
賞
）

〇
小
学
生
低
学
年
の
部

▼
一
位
1
1

福
田
直
也
（
大
泉
剣
）
▼
二

位
1
1

藤
野
文
博
（
慈
光
）
マ
ニ
位1
1

襟
川

英
樹
（
大
泉
剣
）
、
鈴
木
藤
孝
（
慈
光
）

衝
小
学
生
高
学
年

▼
一
位
1
1

北
村
和
也
（
館
林
剣
）
）
一
位

1
1

石
井
洋
介
（
明
和
剣
）
マ
ニ
位
1
1

三
ツ
森

慎
（
館
林
剣
）
、
中
島
優
起
（
同
）

圏
中
学
生
男
子
の
部

大
会
明
和
剣
友
会
参
加

▼
一
位
1
1

館
野
雅
英
（
板
中
）
マ
一
位
1
1

小
平
利
治
（
明
和
剣
）
マ
ニ
位
1
1

松
本
喜
信

（
同
）
、
小
野
田
裕
之
（
板
中
）

〇
中
学
生
女
子
の
部

▼
一
位
1
1

金
子
真
世
（
館
林
）
▼
二
位
1
1

原
田
美
穂
（
大
泉
）
マ
ニ
位
1
1

飯
田
実
奈
（

大
泉
）
、
高
沢
徳
（
大
泉
）

〔
敬
称
略
〕

県
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

三
月
十
三
日
開
か
れ
た
県
民
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
大
会
に
明
和
剣
友
会
二
十
人
ほ

ど
が
参
加
。
い
ろ
ん
な
人
と
ふ
れ
合
い
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

そ
の
大
会
競
技
、
「
綱
引
き
」
で
二
位
、

「
長
な
わ
と
び
」
で
三
位
と
活
躍
。
同
剣

友
会
は
、
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
所
属
し

剣
道
を
通
じ
て
、
会
員
の
親
ぼ
く
は
も
ち

ろ
ん
、
他
の
団
体
と
も
積
極
的
に
交
流
を

図
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

....リズミカルにおどる園児

前
月
号
「
上
毛
か
る
た
郡
大
会
」

結
果
(
9p
)
の
中
で
、
▼
小
学
生
女

子
団
体
1
1

三
位
入
賞
、
大
輪
上
子
ど

も
会
（
蓮
茂
子
、
笠
原
ま
り
子
、
松
本

恵
美
、
内
山
美
紀
）
が
未
掲
載
で
あ

り
ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。
〔
敬
称
略
〕

村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
団
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
丈

夫
な
体
と
豊
か
な
心
を
養
お
う
。
そ
し
て

大
き
な
ス
ポ
ー
ツ
の
輪
を
広
げ
よ
う
ー
。

募
集
少
年
団
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
「
明
和
東
J

B

」
▼
同
「
明
和
西
野
球
」
▼
同
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
「
明
和
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ジ
ュ
ニ
ア

男
・
女
」
▼
同
「
明
和
西
女
子
」
▼
同
サ

ッ
カ
ー
「
明
和
F
C
」
▼
同
剣
道
「
明
和

剣
友
会
」
の
六
つ
の
団
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

入
団
資
格
等
は
、
各
団
で
多
少
異
な
り
．

ま
す
が
小
学
生
対
象
が
原
則
で
す
。
詳
細

は
社
会
体
育
館
事
務
局
(
6闘
4
6
2
6
)

に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

スポーツの

輪を広げよう

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
募
集

お
わ
び
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や
さ
し
い
心
で

下
級
生
に

昭
和
6
2
年
度
の
善
行
少
年
表
彰
式
が
、

3

月
4
日
館
林
警
察
署
で
行
わ
れ
、
本
村

で
は
、
松
本
良
美
さ
ん
、
篠
木
理
江
さ
ん
、

和
田
隆
幸
く
ん
の
三
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
善
行
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

下
級
生
か
ら

お
姉
ち
ゃ
ん
と

松
本
良
美
さ
ん
東
小
6

年
（
表
彰
時
）

清
掃
な
ど
、
と
か
く
人
の
い
や
が
る
事

を
率
先
し
て
や
っ
た
。
何
事
に
も
熱
心
で

あ
る
た
め
級
友
か
ら
の
信
頼
が
あ
つ
い
。

ま
た
、
通
学
班
の
班
長
と
し
て
登
下
校

の
際
、
十
分
な
心
配
り
で
下
級
生
の
め
ん

ど
う
を
良
く
み
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
下
級
生
か
ら
お
姉
ち
ゃ
ん
と
慕
わ
れ
て

い
る
。

篠
木
理
江
さ
ん
西
小
6

年
（
表
彰
時
）

危
険
力
所
で
遊
ん
で
い
る
下
級
生
を
安

全
な
場
所
に
導
い
て
遊
ん
で
あ
げ
た
り
、

下
級
生
・
同
級
生
と
協
力
し
て
空
か
ん
拾

い
な
ど
を
自
主
的
に
や
っ
た
。
通
学
班
の

班
長
と
し
て
病
弱
な
下
級
生
の
ラ
ン
ド
セ

ル
を
持
っ
て
あ
げ
る
な
ど
や
さ
し
い
心
の

持
ち
主
で
あ
る
た
め
、
下
級
生
に
は
も
ち

ろ
ん
そ
の
親
た
ち
か
ら
も
感
謝
さ
れ
た
。

’• ー、｛

....受賞者左から松本、和田、篠木さん

和
田
隆
幸
く
ん
明
中
3

年
（
表
彰
時
）

現
在
父
親
と
二
人
暮
し
、
父
親
は
朝
早

く
か
ら
夜
お
そ
く
ま
で
仕
事
（
農
業
）
を

し
て
い
る
た
め
、
毎
日
家
事
の
ほ
と
ん
ど

を
や
っ
て
い
る
。

農
繁
期
に
は
、
父
と
一
緒
に
畑
仕
事
に

が
ん
ば
っ
た
。
そ
れ
も
、
そ
の
苦
労
、
大

変
さ
を
周
囲
に
感
じ
さ
せ
る
こ
と
な
く
明

る
＜
勉
学
・
ス
ポ
ー
ツ
に
学
校
生
活
を
送

っ
て
い
る
。 家

事
に
が
ん
ば
っ
た

勉
強

に

受
雷
お
め
で
と

f
つ

1手を引いて

わが子に教える

ルールとマナー：：：

③ ② ① 

お
七
夜
、
お
宮
参
り
、
七
五
三
、
成

人
式
、
還
暦
な
ど
人
生
の
あ
る
時
点
で

お
祝
い
が
な
さ
れ
ま
す
。
無
事
に
成
長

し
た
こ
と
を
本
人
の
た
め
に
ま
わ
り
の

人
が
祝
福
す
る
習
慣
で
、
通
過
儀
礼
と

も
い
い
ま
す
。
た
と
え
ば
お
宮
参
り
と

い
う
の
は
誕
生
後
三
ヵ
月
、
あ
る
い
は

百
日
を
迎
え
た
日
に
近
く
の
神
社
に
親

が
抱
い
て
お
参
り
を
し
ま
す
。
こ
の
こ

□
犀
口
：
可
し
い
家
庭

る
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。ぉ

正
月
、
節
分
、
桃
の
節
句
、
端
午

の
節
句
、
春
と
秋
の
お
彼
岸
、
お
月
見

な
ど
季
節
ご
と
の
行
事
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
入
学
式
、
卒
業
式
、
開
校
記

念
日
、
入
社
式
、
結
婚
式
さ
ら
に
告
別

式
、
三
回
忌
な
ど
、
よ
そ
の
国
に
比
べ

て
わ
が
国
に
は
こ
の
よ
う
な
行
事
が
多

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
以
前
は
も
っ
と

多
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
地
方
に
よ
っ
て

は
独
自
の
行
事
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
多
く
の
人
が
ひ
と
つ
の
場
所

に
集
ま
っ
て
飲
食
を
共
に
す
る
と
こ
に
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
相
互
の
連
帯
感
を
高
め
、

あ
る
場
合
に
は
ひ
と
り
の
人
を
褒
め
た
た

え
、
激
励
し
、
あ
る
場
合
に
は
そ
こ
に
い

な
い
人
を
偲
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
人

と
自
分
と
の
関
係
を
考
え
る
と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。

夫
婦
で
子
育
て

近
年
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が

一
方
に
お
い
て
は
華
美
に
な
り
、
他
方
に

お
い
て
は
省
略
化
さ
れ
、
廃
止
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
結
婚
式
、
社
長
の
就
任
式
、

七
五
三
な
ど
は
前
者
で
あ
り
、
節
分
の
豆

ま
き
、
紅
葉
狩
り
な
ど
は
後
者
に
な
り
ま

す
。
自
然
と
の
接
触
の
少
な
い
都
会
型
の

生
活
が
主
に
な
っ
た
の
で
す
か
ら
や
む
得

ま
せ
ん
。
針
供
養
と
か
灯
籠
流
し
な
ど
は

東京都立大学教授
知
ら
な
い
人
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

子
供
を
中
心
に
考
え
た
と
き
、
私
は

. 人
生
の
そ
れ
ぞ
れ
の
節
目
に
あ
た
る
儀

式
、
一
年
の
季
節
の
移
り
変
わ
り
と
関

係
の
深
い
行
事
は
、
家
庭
の
中
で
、
で

き
る
範
囲
内
で
や
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
親
と
子
が
同
じ
場
所
に
い
て
体

験
を
共
に
し
、
そ
の
日
の
い
わ
れ
に
つ

い
て
親
が
子
供
に
話
す
こ
と
が
大
切
な

ロ
/
]
]
]
]
]
]

こ
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止
、
特
に
若
年

運
転
者
に
よ
る
無
謀
運
転
の
追
放

正
し
い
方
法
に
よ
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
の
徹
底
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交通）しールを確認し
マナーを守ろう

【置の全国交通安全運動：り4月肛ヨ～15旦］

お
年
寄
り
の

交
通

安

全

暖
か
な
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
春
は
外
出

す
る
機
会
が
多
く
な
る
も
の
で
す
。
し
か

し
現
代
は
”
く
る
ま
社
会
“
一
歩
外
へ
出

た
な
ら
ば
、
わ
た
し
た
ち
は
常
に
交
通
事

故
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
四
月
は
、
新
入
学
・
新
入
園
の
季

節
で
も
あ
り
、
歩
き
慣
れ
な
い
道
を
通
っ

て
学
校
や
幼
稚
園
に
通
う
子
供
た
ち
の
交

最
近
は
お
年
寄
り
が
交
通
事
故
に
遭
う

ケ
ー
ス
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
だ
れ
で
も

年
を
と
る
と
、
自
分
で
は
大
丈
夫
と
思
っ

て
い
て
も
、
体
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
く

な
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
、
お
年
寄
り
を
見

か
け
た
ら
細
心
の
注
意
を
払
い
、
思
い
や

り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
お
年
寄
り
も
無
理
な
横
断
な
ど
を

し
な
い
よ
う
、
お
互
い
が
気
を
つ
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

通
事
故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
年
も
四
月
六
日
か
ら
十

五
日
ま
で
の
十
日
間
、
「
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
子
供
と
、

最
近
と
く
に
多
く
な
っ
て
い
る
お
年
寄
り

の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、
皆
さ

ん
で
交
通
ル
ー
ル
を
確
認
し
、
交
通
マ
ナ

ー
を
高
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

新
入
学
児
童
・
園
児

を
持
つ
お
母
さ
ん
へ

入
学
（
園
）
前
に
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

通
学
（
園
）
路
を
歩
き
、
交
通
量
が
多
い

所
や
見
通
し
の
悪
い
所
を
調
べ
、
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
点
を
お
子
さ
ん
に

話
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
交
差
点
や
横
断
歩
道
の
渡
り
方
、

信
号
の
正
し
い
見
方
な
ど
も
実
際
の
通
学

（
園
）
路
を
使
い
、
お
子
さ
ん
の
立
場
に

な
っ
て
具
体
的
に
教
え
て
あ
げ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

上
手
に
生
き
よ
う

• 

車i

社

会

を

▼
千
代
田
東
小
校
長1
1

舘
野

西
小
教
頭
）

▼
千
代
田
西
小1
1

大
野
幸
枝
（
西
小
）

マ
館
林
第
九
小
1
1

天
津
道
孝
（
西
小
）

マ
館
林
多
々
良
中1
1

打
木
功
（
明
中
）

▼
伊
勢
崎
三
中1
1

福
本
明
浩
（
明
中
）

マ
東
小
1
1

関
口
恵
子
（
千
代
田
西
小
）

ァ
西
小
1
1

帆
足
千
明
（
太
田
南
中
）

▼
西
小1
1

田
名
網
真
理
（
太
田
小
）

▼
明
中
1
1

石
塚
一
生
（
館
林
第
四
中
）

▼
明
中
1
1

津
布
エ
リ
リ
子
（
館
林
養
護
）

【
転
補
（
管
内
異
動
）
】

▼
幼
稚
園
総
括
主
任
、
中
央
幼
稚
園
置

人事異動

4月 1 日付
( ）は前職

マ
束
小
1
1

伏
島
均
（
西
小

▼
西
小1
1

関
根
操
（
東
小

）
は
前
職

マ
渡
辺
文
子
（
東
小
）
▼
豊
嶋
俊

邦
（
東
小
）
▼
千
葉
優
（
西
小
）
1
1

東

部
教
育
事
務
所
へ
▼
青
木
尚
子
（
西

小
）

籍
1
1

吉
田
好
江
（
東
幼
）
▼
東
幼
稚
園

1
1

鈴
木
昌
美
（
西
幼
）
▼
東
幼
稚

園
1
1

柿
沼
美
智
子
（
中
幼
）
▼
中
央
幼

稚
園
1
1

矢
之
貴
洋
子
（
西
幼
）
▼
西
幼

稚
園
1
1

矢
島
和
代
（
中
幼
）

〔
敬
称
略
〕

【
退
職
】

【
新
採
用
】

▼
西
小
教
頭
1
1

岡
田
丈
夫
（
東
部
教
育
事
務
所
）

▼
西
小
1
1

栗
原
好
子

マ
束
小1
1

萩
原
文
江

【
転
入
】

政
国

【
転
出
】

教
職
員
人
事
異
動

, ヽ

, I 

（敬称略）

4 月 1 日付
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奎
岡
田
清
治
さ
ん
（
梅
原
）
は
二
万
円
を

奎
福
田
操
さ
ん
（
梅
原
）
は
五
万
円
を

圏
宮
崎
敬
次
さ
ん
（
南
大
島
）
は
三
万
円
を

蒼
吉
野
明
さ
ん
（
須
賀
）
は
三
万
円
を

蔓
岩
上
淳
さ
ん
（
大
輪
）
は
十
万
円
を

〇
薗
部
英
雄
さ
ん
（
大
輪
）
は
五
万
円
を

0
島
田
叡
さ
ん
（
南
大
島
）
は
十
万
円
を

0
大
山
久
し
さ
ん
（
川
俣
）
は
三
万
円
を

圏
野
本
能
大
さ
ん
（
大
輪
）
は
三
万
円
を

圏
田
部
井
ふ
ゆ
さ
ん
（
梅
原
）
は
二
十
万
円
を

®
新
井
金
作
さ
ん
（
江
口
）
は
三
万
円
を

〇
旧
佐
貫
村
婦
人
会
は
十
九
万
五
七
―
二
円
を

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
（

奉
仕
銀
行
）
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

電気の安全を願って
（財）関東電気保安協会

0
支
給
条
件
満
州
事
変
（
昭
和
6
年
9

月
1
8
日
）
以
降
の
戦
没
者
の
遺
族
の
う

ち
、
昭
和
6
0
年
4
月
1
日
現
在
、
公
務

扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が

い
な
い
場
合

蔓
請
求
期
限
6
月
1
3
日
⑪

※
請
求
手
続
に
必
要
な
書
類
は
、
役
場
住

民
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
同
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

「
簡
単
な
作
業
で
高
収
入
」
「
不
況
下

の
生
活
防
衛
—
新
し
い
現
金
収
入
の
道
」

「
副
業
に
。
ヒ
ッ
タ
リ
」
ー
ー
こ
の
よ
う
な

内
職
を
募
る
広
告
宣
伝
が
数
多
く
み
ら
れ

ま
す
が
、
な
か
に
は
、
条
件
の
違
い
な
ど

4
月

2
1日
か
ら
屋
内
配
線
の
定
期
調
査

（
隔
年
1
回
）
が
関
東
電
気
保
安
協
会
に

か
ら
思
わ
ぬ
被
害
に
あ
う
よ
う
な
ケ
ー
ス

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
イ
ン
チ
キ
内
職
」
の
被
害
に
あ
わ
な

い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

親
子
で
さ
わ
や
か
な

時
5
月

7

日
山
1
8

日
⑪
午
後

2
時
3
0
分1
(
1
泊
2
日
）
雨
天
決
行

会
場
県
立
東
毛
少
年
自
然
の
家
（
薮

塚
本
町
）

対
象
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
と
そ
の

家
族

経
費

1
人
当
た
り
2

、

0
0
0

円
（
食

事
3
食
代
、
傷
害
保
険
代
等
）

携
行
品
上
履
き
用
運
動
靴
、
運
動
着
、

軍
手
、
水
筒
、
雨
具
、
着
替
え
用
下
着
、

洗
面
用
具
、
壊
中
電
灯

内
容
夜
間
宝
さ
が
し
、
野
外
炊
飯
、

登
山

申
し
込
み
4
月
3
0
日
山
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
又
は
電
話
で
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

委
託
さ
れ
ま
す
。

定
期
調
査
は
、
電
気
の
設
備
が
国
で
き

め
た
技
術
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
否
か

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
結
果
を
お
客
さ
ま

に
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

調
査
員
は
、
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
、

写
真
入
り
の
名
札
と
腕
章
を
つ
け
て
い
ま

す
。

※
相
談
は
、
東
京
電
力
6⑫
4
3
4
0
ま

た
は
、
関
東
電
気
保
安
協
会
6⑮
8
3
7

1

へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

日

,
_
'
|
'
|
9
’

―
，
亡
U

鼻

＼
汗
を
流
そ
う
／

年
齢
、
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

ヽ
~
。

し

問
い
合
わ
せ
県
立
東
毛
少
年
自
然
の
家

〒
⑰
ー2
3
新
田
郡
薮
塚
本
町
大
字
薮

塚
3
6
5
7
6
0
2
7
7
⑬
5
6
6

6

ヘ

◎
講
習
会

日
時

会
場

受
講
料

0
試
験

日
時

6

月
認
日
⑪
午
前
9

時
1

会
場
太
田
市
関
東
学
園
大
学

受
験
料
甲
種
5
、
0
0
0
円
乙
種

3
、
4
0
0
円
丙
種
2
、
7
0
0
円

0
受
付
期
間

5

月
6

日
②
1
5

月
認
日

困
ま
で
に
明
和
分
署
へ

※
詳
し
く
は
、
明
和
分
署
(
6闘
3
1
3

1
)
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
用
心
／

う
ま
す
ぎ
る
話
に

村 の （
つ

ご

6

月
1
3日
ま
で
で
す

き

5

月
1
6
日
⑪
午
前
9

時
1

館
林
市
郷
谷
公
民
館

6
、
5
0
0

円

試
験
・
講
習
会

危
険
物
取
扱
者

会 日

時
4
月

2
1日
午
後

1

時
1

受
付

場
保
健
セ
ン
タ
ー

妊
婦
健
診

会

場

日
時

4
月
1
4
日
5
月
認
日
午
後

1

時
1
2

時
受
付

保
健
セ
ン
タ
ー

乳
幼
児
健
診

I
l検
診
は

健
康
標
語
佳
作
作
品

健
康
家
族
の

み
は
り
番
I
i

大
佐
貫
・
柿
沼
ふ
さ
江
さ
ん
の
作
品

進
ん
で
受
け
よ
う
／

健
康
一
番
検
診
は

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

日
日
日
日

4
1
0
1
3
1
4
1
7
 

19 日

21 日

22 日

24 日

25 日

28 日

5 

11 日

18 日

月

第 9 回春季バレーボール大会

母子保健推進員協議会総会

区長会（初会議）

利根川総合運動場クリーン

作戦

衛生協力会総会

農業委員会

青少年育成補導推進員会議

ゲートボール県民スポーツ祭

大会予選

ボランティア連絡協議会総会

村政功労者表彰式

月

3 オ児健診

1 オ半児健診

※予定ですので変わる場合もあります。
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明
和
の
金
石
文
な
と

0

明
和
村
の
金
石
文
一
、
九
八

0
円

0

ヶ
の
気
象
四

0
0
円

〇
ク
の
植
物
九

0
0
円

0

ヶ
の
植
物
（
そ
の
2
)
七
二
0
円

0

ヶ
の
古
文
書
所
在
目
録
九
九
五
円

〇
ク
の
記
念
碑
四
六

0
円

大
き
さ
は
B
4

版
で
す
。

申
込
先
1
1

明
和
村
教
育
委
員
会
(
6闘
4

4
9
1
)へ
お
早
め
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

小
冊
子
頒
布
し
ま
す

最
近
、
田
か
ら
畑
へ
転
換
す
る
方
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
次
の
い
ず
れ
か
一
つ
以
上
に
該
当
す
る
場
合
は
、
農
地
法
第

四
条
の
申
請
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

*
―
五
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
田
を

埋
め
る
場
合

＊
村
外
か
ら
発
生
す
る
残
土
で
埋
め
る
場

合
＊
産
業
廃
棄
物
を
埋
め
る
場
合

＊
埋
め
る
期
間
が
長
く
か
か
る
場
合
（
耕

作
に
支
障
が
あ
る
程
度
の
も
の
）

ま
た
、
こ
れ
等
に
該
当
し
な
い
場
合
で

も
、
田
を
埋
立
て
す
る
場
合
は
地
元
農
業

委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
村
農
業
委
員
会
事
務
局
（

役
場
経
済
課
内
6
闘
3
1
1
1
®
5
2
)
へ
。

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を

お
貸
し
し
ま
す

郷
土
の
伝
統
行
事
、
歴
史
等
の
ビ
デ
オ

= 
時
転
用
申
請
が
必
要

田
か
ら
畑
へ
転
換

職
業
訓
練
生
募
集

6
3
年
度

安
い
／
．
で
評
判
の
明
和
村
植
木
生
産
組

合
に
よ
る
即
売
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

ご
家
族
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

会
場
明
和
村
商
工
会
館
前

期
日

4
月
2
9日
＼
5

月

5
日
午
前

9

時
＼
午
後
5
時

展
示
花
丼
花
木
、
鉢
物
、
庭
木
な
ど

※
く
わ
し
く
は
、
役
場
経
済
課
ヘ

館
林
地
区
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
6
3

年
度
の
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
す
る
訓
練
科
①
建
築
科
②
左
官
科

③
建
築
板
金
科
④
建
築
製
図
科
⑤
造
園

科
⑥
木
工
科
＼
以
上
夜
間
部

応
募
資
格
義
務
教
育
修
了
者
（
中
学
卒

業
）
で
現
在
①
＼
⑥
ま
で
の
仕
事
に
従

2
9日
か
ら
即
売
会

植
木
が
安
い
／
．

を
無
料
で
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
斗
合
田
の
さ
さ
ら
…
…
…
V
H
S
3
0分

◎
矢
島
遺
跡
…
…
…
…
…
…
V
H
S
3
0分

◎
大
佐
貫
の
念
仏
講
…
…
…
V
H
S
3
0分

希
望
者
は
、
中
央
公
民
館
(
6
8
4
1
4

4
9
1
)
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ミ母なる川を

きれいにしましょう．ヘ
河川一斉クリーン作戦

日時 4 月 1 7 8 (8) 
午前 8 時30分～

場所利根川総合運動場
皆さんがご協力下ださい。

技
能
検
定
は
、
産
業
界
に
働
く
技
能
者

の
持
っ
て
い
る
技
能
を
一
定
基
準
に
よ
り

検
定
し
、
こ
れ
を
公
証
す
る
国
家
検
定
制

度
で
す
。

受
験
申
請
受
付

4

月
4

日
同
1
4

月
1
5

日
②

問
い
合
わ
せ
4
3
職
種
8
1
作
業
の
検
定
が

行
わ
れ
ま
す
。
検
定
職
種
や
受
験
申
請

の
手
続
方
法
な
ど
は
、
群
馬
県
職
業
能

力
開
発
協
会
6
0
2
7
0
_
2
3
1
7
7

6
1

へ 技
能
士
に
な
ろ
う

事
し
て
い
る
者
。
た
だ
し
、
建
築
製
図

科
に
つ
い
て
は
、
本
校
建
築
科
の
修
了

者
又
は
高
等
学
校
卒
業
者
と
す
る
。

募
集
期
間

4
月

3
0日
ま
で

申
込
・
問
合
せ
先
館
林
地
区
高
等
職
業

訓
練
校
(
6⑬
8
2
8
2

夜
間
の
み
）
へ

技
能
検
定
を
受
け
て

ま 料

納でめに 納期限は です゚i 今
ま 4 月
し月 の

よ 30 ! う。日納
で

す。、税

悶 ．盃

会

場

日
時

5
月

1
9
日

3
時

館
林
市
役
所

交
通
事
故
相
談

会

場

日
時

5

月

1
2
日

3

時
館
林
市
役
所
相
談
室

< 
かたたあ

午
前
1
0時
1

午
後
日
ーー~ 日5

 

月5
 

. . . . . 
問週祉福童児圏

年

内会

容場

日
時

健
康
相
談

4

月

1
5日

3

時

会
場
役
場
会
議
室

※
相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日

時

検保 9 4 
尿健時月
・セ 30 21 
血ン分日
圧夕 1

午相；測 1 105 
前 ；定時月
10 :な 30 6 
時談iど分日
1 ：受
午 付午
後前

そそくまなざしとの子にもミ

金

午
前
1
0時
＼
午
後

人
権
・
行
政
・
心
配
i

J
と
相
談
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r·ヽ·””‘“’”‘’’‘‘”‘’‘‘．菖
、・: 村の人口 : ..  
; 4 月 1 日現在 ; 
` 
；世帯数 2,569戸：
：人口総数10,346人 : 
.、

：男 5,168人：

` ` 
：女 5,178人：

: (3 月中の動き） : 
：出生 8 人死亡11人 : 
鳥｀
：転入42人転出57人 : ｷ • ‘` ••• - - - --- - - --ｷ ·"'，，””’‘“”',,ヽ，，’’‘’‘‘

地区 館林邑楽地区 館林地区 明邑楽千和代・地板田倉区
月日科別 産婦人科 耳鼻科 内科 外科

日
根岸医院川村医院 記念病院云（72)3155 海宝医院 橋本医院

4 月 17 日
云（72)3262 合（72)1337 須田医院ff (72)0862 云（74)0811 云 (82)1150 

曜
落合医院原医院 後藤医院ff(72) 0134 永寿堂医院 館林地区が

4 月 24 日
当

云（72)3160 合 (72)1936 上野医院ff(72) 3330 ff (72) 4469 担当します

5 月 1 日
古屋恒｝医院川田医院 森下医院ff (73)7776 津久井医院 小西医院

番 云（63)6161 ff (72) 3724 清河堂医院 ff (72) 3070 ff (72) 3316 ff (86) 2261 

5 月 8 日
佐々木医院大神医院 安楽岡医院ff (72)0572 岡田医院 増田医院

医 合 (62) 2623 云（62)2200 大島診療所云（77)1503 ff (72) 3163 ff(82)2255 

5 月 15 日
横田医院小倉医院 大石医院 n(74)2362 宇沢医院 竹越医院

合 (72)0255 ff (72) 0606 堀越医院ff(73) 4151 ff (74) 8761 云 (84)3137 

3 月の

` 救急車出動回数
•交通事故
●急病

•その他
●計

0件

7件

5件

12件

三
月
十
六
日
、
明
和
中
学
校
で
卒
業
式

が
行
わ
れ
百
六
十
七
人
（
男
8
8
女
7
9
)
の
卒

業
生
が
三
カ
年
の
学
校
生
活
に
別
れ
を
告

げ
、
進
学
、
就
職
に
そ
れ
ぞ
れ
夢
を
ふ
く
ら

ま
せ
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

来
賓
や
父
母
が
見
守
る
な
か
、
中
西
校

長
が
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
証
書
を
手
渡
し

「
母
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
し
っ
か
り
胸
に

き
ざ
み
、
進
学
に
、
就
職
に
そ
れ
ぞ
れ
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
。

式
終
了
後
、
い
っ
た
ん
教
室
に
も
ど
り
、

担
任
の
先
生
、
級
友
ら
と
別
れ
を
交
わ
し

た
あ
と
、
恩
師
、
父
母
、
在
校
生
ら
の
人

垣
の
間
を
証
書
とP
T
A

か
ら
贈
ら
れ
た

「
か
り
ん
」
の
苗
木
を
し
っ
か
り
に
ぎ
り

し
め
晴
れ
や
か
な
表
情
で
母
校
を
あ
と
に

し
ま
し
た
。

【
進
路
状
況
】

全
卒
業
生
は
百
六
十
七
人
で
す
。
う
ち

進
学
百
六
十
四
人

(
9
8
.
2
0
%
)

、
就
職

等
三
人
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
学
校
別
進
路
状
況
〕
※
順
不
同

〇
館
林
高
校

1
7名

0

館
林
女
子
高
校
1
6
名

0

館
林
商
工
高
校

2
0名
（
男
1
1
女
9
)

0

西
邑
楽
高
校
1
5
名
（
男
8
女

7
)

〇
板
倉
高
校
9
名
（
男
6
女

3
)

0

大
泉
高
校
9
名
（
男

2

女
7
)

見愛 せ息
送さ しの
るれ ボ

れ姑 ンき
枯る 夕］日ー
しに 日帰
芝な向り こ
生ら にし ほ
にむ つ日
とけも ろ
思 替ぁ田ぎ
ひ石ふり芝短

二村 ／記支雰
嫁艶 月部
を子落

始
沢
良
子

「
沖
は
ど
こ
」
と
問
ふ
孫
に
「
海
の
中
遠

ほ
く
」
「
あ
っ
た
り
ー
」
と
抜
歯
が
笑
ふ

篠
木
よ
し

子
ら
の
重
ね
る
齢
に
自
づ
反
比
例
脱
け
殻

に
も
せ
め
て
魂
込
め
な
む
と

砂
賀
久
美
子

「
豪
華
ね
」
早
速
着
て
見
す
セ
ー
タ
ー
を

ツ
ー
エ
ル

2
L

案
じ
つ
お
く
り
く
れ
し
嫁
に

〔明中卒業式〕

睛
れ
や
か
に
巣
立
つ

百
六
十
七
人

-- 0

太
田
高
校

0

太
田
女
子
高
校

0

太
田
西
女
子
高
校

0

太
田
東
高
校

0

太
田
工
業
高
校

0

太
田
市
商
高
校

0

群
馬
高
専

0

熊
谷
高
校

0

関
東
学
園
大
附
属

〇
足
利
学
園
高
校

〇
足
工
大
附
属

〇
足
利
短
大
附
属

〇
葛
生
高
校

〇
常
盤
高
校

0

花
咲
徳
栄
高
校

0

上
岡
学
園
専
門
学
校

〇
館
林
高
等
技
術
専
門
校

千
秋

6

名
2
名

1

名
2

名
（
男1
女
1
)

5

名
（
男5
)

1

名
（
女1
)

1

名
（
男1
)

1

名
3
2名
（
男
1
8
女
1
4
)

6

名
（
男2
女
4
)

6

名
（
男6
)

3

名
（
女3
)

1

名
（
女1
)

3

名
（
女3
)

1

名
（
女1
)

6

名
（
女6
)

1

名
（
男1
)

立
川
ツ
ヤ
子

待
つ
と
い
ふ
こ
と
も
な
く
な
り
し
下
り
ホ

ー
ム
電
車
は
見
知
ら
ぬ
人
を
吐
き
出
す

立
川
ふ
さ

運
命
な
ど
思
ふ
日
事
ム
所
の
冷
蔵
庫
机
の

中
な
ど
片
し
て
帰
る
立
川
文
子

魚
住
み
た
る
流
れ
を
今
に
歎
き
つ
つ
汚
濁

の
水
に
漬
か
る
捨
舟
野
ロ
タ
カ

踏
ま
れ
て
も
刈
ら
れ
て
も
咲
く
野
の
花
に

ま
だ
ま
だ
甘
い
生
活
思
へ
り

野
村
初
枝

み
ど
り
あ
わ
ひ

み
や
し
ろ
の
木
木
の
間
の
位
置
確
か
に
花

に
重
ね
ゆ
亡
夫
の
近
き
に

蓮
見
タ
カ

亡
母
な
く
も
世
辞
な
き
父
の
居
ま
せ
れ
ば

や
は
り
良
き
か
な
故
郷
を
訪
ふ

議
川

木
村
よ
し

氏
名

福
田
邦
雄

吉
野
く
に

薗
部
琢
磨

川
邊
み
さ
子

野
本
素
司

島
田
末
次
郎

新
井
平
次
郎

森
尻

多
田

か
の
と
も

年
91 80 61 68 74 66 80 76 69 63 齢

世
帯
主
地
区

操
梅
原

明
須
賀

英
雄
大
輪

幸
泰
下
江
黒

た
か
大
輪

叡
南
大
島

昇
江
口

三
郎
新
里

喜
三
郎
上
江
黒

錠
一
上
江
黒

汲苓治治ぷ％ % ％対対月死
日亡

1
1

お
く
や
み

1
1

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
肛
胆

荻
野
真
吾
正
志
長
男
川
俣
厖

真
田
雪
江
痺
男
二
女
新
里
紺

新
井
直
也
克
介
三
男
上
江
黒
対

佐
藤
弥
生
元
久
二
女
新
里
ぷ

増
田
寛
子
稔
長
女
新
里
％

原
口
敏
大
二
男
大
輪
括

北
島
宏
昭
純
夫
三
男
田
島
括

丸
山
博
未
振
市
二
女
上
江
黒
ぷ

1
1

お
め
で
た

1
1

あ
め
t
ふ
[

袋
¢
‘
f
升 （敬称略）
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ほ
く
た
ち
一
年
生
／
．

お
兄
ち
ゃ
ん
・

お
姉
ち
ゃ
ん
よ
ろ
し
く
ね
…

（東小）



第320号 広 報 め し9 わ 昭和63年 5 月 10 日 (2)

人
を
表
彰

政
功
労

昭
和
六
十
三
年
度
の
「
村
政
功
労
者
表
彰
式
」
は
、
四
月
二
十

八
日
、
来
賓
に
村
議
会
議
長
、
館
林
財
務
事
務
所
長
を
招
い
て
役

場
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
村
か
ら
は
村
長
ら
三
役
が
出
席
し

ま
し
た
。

今
回
受
賞
さ
れ
た
の
は
、
元
村
議
会
議
長
の
堀
口
正
さ
ん
を
は

じ
め
、
元
・
現
村
議
会
議
員
の
六
人
な
ど
合
わ
せ
て
二
十
三
人
。

い
ず
れ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
各
分
野
で
村
政
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
た
方

々
で
す
。
こ
の
表
彰
は
村
が
行
う
褒
賞
の
中
で
は
最
も
名
誉
あ
る

も
の
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
併
せ
て
永
年
勤
続
(
2
0
年
以
土
）
職
員
表
彰
も
行
わ
れ

三
十
一
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

▲表彰式のようす

黒

◎
和
田
賓
げ
江
（
現
公
平
委
員
）

ヽ
、

上

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル（

元
村
議
員
）

▽
村
議
会
議
員
3
6年
4

カ
月

▽
新
里
区
長
4

年
4

カ
月

▽
農
業
委
員
会
委
員
7

年
9

カ
月

（
現
村
議
員
）

▽
村
議
会
議
員
2
0
年8
カ
月

▽
統
計
調
査
協
力
員1
6年

▽
国
保
運
営
協
議
会
委
員2
年

（
元
村
議
員
）

島南

◎
栗
原
利
夫
さ
ん
大

▽
村
議
会
議
員
認
年
8

カ
月

▽
交
通
指
導
員
4

年

▽
国
保
運
営
協
議
会
委
員2
年

（
現
村
議
員
）

（
現
村
議
員
）

▽
村
議
会
議
員
1
2年
8

カ
月

▽
監
査
委
員
2

年

▽
国
保
運
営
協
議
会
委
員4
年

◎
始
沢
三
郎
げ
”

▽
村
議
会
議
員
1
2年

▽
下
江
黒
区
長
2

年 黒下

◎
中
村
光
雄
さ
ん
江

◎
泉
田
和
作
げ
紐

◎
堀
口
正
さ
ん
＂

受
賞
者
の

お
め
で
と
う

~
 

/' 

ご
ざ
い
ま
す



(3) 第320号 広 報 め い わ 昭和63年 5 月 10 日

.....表彰を受ける村長

みんなの協力

結核予防優良市町村表彰

明和村表彰受ける

黒上

◎
荒
川
＿
郎
さ
ん
江

/ 

▽
村
議
会
議
員
4
年

▽
公
平
委
員
会
委
員
1
4年
1
1カ
月

▽
国
保
運
営
協
議
会
委
員
4
年

黒

◎
青
山
喜
市
郎
さ
ん
江
（
元
村
選
管
委
員
）

下

▽
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
1
5
年11カ

▽
村
農
業
委
員
会
委
員
2
3
年8
カ
月

▽
中
谷
区
長
9
年

▽
農
業
共
済
事
業
運
営
委
員
1
4年
8
カ

（
現
農
業
委
員
）

こ
の
ほ
ど
、
明
和
村
は
結
核
予
防
事
業

推
進
の
優
良
村
と
し
て
、
財
団
法
人
結
核

予
防
会
総
裁
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

四
月
五
日
、
第
一
生
命
保
険
相
互
会
社

月

▽
江
口
区
長
4
年

▽
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

1
4年
6
カ
月

▽
統
計
調
査
協
力
員
2
年
2
カ
月

◎
福
鳥
茂
さ
ん
n
o
（
直
鰐
麟

9

◎
坂
上
喜
太
郎
さ
ん
咋
（
現
農
業
委
員

月

▽
民
生
児
童
委
員
1
9年
4
カ
月

▽
村
農
業
委
員
会
委
員
1
4年
8

カ
月

▽
上
江
黒
区
長
1
1年

◎
小
林
政
介
げ
口
〔
疇
畔
戸
邑

▽
民
生
児
童
委
員
1
5
年
9
カ
月

▽
損
害
評
価
会
委
員2
年

◎
石
村
よ
っ
げ
逗
（
口
群
巳

大
会
議
室
（
東
京
·
千
代
田
区
）
で
行
わ

れ
た
昭
和
六
十
三
年
「
結
核
対
策
推
進
優

良
市
町
村
」
・
「
同
特
別
優
良
市
町
村
」

表
彰
に
、
村
長
が
出
席
し
同
予
防
会
総
裁

▽
統
計
調
査
協
力
員
1
4年
7

カ
月

▽
損
害
評
価
会
委
員
1
2
年

▽
交
通
指
導
員
5

年井
元
社
会
教
育
ノ

貞
げ
預
〖
委
員

の
秩
父
宮
妃
殿
下
か
ら
直
接
に
表
彰
状
と

た
て
を
拝
受
た
ま
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
例
年
同
予
防
会
が
、
全
国
レ
ベ

ル
で
結
核
予
防
対
策
推
進
事
業
に
寄
与
さ

れ
、
優
秀
な
成
果
を
収
め
た
優
良
市
町
村

を
対
象
に
表
彰
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回

全
国
で
特
別
優
良
市
町
村
二
十
六
、
優
良

市
町
村
十
九
、
合
わ
せ
て
四
十
五
の
市
町

村
が
受
賞
。

こ
の
栄
誉
は
、
保
健
行
政
に
た
ず
さ
わ

る
関
係
者
（
団
体
）
の
努
力
、
そ
れ
に
な
に

よ
り
も
村
民
一
人
ひ
と
り
の
結
核
に
対
す

る
正
し
い
理
解
と
積
極
的
な
ご
協
力
に
よ

り
得
た
栄
誉
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

結
核
は
い
ま
で
こ
そ
、
医
療
、
医
学
の

進
歩
に
よ
り
克
服
、
急
減
し
ま
し
た
が
、

か
つ
て
は
難
病
の
―
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は

▽
社
会
教
育
委
員
1
6年

◎
飯
塚

◎
坂
上
貞
雄
さ
ん
咋
元
損
害
）

丘
蘊
委
員

ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。
い
ま
だ
に
年

間
、
約
四
千
人
が
亡
く
な
り
五
万
七
千

人
の
新
患
者
が
発
生
し
て
い
る
と
の
こ

と
。
登
録
患
者
数
は
全
国
で
二
十
八
万

人
以
上
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
み
る
限
り
、
結
核
は
ま
だ
ま

だ
こ
わ
い
病
気
の
―
つ
な
の
で
す
。
現
在
、

や
や
も
す
る
と
結
核
軽
視
の
風
潮
が
み

ら
れ
る
の
は
残
念
な
傾
向
と
い
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
け
し
て
あ
な

ど
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

こ
れ
を
機
に
、
も
う
一
度
一
人
ひ
と

り
が
結
核
予
防
に
つ
い
て
認
識
を
新
た

に
、
け
っ
し
て
軽
視
す
る
こ
と
な
く
、

一
層
結
核
予
防
に
努
め
健
康
に
注
意
し

楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◎
玉
井
＿
次
げ
頸
鱈
闘
紅
韮
成
）

村
教
育
委
員
会
事
務
局
長
の
梁
瀬
勝
治

さ
ん
は
、
こ
の
ほ
ど
文
部
大
臣
か
ら
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

梁
瀬
さ
ん
は
、
長
年
教
育
行
政
に
た
ず

さ
わ
り
、
教
育
調
査
統
計
事
務
に
尽
力
、

そ
の
運
営
推
進
に
努
力
し
顕
著
な
功
績
を

あ
げ
た
と
し
て
今
度
の
栄
誉
と
な
っ
た
も

の
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

村教委事務局長

梁瀬勝治さん

▽
収
入
役
1
2年
4
カ
月

◎
宮
沢
恒
雄
げ
暉
（
現
収
入
役
）

▽
助
役
1
2年
4

カ
月

月
▽
交
通
指
導
員
5

年

▽
統
計
調
査
描
力
員
等5
年

◎
関
口
浅
次
さ
ん
虹

▽
青
少
年
育
成
補
導
推
進
員
5

年
9
カ

（
現
助
役
）

▽
村
教
育
委
員
会
教
育
長
認
年

黒下

◎
中
村
功
さ
ん
江
元
青
少
年
育
成
ノ

丘
補
導
推
進
員
]

市

◎
三
田
惣
三
郎
さ
ん
林
（
元
教
育
長

館

▽
統
計
調
査
協
力
員
2
0
年
8

カ
月

▽
社
会
教
育
委
員
5
年

▽
体
育
指
導
委
員
3
0年
7

カ
月

▽
統
計
調
査
協
力
員1
1年

▽
交
通
指
導
員
5
年

◎
関
口
与
志
男
；
n
o
（
疇
呼
蒻
）

月
▽
交
通
指
導
員
5

年

▽
統
計
調
査
協
力
員
5
年

◎
始
沢
重
信
げ
口
（
疇
紐
印
巳

▽
国
保
運
営
協
議
会
委
員2
5年

◎
竹
越
功
げ
"
]
闘
保
運
営
）

▽
青
少
年
育
成
補
導
推
進
員
1
8年
9
カ

谷
（
元
青
少
年
育
成
一

◎
金
子
竹
雄
げ
厄
補
導
推
進
員月▽
交
通
指
導
員3
年

▽
千
津
井
区
長
2

年

▽
青
少
年
育
成
補
導
推
進
員
1
2
年
9
カ
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明戸い村づ
< 
りを

よろしくお願いします。

0
斗
合
田
区
橋
本
亀
三
郎
（
新
）

0
下
江
黒
区
柴
崎
春
雄
（
再
）

0
上
江
黒
区
森
田
芳
郎
（
再
）

0
千
津
井
区
野
本
伊
勢
松
（
再
）

0
江
口
区
柿
沼
一
雄
（
再
）

0
田
島
区
小
菅
政
男
（
新
）

0
南
大
島
区
小
池
昇
（
新
）

0
新
里
区
金
子
勇
（
新
）

0
中
谷
区
坂
上
源
次
（
再
）

〇
梅
原
区
神
谷
富
次
（
新
）

0
川
俣
区
薗
田
延
由
（
再
）

0
須
賀
区
加
藤
幸
雄
（
再
）

0
大
輪
区
原
口
昭
一
（
新
）

0
入
ケ
谷
区
金
子
茂
男
（
再
）

〇
矢
島
区
石
川
市
郎
（
新
）

0
大
佐
貫
区
中
島
米
吉
（
新
）

※
区
長
会
長
1
1

金
子
茂
男
、
副
会
長
1
1

野
本
伊
勢
松
・
坂
上
源
次
、
会
計1
1

加
藤

幸
雄

〈
区

長
〉

9

9

9

9

9

 

一
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
、
村
と
の
パ
イ
｛

ー
プ
役
と
し
て
活
躍
、
ご
協
力
い
た
だ
一

ー
く
行
政
区
の
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
一

二
ハ
十
三
年
度
の
役
員
さ
ん
が
決
ま
り
一

：
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
一

i
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
ご
尽
力
い
た
｛

五
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
｛

：
上
げ
ま
す
。

※
敬
称
略
｛

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

〈子とも会育成会長〉
（斗合田）

（下江黒）

（上江黒）

（千津井）

（江口）

（田島）

（南大島）

（新里）

（中谷）

（梅原）

（川俣）

（須賀） 新

〇原口己喜男 （大輪下） 新

0荒木住夫 （大輪上） 新

0金子征雄 （入ケ谷） 新

0金子栄吉 （矢島） 再

0佐藤秋夫 （大佐貫） 新

※子ども会育成団体連絡協議会長

＝関口与志男、副会長＝谷津好ー・
金子栄吉

0荒川 保

0 青山 清

0渡辺 勇

0今泉義男

0関口与志男

〇奈良修一

0森尻邦夫

0谷津好一

誠一

泰幸

泰博

徳一

0川田

0黒沢

0藤野

0落合

新
新
新
新
再
新
新
再
新
新
新

゜

生
〇砂賀高一 （斗合田）

〇篠原保勇喜 （下江黒）

0野木村公一 （上江黒）

〇蘭部 一 （千津井）

0 岡田 清 （江口）

〇奈良修三 （田島）

0岡安武弥 （南大島）

0秋野 猛 （新里）

0坂上八十一 （中谷）

0永野 好 （梅原）

0落合雄二 （川俣）

〇守谷 孝 （須賀）

0大橋祐男 （大輪）

0金子多勝 （入ケ谷）

o犬野茂次 （矢島）

0栗原賢吉 （大佐貫）

※衛生協力会長＝野木村公一、副

会長＝秋野猛・大橋祐男

〈衛 部 長〉

゜〇
砂
賀
良
夫

〇
蓮
見
功

0
川
辺
平
吉

（
斗
合
田
）

（
ヶ
）

（
下
江
黒
）

再再再

ヘ
統

協計

力調

員査

ヽ

0

森
尻
重
作

0
金
子
利
一

〇
塩
谷
正
邦

0
寺
本
小
三
郎

0
新
井
清

（
南
大
島
）

（
入
ケ
谷
）

（
川
俣
）

（
下
江
黒
）

（
田
島
）

新再再再再

新
再
再
再
再
新
再
再
再
新
新
再
再
新
新
新

村
文
化
財
保
護
》

／
調
査
委
員

〈母子保健推進員〉
0江森ほの子 （斗合田） 新

0小林玉枝 （下江黒） 新

0和田光代 （上江黒） 新

〇牛久保トミ子（ ❖ ) 新

〇薗部きよ子 （千津井） 再

0立岡恵子 ( ❖ ) 新

〇奥沢ぎん （江口） 新

0荒井春江 ( ク ) 新

0新井和子 （田島） 新

〇柿沼もと （ク） 新

0小菅幸子 （南大島） 新

〇蓮見君子 ( ク ) 新

0島田信子 ( ❖ ) 新

0本沢ツネ子 ( ❖ ) 新

0岩崎三枝子 （新里） 再

〇梁瀬節子 ( ク ) 再

0瀬下節子 ( ク ) 新

0豊嶋ミチ子 （中 谷） 再

0秋山絹江 ( ク ) 再

0吉永康子 （梅原） 新

〇始沢きみ ( ク ) 新

0吉永静江 ( ク ) 新

〇丸山きみ （川俣） 新

0加藤米子 （須賀） 再

0斎藤久美子 （大輪） 再

0福田初江 ( ク ) 再

0野本栄子 ( ク ) 再

0金子清子 （入ケ谷） 新

0清水美智幸 （矢島） 新

0石川照子 ( ❖ ) 新

0 中島フミ子 （大佐貫） 再

0石村ふく子 ( ❖ ) 新

※母子保健推進員協議会長＝

豊嶋ミチ子。副会長＝加藤米子・

．薗部きよ子。
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こ
の
た
び
、
教
育
長
と
い
う
大
任
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

教
育
と
い
う
仕
事
は
、
人
に
よ
る
人

づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。
明
日
を
背
負
う

人
間
の
育
成
と
い
う
こ
と
と
共
に
、
先

人
・
先
達
に
学
び
、
文
化
的
な
遺
産
を

受
け
継
い
で
発
展
さ
せ
て
い
く
も
の
で

あ
り
ま
す
。
私
は
そ
の
重
責
を
負
い
な

が
ら
、
多
く
の
人
た
ち
の
教
育
に
対
す

る
期
待
に
応
え
る
べ
く
努
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
、
教
育
は
質
的
な
変
換
が
図
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
碁
礎
的
・
基
本
的
内

容
を
重
視
し
て
、
個
性
を
生
か
す
教
育
の

充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自

ら
学
ぶ
意
欲
を
も
っ
て
、
社
会
の
変
化
に

対
応
で
き
て
、
豊
か
な
心
を
も
っ
て
た
＜

ま
し
く
生
き
る
人
間
の
育
成
が
特
に
重
要

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
は
、
学
校
教
育
の
基
盤
の
上

教育長

野木村

再
再
再
再
再
再
再
再
再

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
自
分
の
意
志
で
、

自
分
に
適
し
た
や
り
方
で
、
自
由
に
選
ん

で
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
人
生
の
各
段
階
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
学
習
の
場
や
、
各
種
事
業
の
推
進
、

普
及
・
啓
蒙
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
教
育
で
は
、
乳
幼
児
の
と
き
に
、

庄

〈交通指導員〉

正男 （千津井） 再

三郎 （中谷） 再

雄吉 （矢島） 再

克也 （下江黒） 再

隆夫 （新里） 再

文也 （大輪） 再

0神田静一 （大佐貫） 新

0今成 明 （南大島） 新

〇柿沼 光（江口） 新

※隊長＝薗部正男、副隊長＝恩田

三郎・大野雄吉

個性を生かす

教育の充実

〇薗部

〇恩田

0大野

0小林

0 山田

0 田口

（梅原）

（南大島）

（新里）

（田島）

（大輪）

〇奈良原紀美恵（千津井）

0 島田 幸保 （羽生市）

0武井英夫 （南大島）

0阿部利江 （大輪）

0飯野元文 （上江黒）

佳子 （新里）

吉久 （大佐貫）

邦彦 （東小）

守二 （西小）

恒夫 （明中）

〇始沢

〇蓮見

0谷津

0阿部

0早川

親
と
子
の
基
本
的
な
信
頼
関
係
を
つ
く

る
こ
と
で
す
。
そ
の
上
で
そ
の
時
期
時

期
に
合
っ
た
し
つ
け
を
し
て
、
が
ま
ん

す
る
力
と
か
他
人
に
対
す
る
思
い
や
る

心
を
身
に
つ
け
る
な
ど
家
庭
の
役
割
は

重
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
に
、
教
育

の
諸
条
件
を
整
備
充
実
し
、
教
育
内
容

の
指
導
充
実
を
図
っ
て
、
地
域
に
根
ざ

し
た
信
頼
と
秩
序
の
あ
る
明
和
の
教
育

の
確
立
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

0岩瀬

0 石村

0新島

0 須藤

0新井

〈体育指導委員〉

重信

行男

好一

繁美

幸男

新
新
新
再
再
再

゜副※ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
会統中篠秋中金早斎吉渡吉柴佐田坂細吉小岡田栗田奈高関柿新野薗薗石多篠中
長計島木野村子川藤田辺田崎藤部登田田松安島原端良田口沼井本部部橋田原村

II 調 初井原 啓与 登
関査幸信正保竹敏雅由利義市勝政清増修寅正 秀義貞一志 一敏正忠志 喜昭
口協一雄雄光雄夫万雄夫昭郎味雄松夫一雄志進男晴男郎男光之夫男雄男好次ー
与議
＝ヽ

八ンヽ 云 ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ / ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ / ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ 男長大矢入 大須川 梅中新 南田 江 千 上下
• II.,., 佐ク ケクク クク ク ククヶ大ク クケク ケヶ津クヶ江江
薗砂貰島谷 輪賀俣 原谷里 島島 口 井 黒黒
部賀一一一一一一一一一一一一一一一一一一一―- - - - - - - - - - - - -
忠良
雄夫
‘再再再再再新再再再再再再再再新再新新再再再再再再再再再再再新再再再
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詞裂弓図揺初岱

------…----……----…---------………------]関東少年サッカー大会 l
明和 FC 、第 1 回関東ジュニアサッカーリ

ーグ杯少年サッカー大会に出場し健闘。成績

は 1 勝 2 敗 1 分けでした。

(4 月 2 日、利根川総合運動場）

広報係では、みなさんからの話

題を募集しています。どしどし

ご連絡ください。

万
，
＇
’
ヽ
＇
＿
入
学
式
＿
＇

9
9
9
-

お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
に
手

を
ひ
か
れ
校
門
を
く
ぐ
る
一
年

生
。
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
が

良
く
に
あ
い
ま
す
。

四
月
八
日
、
東
小
、
西
小
、

明
中
で
そ
れ
ぞ
れ
入
学
式
が
行

わ
れ
新
入
生
合
わ
せ
て
二
百
七

十
八
人
が
誕
生
。

東
小
5
1人
（
男
2
3・
女
2
8
1
1

2

ク
ラ
ス
）
・
西
小
7
7
人
（
男

4
4

・
女
3
3
1
1
2
ク
ラ
ス
。
明
中

1
5
0

人
（
男
7
3・
女
7
7
1
1
4
ク
ラ
ス
）

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
さ
あ
／
．
新
し
い
学
校
生

活
の
は
じ
ま
り
…
…
…
。

館林警察署は管内 5 カ所で交通安全協会等の協力を得

て自転車を対象に夜間反射テープを配布。比較的自転車

事故が多いことからこのテープをつけてもらい少しでも

事故の減少を と春の全国交通安全運動に合わせて実

施。 (4 月 14 日館林商工高校前）

'…………--l 反射テープで交通安全 I---------------………---

言

一
イ
チ
ゴ
の
産
地
、
矢
島
地

i
区

I
|

。
大
野
雄
吉
さ
ん
は

―
い
ま
、
イ
チ
ゴ
の
有
機
栽
培

i
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
堆
肥
な
ど
の
有
機
質
を
使

｛
っ
て
栽
培
す
る
方
法
こ
の
方

｛
法
で
栽
培
し
た
イ
チ
ゴ
は
甘

ー
み
も
十
分
で
健
康
に
も
い
い

｛
と
消
費
者
に
大
変
好
評
で
す
。

｛
「
も
っ
と
規
模
拡
大
を
図

~
り
、
安
く
て
お
い
し
い
イ
チ

―
ゴ
を
ど
し
ど
し
提
供
し
ま
す

＿
よ
」
と
意
欲
を
燃
や
す
大
野

i
さ
ん
ご
夫
妻
で
し
た
。
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玄
期
日
1
1
5

月
．
6
月
の

1
0日
間
（
夜
）

六
場
所

1
1

中
央
公
民
館
（
学
科
）
・
ゴ

ル
フ
練
習
場
（
実
技
）

六
対
象

1
1

一
般
（
初
心
者
）

愈
疋
員

1
1
2
0
人
（
定
員
に
な
り
し
だ
い

し
め
切
り
ま
す
）

＊
費
用

1
1
6
0
0

円

ゴ
ル
フ
教
室
参
加
者

（
初
心
者
）

募
集

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
A
ブ
ロ
ッ
ク

0

一
位1
1

「
明
和
ク
ラ
ブ
（
代
表
、
矢

島
き
よ
子
）
」

0

二
位
1
1

「
江
口
新
生
ク
ラ
ブ
（
代
表
、

多
田
千
代
）
」

0

三
位
1
1

「
チ
ェ
リ
ー
ズ
（
代
表
、
須

永
智
恵
子
）
」

奎
B

ブ
ロ
ッ
ク

0

一
位1
1

「
リ
リ
ー
ズ
（
代
表
、
高
沢

好
江
）
」

0

二
位
1
1

「
ウ
イ
ン
グ
ス
（
代
表
、
新

井
郁
子
）
」

0

三
位
1
1

「
キ
ャ
ッ
ツ
愛
（
代
表
、
島

田
和
栄
）
」

ポ
ッ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ス
窃裂弓図揺初企

運動場クリーン作戦 l---------------------------------------

各種スポーツ団体などによる利根川

総合運動場のクリーン作戦。二百人ほ

どがさわやかな汗を流しました。 (4 

河川美化月間運動）月 17 日

＊
期
日
1
1
5

月
・

6

月
中
の
日
曜
日
を

使
っ
て
五
回

＊
場
所
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

＊
対
象

1
1

一
般
（
男
·
女
）

＊
定
員

1
1
3
0
名
（
定
員
に
な
り
し
だ
い

し
め
切
り
ま
す
）

＊
費
用

1
1

有
料

※
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
5

月

2
0日
ま
で
に

社
会
体
育
館
へ
(
6闘
4
6
2
6
)

. 
参

加

者

募

集

硬
式
テ

※
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
5

月

1
7日
ま
で
に

社
会
体
育
館
へ
(
6闘
4
6
2
6
)

ニ
ス
教
室

（
於
社
会
体
育
館
）

春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
結
果

「
明
和
東
JB
」
チ
ー
ム

県
大
会
初
戦
飾
る

四
月
上
旬
開
か
れ
た
第
十
三
回
県
選
抜

少
年
軟
式
野
球
大
会
に
、
邑
楽
郡
代
表
と

し
て
本
村
か
ら
「
明
和
東
J
B

」
チ
ー
ム

が
出
場
。

初
戦
で
「
西
武
リ
ト
ル
ス
タ
ー
ズ
（
前

橋
）
と
対
戦
、
延
長
九
回S
X
_
7で
サ
ヨ

ナ
ラ
勝
ち
。
念
願
の
同
大
会
一
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。
二
回
戦
は
、
群
馬
郡
代
表
「

堤
ケ
岡
ス
ト
ー
ク
ス
」
に
惜
敗
し
た
も
の

の
健
闘
、
好
試
合
を
展
開
し
ま
し
た
。

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

{ .. `‘` ーゴ
!'—----------------------------------------------------------------------------ｷ 

--……………---------—--―|明中で交通教室~--------------------

県
教
育
委
員
会
で
は
、
青
少
年
に
自
給

自
足
の
原
始
生
活
を
体
験
し
て
も
ら
い
、

大
自
然
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
」

「
お
も
い
つ
き
り
冒
険
隊

明和中学校で全校生徒を対象に交通

教室。自転車は 1 列励行。複数走行は

ぜったいいけません。特に新入生の皆

さん注意しましょうね。 (4 月 11 日）

/—` 
ヽ

¥ 

ー / / 

大
自
然
の
中
で
生
き
る
力
や
自
立
心
、
忍

耐
力
を
培
っ
て
も
ら
お
う
と
、
「
お
も
い

つ
き
り
冒
険
隊
」
と
銘
打
っ
て
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
大
自
然
の
中
で
自
分

の
力
を
た
め
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
実
施
時
期
・
場
所1
1

▼
事
前
研
修
、
6

月

2
5
.
2
6
日
、
1

泊
2

日
。
場
所
…
群
馬

県
青
少
年
会
館
▼
本
研
修
（
自
然
生
活
）

8

月
1
日

1
1
1日

(
1
0
泊
1
1日
）
場
所
…
武

尊
牧
場
と
そ
の
周
辺
（
片
品
村
武
尊
山
中

腹
）

◎
対
象
者
1
1

小
学
校
5

年
1

嵩
校
生

◎
募
集
人
員
1
1
5
0
人
（
男
・
女
）

◎
参
加
者
決
定
1
1

選
考
委
員
会
で
決
定

◎
内
容
1
1

野
外
訓
練
、
小
屋
づ
く
り
、
地

図
の
読
み
方
、
自
然
探
検
、
野
宿
な
ど

◎
費
用
1
1

一
万
八
千
五
百
円
（
一
人
）

◎
申
込
み
期
限
1
1
5

月

2
0日

※
こ
の
ほ
か
、
詳
細
は
村
教
育
委
員
会

(
6闘
4
4
9
1
)へ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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上
級
試
験
行
政
・
技
術
系
職
種

・
資
格
昭
和
3
4
年
4
月2
日
か
ら

4
2年

4

月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
(
2
2
歳

1
2
9歳
）
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん

・
受
付
期
間
6

月
6

日
1
6

月

1
7日

・
試
験
日
一
次

7

月

1
7日
同

二
次
8
月
下
旬

初
級
試
験
一
般
事
務
・
警
察
事
務
・
学

校
事
務
・
技
術
系
職
種

・
資
格
職
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
学

歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

・
受
付
期
間
8
月
2
2
日1
9

月
9

日

・
試
験
日
一
次
1
0
月
1
6日
⑪

二
次
1
1
月
下
旬

群
馬
県職員
葬
集

警
察
官
等
試
験
警
察
官

A
.
B

・
資
格
昭
和
3
6
年
4
月
2
日
か
ら
4
6
年

4
月

1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
(
1
8

歳
1
2
7歳
）

・
学
歴
A
は
大
学
卒
又
は
見
込
み

B

は
そ
れ
以
外

交
通
巡
視
員

・
資
格
昭
和
4
0
年
4
月
2

日
か
ら
4
6
年

4
月

1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
子
(
1
8

歳
1
2
3歳
）
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん

・
受
付
期
間
7

月
1
8
日1
8

月

2
6日

・
試
験
日
一
次
9
月
2
5
日
⑪

二
次
1
0
月
下
旬

※
そ
の
他
、
詳
細
は
群
馬
県
人
事
委
員
会

事
務
局

(
6
0
2
7
2ー
2
3
1
1
1
1

1

内
線
3
9
5
5
)
へ
。

採
用
予
定
人
員
約
一
七

0
名

対
象
者
既
卒
者
（
大
学
院
・
大
学
卒
、

短
期
大
学
卒
、
高
校
卒
程
度
）
6
4
年
3

月
卒
業
見
込
者

願
書
受
付
期
間
郵
送
ま
た
は
持
参
で
試

験
区
分
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
の
で
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
を

問
い
合
わ
せ
先
東
京
消
防
庁
人
事
部
人

事
課

(
6
0
3
ー

2
1
2
|
2
1
1
1
)

へ
。

格
昭
和
3
6
年
4
月
2
日
1
4
2年
4

月
1

日
生
ま
れ
の
者
。

受
付
け
5
月
認
日

1
2
0日

採
用
予
定
人
員
約
8
0
0

名

資

国
税
専
門
官

採
用
試
験

医
療
費
の
無
料
制
度

0
1
8歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
母

母
子
家
庭
に
は
次
の

よ
う
な
制
度
が
あ
り
ま
す

東
京
消
防
庁

消
防
官
募
集

0

今
次
の
戦
争
に
関
す
る
勤
務
（
昭
和

1
5年
4
月
2
9日
以
降
）
に
従
事
し
、
こ

れ
に
関
し
て
死
没
し
た
旧
軍
人
軍
属
等

に
対
す
る
叙
位
叙
勲
を
受
け
て
い
な
い

遺
族

0

定
例
叙
勲
の
発
令
が
、
昭
和1
5年
5

月
以
降
昭
和
2
1
年
4
月
ま
で
の
間
に
行

わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
勲
記
ま
た

は
勲
記
お
よ
び
勲
章
が
伝
達
さ
れ
て
い

な
い
旧
軍
人
軍
属
ま
た
は
そ
の
遺
族

0

定
期
ま
た
は
臨
時
叙
位
の
発
令
が
、

昭
和
1
9年
1

月
以
降
昭
和
2
1
年
4
月
ま

で
の
間
に
行
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

位
記
が
伝
達
さ
れ
て
い
な
い
旧
軍
人
軍

属
ま
た
は
そ
の
遺
族

※
該
当
す
る
遺
族
の
方
は
、
県
庁
援
護
担

当
課

(
6
0
2
7
2
1
2
3
_
1
1
1
1
)

ま
た
は
厚
生
省
援
護
局
庶
務
課
叙
位
叙
勲

調
査
室
（
〒
閲1
4
5
東
京
都
千
代
田
区

霞
ケ
関
一
—
ニ
ー
ニ

6
0
3
_
5
0
1

_
2
0
4
4
)
へ
早
め
に
申
し
出
く
だ
さ

、
T
O

し

及
び
1
8
歳
未
満
の
児
童

0
1
8歳
未
満
の
父
母
の
な
い
児
童

児
童
扶
養
手
当

0

父
親
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
1
8

歳
（
心
身
障
害
の
あ
る
者
は2
0歳
）
未
満

の
子
ど
も
を
監
護
し
て
い
る
母
、
ま
た
は

母
以
外
の
者
が
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

場
合
、
そ
の
養
育
者
に
支
給

0

支
給
要
件
は
概
ね
母
子
家
庭
と
同
様
の

事
情
に
あ
る
方
で
所
得
に
制
限
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
老
令
福
祉
年
金
以
外
の
公

的
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

国
鉄
定
期
券
の
割
引

〇
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
母
子
家

庭
の
母
と
子
が
通
勤
の
た
め
通
勤
定
期
券

を
購
入
す
る
場
合
は
、
通
勤
定
期
券
の
3

割
引
き
と
な
り
ま
す
。
定
期
券
の
購
入
証

明
書
を
村
で
発
行
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
福
祉
係
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

村 の ＿
つ

—’‘ し き

5 

12 日

13 日

17 日

ヶ

24 日

日
時
5
月

1
6日
午
前
1
0
時
1

午
後

会

人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

場

日
時

6

月
9

日

受
付

保
健
セ
ン
タ
ー 午

後
1

時
1
2

時

乳
幼
児
健
診

健
康
標
語
佳
作
作
品

I
I健
康
は
一
に
検
診
二
に
予
防

皆
ん
な
そ
ろ
っ
て
明
る
い
家
庭
“

上
江
黒
•
田
口
ま
さ
子
さ
ん
の
作
品

進
ん
で
受
け
よ
う
／
．

健
康
一
番
検
診
は

日
日

6

日

6

7

0

 

2

2

1

 

戦
没
者
遺
族
と

1
8軍
人
軍
属
の
方

叙
勲
の
届
出
を

試
験
日

7

月
9

日
・
1
0
日
第
一
次

※
申
し
込
み
の
く
わ
し
く
は
、
国
税
庁
人

事
課
6
0
3ー

5
8
1
|
4
1
6
1

へ
。

月

社会福祉協議会理事会

社会福祉協議会評議員会

農用地利用増進推進協議会

農業委員会

循環器検診・レントゲン撮影

(6 月 8 日まで実10 日間）

5 月定例村議会

献血（保健センター）

月

ポリオ生ワクチン投与

※予定ですので変わる場合もあります。
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寄付ありがとう

圏木村錠ーさん（上江黒）ぱ5 万円を

圏森尻三郎さん（新里）は 3 万円を

圏山岸金重さん（矢 島）は 3 万円を

圏橋本亀三郎さん（斗合田）は 5 万円を

圏石川清彦さん（江 口）は 5 万円を

久さん（新里）は10万円を優関口

それぞれ社会福祉のために役立てて

くださいと、村社会福祉協議会（奉仕

銀行）に寄付されました。

町
村
で
は
三
年
に
一
回
、
計
量
器
（
は

か
り
）
の
定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
検
査
を
必
要
と

す
る
”
は
か
り
”
は
、
取
引
・
証
明
に
使

用
す
る
次
の
よ
う
な
場
合
で
す
。

〇
商
店
・
工
場
・
事
業
所
で
営
業
用
に
使

用
す
る
も
の

0

学
校
、
保
健
所
、
病
院
等
で
体
重
測
定

に
使
用
す
る
も
の

〇
農
家
、
農
協
等
で
園
芸
農
産
物
の
出
荷

用
に
使
用
す
る
も
の

検
査
日
時
及
び
会
場

0

日
時
1
1
6

月
9

日
午
前

1
0時
＼
正
午

明
和
農
協
第
一
・
午
後
1

時
＼
3
時
…

明
和
村
商
工
会

0

日
時
1
1
6

月

1
0日
午
前

1
0時
＼
午
後

3

時
：
千
江
田
農
協

労
働
省
で
は
、
5

月

2
1日
か
ら
5

月

3
1

日
ま
で
の
間
、
全
国
一
斉
に
「
家
内
労
働

に
よ
る
災
害
の
防
止
と
最
低
工
賃
の
履
行

確
保
」
を
目
標
に
「
家
内
労
働
旬
間
」
を

行
い
ま
す
。

委
託
者
、
家
内
労
働
者
の
み
な
さ
ん
も

次
の
こ
と
が
ら
を
再
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

0

家
内
労
働
手
帳
を
家
内
労
働
者
に
交
付

し
、
委
託
の
つ
ど
記
入
し
ま
し
ょ
う

〇
危
険
・
有
害
な
作
業
に
は
委
託
者
は
必

要
な
指
導
・
措
置
を
し
て
く
だ
さ
い

0
最
低
工
賃
を
守
り
ま
し
ょ
う

〇
委
託
状
況
届
は
必
ず
労
基
署
へ
提
出
し
、

帳
簿
は
事
業
所
に
備
付
け
ま
し
ょ
う

家
内
労
働
旬
圃

イ
ン
チ
キ
内
職
に
注
意

”
は
か
り
I
Iは
正
確
で
す
か

定
期
検
査
で
確
認
を

rf 

春
愁
や
雑
然
と
せ
し
書
庫
の
棚

皆
既
日
蝕
期
待
外
れ
や
春
の
雨

い
て

信
濃
路
に
青
き
空
あ
り
凍
ゆ
る
む

春
愁
や
姿
崩
さ
ず
椿
落
つ

金
婚
や
義
姉
の
ド
レ
ス
も
春
な
れ
や

荒
れ
庭
の
さ
ま
変
り
た
る
春
の
雨

わ
た
り
鳥
脳
内
軌
道
克
明
に

春
嵐
憂
い
心
の
何
時
か
癒
え

潮
騒
に
耳
を
あ
づ
け
し
弥
生
か
な

春
愁
や
七
年
経
過
の
薬
飲
む

青
い
鳥
郵
便
は
が
き

身
障
者
に
無
料
配
布

最低賃金は
守られていますか

本県の場合は

日額 3,565円

時給 446円

問い合わせは群馬労働基準局

合 02?2 -31 -4516ヘ

俳 句

郵
政
省
で
は
、
毎
年
身
体
障
害
者
の
皆

さ
ん
に
「
青
い
鳥
郵
便
は
が
き
」
の
無
料

配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

明
和
村
で
も
、
た
く
さ
ん
の
方
が
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
太
田
労
働
基
準
監
督

※
こ
の
検
査
に
は
手
数
料
が
必
要
に
な
り

署
（
6
4
5
1
9
9
2
0
)へ

ま
す
。

料会

松
本
夜
詩
夫

江
原
さ
い

野
沢
芳
子

荒
井
み
ね
子

森
戸
ひ
ろ

日
名
子
春
実

小
原
俊
子

高
橋
三
重
子

山
下
ふ
で

山
下
富
治

『
明
和
俳
句
会
』

金場

検
査
日

時
間

毎
月
第
2
.
4

水
曜
日

午
前
9
時
1
1
0時

館
林
保
健
所

一
、
六
0
0
円

エ
イ
ズ
検
杏

会

場

日
時

5

月

2
7日
②
午
前

1
0時
3
0分

ー
午
後
3
時

保
健
セ
ン
タ
ー

献
血
に
ご
協
力
を

活
用
で
き
る
方
身
体
障
害
者
手
帳
（
一

級
ま
た
は
二
級
）
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で
、
満
六
歳
以
上
の
方

受
付
期
間

5

月

3
0日
ま
で

枚
数
一
人
に
つ
き

2
0枚

申
し
込
み
川
俣
郵
便
局
・
江
黒
郵
便
局

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

会

納
期
限
は
5

月

3
1日
で
す
。
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

固
定
資
産
税
、
自
動
車
税
、
国
民

年
金
、
水
道
料
で
す
。

日
時

6

月

1
6日
午
前

1
0時
1

午
後

3
時

館
林
市
役
所

会 内会

5

月

1
9日
午
前

9

時
3
0分
1

1
0時
3
0分

6

月
7

日
午
後

1

時
1
2

時
受
付

保
健
セ
ン
タ
ー

検
尿
、
血
圧
測
定
な
ど
で
す
。

今
月
の
納
税

場 交
通
事
故
相
談

場

日
時

6

月
2

日

3

時
館
林
市
役
所
相
談
室

年
金
相
談

容場

日
時

午
前
1
0時
＼
午
後

健
康
相
談

3
時

会
場
役
場
会
議
室

※
相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
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村の人口

5 月 1 日現在

世帯数 2,573戸

人口総数 10,356人

男 5,179 人

女 5 ,1 77人

(4 月中の動き）

出生 4人死亡 6人

転入43人転出 31人

コ
館林邑楽地区 館林地区 邑明楽千和代・地館田区林
産婦人科 耳鼻科 内科外科

日
5 月 15 日

横田医院小倉医院 大石医院合 (74) 2362 宇沢病院 竹越医院

ff (72)0255 云（72)0606 云 (74)8761 合 (84)3137 
曜

真中医院後藤剛医院 最上医院 橋本医院
5 月 22 日

合 (72) 1630 云（72)3975 後藤領）医院合 (72)3975 云（74)3763 云 (82)1150 当

5 月 29 日
浜野医院原医院 増田医院合 (72) 1387 館林医院 館林地区が

番 ff (88) 5678 ff (72) 1936 阿久津医院合 (72)3315 云（74)2112 担当します

医 6 月 5 日
白沢医院川田伺医院 田内医院合（72)3855 寺内医院 小西医院 i~ 云（72)1600 云（72)3314 須田医院合 (72)08 62 ff (72) 3031 云 (86)2261 

6 月 12 日 落合医院川村医院
多々良診療所合 (72)30 60 礫川堂医院 増田医院

云（72)3160 ff (72) 1337 大塚医院合 (72)0176 ff(74)0184 合 (82)2255 

三

操
さ
ん

梅
原
・
の
長
女

久
美
子
さ
ん

(
3
歳
ー
カ
月
）

「歌と踊りが大好きでおちゃめなんですよ。

4 月から保育園に通いはじめました。 3 月 3

日生まれなので、やさしいおもいやりのある

子に育ってほしいですね 1 とお母さん。

惑
慕．

詞
/` 

•. • • •.... • •... • • •.•. • • •... • • •... • • •... • •..,‘· •... • • •.., • • •..,‘· •... • •:... • •. •... • • •............. ·•••.• ｷ • • •．．・．．．．紐·

【
転
出
】
1
1
(
)
は
転
出
先

▼
署
長
、
堀
越
喬
（
館
林
消
防
署
）

▼
瀬
山
昇
（
板
倉
分
署
）

▼
山
本
登
（
板
倉
分
署
）

マ
飯
塚
好
一
（
千
代
田
分
署
）

【
転
入
】
1
1
(
)
は
前
職

▼
署
長
、
鈴
木
正
明
（
千
代
田
分
署
長
）

▼
吉
田
俊
男
（
板
倉
分
署
）

▼
岡
田
邦
雄
（
板
倉
分
署
）

▼
吉
田
元
紀
（
千
代
田
分
署
）

▼
荒
井
俊
（
館
林
消
防
署
）

館
林
地
区
消
防
組
合

人
事
異
動
明
和
分
署

4

月
1
8

付

0
東
保
育
園

▼
橋
本
妙
子
（
中
保
）
▼
阿
久
戸
玲
子

（
中
保
）
▼
田
端
佐
知
子
（
中
保
）

董
中
央
保
育
園

マ
至
井
知
子
（
西
保
）
▼
大
谷
初
江
（

東
保
）
▼
大
津
タ
マ
（
西
保
）

0
西
保
育
園

▼
黒
沢
礼
子
（
東
保
）
▼
坂
村
夏
代
（

東
保
）
▼
橋
本
芳
江
（
中
保
）

口

⑲
ふ
く
だ
ゆ
う
こ

福
川
伯
子
ち
ゃ
ん

Ot. 
1 5 月「経済事犯取締り強化月間」 I 

ミあなたを狙う

廿いささやきミ

「
短
期
間
で
、
あ
な
た
の
資
金
が
二
倍
、

三
倍
に
な
り
ま
す
」
。
こ
れ
は
悪
徳
商
法

の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
言
葉
た
く
み
な
”
甘

い
さ
さ
や
き
＂
で
す
。

こ
の
世
に
は
、
こ
ん
な
”
う
ま
い
話
＂

が
あ
る
わ
け
が
な
い
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、

つ
い
話
を
聞
い
て
し
ま
う
ー
ー
こ
う
な
る

と
悪
徳
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
思
う
壺
。
あ
と

保
育
園
人
事
異
動

4

月
1
8

付
（

）
は
前
職

4 月の

貪

ヮ；

救急車出動回数
•交通事故 2 件
●急病 7件
•その他 4 件

●計 11}件

口

は
、
消
費
者
を
そ
の
気
に
さ
せ
て
、
ど
ん

ど
ん
財
産
を
吸
い
取
っ
て
し
ま
う
と
い
う

ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

特
に
被
害
が
多
い
の
は
お
年
寄
り
や
婦

人
で
す
。
五
月
は
「
経
済
事
犯
取
締
り
強

化
月
間
」
…
…
。
甘
い
こ
と
ば
に
ま
ど
わ

さ
れ
ず
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

石関本島大大
川口島田澤澤氏
正

き二壽イ
ち郎ーサ

晴名
美

と
く

年
齢
世
帯
主

2
6
新
一

8
2
新
一

7
9
晃
元

8
8
み
よ

8
9
久

9
1
清
彦

江新斗南矢矢
合大 地

口里田島島島区

％凶％ % % ％琵

1
1

お
く
や
み

1
1

氏
名
世
帯
主
続
柄

岡
安
克
良
荘
次
長
男

許
文
宇
青
峯
長
男

折
原
大
介
義
範
長
男

田
端
崇
志
秀
夫
長
男

中上南地

島谷閾嘉区
田

1
1

お
め
で
た

1
1

あ
め
t

:
5

• 

ぐ
§
‘
f
升

品％ ％応閥 （敬称略）
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桐
生
市
内
に
住
む
有
志
で
つ
く
っ
て
い
る
「
群
馬
手
作
り
歌
謡
ク
ラ

ブ
（
主
宰
内
田
国
二
さ
ん
）
は
、
本
村
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
っ
た
、

し
の

”
千
津
井
の
渡
し
り
（
現
在
運
休
）
を
偲
ん
で
作
詞
、
そ
れ
に
メ
ロ
デ

ィ
ー
を
つ
け
自
作
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
「
千
津
井
情
歌
」
を
作
製
。

こ
れ
を
知
っ
た
、
千
津
井
地
区
の
主
婦
籾
山
ミ
ツ
ェ
さ
ん
ら
数
人
が

発
起
人
と
な
り
、
せ
っ
か
く
歌
が
で
き
た
の
な
ら
、
そ
れ
に
振
り
を
付

け
て
踊
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
と
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
三
十
数
名
が
集
ま

り
週
一
回
の
ペ
ー
ス
で
地
区
公
民
館
で
特
訓
中
で
す
。

千
津
井
地
区
在
住
の
舞
踊
歴
三
十
年
、
若
柳
流
名
取
り
師
範
、
若
柳

京
英
（
本
名
野
本
千
代
子
さ
ん
）
が
振
り
付
け
考
案
指
導
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。
会
員
の
一
人
が
歌
詞
を
コ
ピ
ー
し
て
全
員
に
配
布
し
た
り
、

お
茶
菓
子
を
持
ち
よ
る
な
ど
会
員
同
志
が
協
力
し
て
盛
り
上
が
り
の
中
、

夏
祭
り
の
お
披
露
目
に
向
け
て
練
習
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

• Y羽’Yf冒 ゞ←ミア‘

....踊りを指導する野本さん

•• 

2P~ 

4P~ 

6P~ 

8 p~ 

10P~ 

発
編
印

行
集
刷

明和村役場

総務課広報係

（株）イシカワデザイン

示
沖
井
の
渡
し
」
偲
ん
で

歌
つ
く
る
…
…
…
。

そ
し
て
、
振
り
付
け

当時の渡し船▲
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0
昭
和
6
3事
業
年
度
村
土
地
開
発
公

社
予
算

0
村
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
の
一

部
改
正
（
専
決
処
分
）

0

村
税
条
例
の
一
部
改
正
（
専
決
処

分
）

0

村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
（
専
決
処
分
）

〇
職
員
の
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務

条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

〇
職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
き
及

び
効
果
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
〇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

0
6
3年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

第 2回村議会定例会

上
程
議
案

第 2 回村議会定例会は、 5 月 26 日開かれ、報告、

専決処分を含む村税条例一部改正など 9 件（村長

提出）について審議が行われ、いずれも原案どお

り可決承認されました。その主な内容をお知らせ

します。

西
小
校
舎

大
規
模
改
造

今
年
四
月
一
日
、
県
要
綱
の
改
正
に
伴

昭
和
六
十
三
事
業
年
度
村
土
地
開
発
公

社
予
算
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
収
益
的
収
入
・
支
出
〕

圏
収
入
（
総
額
二
四
万
四
千
円
）

▼
事
業
収
益
一
千
円
▼
事
業
外
収
益
（

受
取
利
息
）
二
四
万
三
千
円

圏
支
出
（
総
額
七
四
万
四
千
円
）

▼
事
業
原
価
一
千
円
▼
販
売
費
・
一
般

管
理
費
七
三
万
六
千
円
▼
事
業
外
費
用
一

千
円
▼
予
備
費
六
千
円

不
足
す
る
五
0
万
円
は
前
期
繰
越
準
備

金
を
充
当
す
る
。

〔
資
本
的
収
入
・
支
出
〕

収
入
・
支
出
と
も
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
一

千
円
で
す
。

村
小
口
資
金
融
資
促

進
条
例
の
一
部
改
正

6
3事
業
年
度
明
和
村

士
地
開
発
公
社
予
算

六
、
七
三
五
ガ
円
補
正

教
育
の
充
実

►

議
会
風
景

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
村
税
条

例
の
一
部
改
正
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

0

土
地
に
か
か
る
負
担
調
整
措
置
の
適
用

年
度
が
三
年
間
延
長
さ
れ
た
。

〇
負
担
調
整
率
区
分
に
、
宅
地
等
一
．o

五
倍
、
農
地
一
·
O
二
五
倍
の
二
区
分

が
追
加
さ
れ
た
。

0

特
別
土
地
保
有
税
の
課
税
特
例
適
用
年

度
が
三
年
間
延
長
さ
れ
た
。

0

た
ば
こ
消
費
税
特
別
措
置
の
適
用
期
限

ヽ
、

村
税
条
例
の

部
改
正

う
村
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
の
一
部
改

正
。
小
口
資
金
の
融
資
限
度
額
五0
0
万

円
が
七
0
0
万
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

(
6
3
年
4

月
1

日
適
用
）

五
月
二
十
三
日
、
利
根
加
用
水
土
地
改

良
区
総
代
選
挙
が
行
わ
れ
、
村
内
選
挙
区

か
ら
次
の
二
十
四
人
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

（
無
投
票
当
選
）
。

圏
第
4
選
挙
区
（
旧
佐
貫
地
区
）

〇
薗
田
光
男

(
6
9歳・
大
佐
貫
）

0

栗
原
賢
吉

(
6
5
歳
・
大
佐
貫
）

0

岩
崎
歳
松

(
7
7歳・
入
ケ
谷
）

0

田
口
政
男

(
7
5
歳
・
大
輪
）

0

早
川
四
郎

(
6
5歳・
大
輪
）

0

松
本
芳
雄

(
6
0歳・
大
輪
）

0
田
口
七
三
郎

(
6
4
歳
・
須
賀
）

0

清
水
幸
夫

(
6
9歳・
矢
島
）

0

田
口
嘉
彰

(
6
4歳・
矢
島
）

0

藤
野
幸
一

(
6
8
歳
・
川
俣
）

圏
第
6

選
挙
区
（
旧
梅
島
地
区
）

0

黒
沢
道
良

(
6
8歳・
梅
原
）

0

吉
田
重
信

(
6
3
歳
・
梅
原
）

0

堀
口
正

(
7
2歳・
新
里
）

0

小
平
喜
章

(
6
0歳・
新
里
）
し

0

本
沢
神
次

(
7
1歳・
南
大
島
）

0

栗
原
利
夫

(
6
2歳・
南
大
島
）

0

小
久
保
一
男

(
5
4歳・
南
大
島
）

0

坂
上
喜
太
郎

(
7
4歳・
中
谷
）

圏
第
7

選
挙
区
（
旧
千
江
田
地
区
）

〇
奈
良
丑
松

(
7
5歳・
田
島
）

0

荻
野
清

(
6
5歳・
下
江
黒
）

0

橋
本
正
道

(
6
6歳·
斗
合
田
）

0

森
田
芳
郎

(
7
3歳・
上
江
黒
）

0

野
本
伊
勢
松
(
6
6
歳
・
千
津
井
）

0

新
井
初
太
郎

(
7
7歳・
江
口
）

利
根
加
用
水

総
代
き
ま
る

（敬称略）

再新再新再再 再新再再再再新新 新新再再再再再再新新
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が
6
4
年3
月
3
1
日
ま
で
延
長
さ
れ
た

0

優
良
住
宅
地
造
成
等
の
た
め
土
地
等
を

譲
渡
し
た
場
合
の
長
期
譲
渡
所
得
の
課

税
は
他
の
所
得
と
分
離
課
税
さ
れ
る
（

6
4
年
度
か
ら
適
用
）

〇
居
住
用
財
産
所
有
期
間
が
1
0
年
を
超
え

る
家
屋
及
び
そ
の
敷
地
を
譲
渡
し
た
場

合
特
例
措
置
の
設
定
(
-
6
4
年
度
か
ら
適
用
）

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
村
条
例

の
一
部
改
正
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〇
保
険
税
の
課
税
限
度
額
三
九
万
円
が
四

0
万
円
に
引
上
げ
ら
れ
た
。

〇
低
所
得
者
に
対
す
る
減
額
基
準
二0
万

五
千
円
が
ニ
―
万
円
に
引
上
げ
ら
れ
た

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

職
員
が
水
難
、
火
災
、
そ
の
他
の
災
害

等
で
生
死
不
明
や
所
在
不
明
と
な
っ
た
場

合
の
取
扱
い
方
と
か
、
そ
れ
等
に
関
連
し

て
休
職
の
扱
い
方
な
ど
が
明
確
に
条
文
化

さ
れ
ま
し
た
。

効
果
に
輝
す
る
条
例
の
一
部
改
正

職
員
の
分
限
に
調
す
る
手
続
き
及
び

職
員
の
勤
務
時
圃
、そ
の
他
勤
務

人
事
院
勧
告
に
よ
る
四
週
六
休
制
を
実

施
す
る
の
に
伴
う
村
条
例
の
一
部
改
正
。

主
な
内
容
と
し
て
▼
職
員
の
休
暇
が
四

週
間
に
六
回
（
四
週
六
休
）
に
な
り
ま
す
。

▼
こ
の
ほ
か
は
職
種
に
よ
り
変
則
的
に
四

週
六
休
を
実
施
す
る
た
め
等
の
事
務
的
な

改
正
内
容
で
す
。

条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

子供は良い環境の中ですくすくと…

ご協力ありがとう

ございました

明
和
村
の
将
来
を
決
定
す
る
大
切
な
調

査
|
_
、
館
林
市
と
の
合
併
問
題
を
含
め
た
住
民
意
識
調
査
（
合
併
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
）
を
去
る
四
月
、
全
有
権
者

轟
い
回
収
率

7
7

館
林
市
と
の
合
併
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

六
七
三
五
万
円
補
正

教

育

費

公
叩
年
度
一
般
会
計
〉

職
員
が
水
難
、
火
災
、
そ
の
他
の
災
害

等
で
生
死
不
明
、
所
在
不
明
と
な
り
休
職

扱
い
と
な
っ
た
場
合
の
職
員
給
料
の
調
整
、

支
給
等
が
明
確
に
条
文
化
さ
れ
ま
し
た
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

•9% 

れ
六
、
七
三
五
万
円
を
追
加
し
総
額
を
二

三
億
七
、
三
三
五
万
円
と
し
ま
し
た
。

〔
主
な
歳
入
〕

0

国
庫
支
出
金
…
二
、
三
六
一
万
円
追

加
し
て
七
、
二
八
九
万
二
千
円
に

〇
繰
入
金
…
…
八
三
四
万
円
追
加
し
て
一

億
五
、
八
三
四
万
二
千
円
に

0

村
債
…
…
三
、
五
四
0
万
円
追
加
し
て

三
、
七
0
0
万
円
に

〔
主
な
歳
出
〕

0
教
育
費
…
…
六
、
七
三
五
万
円
追
加
し

て
三
億
四
、
五
八
八
万
四
千
円
に
。
こ

れ
は
西
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業
実
施

に
伴
う
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
ど
、
村
選
挙
管
理
委
員
会
が
開

か
れ
、
任
期
満
了
に
伴
い
退
任
し
た
同
委

員
会
委
員
長
、
青
山
喜
市
郎
さ
ん
（
下
江

黒
）
の
後
任
に
安
見
智
尋
さ
ん
（
新
里
）

が
、
委
員
互
選
で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
歴

代
5

番
目
の
委
員
長
と
な
り
ま
す
。

委
員
会
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
委
員
長
1
1

安
見
智
尋
▼
委
員
長
職
務

代
理
者
1
1

大
塚
雅
勇
▼
委
員1
1

橋
本
亀
三

郎
・
奈
良
原
英
夫

〔
敬
称
略
〕

に
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
五
千
七
百

五
十
五
人
の
ご
回
答
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

関
心
の
高
さ
、
深
さ
を
反
映
し
、
七

七
・
九
％
と
い
う
高
回
収
率
で
し
た
。

こ
れ
も
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
対
す
る
熱
意
の
表
れ
で
あ
り
、
村

の
将
来
に
つ
い
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
た
た
ま
も
の
で
あ
り
ま
す
。

用
紙
の
配
布
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

区
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
村
民
の
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
集
計
結
果
は
ご
案
内
の

と
お
り
今
年
中
に
分
析
と
り
ま
と
め
、

結
論
を
得
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
ま
ず

は
、
紙
面
を
も
っ
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

村
選
管
委
員
長
に

安
見
智
尋
さ
ん
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7月
' 
゜

好きです群馬みんなで投票 I

投
票
所
1
1

七
ヵ
所
（
表
ー
1
)

投
票
時
間
1
1

午
前
7
時
応
午
後
6
時
戸

開
票
所

1
1

一
ヵ
所
（
明
和
村
役
場
）

開
票

1
1

即
日
、
午
後
7
時
か
ら

選
挙
人
名
簿
の
選
挙
時
登
録
1
1

登
録
基
準

日
は
、
6
3
年
6
月
1
9
日
。
た
だ
し
年
齢
は

選
挙
の
期
日
に
よ
り
ま
す
。

投
票
が
で
き
る
人
1
1

昭
和
4
3
年7
月
1
1
日

以
前
に
出
生
し
た
人
で
、
昭
和
6
3
年
3
月

1
9
日
以
前
（
3
月
1
9
日
付
で
転
入
届
を
し

た
人
を
含
む
）
か
ら
、
明
和
村
内
に
引
き

続
き
住
所
を
有
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人

投
票
所
入
場
券
1
1

各
地
区
の
区
長
を
通
じ

て
各
戸
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

も
し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
資

格
が
あ
る
の
に
入
場
券
が
届
か
な
い
人
は

早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
（
明
和
村
役
場

内
）
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

投投
票
午
前
ワ
時
か
ら

◎投票所（表ー 1)

身
体
が
不
自
由
で
あ
っ
た
り
し
て
、
自

分
で
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

代

理

投

票

日

投票又名 投 票 区 域 投票所

第 1 投粟区 斗合田、下江黒の区域 下江黒集荷所

第 2 投票区 蛙上岳江黒、千津井、江口、田島の区 東小体育館

第 3 投票区 新里、中谷、梅原の区域 商工会館

第 4 投票区 南大島の区域 農構改善センター

第 5 投票区 大輪の区域 転作促進研修施設

第 6 投票区 川俣、須賀の区域 西小体育館

第 7 投票区 入ケ谷、矢島、大佐貫の区域 大佐貰東光寺

不
在
者
投

票

知事選挙
一
県
政
の
か
じ
と
り
と
な
る
首
長
を
選
ぶ

ー
大
切
な
選
挙
ー
ー
、
七
月
十
日
は
群
馬
喋

｛
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
近
年
有
権
者

｛
の
選
挙
ば
な
れ
が
進
み
、
特
に
若
年
層
の

一
低
下
が
め
だ
ち
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
の
一

一
票
は
暮
ら
し
を
良
く
す
る
た
め
の
貴
重
な

一
意
思
表
示
ク
で
す
。
み
ん
な
の
県
政
、

一
み
ん
な
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

投
票
所
に
行
っ
て
係
員
に
申
し
出
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
代
理
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

投
票
日
の
当
日
、
投
票
区
の
区
域
外
で

仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
、

や
む
を
得
な
い
用
務
や
事
故
の
た
め
、
投
）
2
 

票
区
の
区
域
外
に
で
か
け
て
不
在
に
な
る
＿

予
定
、
病
気
や
出
産
な
ど
で
自
分
で
投
票
表

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
予
想
さ
れ
る
人

場
合
に
は
、
不
在
者
投
票
す
る
こ
と
が
で
る

き
ま
す
。
不
在
者
投
票
が
出
来
る
期
間
等
き

で

は
次
の
と
お
り
で
す
。
が

玄
期
間
1
1
6

月
2
0
日
＼
7
月9
日
・
午
前
票

8
時
3
0
分
＼
午
後
5
時
投
る

玄
投
票
場
所
1
1

明
和
村
役
場
の
特
設
不
在
よ

者
投
票
所
に

玄
携
行
品

1
1投
票
所
入
場
券
•
印
鑑
便

郵ｩ
 

開

百
示

◎投票順序

ロ→い一五□→巳三ピ三］／］
→日ビ三:]→厄□：→己
〔明和村有権者数 •62. 9. 2 ]

地区名
有 権 者 数

男 女 計

斗合田 1 4 8 1 3 9 2 8 7 

下江黒 1 3 2 1 2 2 2 5 4 

上江黒 1 8 8 1 9 8 3 8 6 

千津井 2 1 9 2 1 7 4 3 6 

江 口 2 2 6 2 2 7 4 5 3 

田 島 2 1 3 1 9 9 4 1 2 

新 里 3 4 8 3 6 5 7 1 3 

中 公ロ 2 4 8 2 3 9 4 8 7 

梅 原 3 2 2 3 3 4 6 5 6 

南大島 4 5 6 4 4 7 9 0 3 

大 輪 3 2 2 3 3 4 6 5 6 

JI I 俣 1 4 9 1 5 2 3 0 1 

須 賀 1 7 7 1 8 5 3 6 2 

入ケ谷 4 4 4 8 9 2 

矢 島 2 4 7 2 6 0 5 0 7 

大佐貫 2 0 9 2 1 4 4 2 3 

計 3,648 3,680 7,328 

¥ 両下肢、体幹、 心臓、 じん臓、呼
吸器、ぼうこう、

移動機能の障害 直腸の機能の障害

身体障害者福祉法
1 級または 2 級 1 級または 3 級

による身体障害者

戦傷病者特別援護 特別項症から第 特別項症から第 3

法による戦傷病者 2 項症まで 項症まで

身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
は
、
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

郵
便
投
票
が
で
き
る
人
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い
る
人
、
ま
た
は
、

戦
傷
病
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
人
で
、

そ
の
傷
害
の
程
度
が
一
定
の
基
準
に
あ
て

は
ま
る
人
に
限
り
ま
す
。
（
表
2
参
照
）

郵
便
で
投
票
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請
し
て
り
郵
便

投
票
証
明
書
“
の
交
付
を
受
け
て
お
き
、

そ
の
証
明
書
を
添
え
て
投
票
用
紙
を
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
す
る
期
間
も
考
慮

し
て
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

郵
便
に
よ
る

不
在
者
投

票
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....ゲートボール
▼綱

下
9~ 

弓 I き

今
年
で
五
回
目
を
迎
え
た
、
県
下
七
十

市
町
村
が
一
同
に
集
い
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
「
県
民
ス
ポ

ー
ツ
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
大
会
」
は
、
五
月
＋

五
日
、
県
営
陸
上
競
技
場
（
前
橋
市
）
で

開
か
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
小
雨
ま
じ

り
の
中
、
お
よ
そ
千
五
百
人
が
参
加
。
市
、

町
村
の
三
部
門
毎
に
陸
上
競
技
な
ど
各

種
競
技
に
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
が
展
開
さ
れ

一
段
と
ス
ポ
ー
ツ
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

本
村
も
、
始
沢
重
信
さ
ん
を
団
長
と
し

て
役
員
、
選
手
の
八
十
一
名
が
参
加
。
陸

上
競
技
、
綱
引
き
、
年
代
混
合
ケ
ー
ト
ホ

ー
ル
に
出
場
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
は
大
会

初
の
優
勝
を
果
た
す
な
ど
総
合
二
位
に
輝

き
本
村
ス
ポ
ー
ツ
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
示
し
ま

し
た
。
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

（
※
文
中
成
績
い
ず
れ
も
村
の
部
）

明
利
総
合

2

位
健
闘

県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
に

8
1人
参
加

少
年
野
球
大
会

「
明
和
東
J
B
C

」
活
躍

「
明
和
東
JB
C

」
（
監
督
、
篠
原
幹
男

0

さ
ん
）
は
第
8
回
全
日
本
学
童
野
球
大
会

邑
楽
支
部
大
会
•
第
認
回
県
下
春
期
選
抜

野
球
大
会
邑
楽
支
部
大
会
で
そ
れ
ぞ
れ
優

勝
し
県
大
会
に
出
場
。
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

◎役員・選手団・成績

►団長＝始沢重信、旗手＝大沢光則、役員＝野

本和市、石川温也、市村正男、蓮見行男、谷津
好一、小池昇、神谷富次、薗田延由、石川市郎

（年代混合ゲートボール競技第 1 位 ) 
►選手等＝竹迫佐吉（監督）、江森正則、竹迫

初江、山形トメー、小菅健次、栗原道之助、坂上

伊喜雄、坂上ミキ

(12 00 メートルリレー第 2 位 ) 
►選手等＝須藤守二（監督）、吉永寿、竹越輝

子、久保D喜代美、小平弘、橋本政幸、岩瀬理

絵、大沢光則、島田公乃、瀬下嘉彦、福島和美

川島睦男、江森清、田口恵美、小田木敏志

（綱引き）
1 回戦

►選手等＝始沢重信（監督）、秋野英良、真下

秀男、秋野輝義、大津清、清水信行、高沢道雄

磯野茂、吉田元紀、立木留吉、関口健一、張谷

和彦、石倉利昭、薗田征邦、伊藤芳治、加藤茂

行、森尻仁一、小池清、本沢和夫、本沢久雄、

島田高志、早川幸男、島田幸保、武井英夫、飯

野元文、石村吉久。 ※以上男子

清水明美、金子幸子、渡辺百合子、大津敦子、

秋野幸子、黒沢千枝子、黒沢君江、高沢とめ、

石丸和子、黒沢美代子、落合芳子、早川政子、

蓮見満里子、藤野洋子、薗田貴美子、森尻悦子

杉田みや子、関根和枝、島田勝子、島田信子、

関口しげの。 ※以上女子

※敬称略
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ロ⑤ 

賞状と記念品を手にする角田さん
--.... ---------------------------------------

鯉沼利三郎さん
（大佐貫）

全
国
行
政
相
談
委
員

連
合
協
議
会
長
表
彰

全
国
大
会
に
出
場

角
E
E
i
英
夫
さ
ん

明
和
分
署
勤
務
の
消
防
士
、
角
田
英

夫
さ
ん
は
五
月
二
十
四
日
、
東
京
で
開

か
れ
た
全
国
消
防
職
員
意
見
発
表
大
会

に
出
場
し
入
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
地
区
、
都
道
府
県
、

関
東
な
ど
全
国
を
九
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け

（
明
和
分
署
）

た
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
な
成

績
で
勝
ち
抜
い
た
全
国
精
鋭
が
出
場
す
る

名
誉
あ
る
大
会
で
す
。
も
ち
ろ
ん
角
田
さ

ん
は
関
東
大
会
で
最
優
秀
賞
を
獲
得
。
今

回
は
十
人
が
出
場
。

角
田
さ
ん
は
「
福
祉
と
消
防
」
を
テ
ー

マ
に
、
聴
覚
障
害
者
宅
を
防
火
診
断
に

訪
れ
た
体
験
を
基
に
、
学
生
時
代
お
ぼ

え
た
手
話
を
使
っ
て
消
防
行
政
に
お
け

る
福
祉
の
重
要
性
を
ア
。
ヒ
ー
ル
し
観
衆

を
感
銘
さ
せ
ま
し
た
。

「
上
位
大
会
に
進
む
に
つ
れ
、
緊
張

し
ま
し
た
。
反
面
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
せ

ば
悔
い
は
な
い
と
思
う
と
比
較
的
リ
ラ

ッ
ク
ス
で
き
自
分
と
し
て
は
満
足
で
し

た
。
」
と
ほ
っ
と
し
た
よ
う
す
で
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

鯉
沼
利
三
郎
さ
ん

(
7
1
歳
）
は
こ
の

ほ
ど
全
国

l行
政
相
談
委
員
連
合
協
議

会
長
表
彰
の
栄
誉
に
蛹
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
鯉
沼
さ
ん
が
昭
和
四
十
九
年
か
ら

現
在
ま
で
十
四
年
に
わ
た
り
行
政
相
談

委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

交流に花が咲く若人たち

良
き
花
嫁
、
花
婿
を
1

ー
と
相
談
活
動

を
行
っ
て
い
る
「
明
和
村
結
婚
相
談
所
」
は
、

こ
の
四
月
一
日
か
ら
広
範
囲
に
花
嫁
、
花

婿
の
紹
介
、
あ
っ
せ
ん
の
向
上
充
実
を
図

る
た
め
窓
口
（
事
務
局
）
を
役
場
内
経
済

課
か
ら
総
務
課
に
変
更
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
そ
の
初
会
議
が
開
か
れ
新

た
に
金
子
茂
男
さ
ん
を
相
談
員
に
委
嘱
し

た
の
を
は
じ
め
、
規
約
の
一
部
改
正
、
相

談
活
動
の
推
進
等
に
つ
い
て
協
議
。
こ
の

結
果
、
「
こ
の
職
務
は
人
間
同
士
の
仲
を
取

り
持
つ
、
い
わ
ば
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
面
が

多
く
む
ず
か
し
い
。
し
か
し
根
気
よ
く
続

け
る
こ
と
が
好
結
果
に
つ
な
が
る
」
と
のヽ、

花嫁・ 花婿さがしに

豊富な情報を

提供します

日月和村結婚相談所

玄
結
婚
相
談
員

〇
砂
賀
光
男
（
斗
合
田
）

0

二
十
里
功
（
下
江
黒
）

〇
丸
山
紋
一
（
上
江
黒
）

0

立
岡
ぢ
ゃ
う
（
千
津
井
）

0

今
成
嘉
一
郎
（
江
口
）

〇
奈
良
長
松
（
田
島
）

0

岡
安
栄
（
南
大
島
）

〇
帆
足
治
男
（
ク
）

0

関
ロ
キ
ヨ
（
新
里
）

0

大
津
秀
雄
（
中
谷
）

0

吉
永
五
三
次
（
梅
原
）

0

藤
野
清
吉
（
川
俣
）

0

荒
川
春
子
（
須
賀
）

0

松
本
松
男
（
大
輪
）

0

金
子
操
治
（
入
ケ
谷
）

0

大
野
茂
次
（
矢
島
）

〇
鯉
沼
利
三
郎
（
大
佐
貫
）
ク

◎
関
口
浅
次
（
知
識
経
験
者
、
助
役
）

0

新
井
初
太
郎
（
ヶ
千
江
田
農
協
長
）

0

坂
上
貞
雄
（
ヶ
明
和
農
協
長
）

0

瀬
下
恒
男
（
ヶ
社
協
会
長
）

0

金
子
茂
男
（
ク
社
協
副
会
長
）

0

小
林
政
介
（
ク
ク
）

※
◎
印
は
所
長
〔
敬
称
略
〕

ク ク ヶ ヶ ク ク ク ク ク ク ケ ケ ケ ケ ク

区
推
せ
ん
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あ
り
が
と
う

明
中
生
徒
八
人

に
感
激

団移

上
毛
新
聞
「
ひ
ろ
ば
欄
」
よ
り

―
-
』
口
□
□5
5
]
二
い□い
い
』
□い
』
汀
」
汀
[

を
通
り
か
か
っ
た
生
徒
八
人
は
、
一
致
協
力
し
て
救
急
車
、
介
護
を
テ
キ

パ
キ
と
適
切
な
処
置
を
ほ
ど
こ
し
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
事
故
に
あ
っ
た
方
の
関
係
者
か
ら
「
適
切
な
処
置
で
大
事
に

至
ら
ず
助
か
り
ま
し
た
。
ま
た
病
院
に
花
束
を
持
っ
て
見
舞
に
ま
で
来
て

」K
]
]
]

言
□
□
｀
。
三

/ 

〔
善
行
の
生
徒
さ
ん
た
ち
〕
敬
称
略

▼
山
岸
孝
昭
（
千
津
井
）
▼
石
丸
和
則

（
梅
原
）
マ
ニ
橋
淳
（
中
谷
）
▼
奈
良
原

絵
美
（
千
津
井
）
▼
野
口
美
奈
（
梅
原
）
▼

吉
田
綾
子
（
斗
合
田
）
▼
小
久
保
清
美
（

千
津
井
）
▼
帆
足
久
美
（
南
大
島
）
。

い
ず
れ
も
当
時
1
年
。

•
9万晶
一

]gi-

現
代
の
若
者
を
「
新
人
類
」
の
形
容
の
も
と
、
と
か
く
自
分

勝
手
と
か
、
礼
儀
に
欠
け
て
い
る
と
か
、
悪
い
風
潮
ば
か
り
耳

に
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
う
い
う
私
も

こ
の
事
故
が
起
き
る
ま
で
は
少
な
か
ら
ず
こ
ん
な
考
え
で
若
者

に
接
し
て
い
た
の
で
す
。

そ
れ
は
つ
い
先
日
、
私
の
姉
が
日
曜
日
の
人
出
の
は
げ
し
い

商
店
街
で
交
通
事
故
に
あ
っ
た
．
時
の
こ
と
で
す
。
ち
ょ
う
ど
現

場
を
通
り
か
か
っ
た
中
学
生
た
ち
が
、
だ
れ
は
救
急
車
を
、
だ

れ
は
介
護
を
、
と
テ
キ
パ
キ
と
処
置
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

早
急
な
処
置
の
お
か
げ
で
大
事
に
至
ら
ず
、
全
治
三
カ
月
の
診

断
で
し
た
。
名
前
も
告
げ
ず
に
立
ち
去
っ
た
中
学
生
の
若
者
に

な
ん
と
か
お
礼
を
と
、
八
方
手
を
つ
く
し
て
よ
う
や
く
明
和
中

学
校
の
生
徒
さ
ん
た
ち
と
わ
か
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
中
学
生
た
ち
は
姉
の
入
院
先
に
花
束
ま
で
持
っ
て
見

舞
い
に
来
て
く
れ
た
の
で
す
。
事
故
に
あ
っ
た
の
は
不
運
で
し

た
が
、
ま
る
で
花
の
香
り
を
運
ん
で
来
る
春
風
の
よ
う
に
、
す

が
す
が
し
い
若
者
た
ち
に
出
会
え
た
こ
と
は
何
も
の
に
も
ま
さ

る
良
薬
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

将
来
、
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
若
者
た
ち
が
世
の
中
に
染
ま
る

こ
と
な
く
、
健
や
か
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
お
か
げ
さ
ま
で
姉
も
日
一
日
と
快
方
に
向
か

い
、
新
緑
の
映
え
る
こ
ろ
に
は
、
松
葉
づ
え
で
歩
け
る
よ
う
に

な
り
そ
う
で
す
。
明
和
中
学
の
八
人
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
こ
ん

な
に
も
す
ば
ら
し
い
生
徒
さ
ん
た
ち
を
育
て
た
ご
両
親
を
は
じ

め
、
良
き
指
導
者
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
（
恩
田
昭
。
館
林
市
つ
つ
じ
町
1
1

会
社
員
•
5
2
歳
）

1111 
株
式
会
社
「
大
成
」

福
祉
向
上
に
寄
与

/ 
意
見
が
多
く
出
さ
れ
、
き
め
細
か
い
相
談

活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
再
確

認
し
ま
し
た
。

相
談
員
を
通
じ
て
め
で
た
＜
ゴ
ー
ル
イ

ン
し
た
カ
ッ
プ
ル
に
は
記
念
品
を
贈
る
こ

と
な
ど
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

こ
こ
で
村
内
の
未
婚
者
を
み
て
み
ま
す

と
二
十
五
歳
以
上
六
0
三
人
、
三
十
五
歳

以
上
に
な
る
と
一
七
四
人
と
い
う
状
況
で

こ
の
ほ
ど
「
株
式
会
社
大
成
（
会
長
、

庄
條
徳
寿
さ
ん
）
」
は
、
身
障
者
雇
用
な

ど
多
年
に
わ
た
り
福
祉
の
充
実
に
尽
力
さ

れ
た
と
し
て
群
馬
県
身
体
障
害
者
福
祉
団

体
連
合
会
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

当
社
は
昭
和
二
十
九
年
に
設
立
。
主
力

▲
賞
状
を
手
に
会
長
の
庄
條
さ
ん

未
婚
者
の
高
齢
化
は
一
段
と
進
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
未
婚
者
の
高
齢
化
は
、

本
村
に
か
ぎ
っ
た
こ
と
で
は
な
く
全
国
的

傾
向
と
い
え
る
の
が
実
情
で
す
。

こ
の
よ
う
な
実
態
を
考
え
る
と
き
、
相

談
員
の
使
命
は
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な
り

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

相
談
所
に
は
豊
富
な
情
報
が
備
え
て
あ

り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

で
あ
る
生
産
部
門
な
ど
の
中
枢
は
川
俣

地
内
に
あ
る
群
馬
工
場
。
売
上
高
お
よ

そ
二
十
数
億
円
を
誇
る
村
内
有
数
の
企

業
で
す
。
従
業
員
約
百
五
十
名
。
ほ
と

ん
ど
地
元
か
ら
雇
用
。
工
業
、
医
療
、

食
品
用
な
ど
の
ゴ
ム
成
形
品
を
は
じ
め

金
属
加
工
品
、
パ
ッ
キ
ン
グ
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
等
の
製
造
、
販
売
を
し
て

い
ま
す
。

「
お
か
げ
さ
ま
で
、
い
ま
で
こ
そ
軌

道
に
の
り
こ
れ
ま
で
に
な
り
ま
し
た
が

設
立
当
初
は
大
変
で
し
た
。
工
場
を
戸

田
市
か
ら
明
和
村
に
移
転
（
昭
和
四
十

三
年
頃
）
す
る
際
、
社
員
に
仲
々
理
解

し
て
も
ら
え
ず
説
得
に
苦
労
し
ま
し
て

ね
…
…
。
で
も
こ
こ
は
（
明
和
）
環
境

も
よ
く
み
ん
な
い
い
人
ば
か
り
な
の
で

良
か
っ
た
で
す
。
受
賞
は
社
員
を
は
じ

め
、
そ
う
い
っ
た
皆
様
の
お
か
げ
で
す

ょ
…
…
」
と
話
す
庄
條
さ
ん
。
社
員
か

ら
＂
親
父
さ
ん
り
と
親
わ
れ
て
い
る
キ

サ
ク
な
人
柄
を
漂
わ
せ
て
の
コ
メ
ン
ト

で
し
た
。
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ジャッキーさん

\ 日本語で…笑顔で…交流
ヽ----------------------------------------

新
里
の
沢
田
順
さ
ん
宅
に
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
て
い
る
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

ハ
ミ
ル
ト
ン
市
に
あ
る
ワ
イ
カ
ト
大
学
三

年
生
、
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
ズ
き

ん
は
、
五
月
九
日
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
で
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
沢
田
登
喜
枝
さ
ん
（

順
さ
ん
の
奥
さ
ん
）
と
一
緒
に
西
小
学
校

を
訪
問
し
子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
ま
し
た
。

給
食
を
一
緒
に
し
た
り
、
休
み
時
間
に

は
、
低
学
年
生
と
日
本
語
で
会
話
を
し
な

が
ら
た
わ
む
れ
、
握
手
、
サ
イ
ン
ぜ
め
に

あ
う
な
ど
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
1
_
o

更
に
は
五
年
生
全
員
と
教
室
で
対
談
。

「
私
の
国
は
人
ロ
一
二
百
五
十
万
人
、
ひ
つ

じ
ゃ
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
産
地
な
の
で
日

本
に
も
多
く
輸
出
し
て
い
ま
す
。
日
本
は

牛
肉
が
と
て
も
高
い
の
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま

し
た
」
な
ど
と
沢
田
さ
ん
の
英
訳
、
和
訳

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
ス
ラ
イ
ド

を
使
っ
て
自
国
、
自
己
を
紹
介
。

ま
た
、
子
ど
も
か
ら
は
「
国
花
は
な
ん

で
す
か
」
「
雪
は
ど
の
位
降
り
ま
す
か
」

「
コ
ー
ヒ
ー
は
一
日
何
回
飲
み
ま
す
か
」

な
ど
素
朴
な
質
問
を
受
け
、
一
っ
―
つ
熟

心
に
日
本
語
で
受
け
答
え
日
本
の
学
校
生

活
を
体
験
学
習
し
意
義
あ
る
半
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

ジ
ャ
ッ
キ
ー
さ
ん
は
、
大
学
で
日
本
語

ジ
ャ
ッ
キ
ー
さ
ん
西
小
を
訪
問

f
ど
も
た
ち
と
交
流

--------------8言玄フーム明和にも I―-- -----

ピここ口］
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: 武田信玄ブーム。信玄ゆかりの鰐口が奉納；と観 しす変あ重--,をな家案在ィ院ん

：抱光将たまおりな子体ど三内゜゜大夫沢
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0 I_‘ まま大き貴 ルグ千の滞テ学さ

と
日
本
文
化
を
専
攻
、
日
本
に
つ
い
て
い

ろ
い
ろ
勉
強
中
ー
ー
。
そ
の
学
習
の
一
っ

と
し
て
自
費
で
来
日
し
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を

続
け
て
い
ま
す
。
来
日
し
た
の
は
三
月
末

で
し
た
。
当
初
、
四
ヵ
月
の
滞
在
予
定
で

あ
っ
た
も
の
を
ビ
ザ
期
間
き
り
ぎ
り
の
八

月
ま
で
延
長
し
た
と
の
こ
と
。
と
い
う
の

は
、
初
来
日
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
来

日
早
々
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
か
か
り
意
気
消

沈
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
西
小
訪
問
の
機
会

を
得
、
子
供
た
ち
と
接
し
た
結
果
、
子
ど

も
た
ち
の
明
る
さ
、
素
朴
さ
、
や
さ
し
い

心
に
感
銘
。
お
か
げ
で
し
だ
い
に
ホ

ー
ム
シ
ッ
ク
も
な
く
な
り
、
も
っ
と
日
本

を
知
ろ
う
と
い
う
意
欲
さ
え
湧
い
て
き
た

と
い
う
の
で
す
。
西
小
の
子
ど
も
た
ち
に

は
大
変
感
謝
し
て
い
た
よ
う
す
。
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村
内
の
県
民
生
協
の
主
婦
た
ち
が
、
こ

の
ほ
ど
中
央
公
民
館
で
劇
団
「
前
進
座
」

看
板
俳
優
、
大
久
保
光
代
さ
ん
を
招
い
て

交
流
。
主
婦
の
立
場
を
中
心
テ
ー
マ
に
意

見
を
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

大
久
保
光
代
さ
ん
招
い
て

「
前
進
座
」

真赤ないちごに

舌つづみ

い
ち
ご
狩
り
を
楽
し
む
保
育
園
児
た
ち
。
こ

れ
は
大
佐
貫
の
鯉
沼
兵
吉
さ
ん
の
厚
意
に
よ
る

も
の
で
自
作
の
い
ち
ご
畑
を
毎
年
園
児
に
開
放

し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
東
・
中
・
西
の
全
保
育
園
児
（
ニ

四
九
名
）
が
、
ふ
だ
ん
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い

熟
し
切
っ
た
真
赤
な
い
ち
ご
を
、
か
わ
い
い
し

ぐ
さ
で
摘
み
と
り
「
お
い
し
い
ね
」
を
連
発
し

な
が
ら
舌
つ
づ
み
を
打
ち
ま
し
た
。

... 
珍花「月下美人」が満開

南大島の東良次さん宅のサボテンの一種「月下

美人」が満開となり隣人を楽しませています。 「

話には聞いていましたが、まさか自家に咲くなん

て…」と珍花を見入る奥さんのけい子さん。 3 年

前に知人に苗をもらい育てたもの。

‘--: 

教えるにはまず、自分たちで体験を一と西小の

先生方 20人が、村内の名所、特産品を見学。 「行

ばん様（新里）」、「砂賀造船（斗合田）」、「梨の袋か

け（田島・北島和夫宅梨畑）」などを体験学習し見聞

を広めました。

サービス向上ダンプ買替え

「
梨
」
の
袋
か
け
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

ン

村では、このほどダンプを買替えしました。通

算 6 台目。性能は 110馬力、 2 t積と従来とほぼ

同じ。道路改良等のサービスに活躍します。
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や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
国
民
年

金
の
保
険
料
を
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
制
度
に
は
「
法
定
免
除
」
「
申
請

免
除
」
が
あ
り
ま
す
。

0
法
定
免
除
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
、

厚
生
年
金
、
共
済
年
金
な
ど
か
ら
障
害

年
金
を
受
け
て
い
る
人
や
生
活
保
護
法

の
生
活
扶
助
な
ど
を
受
け
て
い
る
人

〇
申
請
免
除
所
得
が
な
い
人
や
世
帯
員

が
生
活
保
護
法
の
医
療
扶
助
を
受
け
て

い
る
こ
と
な
ど
、
納
め
る
こ
と
が
著
し

く
困
難
な
人
（
た
だ
し
、
昭
和
6
1
年
4

月
以
降
の
免
除
期
間
の
追
納
に
つ
い
て

は
、
三
年
を
経
過
す
る
と
当
時
の
保
険

国
民
年
金
保
険
料
免
除

該
当
者
は
中
請
を

お
忘

れ
な
く

料
よ
り
も
割
増
し
と
な
っ
た
額
に
な
り

ま
す
。
）

こ
の
よ
う
な
条
件
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
人
は
、
役
場
住
民
課
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

村
で
は
「
特
定
疾
患
患
者
見
舞
金
支
給

要
綱
」
を
定
め
患
者
ま
た
は
、
そ
の
家
族

に
対
し
見
舞
金
を
支
給
し
患
者
お
よ
び
そ

の
家
族
の
精
神
的
負
担
の
軽
減
と
福
祉
の

増
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
見
舞
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
「
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
」
を

持
っ
て
役
場
住
民
課
福
祉
係
ま
で
お
い
で

く
だ
さ
い
。
（
昨
年
、
見
舞
金
の
支
給
を

受
け
た
者
も
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
）

支
給
対
象
者
県
の
特
定
疾
患
医
療
給
付

を
受
け
て
入
院
ま
た
は
、
通
院
し
て
治

療
を
受
け
て
い
る
者
で
、
村
内
に
住
所

を
有
す
る
者

支
給
金
額
1
回

5
0
0
0

円
（
年
2
回
）

受
付
期
間

7

月
9
日
田
ま
で

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
福
祉
係
へ

児
童
手
当
の
現
況
届

児
童
手
当
ま
た
は
、
児
童
手
当
の
特
別

給
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
「
現
況
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
は
、
今
月
3
0
日
ま
で
で
す
。

特
定
疾
患
患
者
に

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

•農作業標準賃金等一覧·

県
内
居
住
者

9
月

1

日

1
1
2月
1

日
ま
で
の

1
5
回

費
用
無
料

募
集
人
員
1
7
人
（
本
村
の
定
員
）

内
容
講
話
、
見
学
、
各
種
教
室
な
ど

期対

日 象

区分 作業種目 単位 標準額

コ門 サ田
1 ^木·K目 500円（種子代含む稚苗）

耕 起 10 アー）レ
5,000 

（トラ：クター） 当 り

水 代 か き ,,, 6,000 （トラクター）

1 機（苗持ち楓 // 15,000 

稲 田植えI 機 懇 ケ 6,500 （荏i月

刈 （コりンパイ取ン） り ,,,, 16,000 

作 脱 江禾又 ,,, 10,000 

セ（刈り取り脱殺乾ッ燥モミすり）卜 ク 27,000 

業 乾燥・調整のみ
l f裟当り

1,500 (60 kg) 

モ ミ す り ケ 70Q 

耕 起 JO アール
7,500 （トラクター） 当 り

麦 施（耕肥起播種 （ドリル,fr ) ヶ 4,500 
肥科稲子代は9

綬 土 ケ 2,800 作 （トラクター）

刈 （コりンパイ取ン） り ク 15,000 

業 セ
（刈り取りツから乾燥）

卜 ヶ 25,000 

労
農繁期 労賃 1 日当り 6,000 

賃農繁期以外の労賃 ケ 5,000 

農
休
日
は

7

月
8

五
月
十
八
日
に
開
か
れ
た
農
業
委
員
会
で
今
年
の
「
農
作
業
標
準
賃
金
」

が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

「
農
作
業
賃
金
」
決
ま
る

•
1
0日

. , 

昭
和
6
3年

申
込
み
・
問
合
せ

7

月
1
6
日
ま
で
に
役

場
住
民
課
ヘ

会 日

時

6

月
1
6
日
午
後
1
時
＼
受
付

場
保
健
セ
ン
タ
ー

妊
婦
健
診

会 日

時
7
月
1
4
日
午
後
1
時
＼
受
付

場
保
健
セ
ン
タ
ー

乳
幼
児
健
診

千
津
井

”
検
診
を
受
け
て
笑
顔
の

健
康
家
族
“

野
本
と
よ
子
さ
ん
の
作
品

健
康
標
語
佳
作
作
品

進
ん
で
受
け
よ
う
／
．

健
康
一
番
検
診
は

6
0歳
以
上
を
対
象
に

「
県
老
人
大
学
」
開
校

村 の （
つ

現
況
届
は
、
手
当
が
受
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。

提
出
し
ま
せ
ん
と
、
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
該
当
者
に
は
、
役
場
か
ら
通
知

す
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
住
民
課
へ
。

ご き

6
 

月

15 日

16 日

20 日

21 日

23 日

26 日

28 日

ヮ 月

4·5 日婦人科乳腺甲状腺検診

10 日

人権、行政、心配ごと相談（特設）

子ども会リーダー研修会

知事選挙告示

農業委員会

62年度村税完納表彰式

パパさんソフトボール大会

社会を明るくする運動実施

委員会

知事選挙投票日

予定ですので変わる場含もあります。
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寄付ありがとう

0日本民謡群馬梅若会は 5 万円を

圏田口敏子さん（大輪）は 5 万円を

それぞれ社会福祉のために役立てて

くださいと、村社会福祉協議会（奉仕

銀行）に寄付されました。

事
件
の
発
生
を
知
っ
た
ら
、
直
ち
に
一

1
0
番
を

事
件
の
発
生
を
知
っ
た
ら
で
き
る
だ
け

早
く
―
-
0
番
等
に
よ
る
通
報
を
お
願
い

し
ま
す
。

指
名
手
配
犯
人
等
の
検
挙
に
こ
協
力
を

指
名
手
配
犯
人
等
の
顔
写
真
な
ど
を
印

刷
し
た
ポ
ス
タ
ー
や
手
配
書
等
を
掲
出
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
心
あ
た
り
の
方
は
、

警
察
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

聞
き
込
み
に
こ
協
力
を

犯
罪
捜
査
の
た
め
、
刑
事
が
聞
き
込
み

等
で
お
伺
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

犯
罪
に
つ
い
て
見
た
り
聞
い
た
り
し
た

事
は
す
ぐ
通
報
を

事
件
の
模
様
や
犯
人
に
つ
い
て
見
た
り
、

あ
な
た
も
街
の
名
刑
事

犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を
／
．

特
設
人
権
行
政
相
談

特
設
人
権
相
談
が
、
次
の
と
お
り
開
か

れ
ま
す
。

▽
隣
り
近
所
の
あ
ら
そ
い
▽
騒
音
、
悪
臭

な
ど
の
公
害
▽
そ
の
他
、
人
権
に
関
す
る

こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

こ
ほ
ろ
ぎ
絃
舷
会

寝
た
ま
A

に
く
ぼ
み
し
姑
母
の
布
団
乾

が

す
初
春
の
陽
や
は
く
三
日
日
過
ぐ

野
本
み
ね
子

初
春
の
娘
を
待
つ
老
母
を
忍
ぶ
足
逢
ヘ

ば
仄
か
に
ラ
ン
の
紅
さ
す

奈
良
照
子

霧
晴
れ
て
牧
場
に
憩
ふ
競
走
馬
停
車
の

三

遠
富
士
支
部

:':l  

------------------------------------

聞
い
た
り
し
た
方
は
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

結
構
で
す
か
ら
警
察
へ
通
報
し
て
く
だ
さ

｀
~
。

し

政
子

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集
（
郵
政
局
）

6

月
1
5
日
困

後
3
時

役
場
会
議
室

法
務
局
の
専
門
桓
当
官
お
よ
び

人
権
擁
護
委
員

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
ヘ

課
題
A
簡
易
保
険
、
郵
便
年
金
に
関
係

あ
る
も
の

課
題
B

助
け
合
い
の
心
に
関
係
あ
る
も

の
自
由
課
題
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
、

身
の
ま
わ
り
の
で
き
ご
と
な
ど

対
象
小
学

5
.
6

年
生
中
学

1
.

2
.
3

年
生

締
め
切
り
6

月

3
0日
ま
で
郵
便
局
へ

※
作
文
の
長
さ
は
、
小
学
生
4
0
0

字
詰

め
原
稿
用
紙
3

枚
位
、
中
学
生
4
0
0

字
詰
め
原
稿
用
紙
4
1
5

枚
位

そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

間
に
も
子
等
は
身
を
出
す

福
田
初
江

白
鳥
の
飛
来
と
聞
き
て
目
を
凝
ら
す
沼

面
は
逆
光
に
黒
き
影
持
つ

原
口
美
津
子

ビ
ー
玉
の
大
き
さ
青
き
を
確
め
つ
つ
初

成
り
の
柚
子
も
ぎ
と
り
て
冬
至
近
し

原
口
文
江

雑
念
の
脳
裡
さ
ま
よ
う
し
じ
ま
夜
を
泣

き
じ
ゃ
く
る
声
澄
み
て
哀
し
き

泉
田

会
場

相
談
員

日

時

午
前
1
0
時1
午

7
月

6
日
午
後

1

時
3
0分
1

中
央
公
民
館

「
幼
児
食
と
お
や
つ
」
の
講
話

手
づ
く
り
お
や
つ
の
実
習

対
象

2

オ
児
を
も
つ
保
護
者

料
金
無
料

※
エ
プ
ロ
ン
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

内 会日

容場時
お
や
つ
教
室

料
金

会
場

申
込
み

日
時

7
月

4
.
5
.
1
1
.
1
2
.
2
1

日

午
後
1

時
1

受
付

各
4
0
0

円

保
健
セ
ン
タ
ー

6
月

2
5
日
ま
で
に
保
健
課
ヘ

婦
人
科
・
乳
腺

甲
状
腺
検
診

時場

プ
ー
マ

会日

6

月

2
7
日
午
後
1

時
3
0分
1

保
健
セ
ン
タ
ー

歯
周
疾
患
の
予
防

健
康
教
室

時
毎
月
第

1
.
3

火
曜
日

9

時
3
0
分
＼1
1時
3
0
分

会
場
館
林
保
健
所

内
容
話
し
合
い
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

対
象
者
集
団
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に

よ
り
、
治
療
効
果
お
よ
び
社
会
復
帰
が

期
待
で
き
る
管
内
居
住
者

申
込
み
・
問
合
せ
館
林
保
健
所
健
康

指
導
課

(
6
7
2
_
3
2
3
0
)
へ

日

社
会
復
婦
柑
談

郵
便
局
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

午
前

でまに 納期 水道料 利根加 [ 今
納限で 嬰
めはt 月
ま 6 ; し月 (J) よ 3。 贋 納
う゜ 期すで日゜ 民年金国‘ I 税
限‘

会

場

日

時

7
月

1
4
日

3

時
館
林
市
役
所

交
通
事
故
相
談

午
前
1
0
時
＼
午
後

会

場

日
時

7
月
7

日

3
時

館
林
市
役
所
相
談
室

午
前
1
0
時1
午
後

年
金
相
談

会

場

日
時

6

月
1
5日
午
前
1
0
時
＼
午
後

3

時
役
場
会
議
室

人
樺
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

内会

容場

日
時

6

月
1
6日

7

月
5

日

9

時
3
0
分
1
1
0
時
3
0
分

保
健
セ
ン
タ
ー

検
尿
、
血
圧
測
定
な
ど
で
す

健

康

相

談
午
前

受
付
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村の人口
6 月 1 日現在

世帯数 2,578 戸

人口総数 10,365 人

男 5,182 人

女 5,183 人

(5 月中の動き）

出生 12 人死亡 4 人

転入 14 人転出 13人

ゞ
館林邑楽地区 館林地 区 邑楽・板倉

日
産婦人科耳鼻科 内科 外科 明千和代地田区

6 月 19 日
根岸医院川田医院 記念病院合（72)3155 永喜堂医院 竹越医院

曜 合 (72) 3262 合 (72)3724 神尾医院合(75)1288 合 2)4469 合 (84)3137 

6 月 26 日
古屋詞医院後藤剛医院

後藤胴医院合 (72)3975 
海宝医院 橋畠医院

当 合 (63) 6161 合（72)3975 合（74)0811 合） 1150

7 月 3 日
佐々木医院小倉医院 後藤医院合(72)0134 津久井医院 館林地区が

番 合 (62) 2623 合 (72)0606 ゆたか医院合 (73)7308 合（72)3316 担当します

7 月 10 日
真中医院大神医院 上野医院ff (72)3330 岡田医院 小西医院l: 医 合 (72)1630 合 (62)2200 森下医院合 (73)7776 合（72)3163 合 (86)2261 

7 月 17 日
横田医院川田国）医院 清河堂医院ff(72) 3070 宇雷病院 増田医院
合（72)0255 ff (72) 3314 安楽岡医院合（72)0572 合） 8761 合 (82)2255 

＼
自
転
車
便
利
さ
一
番
／

／
さ
れ
ど
危
険

疇

5 月の

救急車出動回数
•交通事故 5 件
●急病 11 件

•その他 3 件

•計 19 件

明
和
中
で
は
、
最
近
の
い
ち
じ
る
し
い

交
通
事
故
増
加
、
特
に
お
年
寄
り
や
子
供

に
関
し
た
事
故
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
、

登
下
校
時
の
際
の
事
故
も
目
立
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
危
険
度
の
高
い
自
転
車

通
学
に
つ
い
て
罰
則
規
定
を
設
け
て
交
通

ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
こ
を
に

し
ま
し
た
。

(
5月
実
施
）

遵
守
事
項
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

▼
ノ
ー
ヘ
ル
を
し
な
い
▼
―
一
人
乗
り
し

な
い
▼
カ
サ
さ
し
運
転
を
し
な
い
マ
亜
列

進
行
し
な
い
▼
通
学
路
以
外
の
通
行
を
し

な
い
な
ど
八
項
目
で
す
。

一
方
、
励
行
し
な
い
生
徒
に
は
誓
約
書

を
書
い
て
反
省
し
て
も
ら
う
▼
ひ
ん
ぱ
ん

に
違
反
す
る
生
徒
に
は
軽
重
を
判
断
し
て

罰
則
を
与
え
る
と
い
う
も
の
。

「
こ
と
罰
則
を
与
え
た
か
ら
と
い
っ
て

事
故
急
減
す
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が

継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
や
が
て
は
社
会

ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
を
守
る
と
い
う
意
識
の

向
上
、
そ
し
て
生
徒
た
ち
の
事
故
防
止
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
何
も
罰
則
ま
で
し
な
く
と
も

と
い
う
声
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
交
通

安
全
意
識
向
上
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る

の
で
す
」
と
話
す
関
係
者
。

自
転
車
は
す
べ
て
の
人
に
手
軽
で
便
利

な
乗
り
物
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
反
面
、
交
通
機
関
の
発
達
に
伴
う
環

境
の
厳
し
さ
か
ら
交

通
事
故
に
あ
う
危
険

も
か
な
り
高
く
な
っ

て
い
る
の
が
現
状
で

す
。事

実
、
本
村
で
も

五
月
、
登
校
時
の
自

転
車
中
学
生
と
通
勤

時
の
自
動
車
が
衝
突
、

中
学
生
が
全
治
一
週

間
ほ
ど
の
ケ
ガ
を
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

交
通
ル
ー
ル

し
っ
か
り
と
守
ろ
う

群
馬
県
内
で
自
転
車
に
関
係
し
た
事
故
は

六
十
一
年
で
二
、
四
八
四
件
、
全
事
故
の

一
九
•
四
％
を
占
め
る
ほ
ど
の
高
い
数
字

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
年
々
増
加
し

て
い
る
の
で
す
。
自
転
車
は
私
た
ち
の
身

近
か
で
便
利
な
乗
り
物
の
反
面
、
危
険
度

も
か
な
り
高
く
、
い
わ
ば
両
面
を
有
し
て

い
る
乗
り
物
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
か
く
私
た
ち
は
便
利
性
だ
け
を
直
視

優
先
し
て
し
ま
い
危
険
を
か
え
り
み
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
な
に
も

並
列
進
行
し
な
い
、
二
人
乗
り
を
し
な
い

と
い
っ
た
こ
と
は
学
生
に
限
ら
ず
、
だ
れ

も
が
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会
ル

ー
ル
で
あ
り
マ
ナ
ー
で
あ
る
は
ず
な
の
で

す
。

妖
酒
運
転
で
大
事
故
り
な
ど
の
報
道

を
み
た
と
き
子
供
た
ち
は
ど
う
反
応
す
る

で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
だ
け
に
罰
を
与
え

大
人
た
ち
は
何
や
っ
て
る
の
…
…
」
と
で

も
い
い
た
そ
う
な
声
が
聞
え
て
く
る
よ
う

で
す
。

自
転
車
通
勤
の
あ
な
た
、
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
で
す
か
。
私
た
ち
大
人
が
手
本
を
み
せ

な
け
れ
ば
、
万
が
一
に
も
並
列
進
行
、
ニ

人
乗
り
な
ど
し
て
い
る
も
の
な
ら
そ
れ
こ

そ
一
大
事
ー
ー
。
子
供
た
ち
は
絶
対
守
り

ま
せ
ん
。

他
人
ご
と
で
な
く
、
ま
ず
、
私
た
ち
大

人
が
手
本
を
み
せ
る
こ
と
が
大
切
な
の
で

す
。
そ
う
す
る
こ
と
が
や
が
て
交
通
事
故

ゼ
ロ
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
家
族
で
地
域
ぐ
る
み
で
交
通
安
全
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

田
口

蓮蓮
見

清
水 氏

1
1

お
く
や
み

1
1

和
恵
行
男

矢斗大大地
合

島田輪輪区

旭ぷ％ぷ］喜

二
女
江
口

妬

荻上吉小阿柏田遠福石石
野野田林部原口藤島川山氏
み裕
ど有悠飛裕佳宏美綾季名
り花葵鳥希奈ー央香子

木
村

増秀仁太名
雄子作佑

74 80 80 69 儡

世
帯
主

敏
子

富
士
夫

榮
次
郎

亀
久
雄

仁
史

保
護
者
続
柄

克
己
長
女

英
之
長
女

照
美
二
女

三
郎
長
男

英
美
―
―
―
女

暉
夫
長
女

雅
大
長
女

一
美
長
男

和
夫
二
女

正
博
二
女

誠
二
男

地
区
闘

下
江
黒
妬

中
谷
柘

南
大
島
知

新
里
屡

大
輪
知

梅
原
封

新
里
％

南
大
島
％

樺
原
ぷ

上
江
息
妬

下
江
黒
品

1
1

お
め
で
た

1
1

. 
マ
ナ
ー
は

み
虐

{
5

ぐ
｀
六v
れ
升 （敬称略）
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第322号 広 報 め い わ 昭和63年 7 月 10 日 (2) 

. 
もうすぐ夏休み 、勉強に追いまくられ遊び

●といえばテレビゲームに熱中することぐらいだっ

●た子供たちにとって、海や山で思いきり楽しむ絶

●好の季節 。親と子のきずなを一層深めるのも

●この時期が最適です。

●で楽しもう・・・・・・・..。

さあ．／夏休みを家族みんな

:——-----------------------------------------------------------• 
i 

: ,  

三言三 、胃
' , 
』, 
l 

' 』

' ' 
; 享史竺虹ジし□ し八び二 ! 

' 

` 
--------------------------------------------------------------

や
が
て
夏
休
み
に
な
り
ま
す
。
い
ま
働

き
ざ
か
り
の
人
も
、
そ
ろ
そ
ろ
高
齢
者
と

い
わ
れ
る
人
も
一
様
に
子
供
の
こ
ろ
の
夏

休
み
の
思
い
出
を
持
っ
て
い
ま
す
。

家
族
旅
行
な
ど
は
、
い
ま
の
よ
う
に
一

般
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で

も
学
校
が
休
み
だ
と
い
う
こ
と
は
、
何
と

も
い
え
ぬ
開
放
感
が
味
わ
え
る
も
の
で
す
。

青
い
空
、
白
い
雲
、
せ
み
の
声
、
波
の
音
、

花
火
、
お
祭
り
な
ど
「
夏
休
み
」
と
い
う

言
葉
か
ら
楽
し
い
連
想
が
た
く
さ
ん
出
て

き
ま
す
。

受
験
勉
強
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、

近
く
に
遊
び
友
達
が
い
な
い
な
ど
と
現
代

の
子
供
の
様
子
は
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
夏
休
み
は
ど
の
子
供
に

と
っ
て
も
楽
し
い
も
の
で
す
。

夏
休
み
中
は
、
子
供
は
た
い
て
い
身
近

な
と
こ
ろ
に
い
ま
す
。
親
に
と
っ
て
成
長

し
つ
つ
あ
る
子
供
の
姿
を
知
る
い
い
機
会

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
事
情
に
よ
り

し‘
っ

恥負 プ
ラ
ン
は

家
族
み
ん
な
で

そ
う
高
め
よ

ま
す
が
、
夏
休
み
の
間
に
何
か
一
っ
子
供

の
心
に
思
い
出
と
し
て
残
る
よ
う
な
こ
と

を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
二
十
年
、
三

十
年
後
に
も
「
あ
れ
は
私
の
小
学
校
三
年

生
の
夏
休
み
だ
っ
た
」
と
思
い
出
せ
る
よ

う
な
経
験
で
す
。

こ
の
計
画
に
つ
い
て
子
供
と
一
緒
に
親

は
よ
く
考
え
、
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
く

だ
さ
い
。
子
供
の
知
っ
て
い
る
こ
と
は
限

親
f
の
き
ず
な

定
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
「
こ
ん
な
こ
と
も

で
き
る
の
だ
よ
」
と
可
能
性
を
拡
大
す
る

提
案
は
、
親
が
し
て
く
だ
さ
い
。
夏
休
み

の
し
ば
ら
く
前
か
ら
と
き
ど
き
家
族
が
集

ま
っ
て
話
し
合
う
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
自

体
が
楽
し
い
こ
と
で
す
。
だ
れ
も
が
試
み

る
よ
う
な
「
観
光
地
へ
の
一
泊
旅
行
」
よ

り
も
、
も
っ
と
面
白
い
こ
と
を
考
え
つ
く

は
ず
で
す
。

計
画
が
決
ま
っ
た
ら
、
子
供
に
も
年
齢

に
応
じ
て
何
か
―
つ
責
任
を
も
っ
て
で
き

る
仕
事
を
分
担
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
必
要
な
も
の
を
整
え
る
こ
と
、
切

符
の
予
約
、
目
的
地
に
つ
い
て
の
情
報
収

集
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
は
ず
で
す
。
こ
の

ょ
う
な
こ
と
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
を
通
し

て
、
子
供
は
心
理
的
に
成
長
し
て
い
く
の

で
す
。
親
も
ふ
だ
ん
と
は
違
う
様
子
を
子

供
に
見
せ
て
く
だ
さ
い
。
親
と
子
の
相
互

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
夏
休
み
の
課
題

の
―
つ
な
の
で
す
。

夏
休
み

r
つ

一
日
を
自
由
に
使
え
る
日
が
一
か
月
あ

る
。
そ
の
日
暮
ら
し
に
し
な
い
よ
う
、
学
齢

に
合
っ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
本
人
が
た
て
て

生
活
し
て
ほ
し
い
。
お
そ
ら
く
計
画
を
実

行
す
る
と
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
起
こ
っ
た
り

ギ
ャ
ッ
プ
が
生
ま
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ

の
辺
が
体
験
学
習
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
プ
ラ
ン
で

意
義
あ
る
休
み
を

② 
浦上紀子さん

（新里）

今
年
我
が
家
で
は
、
初
め
て
の
キ
ャ
ン

プ
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
自
然
の
中
で
、

テ
ン
ト
張
り
や
、
飯
ご
う
を
使
っ
て
の
野

外
炊
飯
な
ど
、
家
庭
で
は
経
験
で
き
な
い

こ
と
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
中
か

ら
幼
な
い
な
が
ら
も
何
か
を
感
じ
て
く
れ

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
に
な
い

体
験
を

‘. • 

① 

小池万里子さん
（江口）

子
供
に
ど
ん
な
過
ご
し
方

を
の
ぞ
み
ま
す
か
。



(3) 第322号 広 報 め い わ

太
陽
に
い
っ
ぱ
い
当
っ
て
、
体
を
丈
夫

に
し
て
ほ
し
い
。
と
い
う
の
は
最
近
長
男

が
風
邪
を
ひ
き
や
す
く
、
一
学
期
十
日
も

休
ん
で
し
ま
っ
た
か
ら
。
夏
休
み
恒
例
の

旅
行
も
大
洗
の
海
と
箱
根
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
大
い
に
遊
ん
で
二
学
期
は
元
気
に

頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

我
家
に
は
三
人
の
娘
が
い
ま
す
。
夏
休

み
に
子
供
達
と
、
何
か
や
っ
て
み
よ
う
と

考
え
て
い
る
の
が
、
「
お
菓
子
作
り
」
で

す
。
最
近
小
二
と
四
歳
の
娘
が
興
味
を
示

し
て
い
る
の
で
、
今
か
ら
道
具
を
そ
ろ
え

て
い
ま
す
。
親
子
四
人
で
楽
し
み
な
が
ら

で
き
た
ら
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

夏
は
、
海
や
川
へ
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン

で
す
。
家
族
で
、
お
友
達
同
士
で
I
I

と
胸
が
は
ず
み
ま
す
。
反
面
、
水
の
事

故
が
急
増
す
る
の
も
こ
の
時
期
で
す
。

つ
い
楽
し
さ
ば
か
り
が
先
行
し
、
水

の
恐
さ
を
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

特
に
子
供
連
れ
の
場
合
は
細
心
の
注

意
が
必
要
で
す
。
子
供
だ
け
の
水
遊
び

・
遊
泳
は
絶
対
い
け
ま
せ
ん
。
大
人
た

ち
は
十
分
注
意
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

昨
年
県
内
で
十
九
件
の
水
難
事
故
が
発
一

[
f
い
竺
生
し
十
五
人
が
死
亡
。
中
で
も
子
供
が

‘{ 

t
yA

ふ
大
半
で
全
体
の
六
三
％
、
し
か
も
六
月
、

七
月
、
八
月
に
集
中
し
て
い
る
の
で
す
。

·
5
"ど
．
』

:
’
-
]
1
・
パ
‘
]
楽
し
い
夏
休
み
に
す
る
た
め
に
も
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
機
会
に

体
力
づ
く
り
を

親
子
で

お
菓
子
づ
く
り

昭和63年 7 月 10 日

③ 
石川定枝さん

（川俣）

④ 
泉田初乃さん

（矢島）
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白
樺
並
木
を

家
族
で
散
歩

関口夏美ちゃん
(6 年・新里）

ゅ
っ
く
り
と

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ

夏
休
み
…
…
…
…

思
い
き
り
遊
び
た
い
。
家
族
み
ん
な

で
涼
し
い
山
に
行
っ
て
、
白
樺
の
あ
る

山
道
を
歩
い
て
み
た
い
。
そ
し
て
、
で

さ
れ
ば
白
樺
の
み
え
る
別
荘
か
な
ん
か

以
前
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
ヘ
行
き
ま

し
た
が
、
そ
の
時
は
、
ゆ
っ
く
り
み
ら
れ

な
か
っ
た
の
で
、
こ
ん
ど
は
家
族
み
ん
な

と
泊
り
が
け
で
ニ
ー
三
日
ゆ
っ
く
り
と
見

学
し
て
み
た
い
。

将
来
は
、
子
供
が
好
き
な
の
で
保
母
さ

ん
に
な
り
た
い
。

石塚章子ちゃん
(6 年・川俣）

東
毛
自
然
の
家
主
催
の
「
少
年
科
学

教
室
」
に
参
加
し
た
い
。
期
間
は
三
日

間
で
、
そ
の
内
宿
泊
が
一
回
あ
る
。
一

人
で
参
加
す
る
の
で
少
し
不
安
だ
が
楽

し
み
だ
。
思
い
き
り
自
然
と
親
ん
で
み

ヽ
~
〇

た
し大

き
く
な
っ
た
ら
、
学
校
の
先
生
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
供
た
ち
は
…
…

ど
う
過
ご
す
か
：

金子利弘くん
(5 年・入ケ谷）

で
エ
レ
ク
ト
ー
ン
を
弾
い
て
み
た
い
。

大
き
く
な
っ
た
ら
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の

先
生
に
な
り
た
い
。

楽しい夏休み 。子供たちはど

う過ごすでしょうか。夢を……、

家
族
み
ん
な
で
、
泊
り
で
海
に
行
き

た
い
。
白
い
雲
、
大
き
な
海
は
大
好
き

|
|
。
砂
浜
で
ね
こ
ろ
ん
で
、
日
光
浴

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
と
—
|
、
み
ん

な
で
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
で
楽
し
み
た
い
。

将
来
は
動
物
が
大
好
き
な
の
で
獣
医

に
な
り
た
い
。

海
辺
で
思
い
っ
き
り

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

フ゜

ランを……、胸はずませている 4 人

の子供にきいてみました。

斎藤直子ちゃん
(6 年・新里）
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〔昭和62年度組合別税額と完納回数〕

二
収入済 額 連 続

組合員 税 額 完納回数

斗合 田 86 人 22,755,680 円 25 回

下江黒 83 20,438,990 24 

上江黒 134 26,593,630 16 

千津井 140 28,189,740 

江 口 150 29,104,110 18 

田 島 139 28,187,500 28 

南大 島 310 58,490,420 11 

新 里 279 51,780,680 

中 公ロ 189 31,912,840 12 

梅 原 223 40,281,610 32 

JI I 俣 112 18,355,360 21 

須 カ貝ロ 114 21,570,500 16 

大 輪 215 36,994,840 2 

入 ケ 欠ロ 34 6,140,070 29 

矢 島 164 36,546,450 21 

大佐貫 154 25,434,540 10 

計 2,526 482,776,960 

l ・；□；塁悶（特徴・法人分除く）
◎対象とした税 •国民健康保険税・固定資産税

（村外、法人分除く）
---------------------------------------------------------

昭
和
六
十
二
年
度
村
税
完
納
表
彰
式
は

六
月
二
十
三
日
、
中
央
公
民
館
で
十
六
納

税
組
合
長
、
館
林
税
務
署
長
、
館
林
財
務

事
務
所
長
、
村
議
会
議
長
ら
二
十
人
ほ
ど

が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
二
組
合
を
除
く
、
十
四
組
合
が

完
納
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
3
2
年
連
続

完
納
を
果
し
た
梅
原
組
合
を
最
高
に
、
以

下
、
入
ケ
谷
2
9
年
連
続
、
田
島
2
8
年
、
斗

合
田
2
5
年
、
下
江
黒
2
4
年
…
…
…
の
順
と

続
き
好
成
果
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

国
民
三
大
義
務
の
一
っ
と
い
わ
れ
て
い

る
納
税
で
す
が
、
連
続
完
納
と
も
な
る
と

村税完納表彰式

梅
原

3
2年

入
ケ
谷
2
9年

地
域
ぐ
る
み
で
努
力

. 
連
続
完
納

一
朝
一
夕
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
組
合
長
を

中
心
に
地
域
ぐ
る
み
で
納
税
意
識
に
努
め
、

関
係
機
関
と
の
綿
密
な
連
携
の
も
と
ご
尽
・

力
い
た
だ
い
た
結
果
で
あ
り
ま
す
。

式
で
は
、
こ
れ
ら
の
ご
苦
労
に
対
し
て

村
長
、
来
賓
の
方
か
ら
祝
辞
、
感
謝
の
こ

と
ば
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
村
長
か
ら
十
四

納
税
組
合
長
に
表
彰
状
と
金
一
封
が
、
ま

た
、
く
し
く
も
完
納
果
た
せ
な
か
っ
た
ニ

組
合
に
は
努
力
賞
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
労

を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
受
賞
組
合
を
代
表
し
て
、
ニ

十
九
年
連
続
完
納
を
果
し
た
入
ケ
谷
組
合

長
、
金
子
茂
男
さ
ん
が
「
村
民
、
県
民
と

し
て
当
然
の
義
務
を
果
し
た
に
過
ぎ
ま
せ

ん
の
に
数
々
の
ご
配
慮
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
の
栄
誉
を
地
域
の
皆
さ
ん

と
分
ち
合
い
、
一
層
納
税
意
識
高
揚
に
努

め
ま
す
」
と
謝
辞
を
行
い
式
を
閉
じ
ま
し

こ
。t
 

▲表彰を受ける梅原・神谷組合長

ワ月は

社会を明る＜する運動
です

“非行の芽

防<‘愛の手社会の手'’

毎
年
七
月
の
一
カ
月
間
、
全
国
で
行
わ
れ
て
い
る
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。
法
務
省
が
音
頭

を
と
っ
て
、
昭
和
二
十
六
年
か
ら
始
ま
っ
た
運
動
で
す
。
そ

の
趣
旨
は
、
「
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
力
を
合
わ
せ

て
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
」
と
い
う
も
の
で
、

今
年
で
第
三
十
八
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

昭
和
四
十
一
年
か
ら
は
、
主
に
少
年
の
非
行
防
止
と
更
生

に
力
を
入
れ
た
運
動
が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
例

年
七
月
に
な
る
と
夏
休
み
の
解
放
感
か
ら
少
年
非
行
が
増
え

る
か
ら
で
す
。

昭
和
六
十
一
年
中
に
非
行
に
よ
っ
て
補
導
さ
れ
た
少
年
は

二
十
三
万
人
を
超
え
、
特
に
中
学
生
以
下
の
低
年
齢
層
の
増

加
が
目
立
ち
ま
す
。
犯
罪
の
内
容
も
窃
盗
、
覚
せ
い
剤
、
性

非
行
と
目
を
お
お
い
た
く
な
る
よ
う
な
も
の
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
犯
罪
に
走
ら
せ
な
い
た
め
に
も
、
家

庭
や
地
域
が
少
年
た
ち
を
し
っ
か
り
見
守
り
、
明
る
い
社
会

を
み
ん
な
の
力
で
つ
く
り
あ
げ
る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

防
ご
う
非
行
、
助
け
よ
う
立
ち
直
り

を
~

,
 0
 

0

,o 

O
 

0
 

_— 
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自
宅
で
く
つ
ろ
ぐ
木
村
悦
子
さ
ん
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~
今
月
は
、
こ
の
四
月
、
明
和
西
i

二
小P
T
A

会
長
に
な
ら
れ
た
、
木
｛

五
悦
子
さ
ん
（
江
口
）
に
イ
ン
タ
i

ピ
ュ
ー
。
就
任
後
三
カ
月
の
感
想
一

丁
や
抱
負
、
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
｛

ー
て
う
か
が
っ
て
み
ま
し
た
。
一

西
小
P
T
A

会
長

木
村
悦
子
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

0

昭
和
5
2年
、
明
和
村
民
と
な
る
。

東
京
生
ま
れ

0
5
8年
度
西
小
地
区
代
表
委
員

0
6
0年
度
ヶ
本
部
書
記

0
6
1年
度
ヶ
本
部
書
記

0
6
2年
度
ヶ
本
部
副
会
長

0

現
在
(
6
3年）
ヶ
本
部
会
長

0

現
在
(
6
3年）
明P
連
会
長

0

現
在
(
6
3年）
郡
p
連
副
会
長

ー
ー
何
代
目
の
会
長
に
な
り
ま
す
か
。

木
村
さ
ん
二
十
五
代
目
の
会
長
に
な
り

ま
す
。

ー
ー
新
会
長
と
し
て
の
抱
負
を
お
き
か
せ

く
だ
さ
い
。

木
村
さ
ん

P
T
A

活
動
と
は
、
子
供
の

健
全
育
成
を
目
的
と
す
る
団
体
で
す
。
こ

の
趣
旨
を
皆
様
に
理
解
し
て
項
き
よ
り
充

実
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
年
々
子
供
達
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
又
、
お
仕
事
を
お
持
ち
の
お

母
様
の
増
加
等
を
考
え
合
わ
せ
改
善
す
べ

き
点
は
改
め
、
守
り
育
て
る
も
の
は
受
け

継
ぎ
、
会
員
皆
様
の
率
直
な
ご
意
見
を
伺

い
支
援
型
P
T
A

か
ら
活
動
学
習

型
へ
移
行
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ー
ー
西
小
の
場
合
、
具
体
的
に
は

と
ん
な
P
T
A

活
動
が
あ
る
の
で

す
か
。
特
色
が
あ
り
ま
し
た
ら
う

か
が
い
た
い
の
で
す
が
。

木
村
さ
ん
研
修
旅
行
を
始
め
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
各
種
の
行
事
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
毎
年
三
月
卒

業
生
を
送
る
会
の
中
で
．
父
母
、

教
師
、
児
童
と
三
者
が
一
体
と
な

っ
て
明
和
村
や
そ
の
近
辺
に
伝
わ

る
偉
人
の
物
語
を
劇
化
上
演
し
、

巣
立
ち
行
く
児
童
に
華
む
け
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
他
運
動
会
行
事
の
中

で
親
子
八
木
節
総
踊
り
と
題
し
、
群
馬

名
物
八
木
節
音
頭
で
秋
空
の
も
と
親
子

で
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
て
お
り
ま
す
。

ー
ー
ち
ょ
っ
と
か
た
く
な
り
ま
す
が
、

い
じ
め
、
登
校
拒
否
に
つ
い
て
と
う
考

え
ま
す
か

9

木
村
さ
ん
い
じ
め
と
い
う
と
、
と
か

く
子
供
だ
け
の
事
と
考
え
が
ち
で
す
が

大
人
の
世
界
に
も
い
じ
め
は
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
供
は
親
の
言

う
事
は
聞
か
な
い
が
親
の
す
る
事
は
ま

ね
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
日
ご
ろ
の
親
の

態
度
が
子
供
に
と
っ
て
、
大
き
な
関
わ

り
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
学
校
教
育
の
中
で
も
学
問
上
の
勉

強
だ
け
で
な
く
思
い
や
り
の
心
を
育
て

る
道
徳
教
育
も
見
直
し
て
項
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ー
ー
ず
ば
り
お
聞
き
し
ま
す
が
、
女
性

会
長
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
ま
す
か
。

木
村
さ
ん
や
は
り
心
の
中
で
は
意
識

致
し
ま
す
。
明
和
村
で
は
初
の
女
性
会

長
と
い
う
事
で
様
々
な
解
釈
を
さ
れ
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。

P
T
A

活
動
は
母
親
の
参
加
者
が
多
く

わ
た
く
し
も
子
供
を
持
つ
同
じ
母
親
の

立
場
と
し
て
運
営
を
行
っ
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

率
直
な
ご
意
見
を

活
動
学
習
咆
P
T
A

に

夏の県民総ぐるみ交通安全運動

守
り
ま
すベ

ル
ト
に
速
度
に

車
間
距
離

夏
は
暑
さ
に
よ
る
疲
労
、
気
の
ゆ
る

み
、
解
放
感
ー
な
ど
か
ら
交
通
事
故

が
急
増
し
ま
す
。
そ
こ
で
県
な
ど
関
係

機
関
で
は
七
月
十
六
日
か
ら
十
日
間
、

”
守
り
ま
す
、
ベ
ル
ト
に
速
度
に
車

間
距
離
＂
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
夏
の
県

民
総
ぐ
る
み
交
通
安
全
運
動
」
を
展
開

し
ま
す
。

今
年
、
こ
れ
ま
で
の
死
亡
事
故
は
八

十
四
件
、
死
者
八
十
八
人
と
昨
年
よ
り

も
一
カ
月
速
い
ペ
ー
ス
で
増
加
。
特
に

太
田
、
館
林
な
ど
東
毛
地
区
が
多
発
傾

向
に
あ
り
、
死
者
数
は
太
田
・
館
林
警

重点事項
〇過労・暴走運転の防止…・・・出発は

十分な休養と早めの出発

〇子供と高齢者の事故防止••…•子供

や高齢者には「思いやり運転を」

唖若者、女性運転者の事故防止……

無謀運転絶対禁止、安全運転の徹

底

〇シートベルト・ヘルメットの正し

い着用の徹底…••まず着用、そし

て確実に

暑
さ
に
負
け
る
な

交
通
安
全

察
署
管
内
合
わ
せ
て
二
0
人
と
昨
年
同

期
の
三
倍
と
い
う
状
況
で
す
。
幸
い
本

村
で
の
死
亡
事
故
は
発
生
し
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
甘
え
、
油
断
は
禁
物
ー
ー
、

ど
こ
で
も
気
を
引
締
め
て
夏
の
暑
さ
に

負
け
な
い
よ
う
交
通
安
全
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
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[e0o＠蛉事業主のみなさん／＼ー］
事業主の皆さんが、規模を拡大したり、経営

改善をするには資金が必要となります。そこで

村には、このような事業主の皆さんのために融

資制度があるのです。その目的に応じて各種用

意してありますのでご活用ください。希望され

る場合は、あらかじめ経済課商工係又は村商工

会で相談されてから申請いただくことが賢明で

す。通常ですと申請してから 1 カ月程度で認め

られます。くわしくは役場商工係にお問合せく

ださい。

村が実施している融資制度

制度名 融 資 対 象 資金 使 逐‘^ 

①小売業・サービス業

小 資本金1,000万円以下、従業員 50人以

下の会社・個人

②卸売業

運転資金 } にも使える口 I 資本金3,000万円以下、従業員 100人
以下の会社・個人

設備資金

資 I ③その他の業種
資本金 1 億円以下、従業員 300人以

金 I 下の会社・個人
④中小企業団体

代化近 企小中 ①村内で同一業種を 3 年間以上営む者 ①店舗の増改築、店内施設

②資本金 1 億円（小売業・サービス業 の新設・改善のための資

1,000万円、卸売業3,000万円）以下、 金

資金 業設備 従業員300人（小売業・サービス業50
②企業の近代化・合理化

に必要な機械設備資金
人、卸売業100人）以下の会社・個人

③公害防止の設備資金

近商 ①小売業・サービス業 ①店舗の増改築、駐車場設

代化 業
資本金1,000万円以下、従業員 50人以 置

下の会社・個人 ②店内外施設の改造・増設

資 吾叔几 ②卸売業 （ウインドウ、ショ.!:...ヶ

資本金3,000万円以下、従業員100人 ース、飾棚、看板、冷凍

金備 以下の会社・個人 機等）

①小売業・サービス業 ①労働福祉施設（従業員宿

福中 資本金1,000万円以下、従業員 50人以 舎、食堂、休憩室、娯楽

祉小
下の会社・個人 室、更衣室、幼児ハウス

②卸売業 等）の設置、改善

施企 資本金3,000万円以下、従業員 100人 ②①の設置に直接必要な土

設業 以下の会社・個人 地の購入

資労 ③その他の業種 ③①の施設に省エネルギー

金働 資本金 1 億円以下、従業員 300人以 工事を行う場合

下の会社・個人

④中小企業団体

融—資
資—金

融資限度額 融資期間 利率 申込時期 I 取扱金融機関

年6 年間随時 ① 銀 行

700万円以
運転 3 年以内

゜
② 相互銀行

% 枠いっば ｮ 信用金庫
内

設備 5 年以内 闘 いになり ④ 信用組合

次第締め ⑤ 商工中金
切り

誓
年間随時 ①銀行

5 年以内 枠いっぱ ② 相互銀行
500万円以

（内据置 1 年以 いになり ③信用金庫2 
内 % 次第締め ④ 信用組合内）

闘 切り ⑤ 商工中金

冑
年間随時 ①銀行

7 年以内
枠いっぱ ② 相互銀行

2,000万円
（内据罹 1 年以

いになり ③ 信用金庫

以内
内）

ょ 次第締め④信用組合
以内 切り ⑤商工中金

4月 1 日～ ①銀行

①②は1500 冑 12 月 28 日 @ 相互銀行
万円以内 7 年以内 枠いっぱ ③ 信用金庫

（内据置 1 年以 2 いになり ④ 信用組合

③は 500万 内） % 
次第締め ⑤ 商工中金

円以内 閾 切り



(7) 第322号 広 報 め い わ 昭和63年 7 月 10 日

情報

〔
走
り
幅
跳
び
]

0
1
位
1
1

小
平
弘
（
新
里
）
•
5
]
J
C0
4

[

I

 

oo:JOI
]
 

0
2
位
1
1

小
平

『
-
O
Oぃ
J
C
]

0
1
位
1
1

小
平

〔
五0
0
0
メ
ー
ト
ル
〕

0
3
位
1
1

奈
良
原
勇
三
郎
（
千
津
井
）

.
1
8
分1
7秒
7

小平弘さん
（新里）

堀□ 優さん
（新里）

〔
砲
丸
投
げ
〕

0
2
位
1
1

堀
口

優
（
新
里
）
．92
い
3
6

. 

弘
（
新
里
）
・
2
7
秒
7

結果

弘
（
新
里
）
・
認
秒
3

OJ 

始沢重信さん
（梅原）

県
ス
ポ
ー
ツ
祭
、
マ
ス
タ
ー
ズ

陸
上
競
技
大
会
結
果

＊
対

〔
円
盤
投
げ
〕

0
1
位
1
1

始
沢
重
信
（
梅
原
）
．
3
0
い
い4
4

【
結
果
】

/ 

奈良原勇三郎さん
（千津井）

象
1
1

明
和
村
在
住
・
在
勤
者

（
ダ
ブ
ル
ス
）

玄
期
日
1
1
8
月
7

日
⑪

玄
会
場
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

玄
参
加
費
1
1
-
、0
0
0
円
（
一
組
）

＊
期
日
1
1
8
月
2
8
日
⑪

＊
会
場
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

＊
参
加
費
1
1
三
、00
0
円

＊
申
込
み
・
問
合
せ
"
1
1
8
月
2
0
日
ま
で
に

社
会
体
育
館

(
6闘
4
6
2
6
)
へ

テ
ニ
ス
大
会
（
硬
式
）

参
加
者
募
集

＊
対
象

1
1

村
内
事
業
所
単
独
編
成
チ
ー

ム

村
老
人
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
結
果

【
募
集
】

事
業
所
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

優勝した「南大島 B 」チーム

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
7
月
3
1
日
ま
で
に

社
会
体
育
館

(
6闘
4
6
2
6
)
へ

三
十
三
チ
ー
ム
の
総
当
り
、
四
月
か
ら

熱
い
戦
い
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
チ

ー
ム
も
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
十
分
発
揮

し
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

六
月
四
日
、
最
終
日
決
勝
が
行
わ
れ
南

大
島
B
チ
ー
ム
が
、
新
里
・
中
谷
の
混
合

チ
ー
ム
を
内
容
優
勢
勝
ち
で
下
し
優
勝
。

会
場
は
大
会
全
試
合
と
も
昨
年
開
館
し
た

ば
か
り
の
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
決
勝
結
果
]

▼
一
位
1
1
南
大
島B
チ
ー
ム
▼
二
位
1
1

新
里
・
中
谷
混
合
チ
ー
ム
マ
ニ
位
1
1

梅
原

A
チ
ー
ム
。

0
A
ブ
ロ
ッ
ク
1
1
①
梅
原
A
②
須
賀
A

③
大
佐
貫
B
④
下
江
黒
B
⑤
大
輪
B

O
B
ブ
ロ
ッ
ク
1
1

①
南
大
島
B

②
矢
島

・
入
ケ
谷
B
③
大
輪c
④
江
口
C

o
c
ブ
ロ
ッ
ク
1
1
①
川
俣
A
②
矢
島
・

入
ケ
谷
A
③
千
津
井
B
④
上
江
黒
B

O
D
ブ
ロ
ッ
ク
1
1

①
新
里
・
中
谷
B
②

須
賀
B
③
上
江
黒
c

④
下
江
黒
A

優勝の「レッドスター」チーム

O
E
ブ
ロ
ッ
ク
1
1
①
江
口
B
②
新
里
・

中
谷
A
③
斗
合
田
A
④
大
佐
貫
A

0
F
ブ
ロ
ッ
ク
1
1

①
梅
原
B
②
江
口
D

③
斗
合
田
B

④
南
大
島
C

O
G
ブ
ロ
ッ
ク
1
1
①
千
津
井
A
②
上
江

黒
A
③
田
島
B
④
大
輪
A

0
H
ブ
ロ
ッ
ク
1
1

①
江
D
A
②
南
大
島

A
③
川
俣
B
④
田
島
A

第
十
九
回
全
国
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
群
馬
県
予
選
大
会
に
、
邑
楽
、
館
林
を

代
表
し
て
本
村
の
「
明
和
ク
ラ
ブ
（
代
表

矢
島
き
よ
子
）
が
初
出
場
。
初
戦
突
破
を

め
ざ
し
健
闘
し
ま
し
た
が
接
戦
の
末
「
城

南
排
友
会
（
前
橋
）
」
に
2
I
O
で
惜
敗
。

1
位
「
レ
ッ
ド
ス
タ
ー
」
▼
2

位
1
1
「

ク
ラ
シ
ャ
ー
ズ
」
▼
3
位
1
1

「
新
里
」

「
明
和
ス
ワ
ロ
ー
ズ
」

第
3
1回
村
民
野
球
大
会
結
果

全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
、
明
和
ク
ラ
フ
出
場
健
闘
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渡
辺
美
佐
子
さ
ん
（
矢
島
）
は
、
五
月
二
十
八
日
、
社

団
法
人
日
本
善
行
会
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
渡

辺
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
か
ら
、
社
会
的
に

恵
ま
れ
な
い
人
に
な
に
か
し
て
あ
げ
た
い
と
コ
ッ
コ
ッ

と
貯
め
た
小
使
い
の
一
部
を
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄ロ

付
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
善
意
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

ロ

8

本
善
行
会
長
表
彰

渡辺美佐子さん

（矢島）

広報係では、あなたからの

話題を募集しています。

どしどしご連絡ください。

卜ツ
ポス

カ
メ
ラ

ロ
6 月 13 日、明和中学校でプール開きが行われま

した。水難事故防止祈願ののち、 3 年生が、一足

早く夏気分をあじわい歓声をあげてました。

le~-中でフ゜ール開ぎ］

口 口

) ＼゜） ＼゜、 ママ、 ハッスル］

六
月
十
九
日
、
親
子
の
ふ
れ
合
い
を
も

っ
と
深
め
よ
う
ー
ー
と
、
中
央
幼
稚
園
で

恒
例
の
ミ
ニ
運
動
会
が
開
か
れ
、
綱
引
き
、

遊
戯
な
ど
十
種
目
に
笑
顔
と
歓
声
が
園
庭

い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

今
年
で
六
回
目
。
こ
の
日
は
主
と
し
て

父
親
が
参
加
。
―
つ
ひ
と
つ
の
ゲ
ー
ム
に

ぴ
っ
た
り
と
呼
吸
を
合
わ
せ
楽
し
む
光
景

は
さ
わ
や
か
そ
の
も
の
で
す
。
園
児
の
カ

走
に
ジ
ー
ン
と
来
て
目
頭
を
熱
く
す
る
親

゜

た
ち
I
|

「
久
し
ぶ
り
に
親
子
で
汗
を
か
き
ま
し
た

よ
」
と
満
足
そ
う
に
汗
を
ぬ
ぐ
う
一
組
の

親
子
。
園
児
ら
の
顔
は
、
ど
れ
も
目
を
耀

か
せ
楽
し
さ
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

まっすく‘飛んだ……
ヽ

恒例のゴルフ教室に男女20人が参加。実技はゴ

ルフ練習場を使って、夜間のベ10 日間、クラブの

握り方など基本をマスターしました。講師はゴル

フ歴ベテランの飯塚正弘さん（江口）。今回も好

評でした。 （教委主催。 5 • 6 月）

口

じ

會'
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バラありがとう、蓮見さん

◄

答
弁
に
も

笑
み
が

さて、 この物体はc
 
.. 

「
お
や
／
」
、
こ
の
奇
形
な
物
体
は
い

っ
た
い
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
ダ
チ
ョ
ー
の

タ
マ
ゴ
で
も
、
サ
ッ
マ
イ
モ
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

そ
う
こ
の
物
体
、
実
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な

ん
で
す
。
江
口
の
新
井
一
男
さ
ん
宅
で
と

れ
た
も
の
で
、
収
獲
し
た
新
井
さ
ん
は
も

ち
ろ
ん
近
所
の
人
も
ビ
ッ
ク
リ
ー
ー
。

長
さ
2
5
c
m
、
重
さ
員
k
g
ほ
ど
と
薔
通
の

約
五
倍
の
大
き
さ
で
す
。
「
な
ぜ
、
こ
ん

な
に
大
き
く
な
っ
た
の
か
、
皆
目
見
当
つ

き
ま
せ
ん
。
た
だ
少
し
早
目
に
収
獲
し
よ

う
と
植
栽
当
初
、
ビ
ニ
ー
ル
で
お
お
っ
た

の
が
影
響
し
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
」

と
掘
り
あ
て
た
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ゆ
き

さ
ん
は
複
雑
な
面
持
ち
の
よ
う
す
で
し
た
。

□
1
 

六
月
十
一
日
、
父
の
日
を
前
に
切
り
バ

ラ
栽
培
を
し
て
い
る
、
蓮
見
知
宏
さ
ん
（

斗
合
田
）
は
村
内
三
つ
の
幼
稚
園
児
全
員

の
百
十
八
人
に
バ
ラ
を
。
フ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
日
本
切
り
バ
ラ
協
会
県
支

部
東
部
地
区
の
皆
さ
ん
が
、
バ
ラ
の
良
さ

を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
と
行
っ
た
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
―
つ
で
、
蓮
見
さ
ん
は
本

村
唯
一
の
同
協
会
員
の
一
人
で
す
。
五
年

前
か
ら
栽
培
を
は
じ
め
、
現
在
二
0
可
の

バ
ラ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
バ
ラ
の
色
は
、
赤
、
ピ
ン
ク
、
白
と

た
く
さ
ん
あ
る
ん
で
す
よ
。
ぼ
く
た
ち
は

何
色
が
好
き
か
な
あ
…
…
」
と
語
り
か
け

な
が
ら
一
本
一
本
手
渡
し
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
蓮
見
さ
ん
で
し
た
。

村長と意見交換

寿・婦人学級生

口

和気あいあいの意見交換▼
• -.  

一
. 

村
長
と
直
接
話
し
合
う
、
「
寿
、
婦
人
学
級
生
、
村
長
と
語

る
」
が
六
月
二
十
八
日
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
両

学
級
生
合
わ
せ
て
約
七
0
人
が
参
加
。

環
境
改
善
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
な
ど
行
政
に
対
し

て
の
意
見
要
望
を
お
互
い
ヒ
ザ
を
交
え
て
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

語
り
合
う
も
の
で
、
今
年
で
八
回
目
。
公
民
館
事
業
の
一
環
で

い
ま
で
は
同
学
級
の
メ
ー
ン
活
動
の
―
つ
で
大
変
好
評
を
博
し

て
い
ま
す
。

こ
の
日
も
「
生
活
向
上
・
環
境
整
備
」
な
ど
六
の
質
問
要
望

が
出
さ
れ
、
か
っ
て
の
苦
労
ば
な
し
や
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え

時
折
笑
い
声
が
上
が
る
中
、
和
や
か
な
ム
ー
ド
で
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
村
長
か
ら
、
国
・
県
の
情
勢
、
ホ
ッ
ト
な
情
報

も
披
露
さ
れ
る
と
、
皆
さ
ん
、
う
な
づ
き
感
心
し
な
が
ら
意
見

交
換
を
し
て
い
ま
し
た
。
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明
和
村
役
場
で
は
、
昭
和
6
4
年
度
採
用

の
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

応
募
資
格
及
び
要
件
昭
和
4
0
年4
月

2

日
か
ら
4
6
年4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
(
6
4
年4月
1

日
現
在
で
、
満
1
8

歳
か
ら
2
3
歳
）
で
、
高
卒
以
上
の
学
歴

の
あ
る
者

申
し
込
み
期
間
6
3
年
8
月

1

日
か
ら
8

月
3
1日

申
し
込
み
先
明
和
村
役
場
総
務
課

採
用
予
定
人
員
若
干
名

試
験
県
の
統
一
試
験
（
第
一
次
）

試
験
日
…
1
0
月2
日
⑪

会
場
…
県
立
前
橋
商
業
高
校

※
申
し
込
み
用
紙
等
は
、
役
場
総
務
課
に

明
和
村
役
場

職
員
募
集

(
6
4
年
度
）

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
総
務
課
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

村
で
は
、
国
保
加
入
者
の
健
康
保
持
、

疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
図
る
目

的
で
半
日
人
間
ド
ッ
ク
の
検
診
費
の
一
部

を
助
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者
年
齢

3
5歳
以
上
6
0歳
ま
で
の
国

民
健
康
保
険
加
入
者

検
診
方
法
半
日
ド
ッ
ク
（
午
前
9
時
1

1
2時
ま
で
）

検
査
項
目
呼
吸
器
系
、
循
環
器
系
、
腎

機
能
、
胃
腸
管
系
、
胆
の
う
、
肝
機
能
、

糖
尿
病
、
血
液
検
査
等

医
療
機
関
館
林
記
念
病
院

費
用

2
5

、

0
0
0

円
（
助
成
金1
5

、

0
0
0

円
、
自
己
負
担1
0

、

0
0
0

円
）

申
し
込
み
随
時
受
付
（
休
日
を
除
く
）

申
し
込
み
先
受
診
希
望
日
の
一
週
間
前

ま
で
に
印
鑑
を
持
参
の
う
え
保
健
課
ヘ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
、
保
健
課
国
保
係
へ

応
募
資
格
作
文

1
1

県
内
に
在
住
、
在
勤

ま
た
は
在
学
中
の
小
学
4

年
生
以
上
の

「
生
涯
学
習
」

作
文
標
語
募
集

国
保
加
入
者
に
検
診
費
を
助
成

採
用
予
定
人
員
約

8
5名

受
験
資
格
昭
和
3
6
年
4
月

2
日
か
ら
4
6

年
4
月

1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
（

大
学
卒
業
者
及
び
大
学
卒
業
見
込
者
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
）

期
間

8
月
2
2日
か
ら

8
月

2
9日

消
防
官
．
募
集

東
消
防
庁
京

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

(
6
0
2
 

児
童
及
び
中
・
高
校
生
、
そ
の
他
の
学

生
・
一
般
。
標
語
1
1

県
内
に
在
住
、
在

勤
ま
た
は
在
学
中
の
高
校
生
以
上
、
そ

の
他
学
生
・
一
般

作
品
規
定
作
文
1
1

題
名
は
自
由
で
4
0
0
字

詰
原
稿
用
紙
3

枚
程
度
応
募
点
数
1
1

1

人
1

点
標
語
1
1

生
涯
学
習
の
意
義
、

方
法
、
参
画
態
勢
な
ど
応
募
点
数

1
1

1

人
3
点
以
内

応
募
方
法
作
文
・
標
語
と
も
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
性
別
、
年
齢
、
職
業

ま
た
は
学
校
・
学
年
名
を
添
え
て
9
月

5

日
ま
で
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
先
〒

3
7
1前橋
市
文
京
町
二
丁
目

1
9
1
1
8県
教
育
文
化
事
業
団
「
生
涯

学
習
作
文
標
語
募
集
係
」
へ

※
く
わ
し
く
は
、
当
事
業
団
へ

7
2
1
2
4ー
3
9
6
0
)

@
7
月
1
5日
②
か
ら
予
約
受
付

＠
申
し
込
み
等
く
わ
し
く
は
、
7

月
1
5日
の
新
聞
紙
上
に
発
表
さ

れ
ま
す
。

会

場

日
時

7

月
2
2日

午
後
3

時

保
健
セ
ン
タ
ー 午

前
1
0
時3
0
分1

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

"‘¥".9 
＼ヽ

200m｣ 400m｣ 
選んて献血を

申
し
込
み
〒
1
0
0東京
都
千
代
田
区
大
手

町
一
丁
目
3
番
5

号
東
京
消
防
庁
人

事
部
人
事
課
採
用
係

消
防
設
備
士
試
験

試
験
日
8

月
2
8日
⑪
午
前
9

時

会
場
前
橋
市
立
工
業
短
期
大
学

受
付
期
間
7

月
1
9日
か
ら
7

月
2
8日

申
し
込
み
館
林
消
防
本
部

※
く
わ
し
く
は
、
消
防
本
部

(
6
7
2
ー

3

1
7
1
)
へ

内会

容場

日
時

会

19 日

20 日

24 日

7

月

2
1
日
午
前
9

時
3
0
分1

受
付
8

月

2
日
午
後

1

時

ー
受
付

保
健
セ
ン
タ
ー

検
尿
、
血
圧
測
定
な
ど
で
す

健
康
相
談

場

日
時

7

月
2
2日

1

時
1

受
付

保
健
セ
ン
タ
ー 8

月

1
1
日

乳
幼
児
健
診

午
後

7 月

10 日

13 日

17 日

// 

ヶ

,,,, 

8 月

2 日

村のう

危険物収集（金属類）

青少年健全育成連絡会

危険物収集（ガラス・セトモノ）

ママさんバレーボール大会

郡内夏季ソフトボール大会

農業委員選挙告示

農業委員会

農薬空中散布（村内一円）

農業委員選挙投票日

健康相談

3 ·10·11 日

健
康
管
理
は

人
間
ド
ッ
ク
で

ごき

胃集団検診

予定ですので変わる場合もあります。
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寄付ありがとう
日

〇菊声会（代表

10万 3 千円余を

新井登志雄さん）は

圏清水亀久雄さん（矢島）は 5 万円を

圏吉本正さん（大輪）は 5 万円を

それぞれ社会福祉のために役立てて

くださいと、村社会福祉協議会（奉仕

銀行）に寄付されました。

水
墨
両
講
座
に

家
庭
教
育
（
幼
児
）
相
談

時

7

月

2
9日
午
前
9
時
＼
受
付

会
場
館
林
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者

2

歳
児
第
1

子
を
持
つ
邑
楽
郡

内
、
館
林
市
に
住
む
親

相
談
事
項
育
児
、
し
つ
け
、
な
ど
家
庭

教
育
全
般
に
関
す
る
こ
と

指
導
方
法
個
別
相
談
及
び
グ
ル
ー
プ
面

接
相
談

申
し
込
み
2
0
日
ま
で
に
村
中
央
公
民
館

(
6
8
4
1
4
4
9
1
)へ

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

対
象
者
村
内
に
居
住
す
る
6
0
歳
以
上
の

高
齢
者

講
習
日
毎
月
第

1
.
3

水
曜
日

(
8月

か
ら
開
講
）
午
後
1

時
3
0
分
＼

第
2

次
1
1

定
員
2
0
名
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
で
決
定
）

受
講
料
無
料

申
し
込
み
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
さ
ん
を
通

じ
て
7

月
2
5
日
ま
で
に
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ

※
く
わ
し
く
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（

6
8
4
_
4
9
2
6
)へ

東
毛
林
間
・
臨
海
学
校
の

林
間
学
校
利
用
期
間

7

月

1
9日
1
3
1日

8

月
3

日
1
1
1
日
8

月

1
9日
1
9
月

1

日

1
0月
1

日

1
3
1日

臨
海
学
校
利
用
期
間

8

月

1
6日
（
午
後

1

時
）
1
2
0
日
（
午
後
1

時
）
ま
で

使
用
料
金
（
一
泊
）
小
・
中
学
生
3
0

0

円
、
高
校
生
5
0
0

円
、
大
学
·
­

般
1
0
0
0

円

使
用
で
き
る
人
東
毛
広
域
圏
内
に
居
住

し
て
い
る
人

申
し
込
み
方
法
東
毛
広
域
圏
事
務
局
（

6
4
5
_
8
1
8
1内
線
3
4
9
)
へ
電

話
で
申
し
込
む

※
く
わ
し
く
は
、

同
事
務
局
へ

国
家
公
務
員

採
用
圃
種
試
験

受
験
資
格
昭
和
4
3
年
4

月
2

日
か
ら
4
6

年
4

月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

受
付
期
問

7

月

1
3日
ま
で

試
験
日
第

1

次
1
0月
2
日

月
7

日
か
ら
1
1
月1
8日

般
開
放

吾
れ
も
斯
く
あ
り
た
き
思
ひ
朱
き
根
を

し
た
た
か
に
張
る
か
た
ば
み
む
し
る

坂
上
千
枝
子

不
合
理
な
ど
言
ひ
て
は
を
れ
ず
遺
失
者

き
た

は
出
稼
者
ら
し
東
北
の
住
所
持
つ

立
岡
正
夫

気
力
で
は
誰
に
も
負
け
じ
と
自
負
す
る

も
薬
飲
み
を
り
午
前
三
時
に山

形
ト
メ

あ
じ
さ
い

紫
陽
花
も
色
良
く
開
花
梅
雨
空
に
群
馬

紫
陽
花
に
さ
ざ
え
堂
思
ふ

細
田

g 

武
子

〈
明
和
歌
会
〉

こ
ほ
ろ
ぎ

厄
牡
会

日
時

8

月
4

日
困
1
5

日
②
午
前

1
0
時
1午
後
3
時

瀬
下
一
江

梅
雨
ご
も
る
昏
早
き
背
戸
の
ひ
と
と
こ

ろ
明
る
さ
保
つ
栗
の
花
群
れ

奈
良
原
き
く
の

あ
を
き
の
実
と
り
あ
ひ
涙
に
ね
む
り
し

が
制
服
買
ふ
と
ふ
吾
と
背
く
ら
べ
す

柿
沼
ま
つ

ほ
ぞ
を
噛
む
憶
ひ
に
仔
て
り
残
照
の
荒

船
山
は
徐
々
に
す
み
い
ろ

江
森

政
美

白
王
の
白
百
合
の
開
く
音
聞
く
は
錯
覚

か
た
だ
に
草
引
き
て
お
り

は
に
わ
作
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う

県
緑
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
第
2

木

曜
日
に
緑
化
講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

（
日
曜
緑
化
開
催
日
は
除
く
）8
月
の
テ

ー
マ
は
「
草
花
栽
培
の
基
礎
知
識
」
で
す

日
時

8

月
1
1
日
午
前
1
0時
1

認
時

会
場
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑
楽
町
）

参
加
費
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
県
緑
化
セ

ン
タ
ー
（
6
8
8
1
7
1
8
8
)へ

〈
か
ほ
が
や
沼
〉

緑
化
講
座
開
講

試
験
地
前
橋
市
・
熊
谷
市
ほ
か

合
格
発
表
第

1

次
1
1
月1

日
最
終
発

表
1
2月
1
4日

採
用
日
6
4
年
4

月
1

日

※
く
わ
し
く
は
、
館
林
税
務
署

(
6
7
2
ー

4
3
7
3
)
へ

対
象
者
小
学
校
5
.
6

年
生

募
集
人
員
4
0
名
（
先
着
順
）

会
費
ー
、

5
0
0

円
（
材
料
費
な
ど
）

申
し
込
み

7

月
2
0
日
ま
で
に
東
毛
歴
史

資
料
館
〒

3
7
0
1
0
1

尾
島
町
世
良
田

9
2
8
,
3
(
6
5
2
_
2
2
1
5
)
へ

す国 料

期限ま゜ 民金年‘ <税 ; I 今
で水 月
に道料 の ‘ 

納め は 納期 I 納の
ま 7 は
し月 8
よ 30 月、税
う0 日 1 盃
で日

会

場

日
時

8

月

1
8日
午
前

1
0時
＼
午
後

3
時

館
林
市
役
所

休
み 8 年さ月
せの

てい 相談 金
たは
だ ヽ

相
まき 都合
すに ＝畝火
゜よ

り
お

7

月

1
5日

3

時

会
場
役
場
会
議
室

※
相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
相
談

日

時

午
前
1
0時
＼
午
後

人
権
・
行
政
・
心
配
i
J
と
相
談
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村の人口
7 月 1 日現在

世帯数 2,580戸

人口総数 10,368人

男 5,182人

女 5,186人

(6 月中の動き）

出生 5人死亡 4人
転入21人転出19人

口
館林邑楽地区 館林地区 明邑千楽和代・地板田区倉

日
産婦人科 耳鼻科 内 科外科

7 月 17 日
横田医院川田国医院 清河堂医院合 (72) 3070 宇沢病院 増田医院

曜 合 (72)0255 ff (72) 3314 安楽岡医院合 (72)0572 合 (74)8761 合 (82)2255

7 月 24 日
浜野医院原医院 大島診療所合 (77)1503 津久井医院 竹越医院

当 合 (88)5678 ff (72) 1936 大石医院合（74)2362 合（72)3316 云 (84)3137

7 月 31 日
白沢医院川村医院 堀越医院合（73) 4151 館林医院 橋本医院

番 合(72)1600 ff (72) 1337 増田医院合(72) 1387 合 (74)2112 合 (82)1150 

落合医院後藤領）医院 寺内医院 館林地区が ;ヽ し医 8 月 7 日 合 (72) 3160 合（72)3975 後藤康）医院云（72)3975 云（72)3031
担当します

8 月 14 日
根岸医院川田医院 阿久津医院合 (72)3315 礫川堂医院 小西医院
tr  (72) 3262 ff (72) 3724 田内医院合（72)3855 合 (74)0184 合 (86)2261 

疇

6 月の

救急車出動回数
•交通事故 4 件

●急病 5 件

•その他 2 件

●言t 11 件

芦 ⑳
 

雅
弘
さ
ん

斗
合
田
・
の
長
女

佐
久
枝
さ
ん

染：

瀬せ

今
年
四
月
か
ら
明
中
の
ク
ラ
ブ
活
動
に

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
が
十
数
年
ぶ
り
に
復
活
し

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
部
員
は
男
女
合
わ

せ
て
三
十
三
人
（
男
1
9
・
女14
)、
す
べ

て
一
年
生
ば
か
り
。
今
春
赴
任
し
て
き
た

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

—— —— —— 

ー
中
一

—— —— —— —— —— —— 

」
月
｛
B
 

—— —— —— 
9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

バスケット部

復活

新人33名

連日快汗

美：
ぇ絵

ち
ゃ
ん「砂、水遊びが大好きで、お兄ちゃんのまね : 

をしたがる、ちょっぴり、おちゃめな子。だ l 

れからも好かれる心のやさしい子に育ってほ I ぎ
しいですね」とお母さん。

，・9... ｷ....... • • •... •........,',........... • • •... • • •... • • •... • • •... • • •... • • •................... • • •............:// 

石
塚
一
生
先
生
の
指
導
の
下
、
連
日
、
パ

ス
ワ
ー
ク
な
ど
の
基
本
練
習
に
汗
を
流
し

て
い
ま
す
。
目
標
は
当
面
、
十
月
の
新
人

戦
大
会
と
か
I
I

。

(
2歳
3

カ
月
）

「
有
望
選
手
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
で
二

＼
三
年
後
が
楽
し
み
で
す
。
い
ま
で
こ
そ

体
力
的
に
も
低
戦
力
で
す
が
素
質
は
十
分

あ
り
ま
す
よ
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
は
欠
か
せ

な
い
、
ス
ピ
ー
ド
、
持
久
力
と
併
せ
て
パ

ス
、
シ
ュ
ー
ト
な
ど
の
技
術
面
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
マ
ナ
ー
と
学
習
も
重
視
し
、

心
の
育
成
に
も
配
慮
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
り
知
性
と
素
直
さ
り
の
バ
ス
ケ
ッ

卜
づ
く
り
を
し
た
い
で
す
ね
」
と
部
長
監

督
の
石
塚
一
生
先
生
ー
1
|
|
|

。
さ
ら

に
「
そ
ろ
そ
ろ
練
習
試
合
も
考
え
ま
せ
ん

と
1
|

」
と
意
欲
を
燃
や
し
ま
す
。

先
生
は
以
前
、
昭
和
三
十
九
年
か
ら
六

年
間
明
中
に
在
職
、
そ
の
時
も
バ
ス
ケ
ッ

ト
部
を
担
当
。
当
時
、
郡
大
会
優
勝
、
県

大
会
な
ど
ビ
ッ
ク
大
会
に
多
数
出
場
。
県

大
会
ベ
ス
ト
8

に
進
出
す
る
な
ど
活
躍
、

そ
の
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

同
部
は
、
十
年
の
ブ
ラ
ン
ク
は
あ
っ
た

も
の
の
実
績
の
あ
る
ク
ラ
ブ
で
す
の
で
、

今
後
の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

吉始清帆
本澤水足氏

源
幸太
夫郎

ス
ミ

米
カ
ム
口

n
‘

ソ
ー

81 50 69 91 儡

正り闊寛

名

世
帯
主

地
区
履
B

南
大
島
灰

矢
島
％

梅
原
％

大
輪
％

1
1

お
く
や
み

1
1

塁

敬称略

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
鱈
旺

石
原
瑶
子
康
男
二
女
川
俣
私

宮
澤
朋
子
公
一
郎
長
女
須
賀
焔

堀
口
明
子
精
―
二
女
須
賀
％

内
田
健
太
浩
幸
二
男
上
江
黒
％

石
崎
隆
敏
碑
―
二
男
川
俣
応

1
1

お
め
で
た

1
1

敬称略
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行
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刷
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明和村役場

総務課広報係

卸イシカワデザイン

‘
、

ゞ

}
‘
\
、

心
＂
‘
、
代

\ 

ヽ
『

祭
り
だ
ワ
ッ
シ
ョ
イ
』

満
喫
゜

『
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ

そ
し
て
深
ま
り
ま
す
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
。

元
気
な
声
が
聞
こ

兄
て
き
ま
す
。

み
な
イ
キ
イ
キ
と
輝
き
祭
り
を

「
ワ
ッ
シ
ョ
イ

ワ
ッ
シ
ョ
イ
」

と
み

}) 

し
を
担
ぐ
子
供
た
ち
の

七
月

八
月
は
及
祭
り
の
シ
ー
ズ
ン
て
す
。

村
内
各
地
か
ら

一
、1
,

ク
，

“
士

·’ 
r
.
)

、



第323号 広 報 め し＼ わ 昭和63年 8 月 10 日 (2) 

ぁなfこし這県し
ましfこか o

投票率村内 1 位、

ワースト 1 位、

入ヶ谷

中 谷

（明和村内）

地区別 有権者 投票者 棄権者 投票率 順位

斗合田 289 人 238 人 51 人 82.35 % 3 位

下江黒 254 215 39 84 65 2 

上江黒 386 287 99 74 35 10 

千津井 437 340 97 77 80 6 

江 ロ 461 335 126 72 67 12 

田 島 414 325 89 78.50 5 

南大島 895 670 225 74 86 , 
新里 722 488 234 67.59 15 

中 クロ 492 281 211 57 11 16 

梅原 653 453 200 69.37 14 

JI! 俣 299 231 68 77.26 7 

須 循/‘ヽ 363 289 74 79.61 4 

大輪 651 478 173 73.43 11 

入ヶ谷 92 87 5 94.57 1 

矢 島 507 380 127 74 95 8 

大佐貫 427 310 117 72.60 13 

計 7,342 5,407 1,935 73 64 

群
馬
県
政
の
方
向
を
決
め
る
群
馬
県
知

事
選
挙
は
、
六
月
二
十
日
告
示
、
七
月
十

日
投
票
か
行
わ
れ
即
日
開
票
の
結
果
、
清

水
一
郎
氏
が
対
立
候
補
の
小
野
寺
慶
吾
氏

に
三
十
九
万
余
票
の
差
を
つ
け
て
四
選
を

決
め
ま
し
た
。

候
補
者
別
得
票
数
で
は
、
清
水
一
郎
氏

五
十
二
万
三
百
五
十
二
票
（
う
ち
明
和
村

五
―

消
水
一一

万
票
を
確
と
く

四
千
四
百
九
十
八
票
）
、
小
野
寺
慶
吾
氏

十
二
万
一
千
百
六
十
二
票
（
同
七
七
八
票
）

で
し
た
。

一
方
、
心
配
さ
れ
た
投
票
率
は
、
”
好

き
で
す
群
馬
、
み
ん
な
で
投
票
I
i
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
投
票
総
参
加
運
動
を
推

進
し
た
、
県
・
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会

な
ど
関
係
機
関
の
期
待
を
よ
そ
に
‘
こ
れ

0

清
水 候

補
者
別
得
票
数

（
本
村
分
）

一
郎
（
無
現
）
四
、
四
九
八
票

郎
氏
四
選

ま
で
の
最
底
、
五
ニ
・
ニ
七
行
(
5
5
年
知

事
選
）
を
五
訂
近
く
も
下
回
る
四
七
・
三

九
行
と
低
調
。

こ
れ
は
、
当
日
か
時
お
り
や
む
も
の
の

一
日
中
雨
模
様
、
梅
雨
特
有
の
天
候
で
あ

っ
た
こ
と
な
ど
か
主
な
要
因
と
関
係
者
は

分
析
し
て
い
ま
す
。

本
村
で
も
午
前
七
時
か
ら
一
斉
に
七
ヵ

所
の
投
票
所
で
五
千
四
百
七
人
か
意
中
の

候
補
者
に
一
票
を
投
じ
ま
し
た
。
投
票
率

は
七
三
・
六
四
行
と
前
回
(
5
5年知
事
選
）

の
八
二
·
七
一
行
を
九
·
O
七
行
下
回
り

ま
し
た
が
邑
楽
郡
内
で
は
最
上
位
、

県
下
で
も
六
十
市
町
村
中
十
一
番
目
と
比

較
的
好
成
績
で
し
た
。

④邑楽郡内候補者別得票結果

：＼息□者 小野寺慶吾 清水一郎 投票率

明和村 778 票 4,498 票 73.64 % 

板倉町 859 6,868 67.62 

千代田町 986 4,638 70.79 

大泉町 1,785 10,075 47.05 

邑楽町 1,326 7,575 53.74 

計 5,734 33,654 57.66 

（
村
の8
5
.
2
5
%
)

0

小
野
寺
慶
吾
（
共
新
）
七
七
八
票

（
村
の1
4
.
7
5
%
)
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『
H
H
H
~
H
H
|
|
|
|
|
l
l
|
~
i
|
|
J

｀
贔
·
鼠
国
＇

]
有
権
者
の
菫
み
、
ん

口
胃]
Lt[
]
□
〇
い
[
]

―
主
権
者
の
自
覚

・
り
高
く
な
か
っ
た
か
、
大
切
な
こ
と
な
の

一
て
‘
こ
れ
か
ら
も
進
ん
で
投
票
す
る
よ
う

＝
に
こ
こ
ろ
か
け
た
い
。
今
回
の
知
事
選
か
、
初
め
て
の
選
挙
で

「
= 
＝
し
た
が
選
挙
活
動
を
目
の
当
た
り
に
感

{
C□
／
口L
[
い
口

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

'

 

H
 

= 
h
~

知
事
選
挙
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
一
票
~

= 
=
i
を
投
じ
た
新
有
権
者
、
四
人
に
初
i

= = 
＝
｛
投
票
の
感
想
を
う
か
か
っ
て
み
ま
｛

｛
し
た
。
ど
ん
な
こ
た
え
か
…
…
。
i

= 

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

一

[
C
]
□
ロ
ロ
J
t

初
め
て
投
票
を
し
た
わ
け
て
す
か
、
実
し
も
っ
と
目
を
向
け
た
い
と
思
う
。

＝
．
際
投
票
所
に
行
っ
て
み
る
と
、
自
分
て
想

□
□̀
^
 町田由美子さん（南大島）

前
村
教
育
委
員
会
教
育
長
の
三
田
惣

文
部
大
臣
表
彰

前
教
育
長
、

受
賞
あ
め
で
と
う

か
行
わ
れ
ま
し
た
。

三田惣三郎さIv

＿
―
-
田
さ
ん L 

は
か
、
農
業
委
員
会
委
員
の
推
せ
ん

議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
。
そ
の

西
小
学
校
校
舎
の
改
造
工
事
（
西
小
学

校
南
校
舎
窓
枠
等
大
規
模
改
造
工
事
）
を

す
る
た
め
、
建
設
業
者
七
杜
に
よ
る
指
名

競
争
入
札
を
行
っ
た
結
果
、
最
底
入
札
価

三
郎
さ
ん

(
7
3
歳
）
か
、
こ
の
は
ど
地
方

教
育
行
政
功
労
者
と
し
て
、
文
部
大
臣
表

彰
に
輝
き
‘
七
月
四
日
、
日
比
谷
公
会
堂

（
東
京
）
で
行
わ
れ
た
全
国
教
育
長
会
席

上
で
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。

三
田
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
四

年
間
、
明
和
中
学
校
長
と
し
て
活
躍
さ
れ

た
の
を
は
じ
め
、
五
十
年
に
は
村
教
育
長

に
就
任
、
三
期
十
二
年
間
、
学
校
教
育
‘

杜
会
教
育
と
教
育
全
般
に
わ
た
り
教
育
文

化
の
向
上
、
施
設
の
充
実
な
ど
に
尽
力
さ

れ
た
方
で
教
育
一
筋
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
ま

し
た
。お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
館
林
市
城
町
に
在
住
）

校
南
校
舎
改
造
工
事
）
に
つ
い
て
審

①
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
西
小
学

西
小
校
舎
改
造
工
事

河
本
工
業
抹
と
契
約

十
六
日
（
会
期
一
日
）
開
か
れ
ま
し
た
。

第
一
回
村
議
会
臨
時
会
は
‘
六
月

『

口
主
な
内
容

第
一
回
村
議
会
臨
時
会

西
小
校
舎
改
造
な
ど
可
決

次
の
方
か
推
せ
ん
さ
れ
ま
し
た
。

〇
奈
良
丑
松
（
田
島
）

0

金
子
竹
雄
（
入
ヶ
谷
）

〇
斉
藤
憲
（
大
輪
）

〇
始
沢
三
郎
（
梅
原
）

0

島
田
誠
司
（
南
大
島
）

関
東
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
長
表
彰

人
権
擁
護
委
員
の
多
田
則
夫
さ
ん

(
7
2歳・
上
江
黒
）
か
、
こ
の
は
ど
、
長

年
同
委
員
と
し
て
国
民
の
人
権
擁
護
と

人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢
献
さ
れ
た

と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

多田則夫さん
現新現現現

〔
敬
称
略
〕

農
業
委
員
に

五
名
推
せ
ん

格
六
千
七
百
九
十
万
円
で
、
河
本
工
業
株

式
会
社
（
館
林
市
大
字
成
島
）
に
落
札
決

定
し
、
同
社
と
工
事
請
負
契
約
を
結
び
ま

し
た
。
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任期満了に伴う、 7 月 24 日執行の農業委員会委

員選挙は、 7 月 19 日告示されましたか、立候補届

け出者か15名の定数を超えなかったため、全員無

投票で当選か決まりました。

農
業
委
員
選
挙

今
回
の
選
挙
で
は
、
新
旧
交
替
か
目
立

ち
、
五
期
目
一
人
‘
四
期
旦
一
人
、
二
期

目
四
人
、
一
期
目
（
新
人
）
八
人
と
い
う

構
成
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
‘
農
業
団
体
に
よ
る
推
せ
ん
で
、

新
井
初
太
郎
さ
ん
（
千
江
田
農
協
）
と
坂

上
貞
雄
さ
ん
（
明
和
農
協
）
か
選
任
さ
れ
、

更
に
は
‘
学
識
経
験
者
（
議
会
推
せ
ん
）

と
し
て
、
奈
良
丑
松
さ
ん
‘
斎
藤
憲
さ

ん
‘
始
沢
三
郎
さ
ん
‘
島
田
誠
司
さ
ん
‘

金
子
竹
雄
さ
ん
か
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま

し
た
。農

産
物
自
由
化
を
は
じ
め
、
農
業
を
と

り
ま
く
環
境
は
‘
き
わ
め
て
厳
し
い
も
の

が
あ
り
‘
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の
農
業

委
員
の
役
割
は
大
き
い
も
の
か
あ
り
ま
す
。

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

〈
公
選
に
よ
る
委
員
〉
※
届
出
順

0

関
口
忠
（
江
口
）
5
4
歳
新

0

野
木
村
公
一
（
上
江
黒
）
6
2
歳
新

0

連
見
邦
男
（
斗
合
田
）
5
9
歳
新

0

青
木
昭
（
田
島
）
6
1
歳
新

0

田
村
正
雄
（
千
津
井
）
6
1
歳
現

0

島
田
繁
正
（
南
大
島
）
6
3
歳
新

0

荒
川
安
弘
（
新
里
）
6
1
歳
現

1
5人
無
投
票
当
選

” 
〔
敬
称
略
〕

0

荻
野
清
（
下
江
黒
）

0

宇
木
慶
一
（
川
俣
）

0

吉
田
重
信
（
梅
原
）

0

篠
木
嘉
一
（
大
佐
貰
）

0

坂
上
保
次
（
中
谷
）

0

田
口
和
晴
（
須
賀
）

0

村
田
清
吉
（
大
輪
）

0

山
田
正
樹
（
矢
島
）

〈
選
任
に
よ
る
委
員
〉

0

新
井
初
太
郎
（
江
口
）
千
苗
農
閲
樺
芝

0

坂
上
貞
雄
（
中
谷
）
明
和
農
脇
惟
せ
ん

〇
奈
良
丑
松
（
田
島
）
議
会
推
せ
ん

0

斎
藤
憲
（
大
輪
）

〇
始
沢
三
郎
（
梅
原
）

0

島
田
誠
司
（
南
大
島
）

0

金
子
竹
雄
（
入
ヶ
谷
）

II II II 

新新現新現現現現

(_農業委員会からのお願い―――\
次のような場合は一時転用申請が必要です

01500m以上の田を埋める場合

0 村外から発生する残土で埋める場合

0産業廃棄物を埋める場合

〇埋める期間か長くかかる場合（耕作に支障

をおよぼす程度のもの）

※詳細は地元農業委員にご相談ください。

58 58 56 58 59 63 61 65 !'1 
歳歳歳歳歳歳歳歳

▲当選証書交付風景

農
業
委
員
会
の

使
命...... 役

割
：.... 

農
業
委
員
会
は
、
農
民
の
声
を
政

治
、
経
済
等
の
各
般
に
反
映
さ
せ
、
~

農
民
地
位
向
上
の
た
め
農
業
委
員
会
~

等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
設
置
さ
~

れ
た
行
政
機
関
で
す
。
i

業
務
に
は
、
農
地
法
な
ど
の
法
令
~

に
基
づ
く
専
属
的
な
必
須
業
務
と
任
~

意
業
務
か
あ
り
ま
す
。
必
須
業
務
は
‘
[

農
業
委
員
会
法
第
六
条
一
項
業
務
と
~

呼
ば
れ
、
農
地
法
、
農
用
地
利
用
増
~

進
法
な
ど
十
二
の
法
令
に
基
づ
く
業
~

務
が
あ
り
ま
す
。
．

こ
の
業
務
の
中
に
は
‘
執
行
機
関
~

と
し
て
の
も
の
と
‘
諮
問
機
関
と
し
~

て
の
も
の
か
あ
り
‘
こ
れ
ら
は
農
地
~

等
の
利
用
関
係
の
調
整
を
は
じ
め
‘
~

公
的
な
機
関
と
し
て
の
重
要
な
役
割
[

か
あ
り
ま
す
。

い
わ
ば
、
地
域
の
農
地
を
守
り
、

そ
の
高
度
な
利
用
を
図
り
つ
つ
‘
秩

序
あ
る
利
用
関
係
を
築
い
て
い
く
と

い
う
農
業
委
員
会
の
本
来
的
な
使
命

を
基
礎
と
し
た
業
務
か
中
心
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
行
動
と
使
命
は
重

大
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。
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情報. 

含
期
日

1
1
9
月

4
.
1
1日

参
加
チ

ム
募
集

1 位

村
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

Aブロック

＊
期
日

1
1
9
月
4

日
⑪

＊
会
場
1
1

杜
会
体
育
館

＊
対
象
1
1

一
般
村
民

＊
参
加
費
1
1
-、
五0
0
円

＊
申
込
み
・
問
合
せ1
1
8
月

2
0日
ま
で
に

杜
会
体
育
館
へ

第32回ママさんバレーボール大会結果

Bブロック
江口新生クラブ 1 位

2 位

明和西愛好会

キャッツ愛

リリース 1江日新生 Cl ウインクス 1勝点

ウインクス IX はこ:} | X 心言

ー

2
 
〇 口愛好会 0;]□ 188

ン 1 チェリース午ャソツ愛愛好会勝点

x り冒 x ]に；; IX 188 二言 。

x 闊畠 X 雷；］ 1 

〇悶霊 x 間言 2 

〇悶霊 0;}口り 3 

Aブロック

第12回パパさんソフトボール大会結果

Bブロック
1 位

2 位

3 位

新里ラークス

千津井

新里ウイングス

ム

参
加
チ

ム
募
集

スポーツへ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

玄
期
日

1
1
8

月

2
8日
□

＊
会
場

1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

＊
対
象
1
1

村
内
事
業
所
単
独
編
成
チ
ー

ム
（
会
社
な
ど
…
·
:
)

＊
参
加
費
1
1

三
0
0
0
円

＊
申
込
み
・
問
合
せ1
1
8

月

2
0日
ま
で
に

杜
会
体
育
館
へ

1 位

2 位

3 位

8 (4 回コールド）

千
津
井

＊
会
場
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

＊
対
象

I
I

一
般
村
民

＊
参
加
贄
1
1
-、

0
0
0
円

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
8
月

2
6日
ま
で
に

社
会
体
育
館
へ

千
津
井
s
c

矢
島
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

大
輪
ラ
イ
オ
ン
ズ

新
里
ウ
イ
ン
グ
ス

中
谷
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

新
里
ラ
ー
ク
ス（

キ
ケ
ン
）

斗
合
田
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

（
キ
ケ
ン
）

大
佐
貫
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

（
キ
ケ
ン

上
江
黒
昭
和
会

24 

須
賀
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

江

ロ

事
業
所
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

口
口
結
果

須賀‘ノフトクラブ

千津井 SC

MSC イーグルス

M
S
C

イ
ー
グ
ル
ス

13 

大
佐
貫
壮
年
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質
問
1
1

年
間
予
算
の
支
出
後
（
決
算
）
の

残
額
は
い
く
ら
か
。
ま
た
‘
ど
う
使
わ
れ

る
の
で
す
か
。 使

い
み
ち
は

予
算
残
額
の

（寿学級生）

................................................................ 

村のトップを招いて、村の情 ] 

勢等について、ヒザを交え話し ] 

合う「村長と語る」が、このほ : 
と開かれましだ。岳回好評でこ i 

の日も老人・婦人70人ほとが : 
参加。その内容を紹介してみま l 
しょう。 （寿学級・婦人学級活 : 
動。公民館事業の一礫）

(6) 

質問に答える村長

談
笑
の
ひ
と
と
き

緊
急
用
に
使
う

村
長
こ
れ
は
‘
細
か
く
説
明
し
ま
す
と

非
常
に
複
雑
で
む
ず
か
し
く
な
り
ま
す
の

で
‘
簡
略
に
申
し
上
げ
ま
す
と
実
際
に
収

納
し
た
金
額
か
ら
実
際
に
支
出
し
た
金
額

を
差
引
い
た
残
額
の
こ
と
で
、
専
門
用
語

で
剰
余
金
と
い
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
そ
の
残
額
か
で
る
か

と
い
い
ま
す
と
、
要
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
‘
―
つ
に
は
‘
例
え
ば
法
人
税
は

そ
の
年
の
経
済
動
向
‘
景
気
い
か
ん
で
大

き
く
変
動
し
て
し
ま
う
の
で
‘
健
全
財
政

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
多
少
ゆ
と
り
を

も
っ
て
堅
実
に
見
積
る
こ
と
が
建
前
で
あ

り
ま
す
。
そ
う
で
な
く
過
大
に
見
積
っ
て

し
ま
っ
と
‘
歳
入
欠
か
ん
で
赤
字
財
政
に

な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
か
あ
り
ま
す
の
で
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
少
な
め
に
見
積
る
こ

と
が
通
常
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
‘
皆
さ

ん
方
の
家
計
に
置
き
換
え
て
考
え
て
い
た

だ
け
れ
ば
わ
か
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

n
o
 

力

も
っ
―
つ
は
‘
歳
出
面
で
執
行
の
際
、

災
害
復
旧
等
の

寿
学
級
生

婦
人
学
級
生

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
初
か
ら
余

る
だ
ろ
う
‘
足
り
な
い
だ
ろ
う
で
は
こ
ま

る
わ
け
で
、
こ
の
へ
ん
の
よ
み
と
い
う
か

予
測
か
む
ず
か
し
い
わ
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
こ
の
剰
余
金
は
ど
う
す
る
か

と
い
う
こ
と
で
す
か
、
こ
れ
は
地
方
自
治

法
、
地
方
財
政
法
、
そ
し
て
村
条
例
で
使

い
道
か
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
村
で
は
‘

繰
越
金
あ
る
い
は
‘
財
政
調
整
基
金
と
い

っ
て
一
般
家
庭
で
い
い
ま
す
と
預
金
に
あ

た
る
わ
け
で
、
災
害
復
旧
、
地
方
債
（
借

金
）
の
繰
上
償
還
‘
そ
の
ほ
か
緊
急
に
必

要
か
生
じ
た
と
き
に
用
い
る
お
金
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

井上 静さん（新里）

節
約
‘
効
率
化
、
合
理
化
を
促
進
し
た
結

果
‘
残
金
の
で
る
場
合
等
か
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
こ
れ
は
あ
く
ま

で
結
果
と
し
て
こ
う
な
っ
た
と
い
う
こ
と

実
際
六
十
二
年
度
で
い
い
ま
す
と
‘
歳

入
二
三
億
七
、
九
0
0
万
円
、
歳
出
ニ
―

億
七
、
八
0
0
万
円
、
差
引
き
二
億
一
〇

0
万
円
の
剰
余
金
と
な
り
ま
し
た
。

級

館
林
市
と
の
合
併
ア
ン
出

学

ケ
ー
ト
集
計
手
順
は
：
涛

質
問
1
1

先
般
行
っ
た
「
館
林
市
と
の
合
併

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
集
計
は
‘
ど
の
よ
う

な
手
順
で
す
る
の
か
。
ま
た
、
結
論
は
い

つ
の
時
点
で
ど
う
決
定
す
る
の
か
。
大
筋

の
結
果
は
、
得
て
い
る
の
で
は
と
推
測
す

る
が
ど
う
で
す
か
。

職
員
が
集
計
分
析

秋
ご
ろ
ま
で
に
…

村
長
ま
だ
‘
集
計
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

郵
送
提
出
（
封
筒
有
効
期
間
）
期
間
か
五

月
い
っ
ぱ
い
有
効
で
あ
っ
た
の
で
事
実
上

の
締
め
切
り
は
五
月
三
十
一
日
で
し
た
。

ご
案
内
の
と
お
り
設
問
事
項
か
十
三
問

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
内
容
的
に
は
六
十
九

の
区
分
か
ら
な
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。

例
え
ば
年
齢
別
に
し
て
も
二
十
代
‘
三

十
代
と
い
っ
た
具
合
で
す
。
東
北
の
泉
市

で
も
こ
の
種
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

泉
市
で
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
に
依

村
長
と
懇
談

吉田正義さん（梅原）

必
要
…

要
件
の
ク
リ
ア
が

頼
‘
分
析
集
計
を
行
い
ま
し
た
。
相
当
お
金

を
か
け
た
わ
け
で
す
。
私
の
方
は
、
お
金

を
か
け
な
い
方
法
、
職
員
で
分
析
集
計
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
現
在
、
そ
の
作
業

を
進
行
中
で
す
。
概
ね
、
秋
ご
ろ
ま
で
に

は
集
計
で
き
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
時
点
で
、
賛
成
か
半
分
以
上
に
な
っ

た
場
合
に
は
、
村
議
会
、
区
長
会
と
も
相

談
し
て
、
最
終
的
に
‘
住
民
投
票
で
合
併

す
る
か
‘
し
な
い
か
を
判
断
い
た
し
ま
す
。

最
近
に
な
り
ま
し
て
、
中
央
の
情
勢
も
変

っ
て
き
ま
し
た
。
次
の
よ
う
な
提
言
を
し

て
い
ま
す
。
「
全
国
に
約
三
千
三
百
の
町

村
か
あ
り
、
そ
の
中
で
少
な
く
と
も
一
千

の
町
村
は
合
併
す
べ
き
で
あ
る
。
最
底
で

も
人
口
は
三
万
人
以
上
必
要
だ
、
小
規
模

町
村
で
は
過
疎
化
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴

い
行
財
政
能
力
か
低
下
し
、
活
力
あ
る
街

づ
く
り
か
む
ず
か
し
い
。
」

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
村
の
将
来
、

二
十
一
世
紀
を
担
う
若
者
に
‘
夢
と
ロ
マ

ン
を
持
っ
て
頂
く
た
め
に
も
合
併
は
必
要

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
と
な
る
べ
き

出級学

要
件
は
：
国

質
問
I
I

仕
事
で
よ
く
北
川
辺
町
に
行
き
ま

す
か
人
口
は
明
和
村
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

そ
れ
で
い
て
北
川
辺
は
町
に
な
っ
て
い
ま

す
。
地
方
自
治
法
を
み
ま
す
と
町
に
な
る

要
件
は
県
条
例
で
定
め
る
と
あ
り
ま
す
が

ど
ん
な
要
件
か
あ
る
の
で
す
か
。
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村
長
次
の
よ
う
な
要
件
か
あ
り
ま
す
。

①
人
口
が
一
万
人
以
上
で
あ
る
こ
と

犀
心
地
域
の
戸
数
が
5
0％
以
上
で
あ
る

こ
と

｀
農
家
以
外
か
5
0％
以
上
で
あ
る
こ
と

冒
エ
業
（
非
農
家
）
か
増
加
傾
向
で
あ

る
こ
と

⑤
町
に
ふ
さ
わ
し
い
、
教
育
、
文
化
施
設

か
あ
る
こ
と

以
上
の
条
件
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

①
に
つ
い
て
は
、
一
万
三
百
人
前
後
で

す
か
ら
ク
リ
ア
し
ま
す
。
◎
に
つ
い
て
は

例
え
ば
仮
り
に
中
谷
2
0
2
戸
、
新
里
2
8
9
戸
‘

大
佐
貫
1
5
9
戸
、
田
島
1
4
3
戸
を
中
心
地
域
と

し
て
合
わ
せ
る
と
7
9
3
戸
、
全
戸
数
二
、
五

七
一
戸
で
全
体
の
三
0

・
八
％
し
か
な
く
‘

ク
リ
ア
に
は
ほ
ど
遠
い
。

〇
と
⑤
に
つ
い
て
も
明
和
に
限
ら
ず
全

国
的
に
そ
う
な
ん
で
す
か
、
農
家
離
れ
か

進
ん
で
い
る
の
で
ま
あ
ま
あ
ク
リ
ア
す
る

坂上若栄さん（中谷）

で
し
ょ
う
。
⑤
に
つ
い
て
は
‘
若
干
問
題

か
あ
り
ま
す
。
図
書
館
な
ど
の
施
設
か
な

い
と
い
う
こ
と
。
（
中
央
公
民
館
の
図
書

室
で
は
だ
め
）
概
略
以
上
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
現
時
点
で
即
‘
町
に
す
る
と
い
う

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

参
考
に
申
し
上
げ
ま
す
と
‘
県
下
で
人

ロ
一
万
人
以
上
の
村
は
い
く
つ
あ
る
か
と

い
い
ま
す
と
、
明
和
を
入
れ
て
十
一
あ
り

ま
す
。
一
番
多
い
笠
懸
村
は
お
よ
そ
二
万

人
で
あ
っ
て
も
‘
ま
だ
村
と
い
う
現
状
で

す
。
で
す
か
ら
人
口
か
一
万
人
超
え
た
か

ら
す
ぐ
町
に
な
る
か
と
い
う
と
‘
か
な
ら

ず
し
も
そ
う
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

村
長
み
そ
づ
く
り
な
ど
の
活
動
を
し
て

い
る
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
は
現

在
、
約
六
十
人
い
ま
す
。
も
と
も
と
は
血

圧
な
ど
健
康
に
い
い
と
い
う
こ
と
で
、
減

塩
み
そ
づ
く
り
が
出
発
点
で
あ
っ
た
わ
け

で
す
。

実
は
私
の
と
こ
ろ
に
打
診
が
あ
り
ま
し

た
。
中
谷
地
内
に
あ
る
現
在
休
診
で
、
使

用
し
て
い
な
い
明
和
診
療
所
を
改
造
し
て

は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

当
用
地
は
ご
案
内
の
と
お
り
明
和
農
協

さ
ん
の
土
地
（
所
在
地
）
。
地
域
の
健
康
医

療
の
た
め
に
診
療
所
を
つ
く
る
目
的
で
借

地
し
た
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
即
、
み

そ
づ
く
り
施
設
に
改
造
す
る
わ
け
に
い
き

い
だ
だ
き
ま
す

手
づ
く
り
み
そ

施
設
の
新
設
を

質
問
I
I

み
そ
づ
く
り
の
施
設
を
村
に
も
っ

く
っ
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

手
づ
く
り
み
そ
は
健
康
に
も
い
い
と
聞

い
て
い
ま
す
。
発
酵
機
だ
け
は
、
二
台
中

央
公
民
館
に
あ
る
の
で
使
わ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
か
、
一
貫
し
て
み
そ
づ
く
り
か

可
能
な
施
設
か
あ
れ
ば
便
利
な
の
で
す
か
。

検
討
さ
せ
て

¥
,
_
'
)
 

人
生級

婦
学

(\ l1 ` ¥ . 、 ミー — 

本沢幸子さん（南大島）

処
理
槽
設
置
者
に

ま
せ
ん
の
で
、
農
協
と
も
良
く
相
談
い
た

し
ま
し
て
、
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

生
活
雑
排
水
の

処
理
計
画
を

釦級学寿
( 

質
問
1
1

私
は
農
業
を
や
っ
て
い
ま
す
。
生

活
雑
排
水
か
農
業
用
水
路
に
流
れ
込
ん
で

困
っ
て
い
ま
す
。
改
善
計
画
は
あ
る
の
で

す
か
。

一
ー
ニ
万
円
の
助
成

村
長
ご
案
内
の
と
お
り
、
本
村
の
土
地

改
良
事
業
は
、
昭
和
三
0
年
代
の
も
の
で

当
時
、
県
下
で
も
屈
指
の
近
代
事
業
で
あ

り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
か
設
計
そ
の
も
の
か

用
排
水
兼
用
の
た
め
、
生
活
文
化
か
向
上

し
た
今
日
、
支
障
か
生
じ
て
い
る
わ
け
で

げ
ん
ぷ

す
。
な
る
べ
く
、
土
地
の
減
歩
を
少
な
く

し
よ
っ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
れ
を
根
本
的
に
解
決
す
る
に
は
‘
県

の
利
根
川
流
域
下
水
道
整
備
計
画
に
そ
っ

て
実
施
す
れ
ば
解
決
す
る
と
思
い
ま
す
か

な
ん
せ
お
金
が
か
か
る
こ
と
で
す
の
で|
9

現
在
館
林
市
か
実
施
し
て
い
ま
す
。
総
額

約
百
四
十
億
円
。
そ
の
終
末
処
理
場
か
同

市
掘
工
に
あ
る
わ
け
で
す
。

明
和
も
、
板
倉
も
そ
の
施
設
の
共
同
利

用
左
T
_

—
と
群
馬
県
を
仲
介
し
て
お
願
い

し
て
い
る
の
で
す
か
、
現
在
協
議
か
進
ん

で
お
り
ま
せ
ん
。
合
併
す
れ
ば
市
民
と
な

る
わ
け
で
す
か
ら
当
然
市
が
責
任
も
っ
て

や
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
当
面
ど
う
す
る
か
と
い
い
ま
す

村
長
口
答
で
申
し
上
げ
た
の
で
は
‘
わ

か
り
に
く
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
の
で
図
示

し
て
み
ま
す
。
（
黒
板
に
図
を
書
く
）
私

も
現
地
を
み
て
ま
い
り
ま
し
た
。
主
に
西
、

南
側
に
水
た
ま
り
か
あ
り
ま
し
た
ね
。
対

策
と
し
て
‘
途
中
ま
で
側
溝
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
先
延
長
し
て
側
溝

に
流
し
、
そ
の
く
ぱ
み
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

で
補
修
整
備
す
る
こ
と
か
良
い
と
思
う
の

で
す
。

そ
こ
で
、
関
係
機
関
（
館
林
土
木
事
務

所
）
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
件

に
つ
い
て
は
、
お
そ
く
と
も
七
月
中
ま
で

に
、
い
ま
申
し
上
げ
た
方
法
で
改
修
予
定

で
い
る
と
の
解
答
で
し
た
。

改
修
予
定

七
月
中
に

改
善
し
て
ほ
し
い

生級学寿
( 

質
問
1
1

雨
上
り
な
ど
の
川
俣
駅
前
は
‘
く

ぽ
み
に
水
た
ま
り
か
で
き
‘
利
用
者
は
不

便
を
し
て
い
ま
す
。
改
善
し
て
ほ
し
い
の

で
す
か
。

駅
前
広
場
に
雨
水
が

と
、
雑
排
水
処
理
槽
を
設
置
し
て
い
た
だ

き
村
か
ら
助
成
金
を
だ
す
と
い
う
こ
と
で

す
。
一
昨
年
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
一
件

に
つ
き
‘
沈
で
ん
分
離
ろ
過
槽
は
一
万
円
、

土
壌
毛
管
方
式
は
二
万
円
の
助
成
。
今
の

と
こ
ろ
こ
う
い
っ
た
こ
と
で
対
処
し
て
い

る
の
か
実
態
で
す
。
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かつて七夕には欠かせなかったマコモ馬づ

〈りで、中央幼稚園児とお年寄り（寿学級生）

かふれあい、伝統技術を伝授しました。

（％中央幼稚園）

安全運転管理者館林地区協議会第 9 班明和

地区管理者15人か地区管内のカーブミラー426

基を清掃。交通安全に一役かいました。（％日）

戸ラー清掃で夕道安全］

►

野
球
A
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
の

千
車
井
チ
ー
ム

►

野
球
B

ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
の

田
島
チ
ー
ム

Cわだい・話題〕

r
 

` 
｀→， L虎

卜ツ
ポス

カ
メ
ラ

広報係では、話題を

募集しています。どしどし

こ連絡くださし 10

心の健康も大事

i l i 

「心の健康づくり」講演会に老人120人が聴

講。「体の健康もですか心の健康はもっと大

切」との話に感銘していました。

（％老人福祉センター）

・
結
果
＇

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
~

少
年
野
球
大
会

一
少
女
イ
ン
テ
ィ
ア
カ
大
会
一

~
日
賞
参
新

6

ク

i

2
3入
ム
＝
（
ッ

―
月
位
一
位
ク
ロ

◄

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
で
優
勝
し
た
i

-
7

上
チ

3

ッ
プ

ヵ
。

2
7►

口

B

川
俣
・
須
賀
A

混
合
チ
ー
ム
｛

｛
会
た
式
田
ブ
◎
゜

島

i
大
し
方
合

A

。
大

―
ヵ
ま
卜
斗
◎
輪

南

一
ア
れ
―
-
)
大ン
＝

―
ィ
わ
位
式
―
―
メ
位

｛
デ
子

2

方
位

／
ィ
ナ

2

｛
ン
で

►

卜

2

―

►
 

~
イ
庭
卜
合
ン

►

島田

｝
女
校
（
混
メ
井

~
少
中
会

A

ナ
津

=
 

i
•
明
大
賀
一
千
立

i
求
力
須
卜
＝

1

一
玉
、
。

1►
 

一
野
館
た
ア
・
（
位

｛
年
育
し
ィ
俣
会

1

一
少
体
で
デ
川
大

►

町

）
参

i
会
会
り
ン
―

-
B

球

｛
も
社
お
イ
位
口
野
加

ム

ど
、
と
女

1

江
年
参

チ

｛
子
日
の
少

►

・
少
ム

7
 

~
村

2
4次
〇
）
A

圏
一

・
は
加
里
チ
（
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〔わだい・話題）

つゆ明けを待つ園児だち

東・中央・西の三つの保育園に、この夏か

ら、それぞれ園庭の一角にミニフ゜ールか完成。

いずれも深さ 50cm で15m'はどの大きさです。

いままでは市販のビニール製。 10人ほどし

か入れず何かと不便でした .................. 
゜

これからはそんなことはありませんー。太陽

の下、思いきり楽しめますよ。ところか 6 月

プール開きしたものの梅雨か明けす初遊びは

おあずけ。早〈明けてはしいと待ちわびる園

児たち。（知東保育園）

村婦人学級生20人ほどか村内史跳の「奈良

石」、「江黒古墳」など 7 ヶ所を見学。身近に

ある文化財、伝統に感銘していました。（篠日）

村更生保護婦人会（代表、江森政美）は、川

俣駅など村内数ヵ所で「明るい社会を築きま

しょう」とチラシを配り呼びかけました。（灯日）

小型ポンプの部優勝2分団 2班の団員

小型ポンプの部個人優秀団員
...,`“入遭鵬“‘9‘ ーm―``

自動車ポンプの部優勝2分団 1 班の団員

自動車ポンプの部固人優秀団員
＇グ序
タノ，と

消
防
器
具
の
確
実
な
操
作
と
連
携

。
フ
レ
ー
の
速
さ
を
競
ズ
村
消
防
団

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
は
‘
七
月
十

日
、
明
和
中
学
校
庭
で
開
か
れ
結
果

は
次
の
と
お
り
で
し
た
。
〔
敬
称
略
〕

〇
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
団
体
）
▼

一
位
…
第
2
分
団
l

班
▼
二
位
：
・
第

3
分
団
1
班
▼
三
位
…
第
1
分
団
1

班
。
◎
同
（
個
人
）
▼
一
位
1
1

指
揮
者

技
術
向
上
を
求
め
て

ポ
ン
プ
操
法
大
会

…
阿
部
博
（
斗
合
田
）
、
一
番
員
：
．
松

本
貢
一
（
大
輪
）
、
二
番
員
…
本
沢

和
夫
（
南
大
島
）
、
三
番
員
…
島
田
高

志
（
南
大
島
）
、
四
番
員
…
梅
沢
次
雄

（
南
大
島
）

0
小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
団
体
）
▼
一

信
：
第
2
分
団
2
班
▼
二
位
・
：
第
3

分
団
2
班
▼
三
位
…
第
1
分
団
2
班
。

0
同
（
個
人
）
▼
一
位11
指
揮
者
…
栗

原
精
一
（
大
佐
貰
）
、
一
番
員
…
平
井

英
雄
（
新
里
）
、
二
番
員
：
．
金
子
功
（
入

ヶ
谷
）
、
三
番
員
：
薗
田
登
（
大
佐
貫
）
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国
民
年
金
の
保
険
料
は
も
う
納
め
ま
し

た
か
／
納
め
忘
れ
か
な
い
か
も
う
一
度
確

め
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
ま
す
と
‘
万
一
の

事
故
の
と
き
‘
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
な
ど
か
受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
‘

将
来
老
齢
基
礎
年
金
か
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
‘
皆
ん
な
で
支
え
る
年
金

制
度
で
す
。
保
険
料
の
滞
納
か
増
え
る
と

年
金
制
度
全
体
の
運
営
に
影
響
を
及
ば
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
分
の
年
金
を
守
る
た
め
‘
ま
た
‘
年

金
制
度
そ
の
も
の
を
安
定
し
た
制
度
に
す

納
め
ま
し
た
か

国
民
年
金
の
保
険
料
は

村
で
は
、
9
月
に
老
人
福
祉
大
会
を
行

う
予
定
で
す
か
、
そ
の
席
上
で
金
婚
者
顕

彰
を
行
い
ま
す
の
で
‘
該
当
者
は
‘
届
出

ー
昭
和
1
3年
結
婚
者
ー

金
婚
者
は
該
当
届
を

こ
の
た
び
、
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

等
に
関
す
る
法
律
か
成
立
し
ま
し
た
。
戦

後
、
ソ
連
又
は
モ
ン
ゴ
ル
の
地
域
に
強
制

抑
留
さ
れ
た
方
で
日
本
に
帰
還
し
た
戦
後

強
制
抑
留
者
又
は
そ
の
遺
族
に
慰
労
品
‘

（
書
状
、
銀
杯
）
の
贈
呈
、
ま
た
‘
年
金
恩

給
等
を
受
給
し
て
い
な
い
方
に
は
‘
慰
労

金

(
2年
償
還
の
記
名
国
債
）
か
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

請
求
書
類
は
‘
役
場
に
あ
り
ま
す
。

請
求
期
限
は
、
昭
和
6
3
年
8
月1
日
か

ら
6
8
年
3
月
3
1
日
ま
で
で
す
。

詳
し
く
は
‘
役
場
住
民
課
ヘ

ル
に
強
制
抑
留
さ
れ
た
皆

る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
か
保
険
料
の
納
め

忘
れ
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

安
全
月
間
で
す

〇
素
人
工
事
や
タ
コ
足
配
線
は
や
め
ま
し

ょ
‘
つ

0

安
全
器
に
は
適
正
ヒ
ュ
ー
ズ
を
入
れ
る

か
、
安
全
ブ
レ
ー
カ
ー
に
取
替
え
ま
し

ょ
‘
つ

〇
洗
濯
機
や
ポ
ン
プ
に
は
ア
ー
ス
を
、
配

電
盤
に
は
漏
電
し
ゃ
断
器
を
取
り
付
け

ま
し
ょ
う

〇
適
正
な
ブ
レ
ー
カ
ー
契
約
を
し
ま
し
ょ
う

そ
の
他
、
電
気
に
関
す
る
こ
と
は
‘
東

京
電
力
閻
館
林
営
業
所
(
6⑰
4
3
4
0
)

ま
た
は
、
関
東
電
気
保
安
協
会
太
田
支
所

(
6閲
8
3
7
1
)
へ

8

月
は
電
気
使
用

申
し
込
み
が
か
わ
り
ま
す

を
お
願
い
し
ま
す
。

該
当
者
は
、
昭
和
認
年
1

月
1

日
か
ら

1
2月
3
1
日
の
間
に
結
婚
し
た
方
で
す
。

該
当
す
る
方
は
‘
8
月
2
5
日
ま
で
に
役

場
住
民
課
へ
届
出
く
だ
さ
い
。

し
尿
く
み
と
り
の

8
月
か
ら
し
尿
く
み
と
り
の
申
し
込
み

は
、
直
接
業
者
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
定
期
的
に
く
み
と
り
を
し
て
い

た
方
も
同
様
で
す
。

南
大
拙
興
業
社
館
林
事
業
所

C
7
3
_
4
1
8
6
 

⑮
く
み
と
り
料
金
の
支
払
は
、
必
ず
指
定

の
く
み
と
り
券
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

午
前
9

時
半
ー

午
後
4

時
4
0分
（
平
日
）

土
曜
日
は
正
午
ま
で
（
第
2
•

第

3

土
曜
日
は
休
み
ま
す
）

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会

前
橋
自
動
車
保
険

請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

前
橋
市
本
町
二
丁
目

協
栄
生
命
ビ
ル
4

階

電
話
0
二
七
二
閲
六
四
七
九

電
話
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す

文
書
館
企
画
展

期
間
9
月
4
日
仰
ま
で
（
毎
週
月
曜

日
と
月
末
は
休
館
日
）

会
場
県
立
文
書
館

1

階
展
示
室

開
館
時
間
午
前
9
時

1

午
後
5

時

入
館
料
無
料

詳
し
く
は
、
県
立
文
書
館
（
C
o
2
7

2

仰
2
3
4
6
)
へ

「
近
代
学
校
の
は
じ
ま
り
」

交
通
事
故
の

無
料
相
談

会

場

日
寺

nn 

会

8
月

1
8日
、
午
後
1

時
1
2
時

受
付

保
健
セ
ン
タ
ー

妊
婦
健
診

場

日
時

9
月
8
日
‘
午
後
1

時
1
2
時

受
付

保
健
セ
ン
タ
ー

乳
幼
児
健
診

8 月

10 日

11 日

20 日

II 

22 日

26 日

28 日

II 

9 月

4 日

村

さ
ん
へ

の `
r、

区長会

夏休み工作教室

親子おやつ作り教室

体育施設利用団体協議会

農業委員会

ふるさと見学会

事業所ソフトボール大会

防災訓練リハーサル

防災訓練

戦
後
、
ソ
連
又
は
モ
ン
ゴ

き

※ 9 月10日・・「全国下水道促進テーJ••“愛される、まちにしだいね、下水道，
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［寄付ありがとう］

＊折原秀明さん（大佐貫）は 3 万円を

社会福祉のために役立ててください

と、村社会福祉協議会（奉仕銀行）

に寄付されました。

第
1

次
試
験

1
0月
1
6日
同

受
付
期
間

8

月

2
2日
同
か
ら
9

月
9

日

⑤
ま
で
（
郵
送
の
場
合9
日
の
消
印
ま

で
有
効
）

試
験
区
分
一
般
事
務
、
警
察
事
務
、
公

立
学
校
事
務
‘
技
術
系
な
ど

受
験
資
格
甲
昭
和

4
2年
4

月
2

日
か
ら

4
6年
4

月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

乙
昭
和
3
8年
4

月
2

日
か
ら
4
2年
4

月

1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

※
詳
し
く
は
、
県
人
事
委
員
会
（6
0
2

7
2

悶
1
1
1
1

内
線
3
9
5
5
)
へ

第
1

次
試
験

9

月

2
5日
⑪

警
察
官
・
交
通
巡
視
員

採
用
試
験

県
職
員
（
初
級
）

採
用
試
験

事
業
名
水
彩
画
講
座
、
俳
句
講
座
、
青

8
 

受
付
期
間

7

月

1
8日
同
か
ら
8

月

2
6日

⑤
ま
で
（
郵
送
の
場
合2
6日
の
消
印
ま

で
有
効
）

採
用
予
定
人
員
警
察
官
約

8
0名
、
交
通

巡
視
員
約
5

名

受
験
資
格
昭
和

6
4年
4

月
1

日
現
在
1
8

歳
か
ら
2
7歳
の
男
子
と
1
8歳
か
ら
2
3歳

の
女
子
）

※
詳
し
く
は
‘
人
事
委
員
会
ま
た
は
警
察

本
部
警
務
課
（
C
0
2
7
2
闘
5
4
5
4

内
線
2
3
1
6
)
へ

期
日

9

月
7

日
因
1
1
0月
1
6日
同
ま

で
の
7

回
（
％
1

％
は
、
1

泊
2

日
）

募
集
人
員

5
0名

対
象
者
県
内
に
在
住
の
青
少
年
及
び
成

人
受
講
料
無
料
（
材
料
費
、
宿
泊
時
の
食

事
代
等
は
自
己
負
担
）

申
し
込
み
方
法
住
所
、
氏
名
、
職
業
、

性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

8

月

2
2日
同
ま
で
に
‘
〒3
7
3太
田
市

熊
野
町
3
9
1
3
4
県
立
金
山
青
年
の
家

に
ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
電
話
で
も
可
）

※
詳
し
く
は
、
県
立
金
山
青
年
の
家
（6

⑫
7
9
5
6
)
へ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

月
事
業

国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

明
日
に
は
娘
は
出
発
て
行
く
白
木
蓮
の

春
ふ
く
ら
む
を
両
手
に
つ
つ
む

石
村
艶
子

来
る
度
に
背
丈
延
ぶ
ご
と
知
恵
も
増
す

丁
寧
に
お
じ
ぎ
す
る
兄
妹
二
人

始
沢
良
子

踏
ま
れ
て
も
野
に
咲
く
た
ん
ぽ
ぽ
名
付

け
た
し
ひ
と
の
和
合
に
愚
か
な
る
風

篠
木
よ
し

一
粒
の
ル
ー
ツ
た
ど
れ
ば
昂
ぶ
り
て
育

苗
箱
に
芽
ば
ら
む
種
ま
く

砂
賀
久
美
子

田
芝
支
部

こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会

千
秋

野
村
初
枝

く
れ
な
ゐ
を
冬
の
力
と
耐
へ
咲
き
し
椿

の
花
骸
踏
み
か
た
き
径

年
ス
ポ
ー
ツ
講
座
、
パ
ソ
コ
ン
指
導
者

研
修
会
、
ビ
デ
オ
作
成
指
導
者
研
修
会

そ
の
他

募
集
期
間
、
期
日
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
‘
県
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
6
0
2
7
2
閻
5
7
0
0
)

ヘ一
般
自
衛
官

1
8歳
以
上
2
5歳
未
満
の
男
子

年
間
を
通
じ
て
受
付

来
春
3

月
高
校
卒
業
予
定
者
（
男
・
女
）

受
付
中
、
女
子
は
9

月
1

日

1
9

月

3
0

日
の
間

口立
川
ツ
ヤ
子

新
ら
し
き
職
も
定
め
ず
日
日
過
す
凜
た

り
鉄
線
花
に
細
き
雨
降
る

立
川
ふ
さ

人
の
世
は
持
ち
つ
持
た
れ
つ
行
く
も
の

を
持
た
れ
持
た
れ
つ
生
き
来
し
吾
か

立
川
文
子

は
ら
か
ら
も
う
か
ら
も
集
ひ
し
談
話
室

重
い
空
気
四
時
間
を
過
ぐ

野
ロ
タ
カ

静
か
さ
も
空
し
さ
も
秘
め
し
首
里
城
の

守
礼
の
門
は
夕
映
え
て
消
ゆ砥

川

文

芸

ふ
り
む
け
ば
二
十
余
年
の
職
場
な
り
幾

星
霜
の
想
ひ
こ
も
ご
も

自
衛
官
募
集

社会を明る＜する運動

広報映画

日時

8 月 26 日（金午前 10時から

「15歳の向こう側.J
群馬テレビ

CID 

00 

※
詳
し
く
は
‘
役
場
住
民
課
ヘ

村
喋
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

利
根
加
用
水
組
合
費
、
国
民
年
金
、

水
道
料
で
す
。

納
期
限
は
8

月

3
1日
で
す
。
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

会 会

今
月
の

納
税

場

日
時

9

月

1
6日
、
午
前
1
0時
＼
午
後

3

時
館
林
市
役
所

場

日
寺

a
 9
月
1

日
、
午
前
1
0時
1

午
後

3

時
館
林
市
役
所

年
金
相
談

せ

｀た貪は 盆ｷ 
だ‘該̀— 

さ

内会

容場

日
寺
E

n

 

8

月

1
8日．
9

月
6

日
、
午
前

9

時
3
0分
1
1
0時
3
0分
受
付

保
健
セ
ン
タ
ー

検
尿
、
血
圧
測
定
な
ど
で
す

交
通
事
故
相
談

健
康
相
談

※家族映画会… 8月18日夜7 :30~「白いまちヒロシマ」・ 19日夜7 :30~「明日も夕やけ」
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村の人口
8 月 1 B 現在

世帯数 2,578戸

人日総数 10,372人

男 5,186人

女 5,186人

(7 月中の動き）

出生11人死亡 4 人

転入10人転出13人

口
館林邑楽地区 館林地区 邑楽・板倉

千代田

日
産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明和地区

8 月 14 日
根岸医院川田医院 阿久津医院合（72)3315 篠） 1| 堂医院 小西医院

曜
合 (72)3262 合 (72)3724 田内医院合(72)3855 合 (74)0184 合 (86)2261

8 月 21 日
古屋（恒）医院小倉医院 須田医院合(72) 0862 永寿堂医院 増田医院

当
合 (63)616| 合 (72)0606 多々良診療所合 (72)3060 合 (72)4469 合 (82)2255

8 月 28 日
佐々木医院大神医院 大塚医院合(72)0176 海宝医院 竹越医院

番
合 (62)2623 合 (62)2200 ゆたか医院合 (73)7308 合 (74)0811 合 (84)3137

塁る話てし 向: ま゜9 月 4 日
真中医院川田国）医院 記念病院合（72)3155 津久井医院 橋本医院

医
合 (72) 1630 合 (72)3314 神尾医院合(75) 1288 合(72)3316 合 (82) 1150 

9 月 11 日
横田医院原医院 後藤医院合(72)0134 宇沢病院 小西医院
合 (72)0255 合 (72) 1936 上野医院合(72)3330 合 (74)8761 合 (86)2261 て

台
風
情
報
は
正
し
く
把
握

30 

゜

30 II 

大きさの分類 強さの分類

程 度 10 塁 ミ 贔ノゞー）レ 階級 中心気圧の圧の半径

ご〈小さい 100知未満 弱し‘
990 ミリノ＜
ール以上

/j ¥ ぎ 100~200未満 強なみのさ 960~989 
（小さし‘

の中大型き（なさ み 200~300未満 強い 930~959 

大（大きい型) 300~600未満 t』常に 900~929 
し‘

超常に大大型きい（非) 600以上 猛烈な 900未満

8 月と 9 月は、台風がひんばんに日本に上陸

してきます。猛烈な風を伴い、大雨を降らせる

台風は、しばしば大災害を引き起こします。刻

々と変わる台風情報を正確に把捏しましょう。

98年の足跡、

疇

7 月の

救急車出動回数
●交通事故 5 件

●急病 3 件

●その他 3 件

●計 II 件

歌集に

村最高齢者

恩田万吉さん

村
内
最
高
齢
者
の
恩
田
万
吉
さ
ん
(
9
8

歳
）
は
、
こ
の
ほ
ど
自
作
歌
集
「
時
の
想

い
出
」
を
出
版
し
ま
し
た
。

万
吉
さ
ん
か
九
十
八
年
歩
ん
で
こ
ら
れ

た
、
そ
の
時
ど
き
に
想
い
う
か
ん
だ
歌
や

詩
を
ノ
ー
ト
な
ど
に
書
き
と
め
て
い
た
も

の
の
中
か
ら
代
表
作
二
十
数
首
を
選
ん
で

収
録
し
た
も
の
で
す
。
万
吉
さ
ん
に
は
、

和
合
談
合

長
寿
の
秘
け
つ

短
歌
に
興
味

十
五
人
の
お
孫
さ
ん
が
お
り
、
そ
の
人
た

ち
の
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
か
あ
っ
て
の

完
成
と
の
こ
と
。

0

こ
〖□

二
十
歳
の
こ
ろ
か
ら
歌
に
興
味
を
持
ち

は
じ
め
、
大
正
元
年
復
員
後
、
独
学
で
歌

づ
く
り
に
取
組
み
、
人
生
の
喜
怒
哀
楽
、

旅
先
の
思
い
出
な
ど
詠
ん
で
い
ま
す
。

印
象
作
は
、
出
徒
す
る
息
子
に
会
う
た

め
横
須
賀
に
出
か
け
た
際
、
せ
っ
か
く
行

っ
た
の
に
面
会
で
き
ず
残
念
で
あ
っ
た
。

そ
の
時
に
詠
ん
だ
「
征
く
前
に
一
度
合
わ

ん
と
衣
袴
持
ち
‘
面
会
成
ら
ず
郵
送
し
帰

る
」
の
歌
で
す
ね
と
目
頭
を
熱
く
す
る
万

吉
さ
ん
。

こ
の
歌
集
、
二
十
部
作
製
し
近
親
者
に

配
布
し
た
の
み
と
あ
っ
て
、
愛
好
家
や
近

所
の
人
か
ら
ゆ
ず
っ
て
は
し
い
の
声
か
あ

か
っ
て
い
ま
す
。

「
人
に
み
せ
る
ほ
ど
の
も
の
じ
ゃ
な
い

よ
、
好
き
の
…
…
…
と
い
う
も
の
さ
」
と

謙
そ
ん
し
ま
す
。

最
後
に
長
弄
の
秘
け
つ
は
と
た
ず
ね
る

と
「
私
は
い
つ
も
こ
う
い
い
ま
す
。
食
生

活
も
和
合
談
合
、
つ
ま
り
、
食
事
な
ど
和

気
あ
い
あ
い
に
と
る
こ
と
、
家
庭
内
か
い

つ
も
円
満
で
一
家
談
ら
ん
か
大
切
で
す
」0

と
強
調
。
来
年
白
寿
を
迎
え
る
恩
田

万
吉
さ
ん
で
し
た
。

2
0歳
ご
ろ
か
ら

栗折岡小
原原安平氏

島
田

゜盛榮
雄吉勉

名
年
齢
世
帯
主

と
し

7
9
き
み
子

4
7
美
枝

8
5
秀
明

8
2

宏

地
区
開

新
里
冗

南
大
島
砧

大
佐
貰
％

南
大
島
砧

1
1

お
く
や
み

I
I

氏
名
保
護
者
続
柄

清
水
浩
亮
透
二
男

多
田
雄
一
正
一
長
男

小
松
原
暢
英
夫
二
男

金
子
佳
代
滋
長
女

王
城
結
佳
譲
長
女

栗
原
秀
雄
作
夫
二
男

野
中
美
穂
一
雄
長
女

神
田
寛
明
博
史
三
男

須
永
泰
弘
賢
―
二
男

吉
永
敦
郎
英
男
二
男

豊
明
長
男

地
区
闘

矢
島
％

斗
合
田
％

南
大
烏
髯

入
ヶ
谷
％

大
輪
匁

南
大
島
殆

江
口
孤

大
佐
貰
孤

江
口
冗

梅
原
％

南
大
島
冗

1
1

お
め
で
た

1
1

あ
め
で
だ

-̀
あ
く
や
み

゜
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〇敬老、 長寿おめでとう・・・・・・・・・・・・ 2 p~ 
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発
編
印

行
集
刷

明和村役場

総務課広報係

昧イシカワデザイン

村
内
最
高
齢
者
の
恩
田
万
吉
さ
ん
。

明
治
2
3年
6

月

1
6日
生
。
九
十
八
歳
。

来
年
白
寿
を
迎
え
ま
す
か
、
い
た
っ
て

健
康
で
す
。
朝
7

時
に
起
床
、
食
物
の

好
き
嫌
い
は
ま
っ
た
く
な
し
。
三
度
の

食
事
も
欠
か
さ
ず
食
べ
、
軽
く
一
膳
、
腹

八
分
と
い
う
万
吉
さ
ん
の
日
課
を
紹
介

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

O
A
M
7時
0
0分
…
起
床
、
ラ
ジ
オ
・
テ

レ
ビ
観
賞
、
軽
い
散
歩

。

I
I
8

時
0
0分
…
家
族
全
員
で
朝
食

。
I
I
9
時0
0分
…
趣
味
（
短
歌
‘
盆
栽
、

菊
づ
く
り
等
）

°
"
1
2
時0
0分
…
昼
食

O
P
M
1時
0
0分
：
昼
食
後
一
服
（
ラ
ジ

オ
を
聴
き
な
か
ら
昼
寝

な
ど
）

。

I
I
3

時
0
0分
…
趣
味
と
家
周
囲
の
軽

い
作
業

O
I
I
7

時
0
0分
…
夕
食
（
家
族
談
ら
ん

の
ひ
と
と
き
）

。
I
I
9
時0
0分
…
就
寝

恩田万吉さん(98)

来年白寿。

いたって健康です。
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• 足した高齢1 じィエ去～•…••

老
人
福
祉
週
間

長
寿
あ
め
で
と
う

九
月
十
五
日
は
I
I
敬
老
の
日
I
i
。
多
年
に
わ

た
り
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
お
年
寄
り
を
敬
愛

し
、
長
寿
を
祝
う
国
民
の
祝
日
で
す
。
心
か
ら
長
寿

の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
何
歳
か
ら
か
お
年
寄

り
か
と
い
う
定
義
は
あ
り
ま
せ
ん
か
一
般
に
は
六
十

五
歳
以
上
と
し
て
い
る
こ
と
か
多
い
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
本
村
の
高
齢
者
、
つ
ま
り
六
十
五
歳
以
上

の
方
を
み
て
み
ま
す
と
一
、
三
七
一
人
で
総
人
口
の

一
三
・
ニ
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
八
0
歳
以
上
は
、

二
五
五
人
（
ニ
・
五
％
）
、
九
0
歳
以
上
に
な
る
と

一
七
人
(
0
・
ニ
％
）
と
い
う
状
況
で
す
。

い
ず
れ
も
微
増
で
は
あ
り
ま
す
か
昨
年
よ
り
も
増

加
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
だ
け
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
う
か
か
え
ま
す
。
こ
れ
等
の
高
齢
者
に
対
し

長
痔
を
祝
い
今
年
九
0
・
九
五
・
九
八
歳
に
な
ら
れ
た

方
に
、
群
馬
県
か
ら
記
念
品
か
、
八
十
五
歳
以
上
の

方
に
は
、
村
お
よ
び
村
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
記
念

品
が
、
ま
た
、
七
十
五
歳
以
上
の
方
に
は
、
村
か
ら

敬
老
年
金
か
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
、
一
層
お
年
寄
り
の
福
祉
に
関
心
を

持
ち
、
み
ん
な
で
生
き
か
い
の
あ
る
福
祉
社
会
づ
く

り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

あ
ば
あ
ち
ゃ
ん

あ
じ
い
ち
ゃ
ん

. 

15 日

~21 日

※ 8 月 31 日現在
マ・・．．．．．．．．．．．．．＾．．．．．．. -··-·••• •....................... . ．．ア・ー、”ヽ・r『.......... .一・一 •• ▼9 ヽ『▼， ー ・一マ▼ ●●ヽ•~.. -..  -ｷｷ ^.... .ア

5049484746454443424140393837363534333231302928272625242322212019181716151413121110 9 8 7 6 5 4 3 2 1 需

恩野駒篠森奈泉岡太吉杉関野川原齋野落堀落多樽奈齋町坂田山吉松森飯恩佐奈篠田吉篠大渡原泉日細井冨藤神恩
良 比氏

田本宮木尻良田安田田田口本村口藤本合口合田見良藤田上口本田本田塚田藤原木島田木野邊口田野田上塚野谷田

き竹藤久重重かサヤ千ろはコジつ 順常六リ冨ち隆のつ嘉やいないき卜兵キたき倉は正ちも房丹和金さみした万
四 ヤ士 太や次次名

な蔵郎司作助ねトス代〈るトウね末蔵雄平ウ子か二ぶね吉すきみとせミ郎ミき〈吉る名うと二郎吉郎わやまけ吉

性
別

（
男
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
男
）

（
男
）

（
男
）

（
男
）

（
女
）

（
女
）

（
男
）

（
女
）

（
男
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
男
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
男
）

（
女
）

（
女
）

（
男
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
男
）

（
男
）

（
男
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
女
）

（
男
）

（
男
）

（
男
）

（
男
）

（
男
）

（
女
）

86 86 86 86 87 87 87 87 87 87 87 87 87 87 87 87 87 88 88 88 88 88 88 88 88 88 88 88 88 89 89 89 89 90 90 90 90 90 91 91 91 91 91 91 91 92 94 96 97 98 届

梅千大大南江矢南梅川須江大大大大千須新須上矢田大南中新中大大上江梅新千大南梅南矢矢大中田新新中千須梅住
津佐大大 津江大佐江津佐大大 津
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ベ
ス
ト

1
0位

村
内
長
寿

＠神谷だけさん •97歳 ①恩田万吉さん •98歳

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

~
村
内
長
罪
、
ベ
ス
ト

1
0位
の
~

~
お
じ
い
ち
ゃ
ん
‘
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
~

~
ち
で
す
。
「
長
寿
の
秘
け
つ
は
な
ん
~

i
で
す
か
」
と
う
か
か
っ
た
と
こ
ろ
、
｛

~
十
人
中
大
部
分
ま
で
か
「
食
事
は
腹
~

~
八
分
、
肉
、
野
菜
に
限
ら
す
好
き
な
~

~
も
の
を
少
し
、
三
食
欠
か
ず
食
べ
る
~

~
こ
と
、
そ
し
て
家
庭
円
満
で
毎
日
を
~

~
和
や
か
に
過
ご
す
こ
と
」
と
お
っ
し
i

~
や
っ
て
い
ま
す
。
心
に
ゆ
と
り
を
も
つ
｛

~
こ
と
か
秘
け
つ
と
い
え
る
よ
う
で
す
。
~

~
長
弄
お
め
で
と
う
ご
ぎ
い
ま
し
た
。
~

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

＠細田金次郎さん •91歳 ⑮井上さわさん •92歳 ④冨塚みやさん •94歳 ®藤野しまさん •96歳

グ―`` 

\ 

,

-

i

 

--
⑩渡辺もとさん •91 歳 ⑨原口房二さん •91 歳 ＠泉田丹次郎さん •91歳 ⑦日比野和吉さん •91 歳
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家族 < ヽるみ
ホームスティ

近藤勝治さん宅。
（新里）

テレサさん受入れ
（米国）

新
里
の
近
藤
勝
治
さ
ん
宅
に
ア
メ
リ
カ

か
ら
来
た
女
子
高
校
生
か
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

し
て
い
ま
す
。
テ
レ
サ
・
デ
ィ
ビ
ッ
ト
さ

ん
と
い
っ
て
イ
リ
ノ
イ
州
・
キ
ワ
ニ
ー
高

校
の
十
二
年
生
、
日
本
で
い
え
ば
高
校
三

年
生
に
あ
た
り
ま
す
。
く
り
っ
と
し
た
目
、

金
髪
で
と
て
も
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
お
嬢
さ

ん
で
す
。

こ
れ
は
財
団
法
人
エ
イ
・
エ
フ
・
エ
ス

（
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
サ
ー
ビ

ス
）
日
本
協
会
か
長
女
の
康
代
さ
ん
（
高

二
）
が
通
う
太
田
女
子
高
校
に
交
流
を
依

頼
、
高
校
を
介
し
て
近
藤
さ
ん
宅
が
受
入

れ
た
も
の
。
現
在
四
人
か
在
校
生
宅
で
ホ

ー
ム
ス
テ
ィ
し
て
い
ま
す
。

近
藤
さ
ん
宅
で
は
英
語
を
話
せ
る
の
は

受
入
れ
の
主
役
で
あ
る
康
代
さ
ん
だ
け
。

川
俣
駅
か
ら

電
車
通
学

談らんのひととき

夏
休
み
に
入
っ
て
か
ら
は
、
近
藤
さ
ん

宅
で
く
つ
ろ
ぐ
日
々
。
近
所
の
人
た
ち
と

家
族
ぐ
る
み
の
談
ら
ん
の
ひ
と
と
き
を
過

ご
す
の
も
し
ば
し
ば
で
す
。
も
ち
ろ
ん
康

代
さ
ん
の
通
訳
つ
き
。
八
月
に
は
康
代
さ

ん
ら
家
族
と
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
や

日
光
を
見
学
。
新
里
地
区
の
「
行
ば
ん
様

（
祭
）
」
に
も
参
加
、
日
本
の
よ
さ
を
味
わ

い
ま
し
た
。

テ
レ
サ
さ
ん
は
、
日
本
の
寺
院
や
福
祉

に
関
心
を
持
ち
、
将
来
は
病
後
の
リ
ハ
ビ

学
校
に
制
服

ふ
し
ぎ
？

日
常
会
話
は
す
べ
て
康
代
さ
ん
の
通
訳
つ

き
。
「
英
語
を
も
っ
と
マ
ス
タ
ー
し
た
い
。

で
き
れ
ば
私
も
米
国
ヘ
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

し
て
み
た
い
で
す
」
と
夢
を
語
る
現
代
女

性
の
康
代
さ
ん
。

高
校
授
業
の
あ
る
時
は
康
代
さ
ん
と
常

に
一
緒
、
本
村
の
川
俣
駅
か
ら
電
車
通
学
。

ほ
か
の
生
徒
と
同
様
に
学
校
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。

リ
関
係
に
進
み
た
い
と
の
こ
と
。
滞
在
の

印
象
を
こ
う
語
り
ま
す
。
「
日
本
は
美
し

い
と
こ
ろ
か
多
く
魅
力
あ
る
国
で
す
。
反

面
、
①
靴
を
ぬ
い
で
あ
が
る
こ
と
②
学
校

に
制
服
が
あ
る
こ
と
③
勉
強
時
間
が
多
い

こ
と
に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
」
と
。

一
方
、
康
代
さ
ん
は
「
日
本
人
と
ち
が

っ
て
自
分
の
意
思
を
は
っ
き
り
と
い
い
ま

す
ね
。
行
き
た
く
な
け
れ
ば
行
か
な
い
と
、

私
た
ち
は
や
や
も
す
る
と
行
き
た
く
な
い

の
に
つ
い
行
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

そ
う
い
う
点
が
ち
か
い
ま
す
。
自
由
が
生

活
の
基
本
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
ね
」
と

テ
レ
サ
さ
ん
の
印
象
を
話
し
ま
す
。

ま
た
、
お
母
さ
ん
の
と
も
子
さ
ん
は

「
と
っ
て
も
気
持
ち
の
や
さ
し
い
子
で
す
。

料
理
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
り
し
て
…
·
:
0

ま
だ
日
本
食
に
慣
れ
な
い
の
か
心
配
で
す

か
で
き
る
だ
け
食
べ
て
も
ら
う
よ
う
工
夫

し
て
い
ま
す
」
と
配
慮
の
一
端
を
の
ぞ
か

せ
ま
す
。

テ
レ
サ
さ
ん
の
家
族
は
、
溶
接
工
の
父
、

美
容
師
の
母
、
姉
妹
弟
四
人
の
七
人
家
族

で
す
。
六
月
二
十
五
日
か
ら
八

月
二
十
七
日
ま
で
滞
在
。

近
藤
さ
ん
宅
で
は
、
家
族
全

員
思
い
が
け
な
い
来
客
に
例
年

と
一
味
ち
が
っ
た
楽
し
い
夏
の

ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
こ
と
や
、
地
方
の
一
家
族

で
も
身
近
か
な
国
際
交
流
が
で

き
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

(
8月
8

日
取
材
）

二人は大の仲良し

今
年
は
、
昭
和
二
十
三
年
以
来
五
年
ご

と
に
行
わ
れ
て
い
る
「
住
宅
統
計
調
査
」

の
年
で
す
。
こ
の
調
査
は
、
わ
か
国
の
住

宅
と
世
帯
の
居
住
状
況
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
全
国
の
約
三

百
七
十
万
世
帯
を
対
象
と
す
る
大
規
模
な

調
査
で
あ
る
こ
と
か
ら
”
住
宅
の
国
勢
調

査
”
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
の
結
果
は
、
国
、
都
道
府
県
、
市

区
町
村
の
住
宅
建
設
計
画
や
環
境
整
備
計

画
な
ど
の
立
案
の
基
礎
と
な
る
資
料
と
し

て
幅
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
の
対
象

と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
九
月
二
十
三
日
か

ら
三
十
日
の
間
に
、
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た

調
査
員
が
調
査
票
を
も
っ
て
訪
問
し
ま
す
。

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
十

月
一
日
か
ら
七
日
の
間
に
、
再
び
調
査
員

が
回
収
に
う
か
が
い
ま
す
。
対
象
と
な
っ

た
世
帯
の
方
は
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

あなたの協力が

国のプ ランに

住宅統計調査

9 月 23 日から
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収
入
金
課
税
導
入

従
米
普
通
畑
標
準
を
適
用
し
て
い
た

露
地
販
売
野
菜
に
つ
い
て
も
収
入
金
課

税
方
式
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

こ
。f
 

野
菜
等
を
作
付

具
体
的
実
施
方
法

し
た
場
合
の
区
分

圏
総
合
販
売
野
菜
標
準
を
適
用
す
る
作
物

⑦
本
年
中
に
野
菜
を
販
売
し
た
こ
と

の
あ
る
者
か
収
穫
し
た
単
一
野
菜
畑
標

準
適
用
作
物
以
外
の
野
菜
等
。
「
野
菜

等
」
と
は
、
野
菜
類
の
ほ
か
‘
穀
物
以

外
の
い
も
類
、
メ
ロ
ン
・
ス
イ
カ
な
ど

の
果
樹
以
外
の
果
実
類
等
を
い
う
。

露
地
野
菜
に
も

会長の

新井初太郎さん

口
◎
家
事
消
費
し
た
野
菜

⑤
野
菜
を
栽
培
し
た
は
場
の
現
況
か
田
で

あ
っ
て
も
適
用
。
（
田
裏
作
、
転
作
田
な

ど
で
収
穫
し
た
野
菜
も
含
む
）

〇
標
準
の
種
類
：
．
収
入
金
課
税
方
法
に
よ

る
複
合
標
準

（
収
入
金
額
）
x

（
仮
定
所
得
率
）
ー
(
1
0

a

当
た
り
一
定
経
費
）
x

（
耕
作
実
面
積
）

1
1

（
算
出
所
得
金
額
）

屯
一
定
経
費
に
乗
ず
る
面
積
（
耕
作
面
積
）

圏
普
通
畑
標
準
と
総
合
販
売
野
菜
標
準
の

適
用
区
分

普
通
畑
標
準
と
総
合
販
売
野
菜
標
準
の

63年の

所得から

適用 会長代理の

坂上貞雄さん

会
長
に
新
井
初
太
郎
さ
ん

会
長
代
理
に
坂
上
貞
雄
さ
ん

村
農
業
委
員
会

任
期
満
了
に
伴
う
改
選
後
、
初
め
て
の

農
業
委
員
会
か
八
月
六
日
、
役
場
会
議
室

で
開
か
れ
、
会
長
に
新
井
初
太
郎
さ
ん
（
江

口
）
、
会
長
代
理
に
坂
上
貞
雄
さ
ん
（
中

谷
）
か
そ
れ
ぞ
れ
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
群
馬
県
農
業
会
議
の
一
号
委
員

に
は
、
新
井
初
太
郎
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。農

業
委
員
会
は
、
公
選
委
員
十
五
人
、

選
任
委
員
七
人
、
合
わ
せ
て
二
十
二
人
の

委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
業
者
の

代
弁
者
と
し
て
、
政
治
、
経
済
の
諸
般
に

わ
た
り
農
業
者
地
位
向
上
の
た
め
活
躍
い

た
し
ま
す
。

農
地
の
貸
借
、
売
買
、
転
用
等
に
つ
い

て
も
適
切
な
助
言
、
指
導
を
行
い
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
農
業
委

員
会
（
事
務
局
）
は
役
場
経
済
課
内
に
あ

り
ま
す
。

い
ず
れ
を
適
用
す
る
か
ど
う
か
の
区
分

は
、
そ
の
農
家
が
「
野
菜
等
を
販
売
し

た
か
否
か
」
に
よ
り
判
定
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
従
来
の
面
積
課
税
方

式
に
よ
る
普
通
畑
標
準
の
適
用
を
受
け

る
農
家
は
、
本
年
中
に
野
菜
等
の
販
売

が
な
か
っ
た
者
が
収
穫
し
た
野
菜
及
び

穀
物
類
と
な
り
ま
す
。

申
告
方
法
申
告
手
続
に
つ
い
て
は
‘

あ
ら
か
じ
め
収
入
金
額
及
び
耕
作
実
面

積
を
照
会
し
ま
す
の
で
、
収
入
金
額
を

計
算
す
る
た
め
、
出
荷
伝
票
な
ど
、
収

入
金
の
わ
か
る
書
類
及
び
作
付
け
し
た

耕
地
に
つ
い
て
記
録
保
存
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

ざ／
{) 

秋の全国六
X 

通安全運動

— 

正
し
い
方
法
に
よ
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
徹
底

9 月 2 1 日～ 30 日

四
、

三
、

二
、 ヽ

若
年
運
転
者
の
無
謀
運
転
の
防
止

運
動
の
重
点

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

思
い
や
り
運
転
の
推
進
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~ 

三｀

夏休みを利用して子供たち 20人ほどか家庭料理にチャ

レンジ。三角キンやエプロンをまといコック姿に得意そ

う。母親や食生活改善推進員のおばさんたちから包丁の

持ち方など料理の基本を教わり、ニコニコ顔で「大豆サ

ラダ」づくりなどを楽しみました。 (8/11)

梅原の通称古森地区（ 11戸）でミニミニ納涼祭、地域

の輪は、まず一番身近かな隣組からというのが開催動機。

嫁いだ人たちなどの帰省客も加わり昔話に花を咲かせな

がら 1 地域みんなで楽しいひとときを過ごしました。

〔8/14、同地区カラオケ愛好会（代表、黒沢高さん）主催〕

は
、
ゼ
ニ
ガ

で
は
す
っ
か

の
開
店
祝
い

ほ
ど
の
も
の

、
近
所
の
人

一流会］

- --—` 
．、ヽ, 

--....”• 

｀ボこ毛 , ‘ 

創意工夫で食生活の改善を図っている村内七つの生活

改善グループの人たちか、 8 月 9 日、中央公民館で一年

間の研究成果の発表を兼ね自慢料理交流会を開きました。

さくらんぱの入った「花ずし」など和食に洋風を加え

た料理29種のメニューにはどれも工夫かはどこされ見た

目も美しく食欲をそそるものばかりです。近隣市町村の

生改グループや村、県関係者等も招き試食感想をうかか｀

いながら舌つづみを打ちました。

酒井安治宅の「ゆり」に花がた＜

さんつき話題になっています。高さ

1 m80cmほどの 1 本から 20個以上の

花がつき重そうに頭をたれています。

どうぞご観賞ください。
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目
）
牙
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O
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)
h

丞
自
蒻
）
姦
曾
蒜
蒻
）
）
t
(
（
｛
蒻
）
t
(
（
）
＇
（
国
こ
（
翁
姦
箆
）

Y峠
蒻
年
目
層
屋
）

A
(（
匿
）
＜

A
-

蒻
翠
臼
翌
（
こ
こ
）
i
：

l

▼
一
位
1
1

永
島

明
・
芝
崎
賢
司
組
（
日

0
男
子
の
部
（
ダ
ブ
ル
ス

第
3

回
村
民
テ
ニ
ス

大
会
結
果
（
硬
式
）

] 
結

果

◎
期

◎
会

場H
 

1
0
月
9
B（
日
）
予
定

明
和
中
学
校
々
庭

村
民
体
育
祭

玄
期

玄
場

玄
対チ

ー
ム

玄
参
加
費
1
1

三
0
0
0

円

玄
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
1
0
月
7

日
ま
で
に

社
会
体
育
館
へ

日

1
1
1
0
月
1
6日
閻

所
1
1

利
根
川
総
合
運
動
場

象
1
1
4
0
歳
以
上
の
人
で
絹
成
し
た

：：会優勝した日東製器チーム

よ

の

ょ

の

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
者
募
集

.r 

►

優
勝
し
た
「
緑
親
会
」
チ
ー
ム

邑楽館林農業青年交流ソフトボール大会結果

優「

戸ち事
務

局

玄
期
日

1
1
9

月

1
8
日
同

玄
場
所

1
1

社
会
体
育
館

玄
対
象

1
1

一
般
村
民

古
内
容

1
1
ダ
ブ
ル
ス

玄
参
加
費
1
1
5
0
0

円
（
一
人
）

玄
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
9

月

1
5日
ま
で
に

社
会
体
育
館
へ

戸緑明 農板
和 業倉
村 青町
親年; 
会

1

位

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
者
募
集

ぉ
ビ2
、’
’
‘
r
‘
)
'
‘
r

ー
，
5ヽ
r
'
‘

、
，
ゃ
＇
り
、
，r
'

，
、
，
ぉ
！
）
ヽ‘ヽ
O

興
リ
カ
）
▼
二
位
1
1

八
木
橋
正
宏
•
西
葉

正
光
組
（
館
林
商
工
高
校
）
▼
三
位
1
1

坂

上
敏
幸
・
小
松
修
組
（
日
興
リ
カ
）
。
※

参
加
1
0チ
ー
ム

(
2
0名）
。

圏
女
子
の
部
（
ダ
ブ
ル
ス
）

▼
一
位
1
1

小
田
木
弘
江
・
石
村
加
津
美

組
（
新
里
・
大
佐
貫
）
。
※
参
加3
チ
ー
ム

(
6名
）
。
〔
敬
称
略
〕

6

青
年
農
業
士
会2

位

9□
4
1
`
ラ
フ

ロ
□
募
集

」農館 農邑
業林 業楽
青市 青町
年年

会 3 会
議 位議

第 8回事業所対抗ソフトボール大会結

10 1 口届
日
東
製

橋
本
産

江
束
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

\ 
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自
賠
責
保
険
を

9
月
は
、
「
無
保
険
（
無
共
済
）
バ
イ

ク
を
な
く
そ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
月
間
で

す
。

0

小
さ
な
バ
イ
ク
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
油

断
は
禁
物
。
バ
イ
ク
の
起
こ
す
人
身
事
故

も
軽
視
で
き
ま
せ
ん
。
無
保
険
（
無
共
済
）

て
死
傷
事
故
で
も
起
し
た
ら
大
変
で
す
。

0

バ
イ
ク
に
も
自
賠
責
保
険
（
共
済
）
へ

バ
イ
ク
に
必
ず

-------------・・ -----------

｛期限切れにご注意｛
.”―--・~―----・~―- ---------・~―------

尋
S
-
[

責

危
険
物
取
扱
者
試
験

準
備
講
習
会

日
時

1
0月
6
日
午
前

9

時
ー

会
場
館
林
市
郷
谷
公
民
館

受
講
料

6
、

5
0
0

円

試
験

相
談
者

員
等

”
心
の
悩
み
か
あ
れ
ば
ま
ず
相
談
を
I
i

の
加
入
か
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

0

バ
イ
ク
に
は
車
検
制
度
が
な
い
こ
と
も

あ
っ
て
、
継
続
契
約
を
つ
い
忘
れ
か
ち
で

す
。
も
し
、
契
約
切
れ
に
な
っ
て
い
た
ら
、

最
寄
り
の
損
害
保
険
会
社
、
代
理
店
（
バ

ィ
ク
店
、
自
転
車
店
等
）
農
協
で
契
約
の

手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

”
青
い
シ
ー
ル
が
見
え
ま
す
か

を
守
る
自
賠
責
I
J

電
話
相
談
月
曜
日
i
土
曜
日
、
午
前

8

時
3
0分
ー
午
後
5

時
1
5分
、
土
曜
日
は

午
後
認
時
3
0分
ま
で

来
所
相
談
予
約
制
（
前
橋
市
中
町

3
6
8
)

思
春
期
相
談
毎
週
火
曜
日

青
年
期
相
談
毎
週
水
曜
日

成
人
期
・
向
老
期
相
談
毎
週
金
曜
日

老
年
期
相
談
第

1
.
3

木
曜
日

ア
ル
コ
ー
ル
相
談
第

2
.
4

木
曜
日

相
談
・
予
約
電
話

0
2
7
2
1
6
3
|
1

い
こ
こ
ろ

1
5
6
 

精
神
科
医
師
、
精
神
衛
生
相
談

あ
な
た

期

1
0月

2
2日
1

認
日
（
土
・
日
）

会
場
県
立
東
毛
自
然
の
家
ほ
か

対
象
者
小
・
中
学
生
と
そ
の
親

申
し
込
み
参
加
者
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

6
0

円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封

の
う
え
、
1
0月
1
2日
ま
で
に
県
立
東
毛

日
い
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

自
然
に
親
し
む
親
と
子
の
集

※
詳
し
く
は
、
消
防
本
部
総
務
課
庶
務
係

(
6
7
2
_
3
1
7
1
)へ

1
1月
1
3日
午
前

9

時
ー

太
田
市
関
東
学
園
大
学

甲
種
5

、

0
0
0

円
、
乙
種
3

、

4
0
0

円
、
丙
種
2

、

7
0
0

円

付

9

月

2
6日
か
ら

1
0月
1

日
ま
で

に
明
和
分
署
へ

※
詳
し
く
は
、
明
和
分
署
（
6
8
4
|
3
1

3
1
)
へ

募
集
人
員
若
干
名

応
募
資
格
消
防
組
合
管
内
に
住
ん
で
い

る
高
校
卒
業
以
上
（
見
込
含
む
）
方
で
、

昭
和
3
9年
4

月
2

日
か
ら

4
6年
4

月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
日
本
国
籍
の
方

（
但
し
、
管
外
に
住
ん
で
い
て
も
、
家

族
が
管
内
に
住
ん
で
い
れ
ば
応
募
で
き

ま
す
。
）

応
募
期
間

て

会

場

日

時

9

月

2
6日

午
後
3

時

保
健
セ
ン
タ
ー 午

前
1
0時
3
0分
ー

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
200mR. 400m2 

選んて献血を

9

月

1
6日
か
ら
9

月

3
0日
ま

自
然
の
家
(
〒

3
7
9
_
2
3

本
町
大
字
藪
塚
3
6
5
7

7
|
7
8
|
5
6
6
6
)
へ

9

月

2
3日
（
秋
分
の
日
）A
M
9時

中
央
公
民
館

昭
和
4
3年
4

月
2

日
＼

4
4年
4

月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会

(
6
8
4
|
4

4
9
1
)
へ

該会期
当
者場 日

成
人
式
に
ご
出
席
を 新

田
郡
藪
塚

6
0
2
7
 

内会

容場

日
時

1
0月
4

日

受
付

保
健
セ
ン
タ
ー

検
尿
、
血
圧
測
定
、

る
相
談
な
ど
で
す
。

午
後
1

時
ー
2

時

医
師
に
よ

健
康
相
談

会

場

日
時

1
0月
認
日

受
付

保
健
セ
ン
タ
ー 午

後
1

時
1
2

時

乳
幼
児
健
診

心
の
悩
み
は
お
気
軽
に

精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー

消
防
職
員
募
集

館
林
地
区

9 月

14 日

19 日

20 日

21 日

23 日

24 日

25 日

II 

26 日

10 月

2 日

12 日

村 の `
9
 

受

—ヽ

一

時

会
場

受
験
料

き

敬老慰問

定例民協

第 3 回定例村議会(22 日まで）

農業委員会

第34回成人式

老人福祉大会

総合福祉スポーツ大会

東小運動会

献血

西小運動会

明中運動会

日

予定ですので変わる場合もあります。
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l 寄付ありがとう］
蒼田島定治さん（南大島）は 10万円を

圏栗原宏さん（南大島）は 3 万円を

〇松本功さん（大輪）は10万円を
圏久保庭丈助さん（新里）は 20万円を

それぞれ社会福祉のために役立て

てくださいと村社会福祉協議会（奉

仕銀行）に寄付されました。

昭
和
6
4
年
歌
会
始
め
の
お
題
は
「
晴
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

〇
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
一
人
一
首
と

し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

0

用
紙
は
、
半
紙
（
和
紙
）
と
し
、
毛
筆

で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

詠
進
の
期
間

9

月
1

日
か
ら

1
0月
1
1日
ま
で
。

(
1
1

日
消
印
有
効
）

送
付
先

〒
諏
東
京
都
千
代
田
区
千
代
田
一
番
一

号
宮
内
庁
へ
。
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書

き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

〔
約

2
4
c
m
-

晴
一m
 
c
 
3
 
3
 

約

一

日

（書式図）

郵
便
番
号
、
住
所, 

.
J

"
ｷ
9
,
^
 

氏
名
生
年
月
日

業

職

ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

「
主
目

H

」

県
有
施
設
見
学
会

1
0月
2
5日
因

中
央
公
民
館
出
発

対
象

1
8歳
以
上
の
方
（
子
ど
も
同
伴

は
不
可
）

定
員
5
0
名
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

初
参
加
者
を
優
先
し
、
抽
選
）

費
用
無
料
（
昼
食
は
参
加
者
負
担
）

見
学
先
明
風
園
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

園
芸
試
験
場

申
し
込
み
往
復
ハ
ガ
キ

(
1枚
に
2

名

ま
で
連
記
可
）
に
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
過
去
参
加
の

有
無
を
明
記
し
、
〒
3
7
4
館
林
市
仲
町

1
1番
1
0号
館
林
財
務
事
務
所
地
域
振

興
室
へ
1
0月
1
5日
ま
で
に

※
詳
し
く
は
、
財
務
事
務
所

(
C
7
2
_
4

4
6
1
)
へ

渡
良
瀬
遊
水
地

期

1
0月
2
3
日
回
雨
天
決
行

会
場
渡
良
瀬
遊
水
地

受
付

9

時
ー
9

時
4
5分

参
加
料
学
生
（
中
・
高
校
生
）
5
0
0

円

一
般
一
、
0
0
0

円
、
親
子
ペ
ア
一
、

0
0
0

円

申
し
込
み
利
根
川
上
流
河
川
利
用
者
協
議

会
事
務
局
〒

3
4
9
_
1
1

埼
玉
県
北
葛

飾
郡
栗
橋
町
栗
橋

3
3
8
7
(
6
0
4

8
0
|
5
2
|
2
7
2
3
)
へ
9

月

2
2日

ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
現
金
書
留

歌
会
始
の
お
題
は

期

日

午
前
8

時
5
0分

--/”•`‘` 
---‘‘ --‘`· ク一 、·
ク｀｀

-- `̀ --、
---、--
ー、

老人福祉センター
15日（農習）は開館します。

9 月 15 日（木）は、国民の祝日で通常ですと休

館となりますが、敬老の日のため開館し、翌

日の16 日⑥か休館となります。送迎バスも 16

日は運休。川俣、須賀、大輪方面か15 日運行

となります。

等
を
こ
利
用
く
だ
さ
い

有
効
）

（
当
日
消
印

『
明
和
俳
句
会
』

身
体
障
害
者

扉
用
促
進
会

1
0月
1
2日
午
後

1

時
ー

太
田
市
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ

1
4
F

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
室

内
容
就
職
希
望
障
害
者
と
採
用
計
画

事
業
主
と
の
集
団
面
接

※
詳
し
く
は
、
館
林
公
共
職
業
安
定
所

(
6
7
2
_
4
3
6
5
)へ

時

1
0
月
認
日
困

ー
午
後
3

時

会
場
館
林
合
同
庁
舎

内
容
戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金
、
恩
給
な
ど
援
護
全
般

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
ヘ

西
瓜
喰
う
喉
す
ぎ
し
種
い
く
粒
ぞ

風
鈴
へ
付
け
し
短
冊
吾
か
一
句

茫
々
と
梅
雨
の
海
峡
船
を
消
す

青
田
風
潮
騒
思
わ
す
千
枚
田

よ
う
せ
い

夭
逝
の
児
に
鬼
灯
の
ま
だ
青
し

町
方
は
ほ
う
ろ
く
お
か
ら
の
門
火
か
な

夜
店
の
灯
ふ
わ
っ
と
心
遠
遊
ぶ

西
瓜
喰
う
同
じ
血
筋
の
顔
並
べ

凌
霜
花
和
服
女
の
多
き
街

日

松
本
夜
詩
夫

江
原
さ
い

野
沢
芳
子

荒
井
み
ね
子

日
名
子
春
実

森
戸
ひ
ろ

高
橋
三
重
子

山
下
ふ
で

山
下
富
治 午

前
1
0時
3
0分

援
護
巡
回
相
談
会

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

会 日

場時

ま 料

納でに 納期限 です゚I 今
めは 月
まし 月, 
よ 30 ! の
う。旦、納
t 
期限 道水税

会

場

日
時

1
0月
1
3日
午
前

1
0時
ー
午
後

3

時
館
林
市
役
所

交
通
事
故
相
談

会 会

場

日
時

1
0月
6

日
午
前

1
0時
i
午
後

3

時
館
林
市
役
所

年
金
相
談

場

日
時

9

月

1
6日
午
前

1
0時
ー
午
後

3

時
役
場
会
議
室

人
権
・
行
政
・
心
配
i
｀
ー
と
相
談



第324号 広 報 め い わ 昭和63年 9 月 10 日 (10) 

村の人口
9 月 1 日現在

世帯数 2,581戸

人口総数 10,380人

男 5,190人

女 5,190人

(8 月中の動き）

出生 8人死亡 3人

転入11人転出 8人

: 館林邑楽地区 館林地区 邑楽・板倉

産婦人科 耳鼻科 内 科外科
千代田

日 明和地区

9 月 18 日
浜野医院川村医院 森下医院合(73) 7776 最上医院 井上医院

曜
合(88)5678 合 (72) 1337 清河堂医院合 (72)3070 合 (74)3763 合 (82)1131

9 月 25 日
白沢医院大神医院 安楽岡医院合(72) 0572 岡田医院 増田医院

当
合 (72) 1600 合 (62)2200 大島診療所合 (77) 1503 合 (72)3163 ff(82)2255 

10 月 2 日
落合医院小倉医院 大石医院合(74)2362 館林医院 竹越医院

番
合 (72)3160 合 (72)0606 堀越医院合 (73)4151 合 (74)2112 合 (84)3137

:; 10 月 9 日
根岸医院川田医院 増田医院合 (72) 1387 寺内医院 橋本医院

医
合 (72) 3262 合(72)3724 阿久津医院合 (72)3315 合 (72)3031 合 (82) I 150 

10 月 16 日
古屋(1回医院後藤（泰医院 後藤園医院合（72)3975 珪川堂医院 館林地区が

合 (63)616| 合 (72)3975 合 (74)0184 担当します て` 
⑪
 

高
雄
さ
ん

下
江
黒
．
の
長
男

文
子
さ
ん

に
じ
ゅ
う
り
か
す
ひ
こ

二
十
里
和
彦
ち
ゃ
ん

(
1歳
1
1カ
月
）

「トラクターやパワーショベルカー車が大好

き。いつもチョコチョコ、豆に動きまわり、

みんなをハラハラドキドキさせている元気い

っぱいの伸び伸びっ子です。

誰からも好かれるやさしい、思いやりのあ

る子になってほしいです。」とお母さん

日
曜
大
工
を
趣
味
に
し
て
い
る
、
梅
原

の
高
沢
茂
雄
さ
ん

(
7
1歳
）
は
、
解
体
業

を
営
む
長
男
、
道
夫
さ
ん
の
事
務
所
東
側

（
梅
原
地
内
）
に
、
一
風
変
っ
た
丸
太
小

屋
を
建
て
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

茂
男
さ
ん
は
、
鉄
道
会
社
を
退
職
し
現

在
無
職
で
す
。
茂
男
さ
ん
か
四
ヵ
月
か
け
、

ほ
と
ん
ど
一
人
で
建
て
た
手
造
り
小
屋
。

高
さ
五
メ
ー
ト
ル
、
広
さ
約
十
三
平
方
メ

ー
ト
ル
、
周
囲
を
信
州
か
ら
取
り
寄
せ
た

と
い
う
長
さ
四
メ
ー
ト
ル
、
太
さ
約
十
五

セ
ン
チ
の
カ
ラ
松
材
五
十
本
ほ
ど
を
積
上

げ
囲
ん
だ
も
の
。
本
村
で
は
、
絶
対
味
わ

え
な
い
山
小
屋
気
分
を
満
喫
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。

室
内
イ
ン
テ
リ
ア
は
、
四
男
の
久
雄
さ

ん
が
レ
イ
ア
ウ
ト
。
久
雄
さ
ん
は
解
体
業

を
手
伝
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
ふ
だ

ん
、
鉄
び
ん
、
か
め
な
ど
の
骨
と
う
品
か

出
た
際
、
修
繕
加
工
を
施
し
保
存
し
て
い

た
も
の
を
活
用
。

室
中
央
に
は
、
鉄
び
ん
か
下
が
る
い
ろ

り
を
設
け
、
中
に
は
純
粋
な
灰
か
敷
き
っ

め
ら
れ
、
心
地
よ
い
お
ち
つ
き
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

棚
に
は
大
正
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る

ラ
ジ
オ
や
扇
風
機
が
並
べ
ら
れ
、
ブ
ー
ム

の
レ
ト
ロ
調
も
加
わ
り
見
事
な
出
来
栄
え

で
す
。

十
五
人
前
後
の
グ
ル
ー
プ
会
合
に
は
最

適
。
す
で
に
近
所
の
老
人
グ
ル
ー
プ
や
会

社
な
ど
か
ら
使
わ
せ
て
ほ
し
い
と
借
用
依

頼
か
殺
到
。
「
皆
さ
ん
に
使
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
本
望
で
す
。
」
と
完
成
を
喜
ぶ
高
沢

さ
ん
で
し
た
。

疇

8 月の

救急車出動回数
●交通事故 6 件

●急病 9 件

●その他 1 件

●計 16 件

明和で山小屋気分可

し高沢茂雄さん手造り

/ 

話題を呼んでいる丸太小屋／
/ 

/ 
/ 

/ 

------------/ 

氏
名

田
島
平
治

松
本
春
雄

86 77 88 虞

丈
助
新
里
％

世
帯
主
地
区
杭
丘

定
治
南
大
島
知

功
大
輪
％

正
章
長
男

利
幸

3

女

雄
二
長
男

中
谷
江梅

ロ 原

% % % 

氏
名
保
護
者
続
柄

庄
條
友
香
里
英
樹
長
女

始
澤
樹
里
昭
長
女

浅
見
葉
子
礼
雄
長
女

奥
澤
正
和
章
長
男

石
川
龍
一
功
長
男

関
口
仁
史

荒
井
良
子

岡
戸
康
浩

久
保
庭
こ
と

矢新中梅南地
大

谷原島区島里

発％肘狐殆閥

゜1
1

あ
く
や
み

1
1

1
1

あ
め
で
だ

1
1

あ
め
で
だ

臼

｀
一
[

あ
く
や
み

゜
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第325号 広 報 め い わ 昭和63年10 月 10 日 (2) 

第 3 回村議会定例会は、 9 月 20 日、 21

日、 22 日の 3 日間の会期で開かれ、昭和

62年度一般会計をはじめ、各種会計決算

の認定など報告案件を含む 13議案につい

て審議が行われました。

そこで可決承認された主な内容をお知

らせします。

教
育
委
員
に

村
道
に
認
定

つ
の
路
線

決
算
認
定
さ
れ
る

土
地
開
発
公
社
事
業
・
決
算

公
共
用
地
の
土
地
取
得
及
び
処
分
の
該

当
事
業
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

収
益
的
総
収
入
は
、
受
取
利
息
の
三
二

万
七
、
九
四
五
円
。
総
支
出
は
販
売
費
及
び

一
般
管
理
費
（
理
事
等
報
酬
‘
消
耗
品
な

ど
）
…
一
六
万
八
‘
七
六0
円
で
差
引
き
一

五
万
九
一
八
五
円
の
利
益
と
な
リ
ま
し
た
。

ま
た
、
保
管
現
金
（
定
期
・
普
通
預
金
）

は
‘
八
四
六
万
四
、
〇
三
六
円
で
す
。

瀬
下
芳
夫
・
始
沢
重
信
さ
ん

任
期
満
了

(
9月
3
0日
）
に
伴
う
、
村

教
育
委
員
会
委
員
に
‘
瀬
下
芳
夫
さ
ん
（

6
4歳
•
新
里
）
の
再
任
と
、
同
じ
く
任
期

満
了
（
9
月

3
0日
）
に
伴
う
同
委
員
、
石

塚
正
さ
ん
の
後
任
と
し
て
始
沢
重
信
さ
ん

(
5
6歳・
梅
原
）
を
新
た
に
任
命
す
る
こ

神
谷
芳
男
・
多
田
正
雄
さ
ん

任
期
満
了

(
9月
3
0日
）
に
伴
う
、
村

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
、
神

谷
芳
男
さ
ん

(
7
0歳・
須
賀
）
の
再
任
と
‘

同
じ
く
任
期
満
了

(
9月
3
0日
）
に
伴
う

同
委
員
、
福
島
茂
さ
ん
の
後
任
と
し
て
多

田
正
雄
さ
ん

(
6
2歳・
斗
合
田
）
を
新
た

に
選
任
す
る
こ
と
か
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

二
路
線
か
村
道
に
認
定
。
南
大
島
地
内

（
本
郷
橋
）
か
ら
上
江
黒
地
内
（
十
二
社

橋
）
ま
で
の
谷
田
川
提
防
上
の
道
路
と
中

谷
地
内
か
ら
南
大
島
地
内
に
至
る
梅
島
排

水
路
管
理
道
の
二
道
路
で
す
。

こ
れ
は
県
単
補
助
事
業
導
入
、
新
農
構

事
業
に
よ
る
「
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

昭
和
6
2事
業
年
度

と
か
同
意
さ
れ
ま
し
た

6
2年
度
各
種
会
計

▼議会風景 ◎認定される路線

ペ

公
告
場
所
の
変
更

梅
原
・
大
輪
区

梅
原
、
大
輪
の
両
区
の
公
告
を
す
る
掲

示
場
所
か
変
わ
り
ま
す
。

梅
原
は
「
梅
原
五
八
六
番
地
（
農
協
集

路線名 起点 終点 延長 幅員

（号線） （番地先） （番地先） (m) (m) 

1-442 
南大島 上江黒

1582.8 3 0~10 3 
1220 20-1 

2-465 中谷10
南大島

451 8 3 0~5.0 
8 -1 

ー
」
建
設
に
関
連
し
整
備
す
る
も
の
で
す
。

る
請
願

0

六
十
二
事
業
年
度
明
和
村
土
地
開

発
公
社
事
業
及
び
決
算
の
報
告

0

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

〇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

0

村
道
路
線
の
認
定

0

公
告
式
条
例
の
一
部
改
正

0

六
十
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

0

六
十
三
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

0

六
十
二
年
度
、
一
般
会
計
・
老
人

保
健
特
別
会
計
・
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
•
水
道
事
業
会
計
、
そ

れ
ぞ
れ
の
決
算
の
認
定

〇
消
費
税
導
入
に
反
対
す
る
請
頓

〇
警
察
拘
禁
二
法
案
に
反
対
す
る
意

見
書
決
議
を
要
請
す
る
請
顧

0

ゆ
き
と
ど
い
た
高
校
教
育
を
求
め

上
程
案
件



(3) 第325号 広 報 め い わ 昭和63年10 月 10 日

円
に 既

定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
―
―
七
七
万
一
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
二
三
億
七
‘
六
―
二
万
一
千
円
と
し

ま
し
た
。

0
主
な
歳
入

▼
村
税
：
．
五
五0
万
五
千
円
追
加
し
て

総
額
を
七
億
九
、
四
二
八
万
二
千
円
に
▼

県
支
出
金
：
·
七
二
万
四
千
円
追
加
し
て
総

額
を
三
億
二
、
二
四
九
万
三
千
円
に
▼
繰

入
金
：
·
三
四
五
万
八
千
円
減
額
し
て
総
額

を
一
億
五
‘
四
八
八
万
四
千
円
に
。

圏
主
な
歳
出

▼
総
務
費
（
結
婚
相
談
業
務
資
料
電
算
委

託
料
な
ど
）
・
・
・
一
八
万
八
千
円
増
額
し
て

総
額
を
二
億
七
‘
八
九
五
万
円
に

▼
民
生
費
（
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業

委
託
料
）
・
・
・
四
三
万
二
千
円
増
額
し
て
総

額
を
三
億
六
、
九
七
二
万
円
に

▼
農
林
水
産
業
費
（
群
馬
の
花
産
地
育
成

事
業
補
助
金
な
ど
）
・
・
・
七
四
万
六
千
円
増

額
し
て
四
億
四
、
一
六
五
万
一
千
円
に

▼
土
木
費
（
旅
費
な
ど
）
…
一
四
万
円
増

額
し
て
総
額
を
四
億
一
‘
一
五
二
万
二
千

消
防
費
な
ど
補
正

6
3年
度
一
般
会
計

/i 

荷
所
）
」
に
あ
っ
た
も
の
を
、
「
梅
原
七
九

九
番
地
の
三
（
梅
原
集
落
セ
ン
タ
ー
）
」
に
‘

一
方
、
大
輪
は
「
大
輪
一
七
四
一
番
地
（

農
協
倉
庫
）
」
に
あ
っ
た
も
の
を
「
大
輪

一
九
八
七
番
地
の
一
（
大
輪
‘
常
光
寺
参

道
入
口
）
」
に
そ
れ
ぞ
れ
変
更
と
な
り
ま

す
。

（特 別 会計・・・・ •62年度決り
老人保健事業

0歳入 3億 146万8干円

0歳出 3億 146万8干円
0 差引き 。

歳出の94.8％を占める医療諸費は、高齢化社会を反映して、老

人人口の増加や入院費の増加などにより前年と比較して 8.4％の

増、金額にして2,205万 1 千円の増となりました。

国民健康保険事業
0歳入 4億2,921 万3干円

0歳出 3億8,336万7干円

0差引き 4,584万6干円

歳入は、医療費急増に伴う特別調整交付金と退職者医療制度

導入に伴う影響額の未補てん分か特別交付金として補てんされ、

国庫支出金か前年比20.4％の増となりました。

一方、歳出は、高額医療か増え保険給付費か前年と比べ12%

の増となり、これを補うため基金から 4,300万円の繰入れを行い

ました。

今後、同事業は医療費の適正化や保険税の確保に努めるととも

に、受益者負担についても考える時期にきていると思われます。

水道事業

〇収入 8,924万1干円

0支出 6,808万4干円

0 差引き 2,115万7干円

8,924万 1 千円（水道料金など）の収入に対して6,808万 4 千

円の支出（電気料、配水管の修理、人件費など）で差引き 2,115

万 7 千円の純利益でした。

◎収益的収支

◎資本的収支

〇収入 175万円

0支出 1,701 万3干円

0 差引き △1,526万3干円

175万円（他会計負担金）の収入に対して、 1,701万 3 千円の

支出で差引き不足する額1,526万 3 千円は過年度分損益勘定留保

資金、減債積立金で補てんした。

主な事業としては、新里地内の配水管移設工事及び大輪、大

佐貫、入ヶ谷地内の配水管布設工事、更に消火栓 5 基を新設し

て施設の整備を図りました。

ムヽl91

四
六
二
万
七
千
円
増
額

6
3年
度
国
保
会
計

▼
消
防
費
（
館
林
地
区
消
防
組
合
負
担
金

な
ど
）
：
·
―
二
六
万
五
千
円
増
額
し
て
総

額
を
九
‘
六
七
七
万
円
に

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
、
四
六
二
万
七
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
三
億
九
‘
八

0

一
万
五
干
円
に
し
ま
し

こ
。f
 

〇
主
な
歳
入

▼
県
支
出
金
：
·
二
五
万
円
追
加
し
て
総

額
を
一
―
八
万
九
千
円
に
▼
繰
越
金
…
四

三
七
万
七
千
円
追
加
し
て
総
額
を
一
‘
五

三
七
万
八
千
円
に

〇
主
な
歳
出

▼
保
健
施
設
費
（
パ
ソ
コ
ン
購
入
費
）

七
五
万
円
増
額
し
て
総
額
を
二
五
八
万
一

千
円
に

▼
諸
支
出
金
（
退
職
者
療
養
給
付
費
超
過

交
付
返
還
金
な
ど
）
・
・
・
三
八
七
万
七
千
円

増
額
し
て
総
額
を
三
八
八
万
四
千
円
に

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
,

~
昭
和
六
十
二
年
度
一
般
会
計
な
ど
~

~
各
種
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
は

~
三
ー
五
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
~

~
な
お
、
五
議
員
か
ら
六
件
の
一
般
i

~
質
問
か
行
わ
れ
ま
し
た
か
、
内
容
等
~

~
に
つ
い
て
は
近
く
発
行
予
定
の
「
議
｛

~
会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
｛

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

ー
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21 勺， 844万円 ス

23億7,941 万円

口 村 税 9億3,560万円 構成比 39.3%

地方交付税 6億8,145万円 28.7% 

曝支出金
村税の内わけ

/‘‘ 

万：車資▼
円 3 税産村
• 7 :税民
特 3 l ：税
月l」 01 3.  
土万i億 4
地円万 5 億
保▼円 9 6 
有電▼ 4 8 
税気村 9 1 
：税た万 0
8 :ば円万
0 5 こ▼円
万 8 消軽▼
円 5 費自固
〇税動定
ヽ—

諸 収 入

国庫支出金

繰
村

◎村有財産の状況

◎
性
質
別
歳
出
内
わ
け

（
単
位
／
千
円

越金
債

自動車取得
税交付金

地方譲与税

分担金及び
負担金
そのほか

1億9,823万円 8.3% 

1億5,529万円 6.5% 

7,709万円

7,633万円

5,420万円

5,051 万円

5,030万円

4,242万円

5,799万円

土 地・ ・・・・・・・・ ・・・・ ・・ ・・ 110,836m' 
（小・中学校や村営住宅の敷地）

建 物・ ・・・・・・・・ ・・・・ ・・ •• 25, 977m' 
（小・中学校の校舎や役場庁舎・村営住宅など）

有価証券・．．．．．．．．．．．．．．．．．.. 96万円

（電信電話債券他）

基 金・ ・・・・・・・・・・・・・• 5 億 1,738万円
（財政調整基金、土地開発基金）

出資金等・・・・・ ...... ·489万円
（村か他の団体に事業のもとでとして出したお金など）

3.2% 

3.2% 

内 わけ 金 額 構成比（％）
人 件 費 564,449 25.9 

義務的経費
扶 助 費 51,911 2.4 
ノム\ 債 費 215,535 9 9 

（計） (831,895) (38 2) 

物 件 費 333,873 15 3 
補助費等 183,996 8 4 
維持補修費 54,042 2 5 

その他の経費
貸付金 3,416 0 2 

投資及び出資金 10,818 0 5 
積 止' 金 112,432 5 2 
繰 出 金 18,070 0.8 

（計） (716,647) (32 9) 

投資的経費 普通建設事業費 629,893 28 9 

歳 出 総 額 2,178,435 100.0 

決
算
の
あ
ら
ま
し

昭
和
6
2年
度

松

国
の
昭
和
六
十
二
年
度
一
般
会
計
、
国
債
費
と
地
方
交
付
税
を
除
い
た
政
策
的
支
出
で
あ
る
一
般
歳
出
は
、
五
年
連

続
し
て
前
年
度
以
下
の
圧
縮
予
算
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
、
税
の
自
然
増
、

N
T
T

株
の
売
却
等
を

見
込
む
な
ど
、
財
源
確
保
に
努
力
す
る
一
方
、
昨
年
九
月
に
は
六
兆
円
と
い
う
大
型
補
正
予
算
を
組
み
、
公
共
事
業
の

増
大
等
、
民
間
と
一
体
と
な
り
、
内
需
拡
大
の
た
め
の
諸
施
策
が
図
ら
れ
、
現
在
も
な
お
、
継
続
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

本
村
に
お
い
て
も
、
国
、
県
と
同
一
基
調
に
立
ち
、
行
政
改
革
大
綱
、
第
三
次
総
合
計
画
を
基
本
と
し
て
、
各
般
に

わ
た
る
施
策
を
強
力
に
推
進
す
る
と
共
に
、
「
健
康
と
豊
か
な
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
、
活
力
と
う
る
お
い
の
あ
る
郷
土

づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、
福
祉
の
向
上
、
生
活
環
境
基
盤
や
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
、
産
業
、
教
育
文
化
の
振
興
な
ど
村

民
生
活
安
定
の
た
め
、
各
分
野
の
発
展
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
お
お
む
ね
所
期
の
目
的
を
達
成
し
、
一
層
充
実
し
た
村
づ
く
り
に
向
け
て
前
進
す
る
こ
と
か
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
議
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、
村
民
各
位
の
深
い
ご
理
解
と
あ
た
た
か
い
ご
指
導
‘
ご
協
力
の
た

ま
も
の
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、
こ
こ
に
昭
和
六
十
二
年
度
の
決
算
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

明
和
村
長
奈
良
丑



(5) 第325号 広 報 め い わ 昭和63年10 月 10 日

使つだあ金
＊構成比

゜ 0工事請負費（道路改良・測溝整備など）

3 億0,258万円

〇測量設計委託料・・・・・・・・・・・・・・・ 1,187万円

〇都市計画費・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ······685万円

〇災害復旧費•…

土木費 4億4,348万円 *20.4% : 総務費 3億7,129万円 *17.0% 

・・・・・・・ 2,388万円

など

ぇ
ん
J

•”. 

'
`
 

•‘ 

贄

~ 

1
,
 

‘` 拿
．
，

·
』
'
»

1
,
1
f
i
 

,·’ 
, 
1
,
 

道
路
改
良
（
通
学
路
整
備
）

0 交通対策費

〇一般管理費・・・・・・・

〇税務総務費

0 戸籍住民基本台帳費・

交
通
安
全
対
策

竺

円
円
円
円

万
万
万
万

9
9
8
6
0
5
7
6
 

3

ぷ
こ
ぷ

4

4

1

 

意ヽー

• 民生費 3億4,036万円

*15.6% 

0 社会福祉総務費•…… ••3,509万円

〇国民年金費……•• 1 億3,884万円

〇医療福祉費・・・・・・・・・・・・・・・ 1,253万円

〇老人福祉センター費… 1,902万円

〇保育園費・・・・・・・・・・・・・・・・・ •9,281万円

など

喜
デ覧

実

◇農林水産業費 3億2,416万円
*14.9% 

0 新農構事業集落センター

建設費補助金·…… ••780万円

0 工事請負費（かんかい排水、

農道整備等） 1 億9,942万円

など

’‘’ 
.. 

ー'--『J --~..,.!;王ゥ· n 
圃圃而而而而----,_;::. :._,：え
建てかえられた区集落センター（大佐貫）

゜
教育費 2億3,414万円

*10.7% 

0 小学校費・・・・・・・・・・・・・ ··6,270万円

0 中学校費・・・・・・・・・・・・・ ··3,904万円

〇幼稚園費・・・・・・・・・・・・・・ •3,625万円

〇公民館費・・・・・・・・・・・・・・・ 1,643万円

〇体育施設費・・・・・・・・・・・・ 1,064万円

など

• 
0 元

〇利

公債費

金·・・・・・・・・・・・・

子・・・・・・・・・

2億1,558万円

*9.9% 

1 億2,152万円

・・・・・ ··9,401万円

など

ク苓t..,/4)» I..ｷ 

芍

。衛生費 9,789万円

〇胃集団検診など

各種検診委託料

1,108万円

〇保健センター費

304万円

〇じん芥処理費

2,532万円

0 し尿処理費

1,281万円

など

゜
議会費

4,880万円 *2.2% 
: 商工費

1,445万円 *0.7% 

消防費 8,501 万円

*3.9% 

◎＼諸支出金
328万円 *0.2% 
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., 

老
人
福
祉
大
会

明
和
村
老
人
福
祉
大
会
は
、
九
月

二
十
四
日
、
r

野
鳥
の
森
と
1

ぶ
（
館

林
市
）L
で
、
あ
い
に
く
の
雨
天
に
も

か
か
わ
ら
す
老
人
ク
ラ
ブ
の
人
だ
ち

五
百
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
だ
。

式
で
は
、
主
催
者
で
あ
る
村
長
、

社
会
福
祉
協
議
会
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、

I
I

苦
楽
を
共
に
半
世
紀
I
I金
婚
を

迎
え
ら
れ
だ
ご
夫
妻
十
組
の
顕
彰
を

は
じ
め
、
四
世
代
以
上
同
居
家
庭
、

ね
だ
き
り
老
人
介
護
者
、
老
人
ク
ラ

ブ
育
成
功
労
者
な
ど
の
、
表
彰
が
あ

り
そ
れ
ぞ
れ
祝
福
を
受
け
ま
し
だ
。

ま
だ
、
式
終
了
後
、
民
生
児
童
委

貴
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
い
だ
だ
き
参
加
者
に
よ
る
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ

な
と
多
彩
な
自
慢
の
芸
が
披
露
さ
れ

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
だ
。

---

＼苦楽を共に50年。

\、 村長を囲んで 10組の金婚者

¥-------------------------------

お
め
で
と

う
金
婚

人
.. . 

脚
の
半
枇
紀

0
多
田
栄
作
・
幸
江

0
江
森
栄
吉
・
ふ
く

〇
柿
沼
治
正
・
た
け

0
福
島
茂
・
濱
子

0
飯
塚
正
平
・
か
つ

（
斗
合
田
）

（
上
江
黒
）

（
江
口
）

（
江
口
）

（
江
口
）

1
0
組
の
お
し
ど
り
夫
妻

ご
結
婚
5
0年

〈
四
世
代
以
上
同
居
家
庭
〉

奈
良
原
勇
三
郎
（
千
津
井
）

飯
塚
義
長
（
江
口
）

〈
ね
た
き
り
老
人
介
護
者
〉

原
い
ね
（
南
大
島
）

篠
木
た
い
（
大
佐
貫
）

〔
敬
称
略
〕

0
田
口
重
夫
（
須
賀
）

〇
菊
地
正
（
新
里
）

〔
敬
称
略
〕

老
人
ク
ラ
ブ
育
成

功
労
者
表
彰

濯帽）

0
福
田
峯
次
（
梅

老
人
ク
ラ
ブ
育
成

功
労
者
表
彰

原
）

〔
敬
称
略
〕

（村長表彰）

家
庭
表
彰

老
人
扶
養
模
範

（村長表彰）

▲アトラクション▼

0
石
川
定
吉
・
ナ
ミ
（
南
大
島
）

0
落
合
門
之
丞
・
カ
ネ
（
須
賀
）

0
大
野
長
太
郎
・
し
な
を
（
矢
島
）

0
田
口
雙
次
郎
・
ツ
チ
（
矢
島
）

〇
篠
木
清
一
・
と
し
（
大
佐
貫
）〔

敬
称
略
〕
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゜

ヽ
「長痔おめでとう、いつまでもお元気で」と 9 月 14 日、

村と村社会福祉協議会では、村内85歳以上の99 人宅を村長、

助役、社協長らか二班に分かれ慰問、長弄を祝いました。

今年98歳、最高齢者の恩田万吉さんらに、記念品や敬老年

金などを贈りました。

0 0 
斗合田婦人会（代表、仲村初代さん）では、今年も地元

のお年寄り 43人を手づくり料理でもてなしました。すっか

リお年寄りに定着。「この日か来るのか楽しみです」と舌つ

づみを打ちなから婦人らと歌やダンスを楽しみ上機嫌でし

た。 (9/15 、斗合田集落センター）

威．．：．．．．：：•：老• • •• ｷ •... 
..................... 

···…•口が国
老人、身障者、母子家庭など社会的に弱い立

場にある人たちによる総合福祉スポーツ大会は、

9 月 25 日、社会体育館で開かれ、約300人か笑顔

と歓声の中、玉入れ、パン食い競争など16種目

にさわやかな汗を流しました。地区対抗とあっ

て各種目に熱い声援か館内いっぱいに響きわた

りました。

゜老人を対象に、水墨画講座か開かれています。毛筆

で花などをかく、この画法にわかにブームとか。筆の

入れ方、ぬき方がポイント。 「精神統一にもなります

ね」と皆さん、キリッとした表情で筆をおろしていま

した。（老人福祉センター主催。 3 月まで開講）

;.:..--=:t I 水墨画挑戦 I
一• --しr

•—-
- --·｀ベー9 、

凶
0-0  
村食生活改善推進員の婦人たち25人は、村内の独居

老人20人を招き、一緒に「たまごごはん」などの手料

理をつ〈り、みんなで舌つづみを打ちなから人生談義

に花を咲かせ楽しいひとときを過ごしました。

(9/12、中央公民館）
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「村ソフトボール協会旗」争奪リーグ戦結果

A リーグ優勝「新里」（代表、堀口純一）

B リーグ優勝「スナガ R シャーク」（代表、藤村明憲）

「
新
里
」
チ
ー
ム

〔 A リーグ〕 0勝 □不戦勝●負 ■不戦負△引分け

\ 
田 ゃ 新 大

贔[ 須プ只』" 
斗 中 勝 敗 弓 I 勝 順: ま ソ 合

フ

島 里 輪 卜 田 欠ロ 数 数 分 点 位

田 島 \ . . . ゚ ロ ロ

゜
4 3 8 3 

やまう漬物

゜
\ • • 

゜
• • 口 3 4 6 4 

新 里

゜ ゜
|¥ 

゜ ゜ ゜
ロ

゜
7 14 1 

大 輪

゜ ゜
. \ . ゚

゜ ゜
5 2 10 2 

川俣愛好会 . . . ゚\ 

゜
. ゚ 3 4 6 5 

須賀ソフト . ゚. . . に
゜

ロ 3 4 6 7 

斗合田 . ゚. . ゚. ド ロ 3 4 6 6 

中 クロ . . . . . . . \ 
゜
7 

゜
8 

※両リーグとも、同勝点の順位は得失点による。

〔 B リーグ〕 0勝 □不戦勝●負 ■不戦敗△引分け

\ 
干 江 IJ ス 江

ょ灯
矢 江 M 勝 敗 弓 I 勝 順

津 口
力 ナ

口 プ
s 

I ガ C 

井 B ズ R A C 島 ラ イ 数 数 分 ‘占’‘‘ 位

千津井 \ . . . 口
゜ ゜ ゜

. 4 4 8 4 

江口 B 口 \ 口 . ゚
゜ ゜

. • 5 2 1 11 3 
リカーズ 口 . \ . . . . ゚. 2 6 4 8 

スナガ R 口

゜ ゜
\ 

゜ ゜
. ゚

゜
7 1 14 1 

江口 A . . 口 . \ . . . . 1 7 2 , 
千津井 SC . . 口 . ゚\ 

゜
. . 3 5 6 6 

矢 島 . . ゚
゜ ゜

. |¥ . . 3 5 6 7 

江プラ . ゚. . 口
゜ ゜
|¥ . 4 4 8 5 

M S C イ

゜
• 口 . ゚

゜ ゜ ゜
\ 6 1 1 13 2 

ヽ、「 9

「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ー
ル
」
の
村
審
査
か
九
月
十
六
日
‘
役
場

審
査
パ
ス
、

「
ス
ナ
ガ
R

シ
ャ
ー
ク
」
チ
ー
ム

隈
審
査
へ

0

ー
＼
ス
タIr
コ
ン
ク
—
ル

会
議
室
で
行
わ
れ
、
県
審
査
に
の
ぞ
む
小

学
生
、
中
学
生
そ
れ
ぞ
れ
十
点
、
合
計
二

十
点
の
作
品
か
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
選
挙
啓
発
の
一
環
と
し
て
選
挙

管
理
委
員
会
な
ど
か
主
催
し
例
年
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。
本
村
の
作
品
は
、
毎
回

好
成
績
を
あ
げ
前
年
は
県
審
査
を
パ
ス
し

県
代
表
と
し
て
国
（
中
央
）
へ
進
む
な
ど

高
い
実
績
を
誇
っ
て
お
り
、
今
回
も
大
い

に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

村
選
挙
管
理
委
員
会
関
係
者
と
村
内
西
、

東
小
、
明
中
の
美
術
関
係
の
教
員
ら
か
審

査
に
あ
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
各
校
単
位
で

選
考
し
た
小
学
校
八
十
四
点
、
中
学
校
四

十
二
点
、
合
わ
せ
て
百
二
十
六
点
の
中
か

ら
、
配
色
、
創
造
性
な
ど
を
ポ
イ
ン
ト
に

次
の
人
か
選
ら
ば
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

〇
小
学
生
の
部
〔
応
募
数
八
九
八
点
〕

▽
山
本
晴
子
（
東
小
1
)▽
小
田
木
千
尋

（
西
小
1
)▽
小
池
宏
美
（
東
小
2
)
▽
恩
田

も
と
み
（
西
小
2
)
▽
鈴
木
智
貴
（
西
小
3
)

▽
立
岡
功
之
（
東
小
4
)
▽
田
部
井
雅
子
（
東

小
5
)
▽
山
田
雅
信
（
西
小
5
)▽
田
村
真

紀
子
（
東
小
6
)
▽
斎
藤
直
子
（
西
小
6
)

〇
中
学
生
の
部
〔
応
募
数
五
五
八
点
〕

▽
小
久
保
裕
介
（
明
中
1
)
▽
角
田
義
春

（
同
1
)
▽
石
塚
研
二
（
同
2
)
▽
大
川

貴
子
（
同
2
)
▽
多
田
恭
子
（
同
2
)
▽

市
川
房
枝
（
同

3
)
▽
砂
賀
美
芽
（
同
3
)

▽
小
松
原
照
素
（
同
3
)
▽
田
村
直
樹
（
同

3
)
▽
立
川
陽
子
（
同

3
)

〔
敬
称
略
〕
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情報. 
ーツへ

汗を 。

＊
期

＊
会

＊
対

賞状を手にする荒木くん

荒
木
友
教
く
ん
（
西
小
4

年
・
大
輪
）

が
、
八
月
二
十
七
日
、
東
京
代
々
木
オ
リ

荒
木
友
教
く
ん

全
国
で
五
位

ジ
ュ
ニ
ア
）

（
ス
イ
ミ
ン
グ

西
小
4
年

チ
ー
ム

＊
参
加
費
1
1

一
五
0
0
円

＊
申
込
み
・
問
合
せ
1
1
1
0
月
2
0
日
ま
で
に

社
会
体
育
館
へ

(
6闘
4
6
2
6
)

第 I I 回村民ソフトボール大会結果

大輪ライオンズ

千津井

大佐貫‘ノフトクラブ

江 ロ A
 ン

ピ
ッ
ク
。
フ
ー
ル
で
開
か
れ
た
全
国
ジ

ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
夏
季
水
泳
競
技

大
会
で
活
躍
。
男
子
一
0
歳
以
下
、
五

O
M

自
由
形
決
勝
で
見
事
五
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

館
林
市
内
の
イ
ト
マ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
に
所
属
。
日
曜
日
を
除
く
毎

日
、
二
時
間
泳
い
で
い
ま
す
。

身
長
一
四
五
丑
／
、
体
重
三
六
k
g
と
恵

ま
れ
た
体
格
に
加
え
、
天
性
の
体
の
柔

軟
さ
、
脚
力
を
生
か
し
た
泳
ぎ
は
抜
群
。

「

-
0
歳
ク
ラ
ス
で
は
北
関
東
で
ト
ッ

プ
。
将
来
が
大
い
に
期
待
で
き
、
楽
し

み
で
す
。
」
と
関
係
者
は
絶
賛
し
て
い
ま

す
。友

教
く
ん
、
お
め
で
と
う
。
日
本
・

世
界
一
を
め
ざ
し
て
ガ
ン
バ
レ
ー

s
 
c
 

M S C イーグルス

中谷‘ノフトクラブ

大 明 ソ フ

やまうソフト

須賀

JII 俣愛好会

斗合田ソフトクラブ

日

1
1
1
1
月
6

日
げ

場
1
1

杜
会
体
育
館

象
1
1

村
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
登
録

大
会
結
果

圏
A

ブ
ロ
ッ
ク
（
四
チ
ー
ム
参
加
）

※
リ
ー
グ
戦

一
位
1
1

「
明
和
西
愛
好
会
」

二
位
1
1

「
キ
ャ
ッ
ツ
愛
」

衡
B

ブ
ロ
ッ
ク
（
五
チ
ー
ム
参
加
）

※
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

一
位
1
1

「
明
和
ク
ラ
ブ
」

二
位
1
1

「
チ
ェ
リ
ー
ズ
」

江 ロ B
 

村
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ソ フ

スナガ R シャーク

1 位

2位

3位

3位

ニ
：:
 

秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ニ
ー
チ
ー
ム
募
集

スナガRシャーワ

新里ウイングス

大輪ライオンズ

須賀ソフトワラブ

キ
ケ
ン

キ
ケ
ン

10 

田島ソフト愛好会

矢島ソフトクラブ

千 津 井

新里ウィングス



第325号 広報めいわ

［消防団なと300人が

防災訓練・．．．．．．．．］

昭和63年10 月 10 日 (10) 

防災意識の高揚を図ることを目的に村防災訓練か 9 月 4 日、

明中校庭で行われました。訓練には、消防団、婦人消防隊、

明和分署員、危険物安全協会、防火対象物連絡協議会、館林

消防署救助隊の約300人が参加。震度 6 の烈震に見舞われ、家

屋倒壊、火災発生の想定で、初期消火訓練、救出救急訓練な

ど 2 時間にわたり本番さなからに実施されました。

一般見物人も参加できる、ナイロン袋をかぶっての煙道通

過体験も行われ「ちょっとの工夫で効果かあるのですね」と

体験者の関心をあつめていました。

゜

今年も西小の児童全員か同校運動会で郷土に伝わる芸能

八木節を披露。地元八木節保存会のおはやしに合わせ、児

童、保護者、先生、三者一体となリ校庭狭しと、秋空に威

勢のいい踊＇）を響かせていました。

(10/ 2 日）

゜

゜精薄者愛護パレード隊か来庁。 「共に明るい

社会を 」と理解を求めました。村内関係者

や助役、副議長、社協長、役場職員ら百人ほど

か出迎え、メッセージ、激励のことばを交換さ

れました。このあと一行は板倉町に向かいまし

た。



(11) 第325号 広 報 め い わ 昭和63年10 月 10 日

〔初のこころみ、 野焼き〕

な変／ヽ

ミョウガ］

東小学校では、夏休み最後の 1 日を有意義にすご

そうと、 6 年生全員で土器（主に花びん）作り、野

焼きにチャレンジ。 1 学期の図工の時間にかためて

おいたものを、廃材、オガクズなどでむし焼きにし

て仕上げます。夕方には焼き上がり歓声を上げなか

ら喜びをかみしめていました。

4
 

4`‘­

ず
→
’

姿
f
f
農

應
畜
登
累
美
さ
ん
し
だ

南
大
島
の
森
尻
茂
さ
ん
宅
の
「
ミ
ョ
ウ
ガ
」
が
、
お
も
し
ろ
い
と
こ

ろ
に
実
を
つ
け
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
上
か
ら
実
を
出
す
の
か
通

常
。
と
こ
ろ
か
こ
の
ミ
ョ
ウ
ガ
地
上
5
0
c
m
ほ
ど
の
茎
に
実
を
つ
け
た
の

で
す
。
「
今
夏
、
異
常
気
象
の
せ
い
か
し
ら
」
と
複
雑
な
表
情
で
手
に
す

る
奥
さ
ん
の
光
江
さ
ん
。
こ
の
ミ
ョ
ウ
ガ
3
0年
も
の
だ
そ
う
で
す
。

(8/30) 

00 

：ニヽ

〖'対；寄＝
. 

［ヽ

ノ

」ニ―--つへ'-一l

村安全協会は、館林警察署の協力を得て、ナシ園

か連なる田島地内の県道で「事故ナシ運転を」とド
ライバーに村特産のナシニ百個をプレゼント。シー

トベルト着用など安全運転を呼びかけました。

(9/21 日、秋の交通安全運動の初日）。

,
f
t
ぎ
‘

懇
曾
箆
累
ー
さ
ん
し
だ , 

九
月
二
十
三
日
（
秋
分
の
日
）
、
中
央
公
民
館
で
明
和
村
成
人
式
か
行
わ
れ
ま
し

た
。
村
で
は
昭
和
三
十
三
年
か
ら
、
”
派
手
な
服
装
よ
り
心
を
飾
る
成
人
式
I
i
と
あ

わ
せ
て
二
十
歳
に
な
っ
た
こ
と
を
祖
先
に
感
謝
す
る
意
を
込
め
て
、
毎
年
こ
の
秋

分
の
日
に
開
い
て
い
ま
す
。

男
性
は
、
白
の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
、
女
性
は
、
白
の
ブ
ラ
ウ
ス
に
ス
カ
ー
ト
姿
と
簡

素
な
服
装
で
す
。
男
性
六
十
三
人
、
女
性
六
十
七
人
合
わ
せ
て
百
三
十
人
か
参
加
。

区
長
さ
ん
な
ど
約
四
十
人
か
来
賓
出
席
す
る
な
か
、
県
教
育
長
、
村
長
、
村
議
会

議
長
、
館
林
警
察
署
長
ら
の
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
聞
き
、
新
成
人
へ
の
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

[
派
手
な
服
装
よ
り
心
を
飾
る

百
三
十
人
が
新
成
人
]
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に
ご
協
力
く
だ
さ
い

•
9

、

9
•
9

、

9
•
9
.
9

、

9
.
,
.
,
•
9
•
9
•
9

、

9
•
9

、

9
•
9

、

9
•
9

ヽ

9
.
,
.
,
•
9

、

—— —— —— —— —— —— —— —— —— —— 
ー
ニ

9
.
-

ー
し
せ
⑨
一

—— —— 

お
ら

—— —— —— —— —— 
r
‘
9

、
9

、
9

、
9

、
9
•
9

、
9

、
9

ヽ
9

、
9

ヽ
9
•
9

、
9

、
9

、
9

、
9

、
9

、
9

、
9

、
9

、
9
.
9

、
9
.
9

、
9

、
9

、
9
.
9

、
9

、
9

、
9

、
9

、
9

、
9

、
9

、
9

、
9

ヽ
9

ヽ
9

、
9

ヽ
9

、
9

、
9
.
9
•
9

、
9

、
9

ヽ
9

ヽ
9

、
9

、
9

、
9

ヽ
9

、
9

ヽ
9

、
9

、
9

、
9

ヽ
9
.
,
.
,

」

巡
回
行
政
相
談

隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
日
常
生

活
て
お
悩
み
の
方
は
‘
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。1

0月
1
7
日
同
明
和
農
協
第
一

1
1
1
8
日
因
明
和
村
役
場

1
1
1
9
日
因
東
部
児
童
館

相
談
時
間
は
、
い
す
れ
も
午
前

1
0時
か

ら
午
後
3

時
ま
で
で
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
（

6
8
4
|
3

1
1
1

内
線
3
8番
）
へ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
調
査

現
在
、
村
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

に
所
属
し
て
い
る
方
の
実
態
調
査
・
意
識

調
査
を
行
い
ま
す
。

民
生
委
員
さ
ん
が
お
宅
に
お
伺
い
し
た

際
は
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
を
希
望
す
る
方
の
募
集
も
行
い
ま
す

み
な
さ
ん
か
、
料
理
店
、
バ
ー
、
飲
食

店
、
旅
館
な
ど
の
施
設
を
利
用
し
た
場
合

に
は
料
理
飲
食
等
消
費
税
と
い
う
県
税
か

か
か
り
ま
す
。

こ
の
県
税
は
店
の
経
営
者
か
県
に
代
わ

っ
て
、
み
な
さ
ん
か
ら
税
金
を
預
か
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
か
‘
こ
の
時
に
税

金
を
預
か
っ
た
し
る
し
と
し
て
県
か
発
行

し
て
い
る
領
収
証
か
「
公
給
領
収
証
」
で

す
。

◎
料
理
店
、
バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
等
に
つ

い
て
は
料
金
の
1
0
%

◎
旅
館
、
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
場
合
に

1

人
の
料
金
か
5
0
0
0
円
を
超
え
た
と
き

に
は
‘
料
金
か
ら
2
5
0
0
円
を
引
い
た

金
額
の
1
0
%。
た
だ
し
休
憩
の
場
合
に
は

必
ず
受
け
取
り
ま
し
ょ
う

公
給
領
収
証
は

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（

6
8
4

_
4
9
2
6
)

へ

1

人
当
た
り
の
料
金
が
2
5
0
0
円
を
超

え
た
場
合
に
1
0
%

◎
飲
食
店
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
は

1

人
1

回
の
料
金
か
2
5
0
0
円
を
超
え
る
と
料

金
の
1
0
%

「
公
給
領
収
証
」
は
、
納
税
し
た
証
し

で
す
か
ら
必
ず
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

も
う
す
ぐ
で
す
。

福
祉
バ
ザ
ー
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
I
.

安
い
／
で
評
判
の
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
福

祉
バ
ザ
ー
」
か
、
今
年
も

1
1月
認
日
に
開

か
れ
ま
す
。

主
催
者
の
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
で
は
、
皆
様
の
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
‘

日
用
品
、
な
ど
の
寄
付
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

寄
付
の
方
法
等
に
つ
い
て
は
‘
追
っ
て

広
報
紙
な
ど
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

`' 村民文化大 学教養講座
村 の ｀

つ
一ゞ

一
き

三

10 月 14 日（金） PM6:40~ 

10 月 21 日（金）

10 月 27 日（木）

11 月 3 日（木）

i
 

PM6: 50,.ツ

PM6:50~ 

PM3: 50ヘノ

経

工

済

ツ

会場／中央公民館

平一＿
―
-
ロ

セ イ

合

論

ス

高原須美子先生

下重暁子先生

鈴木文弥先生

大沢悠里先生

(84) 4 4 9 1 

家

卜

スポーツキャスター

T B S アナウンサー

゜会

場

日
寺

n
n
 

会

1
0月

2
0日

受
付

保
健
セ
ン
タ
ー

妊
婦
健
診

場

日
寺

n
n
 

1
0月

2
8日

1
1月

1
0日
午
後

1

時
1
2

時
受
付

保
健
セ
ン
タ
ー

乳
幼
児
健
診

10 月

12 日

14 日

16 日

21 日

27 日

午
後
1

時
1
2

時

11 月

3 日

明中運動会

村民文化大学（高原須美子）

壮年ソフトボール大会

村民文化大学（下重暁子）

村民文化大学（鈴木文弥）

村民文化大学（大沢悠里）

3 ~ 6 日

23 日

文化活動発表会

福祉バザー

予定ですので変わる場合もあります。
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（寄付ありがとう）

事
業
名
ハ
ソ
コ
ン
教
主
‘
話
し
方
教
室
‘

初
級
ワ
ー
プ
ロ
教
完
、
県
民
生
涯
学
皆

講
座
な
ど

催
し
物

〇
上
江
黒
の
キ
ャ
ッ
ツ
愛

お
客
様
一
同
か
ら
一
万

二
千
円
余
を

0
大
谷
直
子
さ
ん
（
斗
合

田
）
は
一
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
杜
会
福
祉
の

た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
と
、
村
社
会
椙
祉
協
議

会
（
奉
仕
銀
行
）
へ
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

県
民
芸
術
祭
特
別
講
涼

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

1
0月
事
業
・
催
し
物

レ
ク
・
軽
ス
ポ
ー
ツ
研
修

1
0月

実
施
期
日
1
1

月

1
3
日□

、

1
2月
1
1
日□

6
4
年
1
月
2
1
日□
1
2
2日
□
1

泊
2

日

対
象
者
及
び
定
員
県
内
豹
少
年
団
体
・

職
場
の
リ
ー
タ
ー
及
び
レ
ク
リ
ー
タ
ー

を
店
す
方
6
0
名

申
し
込
み
1
0
月
2
5
日
閲
ま
て
に
‘
仕
所
‘

氏
名
、
年
齢
、
付
別
‘
職
業
‘
電
話
番

号
を
明
記
の
う
え
ハ
カ
キ
て
〒
叩
太

田
市
熊
野
町
3
9
1
3
4
県
立
金
山
責
年

の
家
宛

群
し
く
は
‘
含
山
也
年
の
家

(
C
2
2
1

7
9
5
6
)

へ

ご
参
加
く
だ
さ
い
、
さ
わ
や
か

.... 午
後
2

時
＼

2
8
日5

入
場
無
料

県
池
劇
祭
1
0
月
3
0
日
り
午
後
1
時

1

県
生
淵
学
習
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル
於
入
場
無
料

詳
し
く
は
‘
県
生
湛
学
料
セ
ン
タ
ー
（

0
2
7
2
1
2
4
1
5
7
0
0
)

へ

日
時3

0分

会
場
群
馬
県
民
会
館
小
ホ
ー
ル

演
題
現
代
文
明
を
い
か
に
生
き
る
か

申
し
込
み
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所

氏
名
‘
電
話
番
号
、
「
第
3
0
回
希
望
」

を
明
記
し
‘
〒
叩
前
橋
市
若
宮
町
1

_
1
2
|
2
6
放
送
セ
ン
タ
ー
群
馬
学
習

セ
ン
タ
ー
（

6
0
2
7
2
1
3
2
|
5
3

8
1
)
 ヘ

羊
し
く
よ
、

ニ
ニ
ロ
ー

県
民
会
館
於

午
後
2
時
1
4

時

放
送
セ
ン
タ
ー
へ

開
催
日
1
0
月
1
5
日
C
I
1
1
1
月
1
3
日
り

内
容
鎌
倉
時
代
か
ら
名
刹
•
長
楽
寺

の
仏
教
美
術
を
中
心
に
し
た
文
化
財
の

数
々
、
新
田
氏
‘
徳
川
氏
ゆ
か
り
の
品
。

な
お
、
1
0
月
認
日
□
、
1
1
月
3
日
囚
定

方
嘉
津
夫
氏
の
記
念
講
演
か
行
わ
れ
ま
す
。

秋
の
一
日
、
歴
史
公
園
の
散
策
を
楽
し

み
な
か
ら
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
県
民
の
日
1
0
月
2
8
日
⑤
は
、
入
場
無
料

で
一
般
公
開
い
た
し
ま
す
。

「
第3
回
長
楽
寺
展
」

東
毛
歴
史
資
料
館

1
1月
5
日

学

公
開
講
演

会

放

送

大

気
短
か
に
チ
ャ
イ
ム
を
お
し
て
来
客
の

「
あ
の
人
じ
ゃ
な
い
」
と
孫
子
の
言
葉
早

x
 ) 
カ
t

野
本
み
ね
子

吾
を
連
れ
て
親
戚
訪
ひ
に
召
し
亡
姑
の

残
れ
る
着
物
に
樟
脳
を
置
く

文

芸

全 国防犯 運 動

＼
ー
）

10月11 日～20日
◆実施重点◆

0自動車盗の防止

〇侵入盗の防止

〇少年非行の防止

〇悪質商法の防止

〇覚せい剤等、薬物の乱用防止

”
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
助
け
あ
っ
て
、

温
か
い
手
を
“
人
の
や
さ
し
さ
を
象
徴
す

る
も
の
、
そ
れ
か
赤
い
羽
根
で
す
。

そ
の
赤
い
羽
根
「
共
同
募
金
運
動
」
か

1
0
月
1
日
か
ら
今
年
い
っ
ぱ
い
展
開
さ
れ

ま
す
。

村
で
も
‘
運
動
期
間
中
‘
区
長
、
民
生

委
員
の
方
か
各
家
庭
や
事
業
所
に
お
伺
い

し
て
募
金
を
お
顧
い
し
ま
す
の
て
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

り
汀ロ

福
田
初
江

夜
半
を
覚
め
ひ
と
日
の
こ
と
思
ふ
間
の

刻
は
長
か
り
孤
独
な
げ
か
ず

原
口
美
津
子

娘
持
つ
父
は
戦
中
桐
苗
植
え
し
嫁
入
り

道
具
を
と
心
や
さ
し
も

原
口
文
江

か
は
そ
き
も
背
筋
伸
ぶ
老
母
娘
と
共
に

紅
の
つ
つ
じ
は
仔
ち
て
久
し
き奈

良
照
子

八
の
字
に
寝
か
へ
り
打
て
り
添
寝
せ
し

ぴ
ん

丸
き
手
に
持
つ
哺
乳
瓶
の
泡
立
ち

泉
田
政
子

I
I

赤
い
羽
根
I
i
募
金
運
動

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

゜ 会 会

村
（
県
）
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

利
根
加
用
水
組
合
費
、
国
民
年
金
、

水
道
使
用
料
で
す
。

納
期
限
は
1
0
月
3
1
日
で
す
。
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

今 場

日

時 交
通
事
故
相
談

場

日
寺
月

会 会

月
の
納
税

1
1
月
1
7
日
午
前
1
0
時1
午
後

3
時

館
林
市
役
所

1
1
月
1
0
日
午
前
1
0
時1
午
後

3
時

館
林
市
役
所

年
金
相
談

場
役
場
会
議
室

3

寺nnL 

日
時
1
0
月
1
8
日
午
前
1
0
時

1

午
後

人
櫂
・
行
政
·
｀
心
配
二
と
相
談

場

日
寺
n
n
 

1
0
月
2
0
日
1
1
月
4
日
午
前

9
時
3
0
分
＼
1
0
時
3
0
分
受
付

保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
相
談

10月28日は「群馬票民の日」です。票内各地でいろんな催し物が行われます。
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ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
で
は
、
明
和
村
カ
ブ

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
隊
員
募
集

芦 館林邑楽地区 館林地区 邑［石闘倉
日 産婦人科 耳鼻科 内 科外科 明 地区

10 月 16 日
古屋（個医院後藤粛医院 後藤園医院合 (72)3975 篠） II 堂医院 館林地区が

曜 合 (63)616| ff(72) 3975 云（74)0184 担当します

10 月 23 日
佐々木医院川田国医院 田内医院合(72)3855 永寿堂医院 小西医院

当
合(62)2623 fl(72)3314 須田医院合(72)0862 合(72)4469 合(86)2261

10 月 30 日
真中医院原医院 多々良診療所合(72)3060 海宝医院 増田医院

番
合(72)1630 合(72) 1936 神尾医院合(75)1288 合(74)0811 云 (82)2255

横田医院川村医院 記念病院合(72)3155 岡田医院 石山医院
11 月 6 日

ff(72)0255 ff(72) 1337 大塚医院合(72)0176 合 (72)3163 合 (82)0103
医

浜野医院小倉医院 後藤内科合(72)0134 津久井医院 竹越医院
II 月 13 日

ff (88)5678 合 (72)0606 ゆたか医院ff(73)7308 合(72)3316 合 (84)3137

責

9 月の

救急車出動回数
•交通事故 4 件

●急病 2 件

•その他 2 件

• 言十 8 件

ぜひ、ご参加ください。

ス
カ
ウ
ト
隊
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

小
学
二
年
生
か
ら
四
年
生
ま
で
の
児
童

な
ら
ど
な
た
で
も
入
隊
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
は
村
教
育
委
員
会
（

6
闘
4
4
9
1
)
へ

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
か
ま
に

き
み
も

6
3
.
8
.
2
8
日

撮
影
1
1
東
毛
天
文
ク
ラ
ブ

• ` 
利
根
川
百
年
記
念
行
事
委
員
会
で
は
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
っ
と
し
て
、
利
根
川

流
域
の
川
‘
湖
沼
等
を
中
心
と
し
た
風
景

写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
‘
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

〇
募
集
期
間
1
1
1
0
月
未
日
ま
で

〇
応
募
方
法
1
1
役
場
建
設
課
に
あ
る
指
定

の
応
募
用
紙
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〇
申
込
み
・
問
合
せ
は
、
役
場
建
設
課

(
6闘
3
1
1
1
)へ

利
根
川
を
フ
ォ
ッ
ト

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
,

—­—­—­—­—— —— 
-
『

—­—— 

_

_

 

——— 
ー
ヤ
一

—­
-
、
ジ
―

—-
一
イ
一

―
ポ
―

—— 

=-

—— 

―
影
一

＿
晨
―

_— 

一

_— _— 

・
ー
、

—— 
ー
さ
一

一
し
―

—— 

＿
美
―

一
の
一

—”.-

~
激
~

一
成
心
一

—-

＇
ー
，

~
星
~

一
土
一

—­—— —-

,•999999999999999999999, 

村
中
央
公
民
館
で
は
、
東
毛
天
文
ク
ラ

ブ
の
協
力
を
得
て
火
星
な
ど
の
秋
の
星
座

の
観
望
会
を
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

親
子
そ
ろ
っ
て
、
秋
空
に
ロ
マ
ン
を
求

め
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
懐
中
電
燈
忘
れ
す
に

対
象
村
民
一
般
（
小
・
中
学
生
は
保

護
者
同
伴
の
こ
と
）

日
時
1
0
月

2
2日
出
午
後

6

時
ー
8

時
（
雨
天
・
曇
り
の
場
合
2
3日
）

会
場
中
央
公
民
館
広
場

定
員
先
着

l
o
o
名

参
加
費
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

(
C闘
4
4
9
1
)

へ

中
央
公
民
館

蓮
見
榮
次
郎

8
3

大
津
く
ら
8
3

岩
本
ユ
キ
子

6
6

美
代
子
斗
合
田

朝
良
矢

春
信
矢

島島

% ％恥

氏
名
年
齢

奈
良
芙
美

4
4

飢
足
蒲
太
郎

8
2

本
澤
ユ
ワ
8
3

世
帯
主
地

明圭
二

隆
次

田
島

南
大
島

梅
原

区

% % ％闘

1
1

あ
く
や
み
I
I

野
口
泰
史
誠
二
男
梅
原
％

新
井
直
哉
由
紀
夫
二
男
上
江
黒
％

名
保
護
者
続
柄

吉
永
一
徳
義
信
長
男

本
島
江
里
華
春
彦
長
女

脇
田
真
衣
俊
弘
長
女

栗
原
由
香
里
紳
雄
長
女

今
泉
敦
義
男
二
男

江
森
文
哉
和
夫
長
男

新
井
理
紗
武
―
―
女

江上千大上南梅地
江津佐江大
黒井貫黒島口 原

氏

区

% % % % ％貼貼：塁

゜1
1

あ
め
で
だ
ー

あ
め
で
だ

臼
`<

あ
く
や
み

゜
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（株）イシカワデザイン

東
幼
稚
園
児
が
稲
刈
り
|
_
。
自
分
た
ち
の
園
庭
の
一
角
に
、
十

五
平
方
い
い
ほ
ど
の
田
ん
ぼ
を
設
け
、
種
ま
き
、
田
植
え
、
稲
刈
り
と

一
貫
し
て
稲
の
生
育
観
察
を
兼
ね
て
の
体
験
学
習
。
一
人
ひ
と
り
、

先
生
の
手
ほ
ど
き
で
一
株
一
株
、
カ
マ
で
刈
り
取
り
、
貴
重
な
体
験

に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
（
鬼
）

し‘

ね
か
り

東幼稚園



第326号 広 報 め Lヽ わ 昭和63年11 月 10 日 (2) 

し、

選手宣誓する江森清さん

々

/ 
｀診ロニ

デットヒート

t
 

優勝にわく新里区

し）） い

例
年
ど
お
り
、
明
中
校
庭
で
一
万

村
民
の
心
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
健
脚

に
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
さ
わ
や

か
な
汗
を
流
し
、
峨
和
と
親
ぼ
く
の

輪
を
さ
ら
に
広
げ
ま
し
た
。
「
百
討
競

走
」
な
ど
十
三
種
目
の
区
対
抗
得
点

競
技
の
ほ
か
、
園
児
や
婦
人
の
踊
り

な
ど
合
わ
せ
て
二
十
七
種
目
が
行
わ

れ
、
一
種
目
／
＼
に
歓
声
と
声
援
が

飛
び
交
い
ま
し
た
。

成
績
は
、
新
里
区
が
三
連
覇
を
果

た
し
、
二
位
1
1

南
大
島
、
三
位
1
1

梅

原
と
続
き
ま
し
た
。

-‘ 

一
等
賞
や
っ
た
ね
ー

村
民
総
参
加
、
年
中
行
事
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
、
第
3
3
回
村
民
体
育

大
会
、
今
年
は
天
皇
陛
下
の
ご
平
癒

を
願
い
、
万
歳
三
唱
、
花
火
の
中
止

や
大
会
名
を
変
更
す
る
な
ど
、
規
模

を
縮
少
、
自
粛
し
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

~El 
f守 点 成 績 表

: 新 : 梅 ; 江 大 中

] 田
JI I 田 ; 井 叫

矢 : 黒 須 入
ケ

里 原 口 輪 公ロ 俣 島 島 賀 公ロ

百足競走（女） 3 5 8 7 8 1 4 5 7 6 6 2 3 2 4 

100m 競 走 16 , 8 10 8 15 6 8 12 5 , 10 12 7 5 
400m リレー（小女） 4 6 6 4 7 7 3 8 2 8 1 2 1 5 3 5 

400m リレー（小男） 5 1 3 8 6 7 5 1 4 7 2 2 6 8 4 3 

百足競走（男） 8 7 4 6 6 4 3 8 2 1 5 5 1 3 2 7 

玉 入 れ 7 7 8 3 3 4 8 5 6 2 4. 9 5 2 6 4 5 1 1 

綱 月 1 2.5 7 8 1 1 1 1 1 2.5 1 5.5 5 5 2.5 2.5 1 1 

たばこ火つけリレー 6 4 1 4 6 5 8 8 3 2 1 5 7 3 2 7 

400m リレー（中・女） 8 7 3 7 6 5 5 3 2 4 8 2 4 1 6 

800m リレー（中・男） 8 6 6 3 2 5 4 7 2 8 7 3 5 1 4 

400m リレー（一般女） 8 6 7 8 6 2 4 3 7 4 5 5 1 2 3 

400m リレー（一般男） 5 5 4 3 6 2 8 3 7 7 1 8 4 2 6 

カクテルリレー 8 7 7 4 3 8 6 3 6 5 5 4 2 2 1 1 

得 点 合 計 88.5 77 73 68 68 66 65 63 62.5 60 60 55 5 54 5 43 42 25 

総 合 順 位 1 2 3 4 5 6 7 8 , 10 1 1 12 13 14 15 16 
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月
下
美
人
咲
く

十
月
上
旬
、
見
事
に
大
輪
を
つ
け
た
、

金
子
操
治
さ
ん
（
入
ヶ
谷
）
宅
の
「
月

下
美
人
」
。
近
所
で
話
題
で
す
。
七
年
前

に
十
巧
ほ
ど
の
挿
し
木
を
知
人
か
ら
い

た
だ
い
た
も
の
。
一
・
五
訂
ほ
ど
の
大

き
さ
で
す
。
「
最
盛
期
に
は
十
ヶ
以
上
も

つ
け
る
の
で
す
よ
」
と
花
を
見
入
る
金

子
さ
ん
で
し
た
。

結婚相談員情報交換「明和オ］館林市」
明和村と館林市の結婚相談員による情報交換会が10月 7 日、

中央公民館で開かれました。全国的に農村地域の嫁不足は深刻

で、本村でも例外ではありません。本村の未婚男性をみてみま

すと 20歳～30歳未満が710人、 30歳以上が270人という状況。

そこでよりよい情報を一~もので

す。会議では活動体験を基に事例などを交え「嫁さんに来ても

らうにはどうしたらいいか」など活発な意見交換がなされ今後

も会合を重ね協力し合うことを約束し初会合を終えました。

卜ツ
ポス

カ
メ
ラ

(4) 

►

熱
弁
を
ふ
る
う
講
師

老人福祉センターで温泉気分

老人福祉センターに、本場の温泉が到着。訪れた入館客は

思わぬ配慮に上機嫌で温泉気分を満喫しました。「普段より 2

回多く入浴してしまいましたよ」と満足そう―。

これは東京電力館林営業所がサービスキャンペーンの一環
きつれ

として 1 日だけ行ったもの。栃木県にある「喜連川温泉」の

元湯およそ 5 百闘をタンクローリで運搬。同温泉は、リュウ

マチ、糖尿病に効くとあってにわかに脚光をあびています。

] 
ム

五百人の聴講生感動（村民文化大学）

恒例の村民文化大学は、女性経済評論家、高原須美子さん

が10月 4 日、 トップを切って講演。近年の経済情勢について、

身近かな問題を例にあげながら熱弁をふるいました。

この講座、公民館事業の一環として開講しているもので、

4 セット 5 百円。 21 日・下重暁子さん、 27 日・鈴木文弥さん、

11 月 3 日・大沢悠里さんと続き、それぞれ連日、 5 百人の聴

講生を感動させ好評を博しました。（中央公民館）

^ ....  ! _̀-
し；阿，ー、．｀‘心ふ~ ;” 

9 ` , • • 9 ゞ ‘ ’ヽ｀hー・',~‘.ｷｷ '呵 9:.:·.汎‘・r c‘9'—`‘ ｫ 
'... y.,._. ;_.ら..,_ --ｷ -`',.“`~. : •：ゞ'r.•.

^ 9 -L’ ・Jぶ凡一・←9
ーし‘ユ••• • 

第一回明和村老人福祉センター

ゲートボール大会結果

（福祉センター主催 30チーム参加

[> 1 位＝「川俣B チーム（代表・石川 孝一）」

[> 2 位＝「江口 B チーム（代表・新井繁二郎）」

[> 3 位＝「中谷 A チーム（代表・栗原道之助）」

9/7 初日）

く
つ
ろ
ぐ
お
年
寄
り
た
ち

◄
 お

風
呂
で
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江
口
の
福
島
一
男
さ
ん
が
、
こ
の
ほ 福島 一男さん

農
業
経
営
士
に

医
師
の
竹
越
功
さ
ん
（
新
里
）
は
、

十
月
十
三
日
、
前
橋
市
民
文
化
会
館
で

開
か
れ
た
、
国
民
健
康
保
険
法
施
行
五

0
周
年
記
念
式
典
の
席
上
で
、
群
馬
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
理
事
長
か

ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

竹
越
さ
ん
は
、
永
年
、
明
和
村
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
と
し
て
活

躍
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

福
島
一
男
さ
ん

竹越

理
事
長
表
彰

群
馬
県
国
保
連
合
会

功さん

柿
沼
昭
博
さ
ん
（
江
口
）
は
永
年
、
少

年
警
察
協
助
員
（
群
馬
県
警
察
本
部
長
委

嘱
）
と
し
て
活
躍
。
地
域
社
会
に
お
け
る

防
犯
思
想
の
普
及
高
揚
と
青
少
年
の
非
行

防
止
な
ど
防
犯
活
動
に
積
極
的
に
取
組
み

大
き
な
成
果
を
収
め
ま
し
た
。

こ
れ
等
一
連
の
功
績
が
認
め
ら
れ
表
彰

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

柿沼昭博さん

優秀賞 功之くんの作品

市川房枝さん
（明中 3 年）

優
勝
し
た
本
村
農
業
委
員
会
チ
ー
ム

邑
楽
郡
代
表
と
し
て

1
0月
1
4日
行
わ

れ
た
、
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
一
回
戦
で
敗
退
。

立岡功之くん

（東小 4 年）

｀
連
名
表
彰

県
防
犯
協
会
長

県
警
察
本
部
長

ど
、
農
業
経
営
士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
経
営
士
は
、
農
業
経
営
の
優
れ
た

技
術
、
見
識
を
持
ち
、
他
の
模
範
と
な
る

経
営
内
容
に
加
え
、
農
業
青
年
ら
の
良
き

相
談
相
手
な
ど
農
業
振
興
に
尽
く
さ
れ
て

い
る
方
に
、
県
知
事
か
ら
称
号
と
し
て
与

え
ら
れ
る
も
の
で
す
。

今
回
本
村
た
だ
一
人
認
定
の
福
島
さ
ん

は
、
シ
ク
ラ
メ
ン
な
ど
施
設
花
木
園
芸
を

主
流
に
専
業
経
営
を
確
立
。
土
譲
・
品
種

改
良
に
研
究
を
重
ね
、
特
産
品
シ
ク
ラ
メ

ン
産
地
育
成
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

r...... ．．．~雪~”▼ • ` 

“h，｀］，硲三， 』 9 し疇＂
大川責子さん
（明中 2 年）

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
（
選
管
な
ど
主
催
）
で
、
本
村
児
童
の

作
品
が
上
位
入
賞
し
ま
し
た
。
入
賞
し
た

の
は
、
村
審
査
を
パ
ス
し
県
審
査
に
の
ぞ

ん
だ
二
0
点
の
う
ち
、
立
岡
功
之
く
ん
ら

の
五
点
で
す
。
（
※
県
審
査
対
象1
1

小
学
校

5
1
1
、
中
学
校
5
0
8
、
高
校
1
0点
）
。

本
村
は
毎
年
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い

ま
す
。
入
賞
は
次
の
と
お
り
。

▽
優
秀
1
1

立
岡
功
之
（
東
小
4
)
▽
佳
作

1
1

山
本
晴
子
（
東
小
1
)、
鈴
木
智
貴
（
西

小
3
)、
大
川
貴
子
（
明
中2
)、
市
川
一
房
枝

（
明
中3
）
〔
敬
称
略
〕

※
各
市
町
村
へ
の
応
募
総
数
1
1

小
学
校

一
万
二
千
百
十
二
点
、
中
学
校
一
万
一
千

九
百
十
六
点
、
高
校
三
十
点
。

t.、
2 • - ·ーー、

んく
）貴
年3
 

智
J
 

"

[

(

 

.... 

a
 

立
岡
功
之
君
優
秀
賞
に

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

ん心

作佳
品作
はに
次人
の賞
とし

山本晴子さん おた
東小 1 年） り 四

で名
すの
ヽグ

邑楽郡内農業委員会‘ノフトボール大会結果

9 I 4 

) 

ノ

板
倉
町
農
業
委
員
会

邑
楽
町
農
業
委
員
会

明
和
村
農
業
委
員
会

大
泉
町
農
業
委
員
会

千
代
田
町
農
業
委
員
会

館
林
市
農
業
委
員
会
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i_ 
日
時
認
月

4

日
⑪

橋
集
合

雇
用
保
険
の
失
業
給
付
は
、
労
働
者
が

失
業
し
た
時
に
再
就
職
ま
で
の
間
生
活
の

安
定
を
計
る
た
め
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で

す
。し

か
し
、
本
制
度
の
趣
旨
に
反
し
て
受

給
中
に
就
職
や
ア
ル
バ
イ
ト
ま
た
は
自
営

業
を
し
て
い
て
も
届
出
し
な
い
で
不
正
に

受
給
す
る
人
が
絶
え
ま
せ
ん
。

不
正
受
給
は
必
ず
発
見
さ
れ
、
支
給
の

停
止
や
倍
額
返
還
な
ど
の
ほ
か
刑
法
に
よ

り
処
罰
を
受
け
ま
す
の
で
雇
用
保
険
の
失

業
給
付
を
受
け
て
い
る
方
は
正
し
い
申
告

を
し
ま
し
ょ
う
。

午
前
9
時
尾
曳

探
鳥
会
の
お
誘
い

邑
楽
・
館
林
地
区

●
こ
の
制
度
は
、
医
薬
品
副
作
用
被
害
救

済
・
研
究
振
興
基
金
法
に
基
づ
く
公
的

制
度
で
す
。

•
制
度
の
仕
組
み
を
解
説
し
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
及
び
請
求
用
紙
を
無
料
で
お
送
り

し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
〒
1
7
0東
京
都
豊
島
区
東

池
袋
3
|
1

ー

'
1

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
6
0

2
6
F
医
薬
品
副
作
用
救
済
・
研
究
振
興

被
害
救
済
制
度

県
立
歴
史
博
物
館
で
は
、
第
3
1
回
企
画

展
と
し
て
「
古
代
東
国
の
王
者
ー
三
ツ
寺

居
館
と
そ
の
時
代
ー
」
を
1
1
月
2
7
日
⑪
ま

で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
当
館

(
6
0
2
7
3
⑮
5

第

3
1回
企
画
展

日

午
前
1
0
時
3
0
分
1

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
、

こヽ

案
内

医
薬
品
副
作
用

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

年
末
資
金
は
お
早
め
に

国
民
金
融
公
庫

"くそ｀：＇
し・

200ml 400m.2 
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、
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ー
・

1
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1
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9
.
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1
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9
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i
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、

9
.
I
.
1
•
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1
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9
.
I
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1

i
i
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1
•
9
.
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、
9
•
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、
1
.
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、
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・
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、
1
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.
9
.
9

、
9
.
I
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9
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.

 

一
、
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z

 

ー
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ノ
i
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ー
し
せ
⑤

一
、
—

ホ
｀
り

-

.

 

ー
・

1

・

1

、

1

・

1

・

1
•
1

・

1
.
1

、

1
.
9
.
1
•
1

、

1
•
9
.
,

r
.
I

・
1
.
I
•
1
.
1
•
1

・
1
.
9
.
9
.
1

、
1
.
I
•
1
.
9
•
9
.
9
.
I

、

不
正
受
給
防
止
月
間

会
場
城
沼

持
ち
物
昼
食
、
雨
具
、
防
寒
具
、
（
障
害

保
険
料
1

人
2
0
円
）
双
眼
鏡
が
あ
れ
ば

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
邑
楽
館
林
地
区
分
会
、
飯

塚
克
己
方

(
6⑬
3
0
7
0
)
ま
た
は
、

日
本
野
鳥
の
会
群
馬
県
支
部

(
6
0
2
7

3

⑮
5
2
1
1
)
へ

企
画
展
示

「
か
ぶ
ら
の
自
然
」

鏑
川
の
流
れ
て
い
る
甘
楽
・
富
岡
の
谷

は
地
形
・
地
質
が
変
化
に
富
ん
で
お
り
、

植
物
や
動
物
の
種
類
も
豊
富
で
あ
る
た
め

自
然
を
写
真
、
模
型
、
標
本
、
図
表
等
で

紹
介
し
ま
す
。

期
日
1
2
月
4
日
⑪
ま
で

会
場
県
立
自
然
科
学
資
料
館

※
詳
し
く
は
、
当
館

(
6
0
2
7
4認
2

ヘ

0
4
2
)
 

た
だ
い
ま
、
年
末
資
金
の
ご
相
談
、
お

申
し
込
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

内
容
普
通
貸
付
、
経
営
改
善
貸
付
、

国
の
進
学
ロ
ー
ン
な
ど

※
詳
し
く
は
、
商
工
会
議
所
ま
た
は
、
国

民
金
融
公
庫
前
橋
支
店
（

6
0
2
7
2
5

7
3
1
1
)
へ

5
2
2
)
 ヘ

年
末
調
整
等
説
明
会

時
1
1
月

1
7日
困

会
場
中
央
公
民
館

源
泉
徴
収
義
務
者
は
必
ず
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
館
林
税
務
署
（
6
7
2
1
4

ヘ

3
7
3
)
 

時

1
1月
2
5日

午
後
3
時

会
場
保
健
セ
ン
タ
ー

前
回
6
3
名
の
ご
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日

午
後
1

時
3
0
分

゜会

場

日
時

会

健
康
相
談

場

日
時

午
後
1

時
1
2

時

1
1
月
1
7
日
午
前
9

時
3
0
分
＼

1
0
時
3
0
分
認
月6
日
午
後

1

時
＼
2
時
受
付

保
健
セ
ン
タ
ー

認
月
8

日

受
付

保
健
セ
ン
タ
ー

乳
幼
児
健
診

1
1月
は
雇
用
保
険

11 月

10 日

13 日

15 日

19 日

20 日

23 日

25 日

27 日

総
務
部
企
画
課
相
談
係

(
6
0
3
|

9
8
8
|
2
1
0
1
)

へ

明和農協カントリーエレベー

ター建設起工式

西小PTA スポーツ大会

婦人ふれあい学級

歳末助け合い打合せ会議

体育館利用団体協議会

ボランティア福祉バザー

献血

婦人消防隊防火査察

基
金

·塵'- -—----— ――→----ごー一一璽ーI

※予定ですので変わる場合もあります。
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戸がとう〕

り大津朝良さん（矢 島）は 3 万円を

◎野村八重子さん（入ケ谷）は 3 万円を

Q塩谷幾雄さん（川俣）は 5 万円を

それぞれ社会福祉のために役立て

てくださいと村社会福祉協議会（奉

仕銀行）に寄付されました。

プ
ー
マ 地
方
治

懸
賞
論
文
募
集

2
1
世
紀
を
め
ざ
す
地
方
自
治
（
同

自

あ
な
た
も
緑
の
オ
ー
ナ
ー
に

分
収
有
林
の
ご
案
内

時

1
1
月
2
5
日
②

後
3
時

会
場
六
郷
公
民
館
（
旧
邑
楽
会
館
）

※
詳
し
く
は
、
館
林
簡
易
裁
判
所

(
6
7
2

|3011)

<

•
植
え
て
か
ら
、
お
よ
そ

2
0
1
3
0
年
た
っ

た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
森
林
を
対
象

•
一
口
5
0万
円
で
何
口
で
も
可
、
涸
人
・

団
体
・
法
人
問
わ
ず
。

対
象
地
北
群
馬
郡
小
野
上
村
、
勢
多
郡

赤
城
村

※
詳
し
く
は
、
前
橋
営
林
署
（

6
0
2
7

2

⑫
0
0
8
8
)
へ

日

午
前
1
0時
1

午

調
定
相
談

会

天
文
教
室
、
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

1
1月
募
集
事
業
・
催
し
物

趣
旨
で
あ
れ
ば
題
名
自
由
）

資
格
ど
な
た
で
も

原
稿

4
0
0

字
詰
原
稿
用
紙
2
0
1
3
0

枚
程
度
（
ワ
ー
プ
ロ
で
も
可
）

締
切
認
月

3
1日
（
当
日
消
印
有
効
）

送
付
先
〒

1
0
5
東
京
都
港
区
西
新
橋
1

丁

目

7

番
1

号
翻
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー

(
6
0
3
|
5

0
4
|
0
8
4
1
)
へ

期

1
1
月1
0日
1
1
1
月
3
0日

人
員

3

園
と
も

9
0名

対
象
児
就
学
前
の
幼
児

入
園
資
格
村
内
の
住
民
で
母
親
が
働
い

て
い
た
り
、
病
気
な
ど
で
幼
児
の
保
育

に
当
た
れ
る
人
が
な
く
、
家
庭
で
保
育

に
か
け
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
の
幼
児

等
※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

事
業
名

座
催
し
物
高
校
芸
術
祭
（
美
術
、
音
楽
個

人
演
奏
会
、
写
真
、
演
劇
県
大
会
）
、
ぐ

ん
ま
新
人
演
奏
会
、
県
演
劇
祭

※
募
集
期
日
、
開
催
日
等
そ
れ
ぞ
れ
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
県
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
6
0
2
7
2
|
,
2
4
1
5
7
0

0
)
へ 日

6
4年
度

保
育
園
児
募
集

ト
メ

愛
さ
る
る
如
小
雀
ら
餌
を
拾
ふ
芝
生
に

投
げ
お
け
ば
米
粒
光
る

. -ｷ-ｷ-ｷ-ｷ-ｷ-ｷ-ｷ-ｷ 

［三
こ
ほ
ろ
ぎ

厄
社
会

期

日 放
送
大
学
生
募
集

募
集
対
象
放
送
大
学
授
業
が
視
聴
で
き

る

1
8歳
以
上
の
方

募
集
内
容
全
科
履
修
生
、
選
科
履
修
生

科
目
履
修
生
、
特
修
生

受
付
期
間
認
月

1

日

1
6
4年
1

月

3
1日

請
求
先
〒

2
6
0千
葉
県
若
葉
2
|
,
1
1

放
送
大
学
本
部
へ

※
詳
し
く
は
、
放
送
大
学

(
6
0
4
7
2

|
7
6
|
5
1
1
1
)へ

親
子
で
星
と
語
ろ
う
／
．

参
加
者
募
集

2

)

)

 

ー
月
3

日
土

1
4

日
日

9
,
ー

9
,
'

、

（
明
和
歌
会
）

坂
上
千
枝
子

お
も
わ
く

思
惑
の
し
が
ら
み
多
き
人
の
世
か
出
土

銅
鐸
の
音
色
澄
み
た
り

立
岡
正
夫

が
く
せ
い

す
れ
違
ふ
中
学
生
「
く
た
ば
れ
」
と
言

へ
ゆ
け
り
親
な
る
人
は
如
何
な
る
人
ぞ

山
形

6
4
年
度
一
学
期

仏
飯
の
直
ぐ
立
つ
湯
気
が
は
づ
か
ば
か

り
揺
ら
ぐ
の
が
見
ゆ
朝
の
灯
明
に

奈
良
原
き
く
の

く
り
や

武
田
信
玄
余
韻
噛
み
し
め
厨
に
立
ち
明

日
の
米
汁
静
か
に
流
す

瀬
下
一
江

兵
の
日
の
し
ご
き
を
夫
と
く
り
返
す
と

ぎ
師
は
指
に
て
刃
先
を
た
め
す柿

沼
ま
つ

ギ
『
ヤ6

嬬
恋
の
甘
き
を
し
き
り
言
ふ
嬬
の
と
う

も
ろ
こ
し
を
重
お
も
購
ふ

江
森
政
美

た
わ
む
れ
に
話
せ
し
吾
の
津
軽
弁
吾
子

も
解
さ
ず
か
ら
つ
風
鳴
く

群馬県最低賃金
か
ほ
や
が
沼
支
部

額

時間額

日

江
森
佳
世
子

3,672円

459円

くわしくは

館林労働基準監督署

合72-3238

対
象
者
県
内
に
住
む
小
・
中
学
生
と
そ

の
親
（
幼
児
の
参
加
も
可
）

締
切

1
2月
2
6日
山
定
員
(
8
0名）
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
立
妙
義
少
年
自
然
の
家

(
6
0
2
7
4
⑬
2
1
0
1
)
へ

で゚ま 納期習 民年金‘ A つ

しよ 3月0 ; 税 の
う゜日 納

i゜· 税
期限 国

会 日
時

認
月
1
5日

3

時
館
林
市
役
所

午
前
1
0時
＼
午
後

会

場 交
通
事
故
相
談

場

日
時

認
月
1

日

3

時
館
林
市
役
所

午
前
1
0時
＼
午
後

会

年
金
相
談

場

日
時

1
1月
1
4日

3
時

役
場
会
議
室

午
前
1
0時
1

午
後

人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談



第326号 広 報 め い わ 昭和63年11 月 10 日 (8) 

村の人口
11 月 1 日現在

世帯数 2 、 583戸

人口総数 10,392人

男 5,194人

女 5,198人

(1 0 月中の動き）

出生 9 人死亡 7 人

転入30人転出14人

二
館林邑楽地区 館林地区 明邑塁和温倉

日
産婦人科 耳鼻科 内 科外科 i也区

11 月 20 日
白沢医院後藤康医院 云 宇沢病院 館林地区が

曜 合 (72)1600 ff (72) 3925 後藤陳医院 (72)3975 ff (74) 8761 担当します

11 月 27 日
落合医院大神医院 上野医院ff (72)3330 最上医院 小西医院

当 合 (72) 3160 合 (62)2200 森下医院合（73)7776 合（74)3763 云 (86)2261 

12 月 4 日
根岸医院川田国医院 清河堂医院合（72)3070 館林医院 増田医院

番 合（72)3262 合（72)3314 安楽岡医院合 (72) 0572 合 (74)2112 云 (82)2255 

12 月 11 日
古屋恒医院原医院 大島診療所合 (77) 1503 寺内医院 竹越医院

医 云（63)6161 ff (72) 1936 大石医院云（74)2362 ff (72) 3031 云 (84)3137 

12 月 18 日
佐々木医院川村医院 堀越医院合（73) 4151 津久井医院 橋本医院
合 (62) 2623 合 (72)1337 増田医院云（72)1387 云（72)3316 合 (82)1150 

出火原因、
ガスコンロ

〔館林消防組合管内出火原因別〕 9 月現在

市町村 たばこ たき火 火遊び
ガスコンロ 風呂

その他 計
ガスレンジ かまど

明利村 2 件 1 件 件 4 件 件 1 件 8 件

板倉町 2 2 2 6 

千代田町 1 3 4 

邑楽町 2 5 7 

館林市 3 1 11 2 10 27 

計 6 3 1 19 2 21 52 

〔同 上

トップは

火災発生状況〕

・レンジ

9 月現在

市町村 火災件数 死 者 傷 者 焼失面積 損害額

明和村 8 1 
人 (m') （千円）

1 168 12,778 

板倉町 6 

゜ ゜
256 32,361 

千代田町 4 

゜
1 68 54,434 

邑楽町 7 

゜ ゜
306 39,538 

館林市 27 1 2 549 103,434 

計 52 2 4 1,347 242,545 

今
年
は
異
常
気
象
|
|
、
夏
ら
し
く
な

い
夏
、
秋
ら
し
く
な
い
秋
、
あ
っ
と
い
う

間
に
冬
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
火
が

恋
し
く
な
る
シ
ー
ズ
ン
。
暖
を
囲
ん
で
語

り
合
う
の
も
い
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
一
方
で
は
火
災
の
起
こ
り
や

す
い
季
節
で
も
あ
る
の
で
す
。

こ
れ
等
の
こ
と
か
ら
、
消
防
庁
な
ど
が

消防庁 11日本損害保険協会

10月の

貪デこ茂炉

救急車出動回数

•交通事故 10 件
●急病 6 件

•その他 3 件

•計 19 件

火災予防は万全ですか

全国火災予防運動11/26~12/2 

騎すぐ鰭末9

今
成

゜

中
心
と
な
っ
て
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

が
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま

゜

で
の
一
週
間
展
開
さ
れ
ま
す
。
統
一
標
語

は
「
そ
の
火
、
そ
の
時
、
す
ぐ
始
末
」
で

す
。
重
点
目
標
と
し
て
次
の
こ
と
が
か
か

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
、
さ
ら
に
火
災
予
防
意
識

を
高
め
ま
し
ょ
う
。

一
、
高
齢
者
、
身
体
不
自
由
者
等
を
中
心

と
し
た
死
傷
防
止
対
策
の
徹
底

一
、
家
庭
及
び
地
域
に
お
け
る
防
火
対
策

の
推
進

一
、
百
貨
店
、
旅
館
、
飲
食
店
等
不
特
定

多
数
の
者
が
出
入
り
す
る
防
火
対
象
物

等
に
係
る
防
火
安
全
の
確
保

一
、
防
災
機
器
等
の
普
及
の
推
進

一
尚

氏
予
寸
哩
木
＇

須
藤

藤
野
音
太
郎

塩
谷
正
一

鯉
沼

薗
部

は
な

梅
代

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
閥

蓮
見
恵
理
子
行
雄
長
女
斗
合
田
％

石
川
達
也
淳
―
二
男
矢
島
％

福
田
茉
由
操
二
女
梅
原
愕

村
社
智
史
啓
史
長
男
梅
原
偲

清
水
陽
一
郎
政
男
長
男
新
里
附

吉
田
理
恵
哲
也
二
女
川
俣
光

八
千
代
大
祐
勝
司
長
男
大
佐
貫
堺

柿
沼
那
央
子
十
四
男
二
女
田
島
燦

思
田
い
ぶ
き
孝
喜
二
女
中
谷
隊

゜名
年
齢
世
帯
主
地
区
胞

恒
夫
6
6
八
重
子
入
ケ
谷
明

シ
ナ

7
4
光
江
川
俣
％

6
7
ゆ
き
江
川
俣
燦

8
1
幾
雄
川
俣
％

8
4
兵
吉
大
佐
貫
光

3
0

一
千
津
井
形

6
5
正
尚
新
里
楽

1
1

お
く
や
み
1
1

1
1

お
め
で
た
1
1

あ
め
で
だ

<
`<

あ
く
や
み

゜
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ぅ
マ
ジ
，

ヽ
ーヽ

'” 

、、

ll 

► :．、し
' 

ヽ

、 4

ヽ｀ヤ

.. 
、ヽ I
‘‘1 、?

り
。
ヒ
ュ
ー
＂
と
木
枯
ら
し
の
吹
く

季
節
で
す
。
こ
ん
な
と
き
は
、
あ
っ

た
か
1

い
も
の
が
一
番
I

．
そ
の
一
っ

焼
き
イ
モ
…
…
、
ほ
っ
ぺ
を
真
赤
に

し
、
自
分
た
ち
で
焼
い
た
、
お
イ
モ

を
食
べ
る
の
は
、
西
幼
稚
園
児
た
ち

ー
。
（
記
事

7

p
)

イ
モ

焼
き



第327号 広 報 め い わ 昭和63年12 月 10 日

しめやかに
戦没者追悼式

先
の
大
戦
で
祖
国
の
た
め
に
若
き
命
を

捧
げ
ら
れ
ま
し
た
、
三
百
余
名
の
戦
没
者

を
追
悼
す
る
「
昭
和
六
十
三
年
度
明
和
村

戦
没
者
追
悼
式
」
は
十
一
月
七
日
、
中
央

公
民
館
で
、
し
め
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

遺
族
や
関
係
者
お
よ
そ
二
百
五
十
人
が

参
列
。
会
場
に
は
「
戦
没
者
の
霊
」
と
記

さ
れ
た
墓
柱
を
か
こ
む
よ
う
に
無
数
の
菊

「
口
／
L
t
]

役
の
開
式
の
こ
と
ば

l'ｷｷｷ 

云
[
[
メ
イ
]
／
で
始
ま
り
、
館
林
地

＂
｝
ご

迦
区
消
防
組
合
音
楽
隊

~

3

.

`

 ゞ

の
演
奏
を
バ
ッ
ク
に参

列
者
全
員
で
一
分

} 

し
渚
間
の
黙
と
う
。
次
い

ｷ
 

万
~

‘
参
で
、
村
長
式
辞
、
知

るえ
事
、
村
議
会
議
長
、

'
そ
村
遺
族
会
長
の
追
悼

な
．
を
．花
の
こ
と
ば
が
行
わ
れ

菊
．
ま
し
た
。

．
．
会
場
は
一
段
と
し

ん
み
り
さ
を
増
し
、
進
む
に
つ
れ
目
頭
を

熱
く
す
る
参
列
者
も
随
所
に
み
ら
れ
、
悲

し
み
を
か
み
し
め
ま
し
た
。

最
後
に
参
列
者
一
人
ひ
と
り
が
霊
前
に

進
み
出
て
大
戦
の
痛
手
を
胸
中
に
菊
一
輪

を
そ
な
え
ま
し
た
。

(2) 

戦
後
、
日
本
は
め
ざ
ま
し
い
発
展
を

遂
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
繁
栄
と
平
和
の
か
け
に
は
祖
国
の
た

め
、
若
く
し
て
命
を
捧
げ
ま
し
た
多
く

の
戦
没
者
の
尊
い
犠
牲
が
あ
っ
た
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
村
で
は
、

こ
れ
等
の
趣
旨
か
ら
毎
年
追
悼
式
を
行

い
、
英
霊
の
ご
冥
福
を
祈
つ
て
い
ま
す
。

ノ
）

英
霊
よ安

ら
か
に

/ 

0

明
和
分
署
勤
務
の
角
田
英
夫
さ
ん
、
消

防
士
意
見
発
表
全
国
大
会
に
出
場

〇
利
子
非
課
税
制
度
改
正
（
マ
ル
優
廃
止

で
原
則
一
律
2
0％
課
税

3

月
号

0

関
口
京
子
さ
ん
（
明
和
農
協
）
、
群
馬
県

農
協
窓
口
応
対
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀

賞
に
輝
く

0

国
勢
調
査
(
6
0
年
1
0月
1

日
調
査
公
表
）

か
ら
み
る
明
和
村

0

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
各
部
門
優
勝
者

紹
介

〇
奈
良
原
昌
樹
く
ん
（
当
時
、
明
中
3
)

全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
に
本
県
代
表
選
手
と
し
て
出
場

2

月
号

5

月
号

1

月
号

ふ
り
か
え
る
6
3年

”
広
報
め
い
わ
I
I
で

0

「
館
林
市
と
の
合
併
に
関
す
る
ア
ン
ケ

6

月
号

0

県
立
館
林
商
工
高
校
、
開
校
初
め
て
の

卒
業
生
巣
立
ち

0

川
俣
駅
、
客
車
停
車
数

1
4本
増
本

0

村
政
功
労
表
彰
行
わ
れ
る

〇
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
「
利
根
川
総
合

運
動
場
」
な
ど
を
清
掃

4

月
号
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農
業
振
興
の
一
事
業
と
し
て
進
め
て
い

る
新
農
業
構
造
改
善
事
業
の
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
建
設
に
伴
う
起
工
式
が
十

一
月
十
日
南
大
島
地
内
の
建
設
地
で
事
業

主
体
で
あ
る
明
和
農
協
長
を
は
じ
め
、
村

長
、
村
議
会
議
長
、
県
、
請
負
業
者
な
ど

関
係
者
お
よ
そ
五
十
人
が
出
席
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

....無事完成を祈願する関係者

▲完成予想図

”コームょし、

.....着工現場

事
業
費
約
六
億
六
千
万
円
を
か
け
、
六

十
三
、
六
十
四
年
度
の
継
続
事
業
、
六
十

四
年
産
の
米
か
ら
稼
動
予
定
。
建
物
、
ニ

千
五
十
五
口
]
‘
鉄
骨
づ
く
り
。
容
量
（
サ

i
g
‘
安
‘
§
`
§
‘
§
‘
で
C
、
§
、
§
‘
ズ
、
§
‘
§
‘
§
`
§
`
§
`
§
`
§
`
§
`
§
`
§
`
§
`
§
`
§
`
§
‘
．
召
．
§
｀
§
`
§
`
§
`
§
｀
ば
、
§
‘
§
‘
§
`
§
‘
§
‘
§
‘
§
`
§
`
§
`
§
‘
§
‘
§
`
§
`
§
`
§イ

ロ
）
二
千
ト
ン
。
米
、
二
百
五
十
｛
い
、

麦
、
二
百
斤
尻
｝
処
理
能
力
を
有
す
る
近
代

施
設
で
す
。

本
村
農
業
は
、
兼
業
化
が
進
み
（
専
業

約
1
1
%、
兼
業

8
9
%
)、国
際
化
な
ど
厳
し

い
農
業
環
境
に
対
応
す
る
た
め
に
も
経
営

の
省
力
化
、
合
理
化
が
不
可
欠
で
す
。

こ
れ
等
の
こ
と
か
ら
、
当
施
設
の
完
成

が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
建
設
着
工

国
際
化
に
対
応

（お気軽にこ相談ください］

次の方々がそれぞれの相談員に就

任されています。お気軽にご相談く

ださし‘°

〇戦没者遺族相談貝

(J厚生大臣委託）

山形 トメさん

（新里）

乞84-2945

〇身体障害者相談員（知事委嘱）

鯉沼利三郎さん

（大佐貫）

乞84-2473

〇精神薄弱者相談員（知事委嘱）

宮崎敬次さん

（南大島）

乞84-2808

9

月
号

8

月
号

ー
ト
」
、7
7
.
9％
と
高
い
回
収
率

0

村
選
管
委
員
長
に
、
安
見
智
尋
さ
ん

0

西
小
の
児
童
、
ジ
ャ
ッ
キ
ー
さ
ん
（
ニ

ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
）
と
交
流

0

ダ
ン
。
フ
カ
ー
購
入
、
通
算6
台
目
。

0

西
小
の
2
5代
会
長
に
木
村
悦
子
さ
ん

〇
蓮
見
知
宏
さ
ん
（
斗
合
田
）
、
幼
稚
園
児

に
自
家
栽
培
の
バ
ラ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

0

明
中
に
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
復
活

〇
知
事
選
挙
、
清
水
一
郎
氏
四
選

〇
老
人
を
対
象
に
「
心
の
健
康
づ
く
り
」

講
演

0

長
寿
者
紹
介
、
長
寿
ベ
ス
ト

l
O
O
人
。

7

月
号

〇
老
人
と
西
小
児
童
、
ふ
れ
あ
い
学
習
で

か
つ
て
の
遊
具
、
竹
馬
や
お
手
玉
な
ど

の
作
り
方
、
遊
び
方
を
伝
承

ー
ト

0

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
建
設
ス
タ

1
2月
号

1
月
号

1
0月
号

0

テ
レ
サ
さ
ん
（
米
国
）
、
近
藤
勝
治
さ
ん

宅
（
新
里
）
に
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

0

村
農
業
委
員
会
長
に
、
新
井
初
太
郎
さ
ん

〇
十
組
の
金
婚
者
な
ど
を
表
彰

0

荒
木
友
教
く
ん
（
西
小
4
)、
全
国
ジ
ュ

ニ
ア
ス
イ
ミ
ン
グ
大
会
で
五
位
入
賞

0

東
小
児
童
、
野
焼
き
に
初
チ
ャ
レ
ン
ジ

0

明
和
村
と
館
林
市
の
結
婚
相
談
員
初
会

合
で
情
報
交
換

〇
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
本
場
の
温
泉
気

き
つ
れ

分
味
わ
う
（
喜
連
川
温
泉
の
元
湯
）

0

村
民
体
育
大
会
、
今
年
も
一
万
人
の
笑

顔
で
、
さ
わ
や
か
な
汗
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西
小
学
校
五
、
六
年
の
児
菫
が
村
内
の

お
年
寄
り
た
ち
と
、
一
日
か
け
て
郷
土
に

伝
わ
る
「
し
め
縄
つ
く
り
」
な
と
で
交
流

学
習
「
お
年
寄
り
に
学
ぶ
」
を
行
い
ま
し

こ
。t
 

こ
れ
は
老
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て

ふ
る
さ
と
明
和
の
成
り
立
ち
ゃ
生
活
の
知

恵
な
ど
を
学
び
、
郷
土
へ
の
理
解
、
愛
着

と
高
齢
者
を
尊
ぶ
心
を
養
つ
て
も
ら
お
う

と
学
校
と
村
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ
た

も
の
で
す
。

児
童
二
百
七
人
が
一
グ
ル
ー
フ
三
十
人

前
後
で
、
九
地
区
の
公
民
館
な
と
に
出
向

き
、
そ
れ
そ
れ
地
域
に
伝
わ
る
「
わ
ら
鉄

砲
」
、
「
竹
馬
」
、
「
チ
ュ
ー
フ
と
び
」
な
ど

遊
貝
二
十
種
ほ
と
の
作
り
方
、
遊
び
方
、

さ
ら
に
は
、
民
話
、
言
い
伝
え
、
む
か
し

か
ら
の
生
活
の
知
恵
な
と
を
お
年
寄
り
か

ら
伝
承
、
い
わ
は
明
和
の
温
故
知
新

I

゜

児
童
は
真
剣
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
作

品
が
出
来
上
が
る
た
び
に
歓
声
を
あ
け
、

目
を
輝
か
せ
物
を
つ
く
る
喜
び
を
か
み
し

め
ま
し
た
。
お
年
寄
り
た
ち
も
「
む
か
し

は
、
こ
う
し
て
い
ろ
ん
な
物
を
作
っ
て
遊

ん
だ
も
の
さ
」
と
語
り
か
け
な
が
ら
熱
心

に
教
示
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。

(
1
1月1
6
日
）

ふ
れ
あ
い
学
習

;... 9 

-9  

し •9·：、..‘• 9、•ど· •• ｷ. -.. 9.,  
:,<.、ン竺" Biよ f •:コ- -.r .-.ｷ.ｷｷｷｷ.. -.. ｷ.--
; : ：：：：、9,：ヽ、~.-.. ·.:;-.·_ー→ ＾・‘· •一.c·. -,、

伝

老
人
と
西
小
児
童

▲「わら鉄砲」の完成を喜こぶ児童と老人（中央）
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交
通
事
故

1
1お
年
寄
り
注
意

I
I

年
末
に
き
て
交
通
事
故
が
急
増
ー
、

特
に
死
亡
事
故
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
県

下
で
も
連
日
の
よ
う
に
死
亡
事
故
が
発
生
、

す
で
に
百
九
十
三
人
と
昨
年
一
年
間
の
百

八
十
七
人
を
上
回
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
、
事
故
発
生
件
数
も
一
万
三
千
六

十
一
件
と
過
去
最
高
だ
っ
た
昨
年
の
一
万

三
千
五
百
十
一
件
に
迫
る
勢
い
と
な
っ
て

い
ま
す
。
（
文
中
数
字
、
1
1月

3
0日
現
在
）

主
な
原
因
を
み
て
み
ま
す
と
、
飲
酒
運

転
、
速
度
違
反
、
前
方
不
注
意
な
ど
に
よ

る
も
の
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。
特
に

夜
間
の
雨
の
日
は
要
注
意
—
|
。
ド
ラ
イ

バ
ー
に
と
っ
て
条
件
は
最
悪
で
、
視
界
が

極
端
に
悪
く
な
る
う
え
、
ス
リ
ッ
。
フ
し
事

故
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
。
中
で
も
、
お
年

寄
り
の
道
路
横
断
に
気
づ
か
ず
は
ね
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
が
多
く
、
比
較
的
六
十
歳
以

上
の
高
齢
者
や
子
供
に
み
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
等
の
こ
と
か
ら
、
県
で
は
、
交
通

死
亡
事
故
多
発
に
伴
う
知
事
声
明

(
1
0
月

2
4日
付
）
を
発
表
し
、
事
故
防
止
を
提
唱

す
る
一
方
、
市
町
村
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
を
と
り
緊
急
か
つ
総
合
的
に
交
通
安
全

対
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
年
末
、
年
始
を
迎
え
、
何
か

と
あ
わ
た
だ
し
く
な
る
時
期
で
す
。
一
人

ひ
と
り
ー
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も

真
剣
に
交
通
安
全
を
考
え
、
事
故
の
な
い

明
る
い
年
末
、
年
始
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

ペ
ー
ス
最

— 
' 

I
 

/ 去
人
忌
ヤ

堡
夕
L

-
f
ヽ
ー
~丑J

"
 

ネ
8

こ
の
会
は
「
明
和
俳
句
会
」
と
い
っ

て
俳
句
が
大
好
き
な
人
た
ち
の
集
り
で

す
。現

在
、
会
員
は
十
名
ー
。
講
師
を

招
い
て
月
二
回
の
勉
強
会
と
村
の
広
報

紙
「
広
報
め
い
わ
」
や
公
民
館
に
年
数

回
の
出
句
、
そ
れ
に
村
内
及
び
近
隣
市

町
村
の
文
化
祭
な
ど
に
作
品
出
句
す
る

の
が
主
な
活
動
。
小
さ
い
グ
ル
ー
プ
な

が
ら
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

メ
ー
ン
活
動
は
、
や
は
り
月
二
回
の

［サークル紹創
（サークル名）

明和俳句会

山下ふで代表

乞84-3205

勉
強
会
。
講
師
、
松
本
夜
詩
夫
先
生
を

招
き
作
品
の
講
評
、
お
互
い
の
合
評
、

さ
ら
に
は
、
表
現
の
方
法
な
ど
技
術
面

の
指
導
も
仰
い
で
い
ま
す
。

先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、

一
句
、
ま
た
一
句
と
完
成
す
る
た
び
に

会
員
そ
れ
ぞ
れ
「
や
っ
た
あ
」
と
満
足

感
に
し
た
り
、
心
が
和
ご
み
ま
す
。
こ

の
時
が
俳
句
み
ょ
う
利
に
つ
き
る
一
瞬

で
す
。

皆
さ
ん
も
、
こ
の
俳
句
の
良
さ
を
、

ぜ
ひ
味
ゎ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
毎
月
第

二
、
第
四
水
曜
日
、
中
央
公
民
館
に
集

っ
て
い
ま
す
。
「
俳
句
は
、
だ
れ
に
で

も
つ
く
れ
る
／
．
」
が
会
の
モ
ッ
ト
ー
で

す
。お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
入
会

金
無
料
、
会
費
月
五
百
円
（
入
会
後
半

年
間
は
無
料
）
。
連
絡
先1
1

山
下
ふ
で
宅

6
闘
3
2
0
5

へ
。
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斗
合
田
の
機
村
高
久
・
多
加
子
さ
ん

夫
妻
は
、
優
良
青
年
農
業
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
群
馬
県
と
上
毛

新
聞
社
が
昭
和
四
十
年
に
主
唱
し
、
創
意

と
工
夫
に
満
ち
た
新
感
覚
で
農
業
経
営
に

取
組
み
、
活
力
あ
る
農
村
づ
く
り
に
尽
く

さ
れ
て
い
る
方
に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

機
村
さ
ん
は
、
五
十
八
年
に
脱
サ
ラ
、

家
業
で
あ
る
農
業
に
就
き
、
大
学
で
専
攻

し
た
熟
帯
植
物
学
を
生
か
し
、
観
葉
植
物

に
注
目
、
現
在
、
フ
ィ
カ
ス
属
を
中
心
に

約
十
五
可
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
「
流
行

に
左
右
さ
れ
る
の
で
、
む
ず
か
し
さ
は
あ

る
が
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
だ
と
思
う
」
と

意
欲
を
み
せ
る
機
村
さ
ん
夫
妻
で
し
た
。

機
村
高
久
・
多
加
子
さ
ん
夫
妻

南
大
島
の
小
松
原
一
好
さ
ん
翻
は
、

こ
の
ほ
ど
農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状

優
良
青
年
農
業
者
で
表
彰

小
松
原
一
好
さ
ん

農
水
大
臣
感
謝
状

小松原一好

さん

（南大島）

卜ツ
ポス

カ
メ
ラ

(6) 

を
受
賞
し
ま
し
た
。
昭
和
四
十
八
年
か
ら

六
十
三
年
ま
で
十
五
年
に
わ
た
り
、
農
林

統
計
情
報
協
力
員
と
し
て
、
農
家
経
済
調

査
な
ど
各
種
調
査
に
積
極
的
に
協
力
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
等
一
連
の
功
積
が
認
め
ら

れ
今
回
の
名
誉
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の
文
化
活
動
発
表
会
が
十
一

月
三
日
か
ら
六
日
ま
で
、
中
央
公
民
館
を

メ
ー
ン
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。
並
行
し

文
化
活
動
発
表
会
と
並
行
し
て
開
か

れ
会
場
に
彩
ど
り
を
そ
え
、
訪
れ
た
人

た
ち
を
楽
し
ま
せ
た
菊
花
展
。

そ
の
表
彰
式
が
十
一
月
六
日
行
わ
れ
、

関
本
さ
ん
が
特
選
に
輝
く
な
ど
、
次
の

方
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
協
会
園
芸
部
の
部

出
品
者
4
9名
、
1
4
0
点

＊
特
選
（
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
賞
）
1
1

関
本
宗
市
▼
最
優
等
（
村
長
賞
）
1
1

鯉

沼
利
三
郎
▼
同
（
村
議
長
賞
）
1
1

松
本

静
一
▼
同
（
明
和
農
協
長
賞
）
1
1

野
口

今
朝
雄
▼
同
（
千
江
田
農
協
長
賞
）
1
1

関
D

治
助
▼
同
（
商
工
会
長
賞
）
1
1

門

間
と
よ
▼
同
（
教
育
長
賞
）
1
1
新
井
己

一
▼
同
（
文
化
協
会
長
賞
）
1
1

柴
崎
ふ

く
▼
同
（
文
化
協
会
園
芸
部
長
賞
）
1
1

坂
上
新
一

0
優
等
1
1

柴
崎
信
義
、
関
本
宗
市
（
三

点
入
選
）
、
武
井
英
夫
、
島
田
彦
一
、
吉

永
年
雄
※
紹
介
優
等
ま
で
〔
敬
称
略
〕

主
婦
、

文
化
活
動
発
表
会

.................. 

話
題
募
集
／
．
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

チ
ピ
ッ
コ
と
つ
と
く
り
出
す

て
菊
花
展
、
初
日
の
三
日
に
は
地
元
商
工

会
も
参
加
し
、
わ
た
あ
め
、
焼
き
そ
ば
、

衣
料
、
食
料
品
な
ど
を
低
価
格
で
販
売
し
、

主
婦
や
チ
ビ
ッ
コ
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

こ
。t
 

関本

そ
の
ほ
か
、
各
種
教
室
、
愛
好
会
、
サ

ー
ク
ル
に
よ
る
作
品
展
示
や
芸
能
発
表
が

行
わ
れ
訪
れ
た
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
）
一

れ
ま
し
た
。

上
位
入
選
者
紹
介

` 入賞
おめでとう
関本さん
特選に

広
報
係
へ

宗市

さん

..... 
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..... 
話
題
募
集
／
．
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
広
報
係
へ••••••••••••••••••••••••• 

税に関する標語コンクール

新井美佳さんら入賞

税に関する意識を高めてもらおうと、

関東信越国税局主催で行われた標語（中

学生対象）コンクールで本村では、次

の三生徒が入賞されました。 （応募数、

9871 点）

新井さん

中村さん

" 吉田さん

「
生
活
に夢

と
希
望
を生

む
税
金
」

明
中
3

新
井
美
佳

「
税
金
で豊

か
な
社
会
と国

づ
く
り
」

中
村
佳
正

明
中
3

「
幸
せ
と

明
日
の
暮
し
を

守
る
税
」

吉
田
真
紀

明
中
3

I
I安
い
＂
で
好
評
の
福
祉
バ
ザ
ー
（
村

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
主
催
）
は
、

十
一
月
二
十
三
日
、
中
央
公
民
館
で
開

か
れ
、
ど
っ
と
主
婦
ら
五
百
人
が
押
し

よ
せ
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

皆
様
の
家
庭
な
ど
か
ら
寄
付
い
た
だ

い
た
日
用
品
な
ど
二
千
点
を
陳
列
。
開

店
二
時
間
余
り
で
ほ
と
ん
ど
売
切
れ
る

〇
館
林
税
務
署
長
賞

安
い
／
．
主
婦
ら
と
つ
と

椙
祉
バ
ザ
ー

ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
、
特
に
野
菜
が
人
気
で

白
菜
、
大
根
は
即
完
売
。
昨
年
よ
り
約
四

万
円
多
い
、
七
十
二
万
七
千
八
百
五
十
五

円
の
売
上
げ
、
全
額
村
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

今
で
は
、
ほ
と
ん

ど
み
ら
れ
な
く
な
っ

た
、
冬
の
風
物
誌
と

も
い
え
る
イ
モ
焼
き

を
西
幼
稚
園
児
が
楽
し
み
ま
し
た
。

自
分
た
ち
で
園
庭
の
一
角
に
設
け
た
畑

で
栽
培
し
た
サ
ッ
マ
イ
モ
を
、
そ
れ
ぞ
れ

園
児
が
家
な
ど
か
ら
収
集
、
持
参
し
た
落

〇
館
林
財
務
事
務
所
長
賞

葉
を
た
い
て
風
流
に
焼
く
本
格
的
な
も
の
。

け
む
い
目
を
パ
チ
ク
リ
さ
せ
、
満
足
そ
う

に
「
あ
っ
ち
ち
」
を
連
発
し
な
が
ら
舌
つ

づ
み
を
打
ち
ま
し
た
。

(
1
1
月
9

日
）

0
明
和
村
長
賞

〔西幼〕
-J ---------

自分たちで焼いた

焼きイモ

おいしいな．I

老
人
ク
ラ
フ
の
部

出
0
0
0
者
9
2名
、

【
競
技
花
の
部
】

0
特
選

1
1

村
田
ヒ
サ

屯
最
優
等
1
1

坂
上
若
栄

蒼
優
等

1
1

清
水
く
ら

【
自
由
花
の
部
】

＊
特
選

1
1

小
菅
美
津

蒼
最
優
等
1
1

新
井
繁
二
郎

0
優
等

1
1

立
川
ま
さ

※
紹
介
優
等
ま
で

【
大
輪
の
部
】

0
特
選

1
1

香
山
寅
雄

0
最
優
等
1
1

小
林
金
三
郎
、
福
島
い
よ

0
優
等

1
1

石
川
宗
佑
、
島
田
彦
一

【
ポ
ッ
ト
マ
ム
の
部
】

0
特
選

1
1

坂
上
新
一

衡
最
優
等
1
1
田
D
千
代
、
立
川
ま
さ

蒼
優
等

1
1

岡
安
長
吉
、
大
野
茂
次

※
紹
介
優
等
ま
で
〔
敬
称
略
〕

園
芸
教
室
の
部

出
品
者
1
5名
、

1
2
1
点

〔
敬
称
略
〕

2
6点
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時
1
2
月

1
5日
困

午
後
3

時
ま
で

会
場
役
場
会
議
室

相
談
は
無
料
で
、
専
門
の
担
当
官
、
人

権
擁
護
委
員
が
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
へ
。

毎
年
1

月

1

日
現
在
で
農
業
委
員
会
委

員
の
選
挙
人
名
簿
が
作
成
さ
れ
ま
す
。
選

挙
権
を
有
す
る
人
は
来
年

1

月

1
0日
ま
で

に
必
ず
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

蒼
選
挙
権
を
有
す
る
人

1
1
村
内
に
住
所
が

あ
り
、
昭
和

6
4年
3

月

3
1日
現
在
、
満
2
0

歳
以
上
で
1
0ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

し
て
い
る
者
ま
た
は
、
そ
の
配
偶
者
や
同

居
の
視
族
で
年
間
6
0日
以
上
耕
作
に
従
事

し
て
い
る
者

0
登
録
申
請
1
1

登
録
申
請
書
は
各
地
区
の

日

選
挙
人
名
簿
に
登
録
を

午
前
1
0時
か
ら

特
設
人
権
相
談
開
設

農
業
委
員
会

巡 回 健 康 相 談

月
日 該当 会場馴 9 該当 会場 p~,l l 

地区 30~11 30 地区 00~3 00 

12 月 16 日（金） 上江黒 東部児童館 千津井 東部児童館

12 月 20 日伏） 江口
江口集落セン

田島 田島公民館
ター

12 月 22 日（木） 川俣 川俣公民館 須賀 須賀公民館

1 月 24 日（火） 斗合田
斗合田集落セ

下江黒
斗合田集落セ

ンター ンター

1 月 25 日（水） 中谷
中谷集落セン

梅原
梅原集落セン

ター ター

1 月 26 日（木） 南大島 保健センター 新里 保健センター

1 月 30 日（月） 入ケ谷
入ケ谷集落セ

大輪
大輪集落セン

ンター ター

1 月 31 日(J,) 大佐貰
大佐貫集落セ

矢島
矢島集落セン

ンター ター

容..講話、成人病予防について

減塩食の試食

健康相談..希望者のみ

その他

◎対 象・・一般村民

◎予定人員•• 1 会場、 20名程度

※詳しくは、役場保健課ヘ

◎内

農
業
所
得
の

雇
人
料
控
除
を

6
3年
中
に
雇
人
料
を
支
払
っ
た
方
は
、

1
2月
2
4日
ま
で
に
役
場
税
務
課
に
領
収
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
し
ま
す
と

要
事
項
を
記
載
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
の
で
必

-
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こんなとき

110 番
とろぼ牙ーれた
押し売りがきた
けんか・ロ愴
交事改が発生した
不響雹がいる

その誓にすぐ来て
も5L~いとき

標
準
外
経
費
と
し
て
控
除
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課
へ
。

十
二
月
は
、
ボ
ー
ナ
ス
シ
ー
ズ
ン
で
も

あ
り
、
な
に
か
と
大
金
が
動
き
、
家
計
簿

の
上
で
も
、
お
金
の
出
し
入
れ
が
し
き
り

に
な
り
ま
す
。
一
方
で
は
、
ひ
っ
た
く
り

や
空
き
巣
が
”
横
行
り
し
、
給
料
を
ハ
ン

ド
バ
ッ
グ
ご
と
奪
わ
れ
た
り
、
ち
ょ
っ
と

し
た
留
守
に
金
品
を
持
ち
去
ら
れ
た
り
と

い
っ
た
被
害
が
増
え
る
の
も
十
二
月
で
す
。

施
錠
と
共
に
、
心
の
戸
締
ま
り
も
忘
れ

ず
、
楽
し
い
年
末
年
始
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

県
警
察
本
部
で
は
、
各
種
相
談
窓
口
を

県
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
、
利
用
し

や
す
く
す
る
た
め
警
察
行
政
全
般
に
係
る

県
民
の
声
を
聞
く
窓
口
「
県
民
の
声
相
談

室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

60272

(
8080 

内
容
警
察
に
対
す
る
意
見
・
要
望
・
相

談
（
暴
力
犯
罪
、
少
年
問
題
、
悪
徳
商

法
、
覚
せ
い
剤
、
暴
走
問
題
）
な
ど
。

な
お
、
今
ま
で
の
暴
力
相
談

1
1
6
2
4
1

4
3
5
6

、
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン

1
1
6
2
1
|

8
9
8
9

、
悪
徳
商
法
ダ
イ
ヤ
ル

1
1
6
2
1

|
6
5
5
8

、
極
左
1
1
0

番
1
1
6
2
4
1

4
6
4
9

は
廃
止
し
ま
し
た
。

村 の う

年
末
・
年
始
の
防
犯

ご き

「
票
民
の
声
」

相
談
室
開
設

12 月

12 日

13 日

15 日

16 日

歳末慰問（村内在宅者）

防犯委員会

歳末慰問（施設入所者）

青少年健全育成連絡会

18 日（社会体育館利用団体館内清

＼掃奉仕

会 会

場

日
時

妊
婦

場

日
時

認
月
1
5
日

受
付

呆
建
セ
ン
タ
ー

1

,

1

 

午
後
1

時
1
2

時

健

吟
日、

1

月
認
日

受
付

保
健
セ
ン
タ
ー

乳
幼

児
健
診

時日う゚もし楽

午
後
1

時
1
2

時
をき焼んどんどで子親 1 月 14 日（土）～ 15 日（日）

22 日

28 日

ヶ

64年 1 月

日
日4

8

 

農業委員会

御用納め

消防団歳末警戒激励巡視 (31

日まで）

御用始め

消防出初め式

※予定ですので変わる場合もあります

詳しくは、妙義少年自然の家（云0274(73)2101) へ。
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、f付ありがとう］
0両毛ヤクルト販売（掬は 8 千円を

圏館林たばこ販売協同組合は 1 万円を

0須藤光江さん（川 俣）は 2 万円を

〇早川久美さん（大輪）は10万円を

0和田 紘さん（上江黒）は20万円を

0明和村ボランティア連絡協議会は

72万円余を

0明和村商工会は11万円余をそれぞ

れ社会福祉協議会へ寄付されました。

最
終
3
0日
・
開
始

6

日

役
場
の
一
般
業
務
は
、

1
2月
2
9日
困
か

ら

1

月
3

日
因
ま
で
年
末
年
始
の
休
み
と

な
り
ま
す
。

届
出
や
手
続
き
、
申
請
は
お
早
め
に
す

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
婚
姻
届
、
出
生
届
、
死
亡
届
の

業
務
に
つ
い
て
は
平
常
ど
お
り
で
す
。

中
央
公
民
館
・
社
会
体
育
館
は
、
認
月

2
9日
因
か
ら
1

月
3

日
因
ま
で
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

1
2月
2
8日
困

か
ら
1

月

4

日
困
ま
で
休
館
と
な
り
ま
す
。

年
末
・
年
始
コ
ミ
の
収
集

年
末
・
年
始
の
ゴ
ミ
の
収
集
は
、
認
月

3
0日
が
最
終
と
な
り
、
1

月
6

日
か
ら
開

年
末
年
始

休
館
の
お
知
ら
せ

役
場
業
務

年
末

年
始
の

始
し
ま
す
。

し
尿
く
み
取
り
業
務

館
林
衛
生
施
設
組
合
の
年
末
・
年
始
の

し
尿
く
み
取
り
業
務
は
、
認
月

3
0日
か
ら

1

月
4

日
ま
で
休
み
と
な
り
ま
す
。

年
末
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で

早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

村
で
は
、
認
月

2
1日
か
ら

3
0日
ま
で
を

I
I冬
季
清
掃
旬
間
り
と
定
め
ま
し
た
。

こ
の
期
間
中
、
大
掃
除
を
行
い
き
れ
い

な
環
境
で
お
正
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

工
業
統
計
調
査
にご

協
力
を

認
月
3
1日
現
在
で
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
に
、
工
業
統
計
調
査
、

石
油
等
消
費
構
造
統
計
調
査
が
全
国

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
し
た
ら
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

等
看
護
学
院

募
集
人
員

3
0名

応
募
資
格
高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
見
込

み
の
女
子
、
矯
正
視
力
⑪
以
上

願
書
受
付
6
4
年
1
月

6

日
②
ー
1
月

2
0

日
②
ま
で
に

学
生
募
集

局 冬
季
清
掃
旬
間

最
終
2
9日
・
開
始
5

日

え] >蝉 に 悶 長疑 [:  

のねキ ー
る声 むの ウ <-悔空し か人 る嗚 リ幾はず ほ

ひれ貧 価 孫き を 昌 ろ
のどし の声き

食す 胃 きか ぞま ざみ ぎ‘
底ぬ きろ むし 田 短

還 にと 見 門; 冒
< g ] ぷ！食っ 且 1 塁塁
美子 晶火消よし ぼ吾に子良 静ぬか艶子 轟細1ょ音〖
日ど が久 し澱 人夏 る 髯 語 雙
は : にび てみ のの , り

冒 見さ危た 贔 < のつま
んゆのふる 靡< 土り

かの さしつ 旅里ぃ` JI[ 應了 に疏水 るし る ] の
』

も く なのくてりか 思
の 嘉 れら際 白とにるひ

と オ； しぶに き又姉 も
I') ゆ : 門 ーの―こ 秋あ野 立 砂浜立つ勧立 づ

議川む 贔 野村 か口 川 に川 喜 誘川 三
ね 夫めツつ; 日 悶 踊夕 ; とふ くヤ 客

明 る力 ニされ子に

1
2月
2
8日
因
島
田
水
道

6
翁
ー
―
―
―
―
―
八
―
―

認
月
2
9日
困
高
田
水
道

6
翁
—
―
―
―
七
―
―
―
六

認
月
3
0日
②
富
塚
水
道

6
翁
ー
＝
―
-
西
七

認
月
3
1日
山
松
本
水
道

6
翁
—
―
-
〈
-
―
―
九

1

月
1

日
⑪
石
崎
水
道

6
翁
ー
四
一
四
七

1

月
2

日
同
大
川
水
道

6
七
―
―
-
|
0七
―
―
―

1

月
3

日
因
金
子
水
道

6
翁
ー
―
―
―
四
八

1

月
4

日
因
島
田
水
道

6
翁
ー
―
―
―
―
―
公
一

水
道
管
に
も
冬
じ
た
く
を

I
.

次
の
業
者
に
ご
連
絡
を

年
末
・
年
始
の
水
道
故
障

詳
し
く
は
、
当
学
院

(
6
7
3
ー

7
1
7

5
)
へ
。

/
 

緊 急 ぉ 知 ら せ
/. 

下記の型式（機種）のものは適正な使用を

誤ると異臭を発し、発煙•発火することがあ

りますので部品の一部を至急交換して下さい。

日立石油ファンヒーター OVF-320BX 

アラジン石油ファンヒーター

0 日立家電販売（掬または購入先へ連絡を

TEL0120-03-5300 フリーダイヤル

0部品交換無料

I

/

 

J 3201 

> 

会 日 会 日 会 日 会

村
圃
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税

国
民
年
金
、
水
道
使
用
料
で
す
。

納
期
限
は
認
月
2
6日
で
す
。
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

今

月
の
納
税

ーさだ

午
前

1
0
時1
午
後
＜
ヵ協こ

役
場
会
議
室
日

日5
 
2
 

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
 

月2
 

一日

年
金
相
談
困

ー

時

1

月

5

日
午
前

1
0
時1
午
後
月
2
 

3
寺
B
 

あ

場
館
林
市
役
所
し

t
 

す

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
 

た卜夕海

交
通
事
故
相
談

kH
 
z
 

午
前
1
0
時1
午
後

しあt
 

すた末歳k
 
H
 
z
 

場 時

1

月

1
9日

3
時

館
林
市
役
所

場

3

寺廿

時

1
2月
1
5日

人
権
・
行
政
・
心
配
こ
と
相
談

場

日
時

1
2月
1
5日
午
前

9
時
3
0
分
＼

1
0
時
3
0
分
受
付

保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
相
談
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戸
人
人
人
人
人
[

·55“ 

）
亡
出
”

[
口
在

8
5
0
0
9
8
0
2
2
,

”
現
ぷ

A

J

2

，
き

E

云
、

”
人
日

2
1
0
5
5

動
ダ
庫
[

9” 

[
の
ー
数
数
の
人
人
[

’
月
公
じ
中

8
0
,

”
寸

1
2
帯
り
爪
男
女
月
ー

2
”

、
太
ロ
ー
生
入
，

”
世
人
け
出
転
[

’‘ 

,
 

t
、
·
"
"
·
‘
·
"
"
‘
‘
‘
"
‘
"
`
‘
.
員
皇
ヽ
·
"
‘
‘
"
t
‘
員
ヽ
ヽ
"
‘
"
·

冒
館林邑楽地区 館林地区 邑楽・板倉

産婦人科耳鼻科 内 科 外科
千代田

日 明和地区

12 月 18 日
佐々木医院川村医院 館林厚生病院 橋本医院

曜 て (62)26232(72)1337 堀越医院合（73)4151 1(72)3140 ff (82) 1150 

12 月 25 日 真中医院後藤（康）医院後藤（康）医院合（72)3975 永寿堂医院 館林地区が

当 合 (72) 1630 合 (72) 3975 云（72)4469 担当します

1 月 1 日
横田医院小倉医院阿久津医院合 (72) 3315 岡田医院 小西医院

番 合（72)0255 合（72)0606 田内医院合（72)3855 合 (72)3163 云 (86)2261 

話ヽ; で : で1 月 2 日
内科系 外科系 館林厚生

医
清河堂医院合（72)3070 寺内医院合（72)3031 

病院

1 月 3 日
内科系 外科系

大塚医院云（72)0176 真中医院合 (72)1630 合 (72)3140 

三□。00
石可ミ、'. L 心、·

含
期
日

1
1
来
年
1
月

1
5日
⑪

玄
対
象

1
1
村
内
在
住
、
在
勤

食
部
門
・
距
離

▽
小
学
生
1
.
2
年
…
―

·
O
k
m▽同
3

.
4
年
…
一
・
二
k
m▽
5
.
6
年
…
一
・
五k
m

▽
中
学
生
⑳
：
五
．o
k
m▽
同
因
…
三
．o

k
m▽
一
般
嵩
校
生
以
上
…
五
．

o
k
m▽
壮

年

(
3
0歳以
上
）
…
三
．o
k
m▽
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
対
抗
戦
「
一
チ
ー
ム
五
名
（
一
般
男
）

に
よ
る
団
体
戦
」
…
三
．
o
k
m▽
健
康
マ
ラ

ソ
ン
（
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
）

…
三
．
0
k
m

＊
申
込
み
1
1
1
2
月

2
4日
ま
で

＊
問
合
せ
1
1
社
会
体
育
館
6
闘
4
6
2
6

に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

3

歳
・
千
津
井

〇沙友里ちゃん…「ランドセルとおしゃ

べりが大好き。大きくなったらお医者さん

とコックさんになりたい」

〇お母さん…「素直なやさしいこになっ

てほしい」 〔勉・美由紀さんの長女〕

〇勇樹くん・・「おもちゃが大好き。大き

くなったら、おまわりさんになってパトカ

ーにのりたい」

〇お母さん…「明るく、やさしい子にな

〔孝夫・喜代子さんの長男〕ってほしい」

゜荻原永和早
野口吉田川氏

こ
ば
や
し
さ
ゆ
り

小
林
沙
友
里
ち
ゃ
ん

に
し
ご
お
り

西
郡

ゅ
う
き勇
樹
く
ん

村
か
ら
1
1人
参
加

全
国
ス
ポ
・
レ
ク
祭

「
ひ
か
る
汗
、
む
す
ぶ
友
情
、
ひ
ろ
が

る
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
一
回
全
国
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
が
、

1
1

月

1
3
日
か
ら
、
山
梨
県
甲
府
市
、
小
瀬
公

3

歳
・
中
谷

` 

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

手
募

選

集

11 月の

... --ｷ- ~-...、 9

救急車出動回数
•交通事故 2 件

●急病 5 件

•その他 2 件

•計 9 件

』
国

一
般
男
女

コ
爪
|
]

薗
田

折
茂

梁
瀬

賓
一
成

つ
ね

シ
ゲ

62 88 1 

ト
ヨ
名

81 86 儡

世
帯
主
地
区
叫
I
J
L

久
美
大
輪
％

紘
上
江
黒
％

和
美
南
大
島
％

正
江
大
輪
漏

久
雄
上
江
黒
％

1
1

お
く
や
み
1
1

園
陸
上
競
技
場
な
ど
で
開
か
れ
、
全
国
か

ぃ□

8
3
い
t
h
h

□いl
l
l
l
:

《

参
加
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
マ
ス
タ
ー
ズ

陸
上
競
技

(
5
5歳
代
円
盤
投
げ
、
2
位
始

沢
重
信
、
3
1
2い6
6
)に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

し
た
。

氏
名

小
林
淳
一

二
十
里
浩
之

柿
沼
圭
介

高
田
裕
司

高
瀬
静
香

大
塚
美
輪

茂
木
勇
己

山
野
井
健
太

吉
永
愛
理

薗
部
百
合
香

石
村
朋
子

田
口
直
也

玉
井
那
美

大
塚
有
理
恵

田
口
晃
大朋

美
由
未

絢
香 ゜

幸英美
智
也

智
幸宏

和
稔

正
行薫

-
i
J
 

禾

清幸康正 康徳高一保
賓護

正雄 弘男雄郎者治彦重男

涜
丙
糸
↓二

男
二
男

二
男

長
男

二
女

二
女

二
男

長
男

長
女

長
女

二
女

長
男

長
女

長
女

二
男

二
女

二
女

長
女

須
賀

大
佐
貫

上
江
黒

斗
合
田

中上千梅梅斗田
江津 合

島島輪谷黒井原原田島里

田矢 大 新江下下地
江江
黒黒口 区

% ％如％ % % % % % % % % % ％駕％鬼鬼闘

1
1

お
め
で
た
1
1

お
め
で
た

`<
お
く
や
み

゜



⑤ 
広 綴

1989 

ー
No.328 

10 日発行

•村長・議長、年頭のあいさつ

• 1 年生‘ほくらの目標ざ

•お知らせ・カメラスポット

2P~ 
4P~ 
10P~ 発

編
印

行
集
刷

•• 

明和村役場

総務課広報係

（株）イシカワデザイン

初
釜

新
し
い
年
を
迎
え
、
最
初
に
釜
を
掛
け
る
の
で
そ
う
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
「
稽
古
初
め
」
と
か
「
点
て
初
め
式
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
年
が
明
け
る
と
、
各
自
改
ま
っ
て
茶
家
に
お
年
始
に

伺
い
、
お
濃
茶
、
懐
石
を
頂
い
て
華
や
い
だ
新
春
を
楽
し
み
ま
す
。
当

且
余
家
で
は
、
初
釜
に
相
応
し
た
飾
り
付
け
を
致
し
ま
す
。
床
に
は
新

春
を
寿
ぐ
掛
物
を
掛
け
、
点
前
道
具
も
華
や
か
な
中
に
も
品
格
の
あ
る

も
の
を
と
り
合
わ
せ
ま
す
。

端
唄
の
一
節
に
…
…
「
若
水
波
み
か
車
井
戸
」
…
…
と
あ
り
ま
す

が
、
年
が
明
け
最
初
に
汲
む
お
水
を
若
水
と
言
い
ま
す
。
そ
の
若
水
を

用
い
て
、
ご
家
族
だ
け
の
初
釜
も
ま
た
、
格
別
か
と
思
い
ま
す
。

穏
や
か
な
、
そ
し
て
幸
せ
な
初
春
で
す
。

1989年
元 皇

. 

璽

切り絵・牛久保美江作



第328号 広 報 め い わ 1989年 1 月 10 日 (2) 

つ、
さ
ノ

、
’

＾
し3メぁ

-= 
母

業
を
堅
実
に
執
行
し
、
次
代
に
向
け
て
―
-
―

磁
-ii 

l
-
i
 

の
基
盤
づ
く
り
を
一
段
と
推
進
す
る
こ

ロ
＾
の

頭年
‘
と
算
―
二
忍
終
令
青
麗
に
そ
；
た
予
宜
靖
g
-

曲
i—i 

及
と
が
で
き
ま
し
た
。
―
―
-

し
二
十
一
世
紀
も
間
近
で
す
。
こ
の
展
＝
i

望
と
個
性
あ
る
豊
か
な
村
づ
く
り
の
創
i
-
―

却
造
の
時
代
を
迎
え
、
一
層
皆
様
の
創
意
三=-

れ
と
英
知
を
結
集
し
、
新
時
代
に
ふ
さ
わ
―
i
i
-ii 

法
し
い
「
健
康
と
豊
か
な
自
然
に
つ
つ
ま
i
i
i

疑
れ
た
、
活
力
と
潤
い
の
あ
る
郷
土
づ

v
-i

­

-
h
 

母
二
―
―

条
例
の
一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
も
と
づ
く
国
家
公
務
員

の
給
与
改
定
に
伴
う
条
例
の
改
正
で
、
主

な
内
容
と
し
て
は
、
一
般
職
員
の
給
与
及

び
諸
手
当
の
改
定
で
す
。
平
均
ニ
・
三
三

％
ア
ッ
プ

(
6
3
年
4

月
1

日
実
施
）

こ
れ
に
よ
り
改
定
後
の
初
任
給
は
、
高

校
卒
…
十
万
五
千
五
百
円
、
短
大
卒
…
十

一
万
二
千
五
百
円
、
大
学
卒
…
十
二
万
一

千
百
円
と
な
り
ま
す
。

職
員
給
与
に
関
す
る

一
部
改
正

第
四
回
村
議
会
定
例
会

村
税
条
例
の

第
四
回
村
議
会
定
例
会
は
、
十
二
月

二
十
一
日
（
会
期
一
日
）
開
か
れ
、
七

議
案
（
村
長
提
出
）
等
に
つ
い
て
審
議
が

行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う

村
税
条
例
の
改
正
で
、
現
在
、
第
二
土
曜
日

及
び
第
三
土
曜
日
は
、
金
融
機
関
等
の
休

日
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
六
十
四

年
二
月
か
ら
は
、
全
土
曜
日
に
改
め
ら
れ

る
た
め
、
地
方
税
の
納
期
限
等
が
土
曜
日

に
あ
た
る
と
き
に
は
、
翌
々
日
の
月
曜
日

を
そ
の
期
限
と
み
な
す
も
の
で
す
。

一
般
会
計
補
正

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
一
、
四
四
二
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を

二
三
億
九
、
0
五
四
万
一
千
円
に
し
ま
し
た
。

※
(
)
は
補
正
後
の
総
額

【
歳
入
】

•
地
方
交
付
税
…
―
二
九
八
万
八
千
円

（
五
億
八
、
二
九
八
万
八
千
円
）

●
分
担
金
及
び
負
担
金
…
一
四
万
八
千
円

（
四
、
二
五
五
万
七
千
円
）

•
国
庫
支
出
金
…
三
千
円
（
七
、
二
八
九
万

五
千
円
）

•
県
支
出
金
…
一
〇
一
万
三
千
円
（
三
億

二
、
三
五
0
万
六
千
円
）

●
繰
入
金
…
二
六
万
八
千
円
（
一
億
五
、

五
一
五
万
二
千
円
）

【
歳
出
】

●
議
会
費
…
三
四
万
七
千
円
（
五
、0
七
六

6
3年
度
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村
民
の
皆
様
に
は
、
暉
か
し
い
新
春
を

ぉ
迎
え
の
こ
と
と
議
員
一
同
謹
ん
で
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
な
る

ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
異
常
気
象
に
よ
り
農
作
物
は
全

般
的
に
不
作
と
な
り
野
菜
高
騰
が
目
立
ち

消
費
者
の
懐
を
い
た
め
た
よ
う
で
す
。

又
、
農
家
の
皆
様
に
と
っ
て
は
、
米
の

作
柄
も
振
わ
ず
、
明
る
い
年
で
は
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
ア
メ
リ

カ
の
貿
易
赤
字
対
策
と
し
て
の
米
の
輸
入

自
由
化
が
叫
ば
れ
、
今
後
の
農
政
の
大
き
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課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
進
め
て
お
り
、
優
良
企
業
の
立
地
に
よ
る

政
治
面
で
は
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
か
ら
地
域
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ブ
ッ
シ
ュ
氏
へ
の
政
権
交
替
、
リ
ク
ル
ー
又
、
農
政
面
で
は
、
明
和
農
協
に
よ
る

卜
疑
惑
で
国
会
は
大
き
く
揺
れ
、
宮
沢
大
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
建
設
工
事

蔵
大
臣
の
引
責
辞
任
、
又
、
消
費
税
の
導
が
昨
年
秋
に
着
工
さ
れ
本
年
産
米
か
ら
供

入
、
そ
し
て
年
末
に
は
第
一
次
竹
下
改
造
用
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
、
農
業
の
よ
り

内
閣
の
発
足
と
め
ま
ぐ
る
し
い
年
末
と
な
一
層
の
省
力
化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
思
わ

り
ま
し
た
。
れ
ま
す
。

又
、
経
済
面
で
は
、
円
高
ド
ル
安
が
一
今
後
も
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

段
と
進
み
輸
出
関
連
企
業
は
大
き
な
打
撃
豊
か
な
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
住
み
よ
い
村

を
受
け
、
一
方
で
は
企
業
の
海
外
進
出
が
づ
く
り
の
た
め
、
教
育
面
に
お
い
て
は
、

目
立
ち
空
洞
化
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
学
校
の
大
規
模
改
修
を
行
う
と
と
も
に
、

内
需
拡
大
と
企
業
努
力
に
よ
り
景
気
は
回
道
路
網
の
整
備
を
は
じ
め
、
清
潔
な
生
活

復
に
向
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
環
境
、
社
会
諸
情
勢
に
即
応
し
た
よ
り
よ

本
村
に
お
い
て
は
、
明
和
村
第
三
次
総
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
村
民
の
声
を
村
政

合
計
画
に
そ
っ
た
「
活
力
と
潤
い
の
あ
る
に
十
分
反
映
す
べ
く
最
大
の
努
力
を
い
た

郷
土
づ
く
り
」
を
目
指
し
た
施
策
の
一
環
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、
旧
に
倍
す
る

と
し
て
、
税
の
増
収
、
雇
用
機
会
の
拡
大
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と

を
図
る
べ
く
工
業
団
地
造
成
を
計
画
し
、
と
も
に
、
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し

本
年
三
月
着
工
を
目
途
に
着
々
と
準
備
を
ま
し
て
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

村議会議長

斎 藤 憲

f新年のあじン＼さづ＼

万
四
千
円
）

•
総
務
費
…
五
二
七
万
六
千
円
（
二
億
八

四
ニ
ニ
万
六
千
円
）

●
民
生
費
…
一
五
四
万
五
千
円
（
三
億
七

―
二
六
万
五
千
円
）

●
衛
生
費
…
三
四
万
五
千
円
（
一
億
四
、

五
0
二
万
四
千
円
）

•
農
林
水
産
業
費
…
二
九
七
万
円
（
四
億

四
、
四
六
二
万
一
千
円
）

●
商
工
費
…
一
三
万
六
千
円
（
二
、
四
二
五

万
六
千
円
）

•
土
木
費
…
八
一
万
円
（
四
億
一
、
二
三
三

万
二
千
円
）

●
消
防
費
…
二
0
万
四
千
円
（
九
、
六
九
七

万
四
千
円
）

•
教
育
費
…
二
七
八
万
七
千
円
（
三
億
四
、

八
六
七
万
一
千
円
）

い
ず
れ
も
主
と
し
て
給
与
改
定
に
伴
う

補
正
で
す
。

老
人
保
健
会
計
補
正

改
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
二
六
万
八
千
円
追
加
し
、
総
額
を

三
億
一
、
八
四
五
万
八
千
円
に
し
ま
し
た
。

※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

【
歳
人
】

●
支
払
基
金
交
付
金
…
八
万
五
千
円
（
ニ

6
3年
度

億
二
、
二
九
一
万
一
千
円
）

•
国
庫
支
出
金
…
一
四
万
七
千
円
（
六
、
三

四
九
万
一
千
円
）

•
県
支
出
金
…
三
万
六
千
円
（
一
、
五
八
七

万
二
千
円
）

一
歳
出
】

●
諸
支
出
金
（
一
般
会
計
へ
繰
出
）
…
二

六
万
八
千
円
（
二
七
万
三
千
円
）

国
民
健
康
保
険
会
計
補
正

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
三
二
万
九
千
円
を
追
加
し
総
額
を
三

億
九
、
八
三
四
万
四
千
円
に
し
ま
し
た
。

6
3年
度

6
3年
度

※
（
 

【
歳
入
】

●
繰
越
金
…
三
二
万
九
千
円
（
一
、
五
七
〇

万
七
千
円
）

【
歳
出
】

•
総
務
管
理
費
（
給
与
改
定
に
伴
う
職
員

給
料
な
ど
）
…
三
二
万
九
千
円
（
一
、
五

0
五
万
二
千
円
）

水
道
事
業
会
計
補
正

給
与
改
定
に
伴
い
、
収
益
的
支
出
の
補

正
で
人
件
費
一
八
万
六
千
円
を
追
加
し
て

総
額
を
八
、
0
四
五
万
三
千
円
に
し
ま
し
た

）
は
補
正
後
の
総
額

こ
の
ほ
か
、

五
議
員
の
一
般
質
問
、

請
願
一
件
な
ど
の
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
内
容
等
に
つ
い
て
は
近
く

発
行
さ
れ
る
予
定
の
議
会
だ
よ
り
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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＊
ま
つ
も
と

て
つ
や

（
千
津
井
）

さ
ん
す
う
の
ひ
き
ざ
ん
と
お
う
ち
の
て

つ
だ
い
を
が
ん
ば
り
た
い
。

一
い
に
、
ま
た
、
ピ
ア

ノ
も
う
ま
く
な
り
た
い
。

＊
え
は
ら
み
ち
こ

＊
ぁ
ら
い

ゆ
き
こ

（
江
口
）

さ
ん
す
う
を
、
た
く
さ
ん
が
ん
ば
っ
て

百
て
ん
を
い
っ
ぱ
い
と
り
た
い
。

ま
さ
ひ
こ

（
斗
合
田
）

こ
と
し
は
、
な
わ
と
び
が
い
っ
ぱ
い
で

き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

＊
も
り
じ
り

な
わ
と
び
を
い
っ
ば
い
れ
ん
し
ゅ
う
し

て
た
い
り
ょ
く
を
つ
け
た
い
。

ゆ
う
さ
く

マ
ラ
ソ
ン
で
、

り
ょ
う
こ
（
江

き
れ
い
な
字
が
か
け
ま
す
よ
う
に
。
ワ

ン
ス
ピ
ン
が
う
ま
く
な
り
ま
す
よ
う
に
。

ゆ
う
こ

（
千
津
井
）

バ
ト
ン
と
エ
レ
ク
ト
ー
ン
を
や
り
た
い
。

も
っ
と
べ
ん
き
ょ
う
を
や
り
た
い
。（

千
津
井
）

＊
た
ば
た

こ
う
す
け
（
田
島
）

な
わ
と
び
を
ま
い
に
ち
つ
づ
け
て
、
た

い
り
ょ
く
を
つ
け
た
い
。

＊
こ
ば
や
し

＊
か
と
う

（
下
江
黒
）

＊
す
な
が

＊
か
き
ぬ
ま

ロ

マ
ラ
ソ
ン
た
い
か
い
で
ゆ
う
し
ょ
う

し
た
い
。

＊
く
ぼ
ぐ
ち
ゅ
う
き

ず
こ
う
が
に
が
て
な
の
で
も
っ
と
が
ん

ば
り
た
い
。

＊
の
ぎ
む
ら

の
ぼ
り
ぼ
う
を
さ
い
ご
ま
で
の
ぼ
れ
る

よ
う
に
な
り
た
い
。

（
南
大
島
）

ま
さ
よ

（
斗
合
田
）

さ
と
し

＊
す
ぎ
や
ま
ひ
ろ
た
か

（
千
津
井
）

こ
と
し
は
、
よ
み
か
き
た
い
か
い
を
が

ん
ば
っ
て
百
て
ん
を
と
り
た
い
。

（
千
津
井
）

＊
ぃ
し
ば
し
じ
ゅ
ん
い
ち
（
上
江
黒
）

＊
の
も
と
ゆ
う
や

い
ち
り
ん
し
ゃ
が
、
よ
く
の
れ
る
よ
う

に
が
ん
ば
り
た
い
。

名

東
小
東
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＊
ふ
か
の
ま
さ
あ
き

9999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999999,‘ 

｛
一
九
八
九
年
、
巳
年
。

i
そ
れ
ぞ
れ
に
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
i

一
迎
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
二
十
一
世
紀
に
向
か
つ
て
一

一
躍
動
し
て
い
ま
す
。
東
小
、
西
小
の
一
年
生
も
大
き
i

i
な
目
標
、
希
望
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
新
し
い
年
を
迎
え
ー

i
ま
し
た
。
子
と
も
は
私
た
ち
の
宝
、
将
来
の
担
｛

｛
い
手
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
一
年
生
百
二
十
八
人
に
i

i
｛
フ
年
の
希
望
、
目
標
、
夢
を
語
つ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
一

｛
さ
あ
／
．
と
ん
な
こ
と
か
な
：
·
·
:
0
'

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

＊
う
ち
だ

よ
み
か
き
と
、
ス
イ
ミ
ン
グ
が
も
っ
と

う
ま
く
な
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

（
南
大
島
）

さ
か
あ
が
り
が
、
じ
ょ
う
ず
に
で
き
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

（
南
大
島
）

ち
あ
き
（
江
口

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
が
、
た
か
く
あ
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

東小東組の児童たち
`‘` ^..ヘ--- ·-·--`•一• • ••-· 

＊
ふ
か
の

か
ず
の
ぶ

か
ん
字
が
う
ま
く
な
る
よ
う
に
が
ん

ば
り
た
い
。

＊
の
ぐ
ち
ひ
ろ
き

う
ん
ど
う
を
い
っ
ぱ
い
し
て
、

し
が
は
や
く
な
り
た
い
。

か
け
あ

（
南
大
島
）

（
千
津
井
）

(4) 
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＊
ぉ
ぐ
ら
あ
や
こ

て
つ
ぼ
う
で
さ
か
あ
が
り
を
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
。

＊
は
ら
も
も
え

＊
ぁ
ら
い

け
ん
い
ち
（
江
口
）

＊
や
ま
も
と

え
が
じ
ょ
う
ず
に
な
り
た
い
。

ン
で
一
い
に
な
り
た
い
。

＊
わ
た
な
べ

（
千
津
井
）

マ
ラ
ソ

一
り
ん
車
を
が
ん
ば
っ
て
、
う
ん
ど
う

か
い
で
パ
レ
ー
ド
に
で
た
い
。

（
南
大
島
）

一
年
生
の
み
な
さ
ん
、
一
・
ニ
学
期
も
あ
つ
と

い
う
ま
に
、
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。

や
さ
し
い
上
級
生
に
ま
じ
つ
て
、
業
間
運
動
で

の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
鬼
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
お
ん
ぶ
、
一
輪

車
乗
り
な
と
で
校
庭
で
遊
ぶ
み
な
さ
ん
は
、
と
て

も
、
楽
し
そ
う
で
し
た
よ
。
新
し
い
年
を
迎
え
る

と
、
四
月
か
ら
は
、
二
年
生
。
新
し
い
一
年
生
の

や
さ
し
い
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
れ
る

よ
う
に
、
運
動
に
勉
強
に
が
ん
は
つ
て
く
だ
さ
い
。

こ
く
ご
の
お
べ
ん
き
ょ
う
を
が
ん
ば
り

た
い
。
う
ん
ど
う
も
が
ん
ば
り
た
い
。

（
千
津
井
）

（
上
江
黒
）

一
り
ん
車
に
の
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

た
い
り
ょ
く
を
つ
け
た
い
。

マ
ラ
ソ
ン
を
つ
づ
け
て
、

を
い
っ
ぱ
い
つ
け
た
い
。

べ
ん
き
ょ
う
を
い
っ
ぱ
い
し
て
、
さ
ん

す
う
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

＊
ま
ち
だ
さ
と
こ

（
南
大
島
）

た
い
り
ょ
く

（
南
大
島
）

（
南
大
島
）

ぱ
く
は
二
ね
ん
せ
い
に
な
っ
た
ら
こ
く

ご
を
が
ん
ば
り
た
い
。

（
南
大
島
）

ぼ
く
は
、
お
し
ょ
う
が
つ
の
か
る
た
た

い
か
い
で
、
が
ん
ば
り
た
い
。

（
下
江
黒
）

2

ね
ん
せ
い
に
な
っ
た
ら
こ
く
ご
も
、

さ
ん
す
う
も
み
ん
な
が
ん
ば
り
た
い
。

置く ・わたし
tこちの 口

』
口

＊
い
い
づ
か

の
り
こ

＊
な
か
む
ら
け
ん
い
ち

＊
な
が
し
ま
り
か

（
田
島
）

＊
か
き
ぬ
ま
と
し
か
ず

東小 1 年生のみなさんへ
東組新島邦彦先生｝からの
西組 宇木とし子先生メッセージ

＊
お
か
や
す
ま
さ
ゆ
き
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わ
た
し
は
、
さ
ん
す
う
の
ひ
き
ざ
ん
と

た
し
ざ
ん
を
が
ん
ば
り
た
い
。

＊
こ
ば
や
し
あ
お
い く

み
こ

田
島
）

せ
い
こ

わ
た
し
は
、
お
か
あ
さ
ん
の
て
つ
だ
い

や
、
い
う
こ
と
を
き
く
よ
う
に
し
た
い
。

＊
い
い
づ
か

＊
そ
の
ベ

め
ぐ
み
（
江
口

み
ず
ほ

ぼ
く
は
、
い
ろ
い
ろ
な
べ
ん
き
ょ
う
を

が
ん
ば
り
た
い
。

＊
く
ろ
き
や
す
ひ
ろ
（
田
島
）

う
し
ろ
と
び
を
二
十
か
い
で
き
る
よ
う

に
が
ん
ば
り
た
い
。

＊
お
ぎ
の

こ
と
し
ょ
、
•r 

＊
こ
ま
き

こ
う
い
ち

でんこか
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

を生先

よ
し
み
つ

（
上
江
黒
）

ぼ
く
は
、
さ
ん
す
う
を
が
ん
ば
っ
て
、

い
つ
も
百
て
ん
に
な
る
よ
う
に
し
た
い
。

（
千
津
井
）

い
つ
で
も
、
あ
い
さ
つ
が
き
ち
ん
と
い

え
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

（
千
津
井
）

一
が
っ
き
、
二
が
っ
き
に
、
で
き
な
か

っ
た
こ
と
を
が
ん
ば
り
た
い
。

（
斗
合
田
）

け
が
や
び
ょ
う
き
に
な
ら

ぼ
く
は
、
こ
と
し
の
う
ち
に
し
ゅ
う
字

が
、
一
き
ゅ
う
に
な
り
た
い
。

（
下
江
黒
）

（
千
津
井
）

ま
い
あ
さ
、
い
ぬ
に
、
え
さ
を
あ
げ
る

か
た
か
な
を
が
ん
ば
り
た
い
。

＊
す
な
が
り
ゅ
う
へ
い

＊
こ
ば
や
し
ま
さ
か
ず

＊
は
し
も
と
の
り
お
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（
南
大
島
）

（
千
津
井
）

わ
た
し
は
、
お
と
も
だ
ち
と
な
か
よ
く

お
に
ご
っ
こ
な
ど
し
て
あ
そ
び
た
い
。

＊
え
は
ら
み
よ
こ マ

ラ
ソ
ン
た
い
か
い
で

と
う
に
な
り
た
い
。

J
と
し
の
、

べ
ん
き
ょ
う
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

い
。
も
の
を
な
く
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

け
が
や
、
び
ょ
う
き
を
し
な
い
こ
と
と
、

ほ
ん
を
た
く
さ
ん
よ
み
た
い
。

＊
お
り
も
ま
き

＊
さ
い
と
う

み
さ
こ

（
上
江
黒
）

田
島
）

＊
ぁ
ベ

じ
こ
に
き
を
つ
け
て
、
い
っ
し
ょ
う
け

ん
め
い
べ
ん
き
ょ
う
し
た
い
。

＊
ふ
じ
さ
わ

わ
た
し
は
、
お
と
も
だ
ち
を
い
っ
ぱ
い

つ
く
っ
て
い
ろ
ん
な
あ
そ
び
を
し
た
い
。

わ
た
し
は
、
一
り
ん
車
が
じ
ょ
う
ず
に

の
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

さ
ん
す
う
を
が
ん
ば
り
、
そ
し
て
、
さ

ん
す
う
を
す
き
に
な
り
た
い
。

ゆ
う
こ

＊
い
ま
い
ず
み
ま
り

＊
た
だ
ま
き
こ

（
斗
合
田
）

（
千
津
井
）

（
南
大
島
）

お
と
も
だ
ち
と
な
か
よ
く
し
て
、
お
べ

ん
き
ょ
う
を
た
く
さ
ん
し
た
い
。

＊
た
な
か

ヽ
4
0

た
し

の
ぶ
ゆ
き
（
矢
島
）

し
せ
い
が
よ
く
な
る
よ
う
に
が
ん
ば
り

＊
せ
ん
だ
ひ
さ
ゆ
き
（
矢
島
）

そ
ろ
ば
ん
が
、
8

き
ゅ
う
に
な
る
よ
う

に
が
ん
ば
る
ぞ
。

＊
は
し
づ
め

＼島ヽ

＊
す
ず
き
ま
さ
と
（
新
里
）

＊
か
と
う
さ
な
え

ん
ば
り
た
い
。

し
ゅ
う
字
で
、
だ
ん
に
な
る
よ
う
に
が

＊
お
お
の

か
ず
ま
さ
（
矢
島
）

＊
よ
し
だ
ゆ
う
き

（
梅
原
）

ぱ
く
は
、
し
や
か
い
の
テ
ス
ト
を
が
ん

ば
り
た
い
。

＊
し
ま
だ
あ
ゆ
み

（
南
大
島
）

西
小
A
組
認

＊
ま
つ
な
が

谷
）

も
く
ひ
ょ
う
は
、
か
ん
字
を
う
ま
く
か

く
こ
と
で
す
。

笑顔のにあう東小西組の皆さん

か
お
る

（
南
大
島
）

＊
た
ぐ
ち

か
ず
ゆ
き
（
矢
島
）

＊
ふ
じ
の
ひ
と
み

＊
ぁ
ら
い

み
か

（
江
口

わ
た
し
は
、
い
ち
り
ん
車
に
の
れ
な
い

の
で
の
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

わ
た
し
は
、
こ
く
ご
と
、
こ
と
し
の
う

ん
ど
か
い
の
か
け
あ
し
を
が
ん
ば
り
た
い
。

（
千
津
井
）

さ
ん
す
う
を
が
ん
ば
り
ま
す
。
し
ご
と

を
は
や
く
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

ぼ
く
は
、
し
ゅ
う
じ
の
字
が
う
ま
く
か

け
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

＊
こ
ぐ
れ

き
ゅ
う
し
ょ
く
と
う
ば
ん
を
よ
く
や
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

あ
き
ひ
ろ
（
中

テ
ス
ト
で
い
い
て
ん
す
う
を
と
る
よ
う

に
が
ん
ば
り
た
い
。

ひ
ろ
ゆ
き
（
矢

か
ず
の
り
（
新
里

じ
ぶ
ん
か
ら
す
す
ん
で
べ
ん
き
ょ
う
を

＊
ぁ
ら
い

す
る
よ
う
に
し
た
い
。

み
わ

（
江
口
）

し
ゅ
う
字
が
一
き
ゅ
う
に
な
る
ま
で
が

ん
ば
り
た
い
。

＊
ぁ
ら
い

あ
つ
み

田
島
）

＊
と
み
づ
か

よ
し
ひ
と
（
中

谷
）

·乏

` 
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ぱ
く
は
、
べ
ん
き
ょ
う
や
て
す
と
を
が

ん
ば
り
た
い
。

＊
た
ぐ
ち
の
り
こ

（
大
輪
）

＊
い
わ
さ
き
ひ
ろ
か
ず

（
入
ケ
谷
）

2

ね
ん
せ
い
に
な
っ
た
ら
べ
ん
き
ょ
う

を
が
ん
ば
っ
て
や
り
た
い
。

テ
ス
ト
で
い
い
て
ん
を
と
れ
る
よ
う
が

ん
ば
り
た
い
。

＊
さ
か
う
え
ま
さ
み
（
中
谷
） （

大
佐
貫
）

さ
ら
あ
ら
い
が
、
で
き
る
よ
う
に
、
ま

い
に
ち
お
て
つ
だ
い
を
が
ん
ば
り
た
い
。

＊
し
の
ぎ
ま
こ
と

べ
ん
き
ょ
う
を
、
が
ん
ば
っ
て
、

ち
ひ
ょ
う
を
よ
く
し
た
い
。

つ
う

わ
た
し
は
、
と
も
だ
ち
を
い
っ
ぱ
い
つ

く
り
た
い
。

し
ゅ
く
だ
い
が
、
で
た
ら
、
す
ぐ
う
ち

に
か
え
っ
て
や
る
よ
う
に
し
た
い
。

＊
い
ま
な
り
め
ぐ
み

＊
す
ず
き
く
み
こ

（
梅
原
）

＊
し
み
ず
め
ぐ
み
（
新
里

ぼ
く
は
、
し
ゅ
う
字
を
が
ん
ば
っ
て
は

や
く
だ
ん
に
な
っ
て
お
わ
ら
せ
た
い
。

（
大
佐
貫
）

あ
し
を
き
た
え
て
、
か
け
あ
し
が
は
や

く
な
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

（
大
佐
貫
）

ス
イ
ミ
ン
グ
で

1
7き
ゅ
う
に
な
れ
る
よ

う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

わ
た
し
は
、
ピ
ア
ノ
が
も
っ
と
う
ま
く

な
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

（
大
佐
貫
）

り
た
い
。

う
ん
ど
う
か
い
で
か
け
あ
し
を
が
ん
ば

わ
た
し
は
、
し
ゅ
う
字
が
う
ま
く
な
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

＊
ほ
り
ぐ
ち
り
え

（
新
里

＊
の
な
か

ち
な
つ

（
中
谷
）

＊
か
ま
た
あ
い
こ

（
新
里

＊
は
し
も
と
さ
と
し
（
梅
原
）

ぼ
く
は
、
ス
イ
ミ
ン
グ
で

1
7き
ゅ
う
を

め
ざ
し
た
い
。

＊
せ
き
ね
し
ゅ
う
い
ち
（
中
谷
）

お
そ
う
じ
と
、
し
ゅ
う
じ
を
が
ん
ば
り

＊
た
む
ら
よ
し
え
（
梅
原
）

た
い
。

＊
か
ん
だ
た
か
し

わ
た
し
は

と
り
た
い
。

テ
ス
ト
で
い
い
て
ん
を
、

＊
ぁ
つ
み
り
え

（
中
谷
）

＊
さ
か
む
ら
も
と
き
（
新
里

テ
ス
ト
で
い
い
て
ん
を
と
れ
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
た
い
。

＊
い
の
う
え
か
ず
の
り

わ
た
し
は
、
と
も
だ
ち
に
や
さ
し
く
す

る
よ
う
に
な
り
た
い
。

（
川
俣
）

＊
お
お
つ

し
ん
ご

（
矢
島
）

あ
さ
の
そ
う
じ
が
で
き
る
よ
う
に
が
ん

＊
た
ぐ
ち
さ
な
え

ば
り
た
い
。

し
ょ
う
り
ん
じ
で

8

き
ゅ
う
に
な
れ
る

よ
う
が
ん
ば
り
た
い
。

＊
よ
し
な
が
な
お
た
か

（
梅
原
）

ピ
ア
ノ
が
じ
ょ
う
ず
に
な
る
よ
う
に
ま

い
日
れ
ん
し
ゅ
う
し
た
い
。

＊
え
も
り
た
だ
し

（
梅
原
）

と
も
だ
ち
を
い
っ
ぱ
い
つ
く
っ
て
、
み

ん
な
と
あ
そ
び
た
い
。

＊
か
す
が
や
す
ゆ
き
（
新
里
）

ぼ
く
は
、
お
う
だ
ん
ほ
ど
う
を
気
を
つ

け
て
わ
た
り
ま
す
。

＊
た
べ
い

あ
き
ら
（
梅
原
）

/ 

あ
さ
は
や
く
お
き
て
学
校
へ
い
く
よ
う

に
し
た
い
。

西小 1 年生のみなさんへ

A組鈴木京子先生｝からの
B組大戸知子先生メッセージ

具
〈
―0に
何
で
も
話
し
か
け
て
く
れ
た
君
た
ち
。

合
年
か
ら
は
、
君
た
ち
の
後
輩
も
入
学
し
ま

す
。
先
輩
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
、
何
で
も
自

分
か
ら
進
ん
で
し
て
あ
け
ま
し
ょ
う
。
先
生
は

君
た
ち
の
大
き
な
飛
翔
を
心
か
ら
期
待
し
ま
す
。

「
先
生
、
く
し
ゃ
み
が
出
ま
し
た
。
j
と
い
う

「
先
生
、
歯
が
抜
け
ま
し
た
。
と
う
し
ょ
う
]

西小A組の皆さん
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ぼ
く
は
、
に
じ
ゅ
う
と
び
が
、

よ
う
に
な
り
た
い
。

＊
あ
ら
い

た
か
き

で
き
る

（
矢
島
）

こ
と
し
は
、
マ
ラ
ソ
ン
た
い
か
い
で

い
を
と
り
た
い
。

ふ
あ
み
こ
ん
の
か
せ
っ
と
を
、
い
っ
ぱ

＊
か
ね
た
け
ん
い
ち

（
大
佐
貰
）

ぼ
く
は
、
サ
ッ
カ
ー
が
う
ま
く
な
っ
て

て
れ
び
に
で
た
い
。

＊
は
し
も
と
な
お
や
（
中
谷
）

＊
た
ち
か
わ

か
ず
ひ
こ
（
江
口

ぼ
く
は
、
お
と
し
だ
ま
で
フ
ァ
ミ
コ
ン

の
れ
ん
し
ゃ
き
が
か
い
た
い
。

名

西
小
B

組
，
3
 

テ
ス
ト
で
い
い
て
ん
す
う
が
と
れ
る
よ

う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

＊
た
ぐ
ち
ま
さ
た
か

（
須
賀
）

こ
と
し
は
、
み
に
お
ん

く
を
ぜ
ん
ぶ
か
い
た
い
。

＊
ま
つ
も
と

（
お
も
ち
ゃ
）

＊
か
た
や
な
ぎ
ひ
さ
お
（
中
谷
）

ぼ
く
は
、
マ
ラ
ソ
ン
た
い
か
い
で
一
い

に
な
り
た
い
。

',
 •一

f• ;,. 
y
て
よ
i

会
ー9
9
9

、

v:i!‘f 
，
ヽ
‘
.
i
i
l
l
\
、

I

l
,
I
"
'

』

J
!
裏)
'

[

 ～、

さ
お
り
（
大
輪
）

＊
ほ
か
り
の
ぶ
ひ
と
（
梅
原
）

し
ゅ
く
だ
い
が
い
ま
ま
で
よ
り
じ
ょ
う

ず
に
な
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

テ
ス
ト
が
ぜ
ん
ぶ
い
い
て
ん
す
う
に
な

る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

こ
と
し
は
、
マ
ラ
ソ
ン
た
い
か
い
で

い
に
な
り
た
い
。

＼し、9 ー··
、ー／乎—
-/、\―9. • ~ 
,`•夕＼．＼ミ

＊
よ
し
だ
あ
や

（
梅
原
）

＊
ふ
く
ち
ひ
で
ゆ
き
（
新
里

ミ
ニ
ョ
ン
ク
（
お
も
ち
ゃ
）
を
二
こ
か
い

、
T
O

た
し

＊
は
し
も
と
あ
ゆ
み
（
梅
原
）

＊
い
ま
な
り
ひ
ろ
し
（
中
谷
）

＊
お
ば
な
え
み

（
大
輪
）
＊
い
し
ざ
き
ゆ
う
じ
（
矢
島
）

し
ゅ
字
に
い
っ
て
、
字
を
い
ま
よ
り
じ

ょ
う
ず
に
し
た
い
。

こ
と
し
は
、
さ
か
あ
が
り
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
た
い
。

＊
し
お
の
や

ピ
ア
ノ
が
じ
ょ
う
ず
に
な
る
よ
う
に
い

っ
ぱ
い
れ
ん
し
ゅ
う
し
た
い
。

こ
と
し
は
、
マ
ラ
ソ
ン
で
に
ゆ
う
し
ょ

う
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

ゆ
か

（
川
俣
）

＊
し
み
ず
た
つ
ひ
ろ
（
矢
島
）

＊
さ
い
と
う

ゅ
う
じ
（
大
輪
）

さ
か
あ
が
り
が
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば

り
ま
す
。

こ
と
し
ょ
,

9

 

り
た
い
。

マ
ラ
ソ
ン
で
一
と
う
に
な

（
須
賀
）

＊
ぁ
ら
い

ま
さ
し

（
中
谷
）

ぼ
く
は
お
と
し
だ
ま
で
ピ
ー
シ
ェ
ン
ジ

ン
の
ほ
ん
た
い
と
カ
セ
ッ
ト
が
ほ
し
い
。

お
と
し
だ
ま
で
、
お
も
ち
ゃ
を
い
っ
ぱ

い
か
い
た
い
。

＊
せ
ん
だ
と
も
ゆ
き
（
須
賀
）

ぼ
く
は
、
マ
ラ
ソ
ン
が

2
6と
う
だ
っ
た

の
で
、
1
0と
う
に
な
り
た
い
。

＊
み
や
ざ
わ
ひ
ろ
ゆ
き

＊
ほ
ん
ざ
わ
こ
う
い
う
（
大
輪
）

ぼ
く
は
、
み
に
よ
ん
く
が
、

ほ
し
い
で
す
。

＊
か
ま
た
し
ん
や

い
か
い
た
い
。

（
新
里

＊
た
な
か

さ
と
し

し）

っ

ぱ
し）

（
川
俣
）

ぼ
く
は
、
二
ね
ん
せ
い
に
な
っ
た
ら
、

マ
ラ
ソ
ン
が
は
や
く
な
り
た
い
。

楽しい給食の時間、みんなニコニコ
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＊
わ
た
な
べ

ふ
ゆ
み
（
矢
島
）

2

ね
ん
せ
い
に
な
っ
て
お
と
も
だ
ち
を

い
っ
ぱ
い
つ
く
り
た
い
。

＊
よ
し
だ

＊
も
り
じ
り

＊
し
ぶ
さ
わ

わ
た
し
は
、

2

ね
ん
せ
い
に
な
っ
た
ら

き
ゅ
う
し
ょ
く
を
の
こ
さ
ず
た
べ
た
い
。

マ
ラ
ソ
ン
た
い
か
い
で
が
ん
ば
っ
て
、

一
い
か
二
い
に
な
り
た
い
。

ゆ
う
こ

＊
ふ
る
は
し
ち
か
こ

（
新
里

（
須
賀
）

わ
た
し
は
、
う
ん
て
い
が
、
は
や
く
う

ま
く
な
り
た
い
。

＊
ふ
じ
い
か
す
み
（
梅
原
）

こ
ん
ど
は
、
マ
ラ
ソ
ン
大
か
い
で

1
6い

か
1
7い
を
と
り
た
い
。

わ
た
し
は
、
な
わ
と
び
で
に
じ
ゅ
う
と

び
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

＊
い
の
う
え
ひ
ろ
み
（
中
谷
）

＊
こ
ば
や
し
あ
き
こ

（
中
谷
）

ま
き
（
矢
島
）

こ
と
し
は
、
り
か
の
べ
ん
き
ょ
う
を
が

ん
ば
り
た
い
。

さ
と
み

（
南
大
島
）

こ
と
し
は
、
さ
か
あ
が
り
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
。

ぼ
く
は
、
さ
か
あ
が
り
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
。

` ~ 

• 9,. 
...、

ヽ

r 

一
:̀ •マ・一
iと.. -

＊
お
だ
ぎ
ち
ひ
ろ

（
新
里

-:::.• •..•.. ,.ヽ•= -—"し・

北校庭お山の上で、はい．／ポーズ（西小 B 組）

＊
ぉ
ち
あ
い

ま
す
み
（
須
賀
）

ぼ
く
は
、
か
け
っ
こ
と
サ
ッ
カ
ー
を
が

ん
ば
り
た
い
。

＊
ま
つ
も
と

あ
き
ら
（
大
輪
）

＊
わ
た
な
べ

（
大
佐
貫
）

こ
と
し
は
、
さ
っ
か
ー
が
じ
ょ
う
ず
に

な
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

ぼ
く
は
、
お
と
し
だ
ま
を
た
め
て
ス
キ

ー
に
い
っ
て
あ
そ
ん
で
き
た
い
。

＊
ふ
く
だ
だ
い
す
け
（
梅
原
）

ま
さ
る

-·—• ---ク

ノ
▼

こ
と
し
は
、
い
っ
ぱ
い
お
と
し
だ
ま
を

も
ら
っ
て
、
ち
ょ
き
ん
を
し
た
い
。

＊
ば
ば
あ
き
り

（
新
里

こ
と
し
は
、
じ
で
ん
し
ゃ
に
の
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
。

＊
た
む
ら
さ
お
り

（
須
賀
）

わ
た
し
は
、
も
っ
と
も
っ
と
、
と
も
だ

ち
を
つ
く
り
た
い
。

＊
い
し
だ
ま
ゆ
み
（
中
谷
）

を
が
ん
ば
り
た
い
。

わ
た
し
は

マ
ラ
ソ
ン
と
べ
ん
き
ょ
う

＊
の
む
ら
ま
き

（
矢
島
）

わ
た
し
は
、
こ
と
し
は
マ
ラ
ソ
ン
で

と
う
を
と
り
た
い
。

＊
も
て
ぎ
ひ
さ
え
（
須
賀
）

＊
ほ
り
ぐ
ち
あ
か
り

マ
ラ
ソ
ン
た
い
か
い
が
一
と
う
だ
っ
た

ら
い
い
な
。

＊
こ
く
ぼ
あ
け
み

＊
あ
ら
あ
け
み
わ

（
梅
原
）

わ
た
し
は
、

2

ね
ん
せ
い
に
な
っ
た
ら

さ
か
あ
が
り
を
が
ん
ば
り
た
い
。

こ
と
し
は
、
マ
ラ
ソ
ン
で
一
と
う
か

2

と
う
に
な
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

（
南
大
島
）

（
大
佐
貫
）

こ
と
し
は
、
さ
か
あ
が
り
が
う
ま
く
な

る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。
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晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
皆
さ

ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

国
民
年
金
に

2
0歳
に
な
っ
た
ら

|
3
1
1
1
 

都
市
計
画
法
に
よ
る
、
館
林
都
市
計
画

区
域
の
「
用
途
地
域
の
変
更
」
の
た
め
の

県
の
素
案
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
聴

会
を
開
催
し
ま
す
。

0

日
時

2

月
3
日
②
午
後
1

時
3
0
分

0

会
場
千
代
田
町
役
場

◎
変
更
内
容

邑
楽
町
明
野
住
宅
団
地

千
代
田
町
千
代
田
工
業
団
地

明
和
村
明
和
工
業
団
地

※
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
開
発
課

(
6
8
4

内
線
3
6
)へ。

加
入
し
ま
し
ょ
う

カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
隊
員

0

入
隊
対
象
者
小
学
2
年
生

1
4

年
生

の
児
童

※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会

(
6
8
4
|
4

4
9
1
)
ま
た
は
、
柴
崎
桂
子
（
下
江
黒

6
7
2
|
0
3
8
7
)へ
。

き
み
も
な
か
ま
に
／
．

二
十
歳
の
門
出
は
、
長
い
人
生
を
国
民

年
金
と
と
も
に
歩
み
出
す
第
一
歩
で
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
は
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
日

本
国
内
に
居
住
す
る
人
で
す
。

わ
が
国
は
、
国
民
皆
年
金
の
制
度
を
と

っ
て
い
て
、
国
民
の
だ
れ
も
が
、
若
い
う

ち
か
ら
年
金
に
加
入
し
て
、
年
金
を
受
け

る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

学
生
や
外
国
に
住
ん
で
い
る
日
本
人
な

ど
は
、
希
望
す
れ
ば
任
意
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

二
十
歳
は
国
民
年
金
の
出
発
点
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
自
分
の
将
来
を
み
つ
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、

役
場
住
民
課
へ
。
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時

1

月

2
7日

ー
午
後
3

時

0

会
場
保
健
セ
ン
タ
ー

※
前
回
4
7名
の
ご
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

0
日

午
前
1
0時
3
0分

献
血
に
こ
協
力
を

限でまに 納期限! 
今

納は 月
め‘

ま 1i のし月 納
よ 31

税う日
゜で
すで

゜す゚
期

人
権
行
政
・
心
配
こ
と
相
談

今
月
の
相
談
は
、
都
合
に
よ
り

お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

公
聴
会
が

開
か
れ
ま
す

会

場

日
時

2

月
1
6日

3

時
館
林
市
役
所

午
前
1
0時
1

午
後

都
市
計
画
法

会

場

日
時

1

月

1
9日
午
前
9
時
3
0
分
1

1
0時
3
0
分
受
付
2

月
7

日

午
後
1

時
1
2

時
受
付

保
健
セ
ン
タ
ー

交
通
事
故
相
談

もちつきに歓声

中央幼稚園で、もちつき大会。

歓声をあげながら、先生と一緒に

15kgをつきあげました。園児たち

の小さな手から大きな大福もちが

一、アンがとび出したり、個性

豊かなもちができあがりました。

(12 /8) 

健
康
相
談

会

場

日
時

1

月

1
2日

2

月
9
日
午
後

1

時
1
2

時
受
付

保
健
セ
ン
タ
ー

乳
児
健
診

歳末慰問、「みんなで明るいあ正月を…」

みんなで明るいお正月を迎えよう と、村では

12月 12 日（村内）と 15 日（施設入所者）、独居老人や重

度障害者159人を歳末慰問。「お元気で良いお正月を」

と村長らが記念品を贈り激励しました。

※募集スキー教室 1 月29日（日）尾瀬岩倉スキー場 定員50名、締切 1 月22日
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東
武
鉄
道
昧
で
は
、
米
春
オ
ー
プ
ン
を

め
ざ
し
「
交
通
と
文
化
の
博
物
館
（
東
京

都
墨
田
区
1
1
東
向
島
駅
高
架
下
）
」
を
建
設

中
で
す
。

そ
こ
で
、
皆
様
か
ら
博
物
館
の
展
示
資

料
（
特
に
、
利
根
川
に
鉄
橋
が
で
き
た
頃

の
写
真
）
の
提
供
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。※

詳
し
く
は
、
川
俣
駅

(
6
8
4
|
2
1

5
4
)
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

夕 あげは

マナーを守って楽しもう

コ

寄付をする梅沢さん（左）

須
賀
地
内
に
主
力
工
場
を
も
つ
、
や
ま

う
の
漬
物
工
業
株
式
会
社
（
本
社
・
東
京
）

代
表
取
締
役
社
長
の
梅
澤
敏
雄
さ
ん
は
、

こ
の
ほ
ど
役
場
を
訪
れ
、
村
に
三
百
万
円

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
梅
澤
さ
ん
が
、
昨
年
十
一
月
三

日
、
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
た
記
念
に
と

寄
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

「
村
に
は
、
何
か
と
ご
指
導
、
ご
支
援

い
た
だ
い
て
お
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
受
章
で
き
た
の
も
皆
様
の
お
か
げ

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
]
と
ひ
か
え
め
に
喜
び
を
語
る

村
に
一
三
＂
ガ
円
寄
付
_

_

 
_
 

梅
澤
敏
雄
さ
ん

可
ぅ
漬
物
[
]
梅
澤
さ
ん
。

梅
澤
さ
ん
は
、
以
前
に
も
村
に
、
高
額

二
百
万
円
寄
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

藍
綬
褒
章
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
功

労
者
に
対
し
、
担
当
省
庁
の
推
せ
ん
を
得

て
、
内
閣
総
理
大
臣
が
表
彰
す
る
、
叙
勲

同
等
の
名
誉
あ
る
も
の
で
す
。

梅
澤
さ
ん
は
、
農
林
水
産
省
の
栄
誉
を

た
ま
わ
っ
て
の
受
章
で
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

村
で
は
、
か
つ
て
な
い
高
額
な
寄
付
に

感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
意
に
そ
う

よ
う
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め

現
在
、
使
途
を
検
討
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

感
電
な
と
に
よ
る
悲
惨
な
事
故
を
起
こ

さ
な
い
た
め
に
も
、
タ
コ
あ
げ
は
広
い
場

所
で
安
全
を
確
か
め
て
か
ら
、
楽
し
も
う
。

鉄
塔
や
電
柱
に
は
、
絶
対
に
屏
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

故・和田さん

故
・
和
田
賓
さ
ん

勲
六
等
単
光
旭
日
章

ふ
だ
ん
味
わ
っ
た

ぉ
正
月
に
欠
か
せ
な
い
の
が
”
し
め

飾
り
“
で
す
。
そ
の
し
め
飾
り
づ
く
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
の
は
子
ど
も
た
ち

5
0
人
。

村
内
の
長
老
1
0人
ほ
ど
か
ら
、
手
ほ

ど
き
を
受
け
3

時
間
ほ
ど
で
一
人
一
本

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、

故
・
和
田
賓
さ
ん
（
上
江
黒
・
享
年

8
1
歳
）
に
、
こ
の
た
び
勲
六
等
単
光
旭

日
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

和
田
さ
ん
は
、
大
正
十
一
年
旧
千
江

田
村
役
場
に
奉
職
、
そ
の
間
、
総
務
課

長
、
助
役
を
歴
任
。
昭
和
四
十
二
年
退

職
後
、
村
議
会
議
員
（
一
期
）
と
し
て

も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
四
十
八
年
に
は
村
公
平
委
員

会
委
員
に
就
任
し
、
早
々
同
委
員
会
委

員
長
の
重
職
に
就
き
、
逝
去
さ
れ
る
ま

で
の
長
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
振
興
発

展
に
貢
献
さ
れ
、
多
大
な
功
績
を
の
こ

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
村
民
生
委
員
推
薦
会
委

員
、
村
工
場
誘
致
対
策
委
員
会
委
員
、

村
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
、

村
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
委
員
な
ど
を

歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

しめ飾り

てさにそ．I

すがすがしい新年を

こ
と
の
な
い
作
る
喜
び
を
表
す
か
の
よ

う
に
「
で
き
あ
が
っ
た
ぞ
」
、
「
や
っ
た

ね
」
の
歓
声
を
あ
げ
、
新
年
へ
の
心
を

新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

※親子で冬の空を観察しよう．1 期日 2 月 4 日(±)~5 日（日）申し込み東毛少年自然の家（合0279-78-5666)へ
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忍
館林邑楽地区 館林地区 邑楽・板倉

産婦人科 耳鼻科 内 科外科
千代田

日 明和地区

1 月 15 日
白沢医院川田偉）医院 大塚医院ff (72)0176 最上医院 館林地区が

曜 云（72)1600 云（72)3314 ゆたか病院 ff (73) 7308 ff (74) 3763 担当します

1 月 22 日
落合医院原医院 記念病院云（72)3155 館林医院 橋本医院

当 云（72)3160 ff (72) 1936 神尾医院云（75)1288 云 (74)2112 云（82)1150 

1 月 29 日
根岸医院川村医院 後藤内科云（72)0134 海宝医院 館林地区が

番 云（72)3262 ff (72) 1337 上野医院云（72)3330 云（74)0811 担当します

2 月 5 日
古屋（恒）医院後藤陳）医院 後藤（康）医院ff(72) 3975 寺内医院 小西医院

医
合 (63) 6161 云（72)3975 云（72)3031 云 (86)2261 ] で；で

2 月 12 日
佐々木医院小倉医院 森下医院ff(73) 7776 礫川堂医院 増田医院

ff (62) 2623 ff (72) 0606 清河堂医院云（72)3070 云（74)0184 云 (82)2255 

12 月 20 日の

さ二，，0
救急車出動回数
•交通事故 2 件

●急病 4 件

•その他 5 件

•計 11 件

三。00

‘、,.. ·、•\,.
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1

歳
1
1
カ
月
・
田
島

ひ
び
の
え
り

日
比
野
衣
里
ち
ゃ
ん

0 衣里ちゃん…「ゼリーや果物が大好き。

大きくなったらママみたいなおよめさんに

なりたい」

〇お母さん…「思いやりのある明るい子

になってほしい」 〔正道・朝子さんの長女〕

3

歳
・
梅
原

〇哲平くん…「おもちゃと自動車が大好

き 大きくなったら消防自動車とパトカー

のうんてんしゅになりたい」

〇お母さん…「気持ちのやさしい子にな

〔正雄・和津枝さんの長男〕ってほしい」

な
が
の
永
野

て
っ
ぺ
、

哲
平
く
ん

（
敬
称
略
）

屯
小
学
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
一
位
1
1

橋
本
裕
司
（
千
津
井
）
マ
一

位
1
1

小
暮
淳
司
（
斗
合
田
）
マ
ニ
位
1
1
大

久
保
孝
（
江
口
）

圏
小
学
生
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
一
位
1
1

北
島
久
子
（
田
島
）
▼
二

位
1
1

本
沢
真
琴
（
南
大
島
）
▼
三
位
1
1
坂

本
真
由
美
（
南
大
島
）

®
中
学
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
一
位
1
1

斉
藤
久
（
大
輪
）
マ
一

位
1
1

江
森
竜
一
（
梅
原
）
マ
ニ
位

1
1

藤

区］
明和俳旬会

面
村
民
卓
球
大
会

ス
ポ

ツ

野
守
保
（
川
俣
）

圏
中
学
生
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
一
位
1
1

清
水
百
恵
（
矢
島
）
▼
二

位
1
1

福
沢
徳
子
（
新
里
）
マ
ニ
位

1
1

都

築
綾
子
（
田
島
）

蒼
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▼
一
位
1
1

塚
原
裕
之
（
千
津
井
）
ー
ニ

位
1
1

小
松
原
義
男
（
南
大
島
）
マ
ニ
位
1
1

原
田
幸
治
（
や
ま
う
漬
物
）

圏
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

T
一
位
1
1

小
松
原
順
子
（
南
大
島
）
T

二
位
1
1

田
口
雪
枝
（
田
島
）
マ
ニ
位

1
1

清
水
治
子
（
矢
島
）

圏
団
体
戦

T
一
位
1
1

「
新
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
B

（
堀
口
純
一
、
福
知
秀
雄
、
堀
口
正
敏
）
」

マ
一
位
1
1

「
新
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
A

（
釦

島
隆
之
、
江
森
馨
、
江
森
清
）
」

年
明
け
る
古
代
を
秘
め
し
沼
の
色

忙
し
さ
も
薄
れ
し
今
朝
の
i
齊
粥

鐘
の
音
に
憂
い
あ
づ
け
し
初
明
り

万
感
を
合
掌
に
込
め
初
詣

七
草
粥
時
の
流
れ
に
老
さ
び
し

元
朝
の
沐
浴
夫
に
は
じ
ま
れ
り

一
回
り
大
き
く
見
え
し
夫
の
春

迎
春
の
飽
食
に
見
し
平
和
か
な

初
春
や
句
作
り
歴
も
三
歳
た
り

松
本
夜
詩
夫

江
原
さ
い

野
沢
芳
子

荒
井
み
ね
子

森
戸
ひ
ろ

日
名
子
春
実

高
橋
三
重
子

山
下
ふ
で

山
下
富
治

訂
正

前
月
号
の
「
お
め
で
た
」
の
と
こ
ろ

で
、
田
口
晃
大
ち
ゃ
ん
の
保
護
者
が
、

.. 

和
稔
さ
ん
と
あ
り
ま
し
た
が
和
穂
さ
ん

の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

松高
原橋氏

瀧
口
多
田
新本岩大
井島本月氏

正
子

疇
ち名
ょ

年
齢
世
帯
主
地
区
暉
恥

7
9
守
一
南
大
島
％

6
6

一
雄
新
里
％

1
1

お
く
や
み
I
I

有舞祐理真 名
香子策絵吾惇

男

幸正初 ー保
武 茂十護
己雄 四者

続
柄

長
男

長
男

長
女

二
男

二
女

長
女

上上田斗大南地
江江合大
黒黒島田輪島 区

% % % ％潟％闘

1
1

お
め
で
た
1
1

お
め
で
た

`<
お
く
や
み
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第329号 広 報 め い わ 平成元年 2 月 10 日 (2) 

▲記帳する住民

昭
和
天
皇
は
、
昭
和
六
十
四
年
一
月
七

日
、
午
前
六
時
三
十
三
分
、
皇
居
・
吹
上

御
所
で
崩
御
さ
れ
ま
し
た
。
八
十
七
歳
の

ご
生
涯
で
あ
り
、
歴
代
天
皇
と
し
て
在
位

最
長
で
あ
り
ま
し
た
。

皇
居
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
に
弔
問
記

脹
所
が
設
置
さ
れ
、
亡
き
陛
下
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
た
。

本
村
も
、
役
場
庁
舎
玄
関
に
半
旗
を
掲

表謹昭
しん和
まで天
す哀皇
悼の

>
の崩
意御

長 をに

本真
際
し

丑
松

天
皇
陛
下
が
崩
御
さ
れ
た
の
と
同
時
に

皇
太
子
明
仁
（
あ
き
ひ
と
）
親
王
殿
下
が
皇

位
を
継
ぎ
新
天
皇
陛
下
に
ご
即
位
さ
れ
ま

し
た
。 新

天
皇
に
ご
即
位

八
十
七
歳
の
ご
生
涯

歴
代
天
皇
在
位
最
長

元
号
も
「
昭
和
」
に
変
わ
っ
て
、
新
元

号
「
平
成
」
と
な
り
一
月
八
日
施
行
さ
れ

六
十
有
余
年
に
及
ん
だ
「
昭
和
」
は
終
わ

り
、
「
平
成
」
の
時
代
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

゜

「
平
成
」ー
）
、

9

リ
＂
＇

八
日
施
行

皇
太
子
明
仁
（
け
）
親
王

元
号
「
昭
和
」
か
ら

げ
る
と
と
も
に
、
記
帳
所
を
設
置
、
崩
御

さ
れ
た
即
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
十
日
間

記
帳
を
受
け
付
け
、
四
百
六
名
の
方
が
記

帳
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
崩
御
即
日
か
ら
十
二
日
ま
で
全

職
員
、
男
性
は
黒
ネ
ク
タ
イ
、
女
性
は
喪

章
を
胸
に
つ
け
、
業
務
に
あ
た
り
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
し
た
。

昭
和
天
皇
崩
御

▼半旗が掲げられた役場庁舎

゜
特
別
職
等
お
よ
び
各
種
報
酬
（
給
料
）

が
次
の
と
お
り
改
定
と
な
り
ま
す
。
（
こ

れ
は
、
明
和
村
特
別
職
等
報
酬
審
議
会
の

答
申
を
受
け
て
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、
昭

和
六
十
一
年
一
月
以
来
の
改
定
で
す
。
）

〔
改
定
と
な
る
主
な
も
の
〕

※
（
）
は
改
定
前

議
長
2
3
万
1
千
円

(
2
1万7
千
円
）

副
議
長
1
6
万
6
千
円
(
1
5
万
5
千
円
）

常
任
委
員
長

1
5
万9

千
円
(
1
5
万
円
）

議
員
1
5
万
5
千
円

(
1
4万5
千
円
）

村
長
6
0
万
円

(
5
6万円
）

助
役
4
9
万
5
千
円

(
4
5万3
千
円
）

収
入
役
4
6
万
5
千
円

(
4
2万5
千
円
）

教
育
長
4
6
万
円

(
4
2万円
）

〔
月
額
、
昭
和
6
4
年
1
月
1
日
適
用
〕

特
別
職
等
の
各
種

報
酬
（
給
料
）
改
定

D

平
成
元
年
第
一
回
村
議
会
臨
時
会
[
]

D
は
、
1
月
1
9
日
開
か
れ
特
別
職
等
の

D

D
諸
給
与
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
村
長

D

D
提
出
議
案
六
件
に
つ
い
て
審
議
し
、

D

D
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
[
]

D
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
を
お
知

D

D
ら
せ
し
ま
す
。

D

第 回

村議会臨時会

村
営
南
大
島
土
地
改
良
事
業
の
計
画
変

更
で
、
次
の
よ
う
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

※
（
）
は
変
更
前

〇
費
用
概
要
…
一
億
四
三
三
一
万
円
（
一

億
五
六
五
五
万
円
）

〇
排
水
路
…
…
二
七
三
四
＇
い
（
二
四
七
〇

い
い
）

〇
整
地
…
…
ニ
ニ
・
三
に
（
ニ
ニ
・
七
に
）

0

道
路
…
…
一
三
七
二
い
い
（
変
更
な
し
）

0

用
水
路
…
…
二
五

0
八
い
い
（
変
更
な
し
）

〇
暗
き
ょ
排
水
…
一

0
•
二
に
（
変
更
な
し
）

村
営
南
大
島
土
地
改
良
事
業

計
画
変
更

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
四
二
0
万
三
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
二
三
億
九
四
七
四
万
四
千
円
に
し
ま
し

た
。
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

〔
歳
入
〕

0

地
方
交
付
税
…
―
二
0
万
三
千
円
（
五

億
八
四
一
九
万
一
千
円
）

〇
寄
付
金
…
三
0
0
万
円
（
三
0
0
万
一

千
円
）

〔
歳
出
〕

0

議
会
費
…
四
六
万
二
千
円
（
五
―
ニ
ニ

万
六
千
円
）

0

総
務
費
…
五
五
万
二
千
円
（
二
億
八
四

七
七
万
八
千
円
）

0

教
育
費
…
三
一
八
万
九
千
円
（
三
億
五

一
八
六
万
円
）

梅
沢
敏
雄
さ
ん
の
寄
付

三
百
万
円
、
学
校
教
育
費

に
使
用
し
ま
す



(3) 平成元年 2 月 10 日 広 報 め い わ 第329号

含所得税申告納税相談日程（表ー 1)

相談 午前
種別 該 当 区

場

日 午後 所

2 月 午前 所得税申告 斗合田・下江黒・千津井
中

21 日 午後 ,,, 上江黒・江ロ・田島

2 月 午前 所得税申告 南大島・中谷
央

公
22 日 午後 ,, 新里・梅原

民
2 月 午前 所得税申告 入ケ谷・矢島・大佐貫

館
23 日 午後 ク 川俣・須賀・大輪

※相談はいずれも午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時までです。

玄住民税申告相談日程（表ー 2)

相談 午前
種別 該 当 区

場

日 午後 所

2 月 午前 住民税申告 川俣・須賀 明
------------------------ 和

27 日 午後 ,, 大輪 農

2 月 午前 住民税申告 矢島 協
------------------------ 第

28 日 午後 ,, 入ケ谷・大佐貫

3 月 午前 住民税申告 斗合田・上江黒 東

2 日 午後 ク 千津井 部

児
3 月 午前 住民税申告 下江黒•田島 童

------------------------

3 日 午後 ク 江口 館

3 月 午前 住民税申告 南大島（七軒・八軒以外） 中
------------------------

6 日 午後 ク 南大島（七軒・八軒）中谷 央

公
3 月 午前 住民税申告 梅原 民

7 日 午後 l1 新里 館

所得税
住民税□＞の申告は

正しくお早めに
わからなかったら

合(72)4373-—館林税務署へ

云(84)3111 —役場税務課ヘ

※相談はいずれも午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時までです。

所
得
税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
（
場
合
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

昭
和
六
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、
▼
事
業
所
得
が

あ
っ
た
人
▼
給
与
所
得
の
ほ
か
に
二
十
万

円
を
超
え
る
所
得
が
あ
る
人
▼
給
与
の
収

所得税の確定申告と住民税の申告は、

2 月 16 日から 3 月 15 日までの 1 カ月間

です。期間中は、必ず指定された場所

で相談し、申告をすませてください。

昨年 1 年間の収入と支出を計算し、申

告書に記入のうえ、期間までに正しく

早目に申告しましょう。所得税・住民

税申告納税相談は別表のとおりです。

入
金
額
が
千
五
百
万
円
を
超
え
る
人
▼
土

地
や
建
物
を
売
っ
た
り
、
交
換
し
た
り
し

た
人
な
ど
で
す
。

ま
た
、
一
年
間
に
贈
与
を
受
け
た
財
産

の
価
額
を
合
計
し
、
六
十
万
円
を
超
え
る

と
き
は
贈
与
税
の
申
告
も
必
要
と
な
り
ま

す
。
（
※
相
談
日
程
表
—

1
)

住
民
税
の
申
告
も
、
二
月
十
六
日
か
ら

三
月
十
五
日
ま
で
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
等
の
こ
と
か
ら

住
民
税
申
告
相
談
も
表
ー
2

の
日
程
で
開

か
れ
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
留
意
点
】

▽
申
告
書
は
各
自
記
載
し
て
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

▽
記
載
相
談
を
受
け
る
場
合
は
、
ト
ラ
ブ

ル
の
原
因
に
な
ら
な
い
よ
う
、
明
確
に

答
え
ら
れ
る
方
が
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
生
命
保
険
料
の
控
除
を
受
け
る
場
合
は

゜ 昭和63年分農業所得の標準額決定（ 10アール当り） ゜
水
裏

稲

作

普通畑

陸 田

7 万1,100円

4 万7,300円

7 万2,600円

7 万1,100円

〔施設園芸・果樹・露地〕

キュウリ（加温）

収入金X73%-56万 6,000 円

ラ

収入金X80%-15万 3,000 円

ナ ス （無加温）

収入金X79%-28万 7,000 円

トマト （加温）

収入金X80%-56万 6,000 円

イチゴ（無加温）

収入金X 82%-21万 8,000 円

その他野菜

収入金X 71%-14万 6,000 円

梨

収入金X70%-7 万 1,000 円

ぶどう

収入金X73%- 6 万 4,000 円

総合販売野菜

収入金X77%-2 万 7,600 円

〔養豚、養鶏、肥育牛〕

一貫飼育、肉用豚、繁殖豚、

1 千羽未満、 5 千羽未満、和牛、

乳牛については、いずれも実査

です。

―
つ
の
契
約
に
つ
い
て
の
払
込
み
保
険

料
が
九
千
円
を
超
え
る
場
合
は
証
明
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
、
国

民
健
康
保
険
税
、
農
業
者
年
金
の
保
険

料
等
の
領
収
書
も
忘
れ
ず
に
。

▽
住
所
、
氏
名
、
扶
養
親
族
の
記
載
は
必

ず
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
損
害
保
険
料
控
除
は
、
金
額
の
多
少
に

か
か
わ
ら
ず
払
込
み
証
明
書
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

※
そ
の
ほ
か
詳
細
は
役
場
税
務
課
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

館
林
税
理
士
会
で
は
、
無
料
で
申
告
納

税
相
談
を
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

0

日
時
1
1
2

月

2
1日
閲
、
2
2日
因
、
2
3日

困
午
前

9

時
か
ら
午
後
4

時

0

場
所
1
1

館
林
文
化
会
館
会
議
室

0

対
象
者
1
1
白
色
申
告
者
（
小
規
模
事
業

所
得
者
な
ど
）

還
付
相
談
も
2

月
1

日
か
ら

3

月
認
日

ま
で
館
林
税
務
署
で
行
わ
れ
ま
す
。

館
林
税
理
士
会
に
よ
る

無
料
申
告
相
談



第329号 広 報 め い わ 平成元年 2 月 10 日

第
一
0
回
村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、

月
十
五
日
、
明
和
中
学
校
周
辺
を
ス
タ
ー

ト
（
ゴ
ー
ル
は
校
庭
）
に
開
か
れ
、
チ
ビ

ッ
コ
か
ら
大
人
ま
で
老
若
男
女
の
四
百
人

ほ
ど
が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
十
四
部
門

で
一
k
m
か
ら
五
k
m
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、

会
場
、
沿
道
に
は
休
日
と
あ
っ
て
家
族
連

れ
が
く
り
出
し
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

「
や
っ
た
ね
」
、
「
あ
あ
疲
れ
た
」
、
「
年

に
は
勝
て
な
い
ね
」
と
い
い
な
が
ら
も
、

ど
の
選
手
の
顔
に
も
完
走
し
た
満
足
感
が

満
ち
あ
ふ
れ
、
さ
わ
や
か
な
汗
で
新
春
行

事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

づ／7
~10 回新春マラニとシ大会

\ 

(4) 

C-0 a.‘..9っO
`‘ 

`
F
r

、
▲
ス
タ
ー
ト
前
の
面
々

ゴ

ー
．
一

R
走

や
か

▲各部門優勝の皆さん

いい汗

いい顔

いい気分

上
位
入
賞
は

次
の
と
お
り
で
す

お
め
で
と
う

◎小学生低学年男子 1 • 2 年 1.0km 
1 位田子真二 3 分57秒99 東小 2

2 位関本卓磨 4 • 3 • 01 ヶ 2
3 位田中智史 4 • 7 • 47 西小 l
◎同上女子 1 • 2 年 1.0km

1 位田端優子 4 分03秒93 東小 2

2 位村田利恵 4 • 22 • 61 西小 2
3 位山野井理恵 4 • 22 • 84 ,,,, 2 

◎小学生中学年男子 3 • 4 年 1.2km 
1 位村田和宏 4 分31秒37 西小 4

2 位小管 洋 4 • 41 • 91 東小 4
3 位荻野友ー 4 • 42 • 26 // 4 
◎同上女子 3 • 4 年 1.2km

1 位 岡田真佐子 4 分53秒77 西小 4

2 位木村裕子 5 • 06 • 94 東小 4
3 位荒井妙子 5 • 08 • 09 // 3 

◎小学生高学年男子 5 • 6 年 1.5km 
1 位清水昌弘 5 分33秒17 西小 6
2 位吉永 寿 5 • 37 • 72// 6 
3 位荒井信行 5 • 39 • 68 // 6 
◎同上女子 5 • 6 年 1.5km

1 位関口直実 6 分12秒42 東小 6

2 位今成奈津子 6 • 12 • 61 西小 5
3 位原 裕美 6 • 15 • 28 東小 6

◎中学生男子 1 • 2 • 3 年 5.0km 
1 位笠井健雄 20分04秒78 明中 2

2 位森尻政仁 20 • 05 • 99 // 2 
3 位小田木敏志 20 • 11 • 54 //2 
◎同上女子 1 • 2 • 3 年 5.0km

1 位石川季代 11分 0 秒16

2 位井上美由紀 12 • 14 • 09 
3 位鯉沼美幸 12 • 22 • 27 

◎学生の部（高校～大学生） 5.0km 
1 位吉永政幸 20分42秒88 商工高校

◎一般 5.0km 

1 位荻野正志 16分31秒24 川俣
2 位 久保口敏夫 19 • 17 • 38 南大島
3位小泉正行 20 • 20 • 47 新里

◎スポーツクラブ対抗個人30歳未満 3.0km

1 位 大月一十四 11分10秒 日本キャンパック

2 位須藤征幸 11 • 18 緑親会
3 位 松本 正己 11 • 25 日本キャンパック

◎同 上個人30歳以上（壮年の部兼） 3.0km 
1 位 奈良原勇三郎 9 分15秒76 千津井
2 位田口範幸 10 • 06 • 49 大輪
3 位飯塚 忠 10 • 15 • 07 千津井
◎同上団体戦 3.0km

1 位 日本キャンパック群馬工場 37点
2 位緑親会 28点
3 位 千津井スポーツクラブ 13点

◎健康マラソン（タイムトライアル）一般 3.0km

1 位泉田憲一ー 2 秒差 矢島
2 位海老原吉晴十 3 秒差 入ケ谷
3 位堀口 優一5.47秒差新里
※自分の所要タイムを申告しておき、そ

のタイム差を競うもの。

明中 2
// 2 

// 2 

〔敬称略〕
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ー戦ー戦に熱い声援

上毛かるた大会
「鶴舞うかたちの……」と読み上げる声がすがすがし

く響きわたる社会体育館で、 1 月 22 日、恒例の上毛かる

た大会が開かれ、小・中学生 250 人ほどが参加、団体、

個人に熟戦を展開しました。地区別対抗とあってー戦一

戦熱が入った応援も加わり勝利の歓声が上がっていまし

た。なお、優勝者（団体）は郡大会に出場し、健闘され

ました。
\ 

「がんばれ…」▲

上
位
入
賞
は

次
の
と
お
り

（
敬
称
略
）

卍
小
学
生
の
部
1
1

男
子
個
人
戦

▽
一
位
1
1

横
塚
敦
（
千
津
井
）
▽
二
位

1
1

田
子
孝
仁
（
江
口
）
▽
三
位1
1
岡
安
宏
治

（
南
大
島
）

0

同

1
1

女
子
個
人
戦

▽
一
位
1
1

岡
安
香
（
南
大
島
）
▽
二
位

1
1

小
暮
乃
里
子
（
斗
合
田
）
▽
三
位
1
1
奈

.....スポーツクラブ対抗団体 1 位のキャンパックチーム

.....「完走、気分いいね……」

良
輝
容
（
千
津
井
）

〇
小
学
生
の
部
1
1
男
子
団
体
戦
（
子
ど
も
会
）

▽
一
位
1
1

矢
島
（
橋
本
和
宏
、
渡
辺
秀

人
、
泉
田
剛
志
、
田
口
吉
政
）
▽
二
位
1
1

下
江
黒
（
小
林
一
貴
、
篠
原
督
人
、
中
村

恭
也
、
柿
沼
康
人
）
▽
三
位
1
1

上
江
黒
（
森

原
剛
、
薗
部
亮
生
、
牛
久
保
寧
規
、
多
田

大
悟
）

蒼
同

1
1
女
子
団
体
戦
（
子
ど
も
会
）

▽
一
位
1
1

江
口
（
関
口
あ
ゆ
み
、
関
口

直
実
、
新
井
美
雪
、
島
田
広
子
）
▽
二
位

1
1

大
輪
下
（
田
口
恵
美
、
田
口
光
江
、
吉

野
真
由
美
、
田
口
理
津
子
）
▽
三
位
1
1

下

江
黒
（
青
山
貴
子
、
後
藤
優
子
、
小
林
久

子
、
柿
沼
理
恵
）

0
中
学
生
の
部
1
1

男
子
個
人
戦

▽
一
位
1
1

多
田
貴
仁
（
上
江
黒
）
▽
二

位
1
1

高
橋
智
天
（
江
口
）
▽
三
位
1
1
折
原

ヽ
．

,
.
、
し

.^‘ 

5
?
迄̀

f
,
'
ガ
そ
・
ベ
i
へ
仁
．
r

t
・
”
.
や
i
、

5
t
'
b
L
i
．
が
、
i

力走するチビッコたち▲

健
央
（
中
谷
）

屯
同

1
1

女
子
個
人
載

▽
一
位
1
1

堀
口
優
子
（
新
里
）
▽
二
位

1
1

島
田
徳
子
（
須
賀
）
▽
三
位
1
1

田
村
順

子
（
千
津
井
）

〇
中
学
生
の
部
1
1

男
子
団
体
戦
（
子
ど
も
会
）

▽
一
位
1
1

矢
島
（
真
下
信
行
、
石
崎
雅

章
、
清
水
潤
）
▽
二
位
1
1

上
江
黒
（
飯
野

和
孝
、
打
木
崇
、
江
森
輝
茂
、
牛
久
保
嘉

教
）
▽
三
位
1
1

新
里
（
飯
島
一
馬
、
高
沢

明
浩
、
平
井
学
、
瀬
下
真
一
）

®
中
学
生
の
部
1
1

女
子
団
体
戦

▽
一
位
1
1

中
谷
（
三
宅
恭
子
、
恩
田
元

美
、
坂
井
弘
子
、
新
井
香
織
）
▽
二
位
1
1

大
佐
貫
（
荻
野
清
子
、
石
村
由
紀
、
小
野

江
美
子
、
中
山
祐
希
）
▽
三
位
1
1

千
津
井

（
峯
崎
早
苗
、
横
塚
祐
子
、
飯
塚
弘
美
、

田
村
和
美
）

口
▲「準備運動はいいかな……」
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か
き
初
め
大
会
、
ち
び
っ
こ
か
ら
大
人

ま
で
百
三
十
人
が
参
加
。
低
学
年
生
は
フ

エ
ル
ト
ペ
ン
、
他
は
毛
筆
で
、
そ
れ
ぞ
れ

村
民
憲
章
か
ら
選
ん
だ
文
字
を
、
気
分
も

新
た
に
真
剣
な
表
情
で
ペ
ン
や
筆
を
走
ら

せ
ま
し
た
。
（
％
、
中
央
公
民
館
）

9 •一‘'-..i—- -·・—•一------.-- -ょーニー • • ...;;;. -: 
皐心 三・`. - --

―-...．ふ島 1 ：二ご \\— ` や

故・塩谷正一
さん

故
・
塩
谷
正
一
さ
ん
（
川
俣
．
享
年
8
1

歳
）
に
、
こ
の
た
び
勲
六
等
瑞
宝
章
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

塩
谷
さ
ん
は
、
大
正
十
一
年
川
俣
郵
便

局
に
奉
職
以
来
、
昭
和
四
十
四
年
退
職
す

る
ま
で
、
四
十
八
年
間
も
の
長
き
に
わ
た

り
郵
政
事
業
発
展
に
貢
献
さ
れ
、
そ
の
間
、

昭
和
二
十
一
年
逓
信
事
務
官
、
二
十
三
年

郵
便
局
主
事
、
三
十
三
年
局
長
代
理
に
就

任
す
る
な
ど
要
職
を
歴
任
さ
れ
多
大
な
功

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

更
に
は
、
四
十
八
年
か
ら
五
十
二
年
ま

で
の
四
年
間
、
川
俣
地
区
の
区
長
と
し
て

地
域
住
民
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

勲
六
等
瑞
宝
章
（
郵
政
一
筋
）

故
・
塩
谷
正
＿
さ
ん
に

百
三
十
人
参
加

か
き
初
め
大
会

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
I

と
復
活
し
た
「
ど
ん
ど
焼
き
」
、
今
年
も
南

大
島
地
区
（
稲
荷
山
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ご
こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

今
年
で
9

回
目
。
か
つ
て
は
五
穀
豊
穣
、

無
病
息
災
を
願
い
行
わ
れ
た
小
正
月
の
行

事
も
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

珍
し
い
と
あ
っ
て
地
区
外
か
ら
も
大
勢

の
見
物
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
夜
6
時
半
、

鐘
の
合
図
で
持
ち
寄
っ
た
、
し
め
飾
り
、

ダ
ル
マ
な
ど
の
正
月
の
飾
り
物
の
山
に
火

が
つ
け
ら
れ
、
赤
々
と
夜
空
を
焦
が
す
と

観
客
か
ら
拍
手
と
歓
声
が
わ
き
、
サ
ー
ビ

ス
さ
れ
た
甘
酒
、
お
で
ん
で
舌
つ
づ
み
を

打
ち
な
が
ら
、
み
ん
な
で
小
正
月
の
夜
を

楽
し
み
ま
し
た
。
（
％
）

卜ツ
ポス

カ
メ
ラ

小正月の炎に歓声

とんと焼き・稲荷山

六
十
三
年
中
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者

は
、
警
察
庁
の
ま
と
め
に
よ
り
ま
す
と
全

国
で
一
万
三
百
四
十
四
人
と
近
年
に
な
く

一
万
人
の
大
台
を
超
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
昭
和
五
十
年
の
一
万
七
百
九
十

二
人
に
次
い
で
多
い
死
者
で
す
。
六
十
二

年
中
の
九
千
三
百
四
十
七
人
よ
り
九
百
九

十
七
人

(
1
0
.
7
%
)

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

都
道
府
県
単
位
で
は
、
北
海
道
が
ト
ッ

プ
、
次
い
で
神
奈
川
、
愛
知
、
大
阪
、
東

京
と
い
っ
た
順
で
す
。
群
馬
県
は
死
者
ニ

百
二
十
人
で
中
間
に
位
置
す
る
も
の
の
増

滅
率
で
は
、
三
十
三
人

(
1
7
.
6
%
)
増
と

上
位
に
ラ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。

全
国
で
、
一
日
に
二
八
・
三
人
、
一
時
間

に
約
一
人
、
群
馬
県
で
は
一
日
に

O
·
六

人
が
、
尊
い
命
を
亡
く
し
た
こ
と
に
な
る

の
で
す
。

県
内
状
況
を
細
か
く
み
る
と
、
や
は
り

県
都
を
中
心
に
し
た
、
そ
の
近
辺
が
多
く
、

前
橋
二
十
五
人
、
高
崎
二
十
三
人
、
伊
勢

崎
十
一
人
、
一
方
太
田
を
中
心
に
し
た
東

毛
地
域
に
も
多
く
み
ら
れ
、
太
田
十
八
人
、

館
林
八
人
、
境
町
六
人
、
薮
塚
本
町
・
新

田
町
・
板
倉
町
が
そ
れ
ぞ
れ
五
と
い
う
状

況
で
す
。

幸
い
、
明
和
村
で
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
も
の

の
、
残
念
な
が
ら
年
明
け
早
々

(
6
4
年
1

月
2

日
）
、
田
島
地
内
県
道
で
乗
用
車
同
士

が
衝
突
し
、
片
方
の
運
転
者
が
亡
く
な
ら

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

交通事故死
ー万人を突破
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〔第 9 回無事故無違反コンクール最終結果〕

r入ケ谷J

r上江黒J

〔表ー 1 〕

村内 1 位、

村内16位、

総合 2 位

総合96位

（）は前回

交通事故種別 悪質違反行為 村 総
行政 事故率

[ 
酒’30 , 無 内 合

死亡 傷重 軽 [ 
事故 事故 傷事故 酔 km 免 順 順

区名 (%) い上以 反許 位 位

1 2 
入ケ谷

゜ (8) (51) 

2 
2 10 

須賀 19.23 2 (1) (6) 

1 1 
3 13 

田島 23 97 1 
(16) (87) 

2 4 18 
江口 29.28 4 1 (6) (39) 

1 
5 25 

矢島 34.87 3 5 1 (7) (46) 

8 1 
6 28 

新里 36.36 1 4 (4) (24) 

7 61 
川俣 51.72 2 3 2 (11) (63) 

3 3 1 
8 62 

下江黒 52 94 (10) (56) 

2 4 1 
9 63 

南大島 53.l3 8 (13) (71) 

3 2 
10 77 

大佐貫 59.97 1 2 (5) (31) 

, 2 4 11 78 大輪 60.24 4 
(12) (64) 

7 3 1 
12 81 

梅原 66.30 5 
(15) (76) 

13 85 千津井 69.18 5 7 4 (3) (15) 

5 5 2 1 
14 87 

中谷 69.54 (14) (73) 

4 5 1 15 8 ] 斗合田 71.60 (2) (1 

2 2 3 
16 96 

上江黒 84.43 1 (9) (52) 

51.33 3 54 63 17 , 11 
計 (58. 71) (2) (43) (55) (27) (8) (17) 

｀
ゲ
ー
ト
ホ
ー
ル
協
会
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
こ
と
な
ら
―

功
労
賞
）
岡
安
さ
ん
に
…
…
」
と
い
わ
れ
る
―

）
ほ
ど
精
通
す
る
岡
安
さ
ん
。
仲
間
一

島大南
か
ら
も
し
た
わ
れ
テ
キ
パ
キ
と
し
一

9_’ 

た
審
判
ぶ
り
は
定
評
が
あ
り
ま
す
。
一

んさ
現
在
、
館
林
市
協
会
副
会
長
兼
指
一

勇

導
部
長
と
し
て
活
躍
す
る
な
ど
ゲ
一

安岡
ー
ト
ボ
ー
ル
普
及
に
貢
献
さ
れ
た
。
一

明
和
、
板
倉
、
館
林
の
三
市
町
村
合
同

で
実
施
さ
れ
た
第
九
回
「
行
政
区
別
無
事

故
・
無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル

(
6
3年1
月
1

認
月
）
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
参
加
総
数
百
一
行
政

区
で
し
た
。

総
合
上
位
を
み
る
と
、
昨
年
5
1位
だ
っ

た
入
ケ
谷
が
2

位
に
、
8
7位
の
田
島
が
認

位
に
、
3
9位
の
江
口
が
1
8位
に
そ
れ
ぞ
れ

浮
上
し
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

反
面
、
1
0位
だ
っ
た
斗
合
田
が
8
8位
に

1
5位
の
千
津
井
が
8
5位
に
、
3
1位
の
大
佐

貫
が
7
7位
に
、
5
2位
の
上
江
黒
が
9
6位
に

下
が
り
不
調
で
し
た
。
（
詳
細
表
1
)

こ
う
し
て
み
る
と
、
総
合
的
に
は
上
位

群
と
下
位
群
が
逆
転
し
た
か
っ
こ
う
で
、

端
的
に
良
か
っ
た
区
は
、
気
の
ゆ
る
み
、

甘
ぇ
が
で
た
…
…
、
一
方
悪
か
っ
た
区
は

「
し
な
い
ぞ
、
起
さ
な
い
ぞ
」
と
い
っ
た

決
意
が
如
実
に
あ
ら
わ
れ
た
結
果
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
だ
け
、
そ
の
人
の
自

覚
、
決
意
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
で
す
。

内
容
を
み
て
み
ま
す
と
軽
傷
事
故
、
物

損
事
故
が
増
加
、
他
は
滅
少
し
た
も
の
の
、

悪
質
違
反
行
為
で
あ
る
酒
気
帯
び
・
酒
酔

い
1
7件
、
3
0
k
m
以
上
速
度
違
反
9

件
、
無

免
許
1
1件
と
依
然
と
し
て
無
く
な
ら
な
い

の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
ま
だ
甘
え

が
あ
る
の
で
す
。
”
ち
ょ
っ
と
ぐ
ら
い
は

い
い
だ
ろ
う

I
Iは
絶
対
禁
物
で
す
。

既
に
、
一
月
か
ら
第

1
0回
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
注
意
し
、

事
故
、
違
反
撲
滅
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

一

県
小
・
中
学
校

P
T
A
]

｀
合
会
長
表
彰

昭
和
六
0
年
度
に
西
小
P
T
A

本
部
書
記
以
来
、
現
在
ま
で
P
T

A

活
動
に
尽
力
。
六
三
年
度
か
ら

、
ー
，ロー

同
校
P
T
A

会
長
と
し
て
手
腕
を

，
ー
，

発
揮
、
積
極
的
に
活
動
を
展
開
。

んさ
ほ
か
に
明
P

連
会
長
、
郡
p
連
副

子悦
会
長
等
を
歴
任
、
子
供
の
健
全
育

村木
成
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

手
軽
さ
ゆ
え
に
危
険

歩
行
、
自
転
車

こ
こ
で
県
内
の
自
転
車
に
関
係
し
た
交

通
事
故
に
つ
い
て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
昭
和
六
十
三
年
中
、
自
転
車
に

関
係
し
た
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
三

九
人

(
1
8
%
)
、
ま
た
、
歩
行
中
事
故
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
は
六
二
人

(
2
8
%
)
、
合
わ

せ
て
一
0

一
人
(
4
5
.
9
%
)
が
亡
く
な
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

自
転
車
に
し
て
も
歩
行
者
に
し
て
も
私

た
ち
日
常
生
活
の
う
え
で
最
も
身
近
か
な

交
通
手
段
の
―
つ
で
す
が
反
面
、
前
述
し

た
よ
う
に
決
し
て
安
全
で
は
な
い
の
で
す
。

衝
突
（
接
触
）
す
れ
ば
、
無
防
備
同
然
、

自
動
車
み
た
い
に
鉄
板
が
あ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
け
が
の
確
立
は
高
く

こ
う
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
非
常
に
危
険

で
あ
り
弱
者
な
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
な
に
げ
な
し
に
利
用
し
て

い
ま
す
が
一
歩
深
く
考
え
て
み
る
と
、
手

軽
さ
ゆ
え
に
大
変
危
険
だ
と
い
え
る
の
で

す
。
こ
の
こ
と
を
も
う
一
度
深
く
認
識
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
最
近
、
自
転
車
、
歩
行
者
の
交
通
マ

ナ
ー
が
良
く
な
い
…
…
」
と
耳
に
す
る
こ

と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
並
列
進
行
や

二
人
乗
り
、
夜
間
で
の
無
灯
火
、
無
理
な

道
路
横
断
な
ど
で
す
。

こ
れ
等
原
因
で
大
事
故
に
つ
な
が
る
ケ

ー
ス
は
、
決
し
て
少
な
く
な
い
の
で
す
。

も
し
、
衝
突
し
た
ら

け
が
は
高
い
確
立

歩
き
、
自
転
車
の
と
き

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
ま
す
か

い
き
つ
く
と
こ
ろ
は
個
々
の
モ
ラ
ル
の
問

題
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
交
通
問
題
で
す
が

ま
ず
、
私
た
ち
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
、
歩
行

者
も
、
自
転
車
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ

と
が
交
通
安
全
の
第
一
歩
で
あ
る
は
ず
、

事
故
を
無
く
す
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
小

さ
な
協
力
が
不
可
欠
な
の
で
す
。

館
林
警
察
署
と
交
通
警
察
モ
ニ
タ
ー
の

方
た
ち
が
昨
年
十
二
月
、
管
内
五
つ
の
高

校
で
登
校
時
の
自
転
車
通
学
者
を
対
象
に

指
導
等
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
結
果
は
次
の

と
お
り
で
し
た
。

最
も
多
く
指
導
等
を
受
け
た
の
が
、
並

列
進
行
の
一
六
六
件
、
次
い
で
一
時
停
止

無
視
八
0
、
右
側
進
行
―
二
三
、
二
人
乗
り

一
六
、
斜
め
横
断
七
、
信
号
無
視
三
の
順

で
す
。
い
ず
れ
も
安
易
に
考
え
、
”
み
ん

な
で
渡
れ
ば
こ
わ
く
な
い
り
の
心
理
が
ど

こ
か
に
働
い
て
い
る
よ
う
な
結
果
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

こ
の
指
導
は
、
あ
く
ま
で
も
交
通
安
全

対
策
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
一

つ
の
指
導
結
果
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
他
を
対

象
に
や
っ
て
も
、
同
様
な
、
あ
る
い
は
こ

れ
以
上
の
結
果
が
で
な
い
と
も
限
り
ま
せ

ん
。
こ
の
結
果
を

I
I対
岸
の
火
災
“
と
せ

ず
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
し
っ
か
り
と

受
け
と
め
、
自
転
車
、
歩
行
者
を
含
め
て

も
う
一
度
、
交
通
安
全
と
は
何
か
を
真
剣

に
考
え
て
み
る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
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〇
折
原
商
店
お
客
様
一
同
か
ら
千
五
百
円

余
を

圏
増
田
和
吉
さ
ん
（
田
島
）
は
三
万
円
を

〇
川
村
登
さ
ん
（
大
輪
）
は
三
万
円
を

圏
須
藤
隆
司
さ
ん
（
江
口
）
は
五
万
円
を

0
北
関
東
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
代
表

阿
部
徳
夫
さ
ん
ら
は
一
万
二
千
円
余
を

圏
森
尻
静
江
さ
ん
（
南
大
島
）
は
三
万
円
を

圏
野
木
村
幸
良
さ
ん
（
上
江
黒
）
は
三
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
、
村
社
会
福
祉
協
議
会

（
奉
仕
銀
行
）
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
確
定
申
告
の

際
に
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
昨
年
の
1

月
か
ら

1
2月
ま
で
に
納
め

る
額
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
未
納
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合

や
追
納
し
た
場
合
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

税
金
の
申
告
に
は

保
険
料
の
届
出
も

お
忘
れ
な
く
／
．

0

日
時

2

月

2
7日
午
前

1
0時
＼
1
2

時
午
後

1

時
1
3

時

0

会
場
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

0

対
象
村
民

0

内
容
各
種
年
金
の
受
給
手
続
き
や

制
度
な
ど
全
般
に
つ
い
て

0

相
談
員
桐
生
保
険
事
務
所
の
相
談
官

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
ヘ

〇
募
集
事
業
生
涯
学
習
講
演
会

2
5日
午
後

2

時
か
ら

ビ
デ
オ
撮
影
編
集
講
座

3

月
4

日
、

5

日
、

1
1日
午
後

1

時
3
0分
か
ら

対
象
一
般
県
民
経
費
無
料

※
募
集
人
員
、
募
集
期
間
等
異
な
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
、
当
セ
ン
タ
ー

(
6
0

2
7
2
|
2
4
|
5
7
0
0
)へ

〇
催
し
物
県
民
音
楽
の
ひ
ろ
ば

2

月

1
9日
午
後

2

時
か
ら
会
場
館
林

市
文
化
会
館
入
場
料

2

千
円
（
一

般
）
千
円
（
学
生
）
対
象
一
般
県

民
※
詳
し
く
は
、
館
林
市
文
化
会
館

(
6
7
4

|
4
1
1
1
)

へ

〇
企
画
展
名

「
第2
回

0

選
定
方
法
選
考
（
無
抽
選
）

〇
申
込
場
所
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機
関

※
詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支

店

(
6
0
2
7
2
1
3
2
|
6
6
5
6
)へ

東
毛
の
文
人

企
画
展東

毛
歴
史
資
料
館

〇
受
付
期
間
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
及
び

中
古
住
宅
購
入
資
金

3

月

2
4日
②
ま

で 固
人
向
け
融
資

住
宅
金
融
公
薩

2

月

゜

゜

募
集
事
業
・
佳
し
物

隈
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

゜ 。` 
年
金
相
談

専
門
官
が
応
じ
ま
す

昭和63年分の国民年金保険料

定 額 保 険 料

( 1 月～ 3 月ーカ月 7,400円) 91,500円

4 月～ 12月ーカ月 7,700円

定額＋付加保険料

( 1 月～ 3 月ーカ月 7,800円) 96,300円

4 月～ 12月ーカ月 8,100円

〇
募
集
科
目
等
機
械
科

3
0人

2
0人
自
動
車
整
備
科

3
0人

〇
受
付
期
間

3

月

1
0日
②
1
1
7
日
⑧

〇
応
募
資
格
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
（
見

込
も
含
む
）

※
詳
し
く
は
、
専
門
校

(
6
7
2
1
0
2
2

9
)
へ

板
金
科

-
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1
1
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1
"
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"
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1
1
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H
I
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H
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1
"
1
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~
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~
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"
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1
~
1
1
"
"
"
~
I
I
“
"
~
1
1
~
1
1
"
1
1

i1
1
~
1
1
"

ー
・
・

入
校
生
募
集

館
林
高
等
技
術
専
門
校

確
定
申
告
時
に
は
、
領
収
書
等
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
へ
。

0

入
学
手
続
入
学
願
書
、
誓
約
書
、
住

民
票
の
写
、
調
査
書
（
出
身
中
学
か
ら

交
付
さ
れ
た
も
の
）
、
入
学
納
付
金
（
入

学
金
、
受
講
料
等
）
等

0

出
願
期
間

3

月
7

日
因
1
4

月
6
日

困
ま
で
（
原
則
）

※
詳
し
く
は
、
桐
生
女
子
高
等
学
校

(
6

0
2
7
7
1
3
2
|
2
1
8
2
)へ

通
信
制
入
学
案
内

桐
生
女
子
高
等
学
校

画
展
」

0

期
間

2

月

1
8日
山
1
3

月
5

日
⑪

0

会
場
東
毛
歴
史
資
料
館
学
習
室

※
詳
し
く
は
、
東
毛
歴
史
資
料
館
（
尾
島

町

6
5
2
|
2
2
1
5
)へ

〇
常
設
展
名
「
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
大
冒

険
1
9
1
0
|
1
9
3
0

」
、
「
近
代
日

本
画
展
—
四
方
田
草
炎
の
芸
術
—
」

0

期
間

2

月

1
1日
田
＼
3

月

1
2日
山

た
だ
し
、
毎
週
月
曜
日
は
休
館

0

観
覧
時
間
午
前

9

時
3
0分
＼
午
後
5

時
（
入
館
は
午
後
4

時
3
0分
ま
で
）

0

会
場
県
立
近
代
美
術
館

0

観
覧
料
一
般

8
0
0

円
、
大
高
生

4
0
0

円
、
中
小
生

2
5
0

円

※
詳
し
く
は
、
県
立
近
代
美
術
館

(
6
0

2
7
3
1
4
6
1
5
5
6
0
)へ

3

月
1

日
か
ら

2
0日
ま
で
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
の
縦
覧
期
間
で
す
。

台
帳
は
土
地
、
家
屋
な
ど
所
有
資
産
に

応
じ
て
賦
課
の
基
準
と
な
る
大
切
な
も
の

で
す
。
こ
の
機
会
に
自
分
の
所
有
資
産
を

確
め
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

そ
の
際
、
台
脹
登
録
価
格
な
ど
に
不
服

が
あ
る
場
合
は
、
3

月

3
1日
ま
で
に
明
和

村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
（
税
務
課
）

に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
へ

自
分
の
資
産
を

縦
覧
し
て
み
ま
せ
ん
か

常
設
展
の
ご
案
内

票
立
近
代
美
術
館
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野
本
み
ね
子

信
号
の
灯
り
の
限
り
カ
ラ
カ
ラ
と
枯
葉
が

豪
雪
の
重
み
に
耐
ゆ
る
生
命
を
自
然
の
景

に
生
み
だ
す
美
し
も

泉
田
政
子

奈
良
照
子

野
道
の
砂
塵
蹴
り
つ
雨
恋
の
刈
田
に
さ
や

の
植
付
け
あ
ら
は

こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会

遠
富
士
支
部

福
田
初
江

長
寿
の
茶
熟
き
を
注
ぎ
口
ふ
ふ
み
を
り
他

の
バ
ス
の
人
肩
触
れ
し
つ
つ

原
口
文
江

柵
命
懸
け
し
棟
方
志
功
に
深
き
う
つ
故
郷

ま
せ

愛
し
東
北
風
の
柵
も

原
口
美
津
子

路
地
角
の
木
皐
な
る
か
朝
戸
繰
る
長
雨
止

み
し
庭
辺
を
香
る

先
に
右
折
し
て
ゆ
く

村 の ス
ノ

フ‘
し—·

き

2 月

13 日

14 日

17 日

18 日

21 日

// 

22 日

26 日

,,,, 

27 日

3 月

5 日

西幼稚園一日入園

老人福祉センター運営委員会

東幼稚園一日入園

明中入学説明会

所得税確定申告納税相談初日

体育館利用団体協議会

東小・西小一日入学

危険物収集（金属）

家庭婦人バレーボール (2 日目）

住民税申告相談初日

危険物収集（ガラス・セトモノ・乾電

池）

11 • 12 日 公民館まつり

※予定ですので変わる場合もあります

0

日
時

3

月
5

日
⑪
午
前

1
0時
＼

0

場
所
利
根
川
梅
原
地
先
（
東
武
線

鉄
橋
付
近
）

稚
魚
の
な
い
方
も
、
当
日
若
干
用
意
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会

(
6
8
4
|
4

4
9
1
)
へ

0

日
時

2

時
受
付

0

対
象
昭
和

6
2年
6

月
＼

8

月
の
間

2

月

2
1日
因

歳
6

カ
月
健
診午

後
1

時
1

〇
建
設
工
事
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品

等
提
出
要
隔
年
制
採
用

3

月
1

日
か
ら

2
0日
ま
で
に
、
建
設
省

統
一
様
式
を
使
用
の
う
え
、
役
場
総
務
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

合

日

入
札
参
加
指
名
願
は

3

月
1

日
ー

2
0日
ま
で
に

0

期

3

月

2
1日
因
祝
日

0

会
場
社
会
体
育
館

0

対
象
小
学
生
（
低
学
年
・
高
学
年
）

中
学
生
（
男
・
女
）
の
二
部
門

0

参
加
費
無
料

〇
申
し
込
み

3

月

1
2日
⑪
ま
で
に
社
会

体
育
館
へ

剣
道
大
会

参
加
者
募
集

み
ん
な
集
ま
れ
／
．

カ
ム
・
バ
ッ
ク

サ
ー
モ
ン
運
動

0

期

2

月

2
6日
凹

0

会
場
尾
瀬
岩
倉
ス
キ
ー
場

0

参
加
費
大
人

5
0
0
0

円
小
人

3

0
0
0

円
（
小
・
中
学
生
）

〇
申
し
込
み

2

月

1
9日
⑪
ま
で
に
社
会

体
育
館
へ

日

ス
キ
ー
教
室

参
加
者
募
集

明
和
剣
友
会
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
長
柄
宜
光
（
梅
原

8
4ー

2
6
0
5
)
へ

ク
ラ
フ
員
募
集

明
和
剣
友
会

む
し
歯
予
防
教
室

午
後
1

時
1

0

日
時

3

月
1

日
因

1

時
3
0分
受
付

0

対
象

2

歳
児
希
望
者

0

会
場
保
健
セ
ン
タ
ー

0

内
容
は
み
が
き
指
導
、
歯
科
検
診
、

フ
ッ
素
塗
布
等

※
詳
し
く
は
、
保
健
課
へ

に
生
ま
れ
た
児

0

会
場
保
健
セ
ン
タ
ー

〇
持
参
品
母
子
手
帳
、
問
診
票

時

3

月
2

日

ー
午
後
3

時

0

会
場
館
林
市
役
所

0
日

午
前
1
0
時

年
金
相
談

時

3

月

1
6日

＼
午
後
3

時

0

会
場
館
林
市
役
所

0
日

午
前
1
0時

0

日
時

2

月

1
6日

3

月
7
日

午
前
9

時
3
0分
1
1
0時
3
0分
受
付

0

会
場
保
健
セ
ン
タ
ー

交
通
事
故
相
談

0

日
時

2

月

1
5日
午
前

1
0時

＼
午
後
3
時

0

会
場
役
場
会
議
室

人
権
・
行
政
・
心
配
i
J
と
相
談

健
康
相
談

0

会
0
日

時

2

月

1
6日

1
2

時
受
付

場
保
健
セ
ン
タ
ー

午
後
］
時

妊
婦
健
診

時

2

月

2
3日

午
後
1

時
1
2

時
受
付

0

会
場
保
健
セ
ン
タ
ー

0
日

3

月
9

日

乳
幼
児
健
診

今月の納め•国民年金・水道料 納期限は 2 月28日です。期限までに納めましょう。



第329号 広 報 め い わ 平成元年 2 月 10 日 (10) 

村の人口
2 月 1 日現在

世帯数 2,587 戸

人口総数 10,400 人

男 5,202 人

女 5,198 人

(1 月中の動き）

出生 5 人死亡11人

転入 8 人転出14人

: 館林邑楽地区 館林地区 邑楽・板含

受診下てかヤら 変更に悶※なるが 祝林0 館は日産婦人科 耳鼻科 内 科外科
千代田

日 明和地区

2 月 19 日
横田医院大神医院 安楽岡医院 ff (72) 0572 永寿堂医院 竹越医院

曜 n (72) 0255 n (62) 2200 大島診療所 ft (77) 1503 云（72)4469 云 (84)3137 

2 月 26 日
真中医院川田的医院 大石医院云（74)2362 海宝医院 館林地区が

当 云（72)1630 云（72)3314 堀越医院ff(73) 4151 云（74)0811 担当します

3 月 5 日
浜野医院原医院 増田医院ff(72) 1387 津久井医院 館林地区が

番 ff (88) 5678 ff (72) 1936 阿久津医院合 (72)3315 ff (72) 3316 担当します

3 月 12 日
白沢医院川村医院 田内医院云（72)3855 岡田医院 小西医院

医 合（72)1600 ff (72) 1337 須田医院云（72)0862 云（72)3163 ff (86) 2261 

3 月 19 日
落合医院後藤傭）医院 後藤陳）医院云（72)3975 宇沢病院 増田医院

ff (72) 3160 ff (72) 3975 云（74)8761 云 (82)2255 

©。00
た
ま
よ

蓮
見
珠
世
ち
ゃ
ん
（
％
日
生
）

館
林
消
防
組
合
管
内
の
昭
和
六
十
三
年

中
に
発
生
し
た
火
災
の
出
火
原
因
に
つ
い

て
み
ま
す
と
、
総
数

8
1件
の
火
災
が
発
生

し
ま
し
た
。
う
ち
、
原
因
が
ガ
ス
コ
ン
ロ
、

レ
ン
ジ
に
よ
る
も
の
が

2
1件

(
2
6
%
)
と

断
突
一
位
、
こ
の
中
で
は
天
ぷ
ら
な
べ
の

異
常
過
熱
や
消
し
忘
れ
が
多
く
、
ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
に
よ
る
も
の
が
目
立
ち
ま

す
。
火
を
使
う
時
は
細
心
の
注
意
を
は
ら

い
ま
し
ょ
う
。

「
平
成
」
元
年
、

1 月の

救急車出動回数
•交通事故 5 件
●急病 9 件

•その他 3 件

●計 17 件

誕
生
一
号

平成元年を迎え、本村で最初に誕生したのは、

蓮見珠世ちゃんです。体重3140 g。色白でぽち

ゃとしたとってもかわいい赤ちゃんです。 「新
たま

時代を迎え、珠のように美しく、やさしく、平
ょ

和な世の中ですくすく育つようにと真珠と平成

の世にあやかり名づけました」と両親。

〔一治・博美さんの長女・斗合田〕

▼
ガ
ス
コ
ン
ロ
・
レ
ン
ジ
…
2
1件
▼
た

◎地区別映画会日程

2/10 日 PM7: 00下江黒金剛院

11 日 PM7: 00大輪集落センター

12 日 PM7: 00中谷住民センター

13 日 PM7: 00入ケ谷集落センター

14 日 PM7: 00江口集落センター

15 日 PM7: 00田島公民館

17 日 PM7: 00新里集会所

18 日 PM7: 30川俣公民館

63年中（館消管内）

火災発生件数・損害額

（万円）

\ 件数 損害額

明和村 13 2,495 

館林市 40 10,960 

板倉町 10 3,281 

千代田町 7 5,456 

邑楽町 11 8,043 

計 81 30,235 

村
消
防
団
と
婦
人
消
防
隊
は
、
最
近
相

次
い
で
火
災
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら

一
層
防
火
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め

次
の
日
程
で
映
画
会
を
開
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

守
ろ
う
財
産

あ
な
た
の
知
識
で

` 2/28~3 /13 

2 月 28 日から 3 月 13 日まで

「その火 その時すぐ始末」

を統一標語に春の全国火災予

防運動が展開されます。火の

取扱いは十分注意しましょう。

ば
こ

1
5▼
火
の
粉
5

▼
た
き
火
4

▼
放
火

放
火
の
疑
い
4

▼
火
遊
び
3

▼
ガ
ス
・
石

油
ス
ト
ー
ブ
2

▼
風
呂
か
ま
ど
2

▼
コ
ン

口
•
取
灰
・
静
電
ス
パ
ー
ク
が
各
1

▼
そ

の
ほ
か

2
2

〔
総
数8
1件
〕

-
6
3年中
明
和
村
内
の
出
火
原
因
別
一

▼
ガ
ス
コ
ン
ロ
4

件
▼
た
ば
こ
、
ス
ト

ー
ブ
、
た
き
火
が
各
2

▼
そ
の
ほ
か
（
枯

草
、
調
査
中
）
3

〔
総
数1
3件
〕

氏
名

奈
良
恵
莉
子

村
田
雄
基

栗
原
宏
彰

久
保
庭
成
紀

蓮
見
珠
世

柴
崎
由
香
里

岩
崎
奈
美

氏
名

増
田
新
三
郎

川
村
ジ
ャ
ウ

須
藤
順
子

天
海
キ
タ

藤
野
友
衛

山
岸
周
作

小
松
原
て
る
子

篠
木
す
い

野
木
村
文
江

田
部
井
ふ
ゆ

大
津
岩
吉

新
井
の
ぶ

84 84 82 52 72 41 7 4 85 86 50 88 84 : 
清幸

紀一

夫夫

幸啓文邦

良吉雄治

世
帯
主

和
吉登

隆
司繁

'
た

ま

田矢梅上大南千川江江大
江佐大津

島島原黒貫島井俣 口 口輪

極極極祐極兄％妬％ % % 

田地

島 区

鬼開

1
1

お
く
や
み
1
1

志雄

二
女
梅
原
妬

長
女
入
ケ
谷
妬

一 精浩高保
茂護

治 一志志者

続
柄
地
区
閥

長
女
田
島
邪

長
男
大
輪
％

二
男
大
佐
貫
峯

長
男
新
里
％

長
女
斗
合
田
％

1
1

お
め
で
た
1
1

お
め
で
た

臼
`< お

く
や
み



⑤ 
広載

〇消費税 4 月スター ト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ·2 p~ 

〇老人芸能大会•もうすぐ新入生……… 4 p~ 
0 カメラスポット・グラウンドゴルフ… 6 p~ 
0 お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •8 p~ 
0 わが家の華・短歌・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10P 
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守紐

一◄
名
演
技
を
披
露
し
た
吉
本
謙
次
さ
ん

一
啜
紺5
5『

―
―
訟
嘔
一
g

』
知
砂
辺
U かつては、夏祭りなどで多くみられた通称「ひょっとこ踊り」ー。

口のとがった、こっけいなお面をかぶり独特の服装、動作からだす笑気

は、私たち庶民の楽しみの一つでした。子供たちには抜群の人気があり、

ひょっとこが出ると舞台に群がり歓声が上がったものです。

その懐かしい「ひょっとこ踊り」が、老人芸能大会で披露されました。

披露したのは吉本謙次さん… (64歳・須賀）「懐かしいな」 「うまいね」

「いまどきあれだけ踊れる人はいないよ」とあっちこっちから称賛の声

があがると共に、会場は爆笑のうず一。めずらしい名演技にひときわ

高い拍手が送られました。



第330号 広 報 め し9 わ 平成元年 3 月 10 日 (2) 

4 月 1 日から、消費税が適用されます。商品の販売、

サービスの提供、輸入される貨物などに対して課税さ

れる間接税です。昭和25年のシャウプ勧告以来の税制

改革で、一般になじみの薄い新しい税金（間接税）です

ので正しく理解することが大事です。そこで、わたし

たちの生活にかかわりの深い主な改革点をいくつか紹

介してみましょう。

な
お
、
消
費
税
の
導
入
に
伴
い
、
こ
れ

ま
で
の
物
品
税
、
砂
糖
消
費
税
、
入
場
税

な
ど
の
国
税
、
電
気
税
、
ガ
ス
税
な
ど
の

地
方
税
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

所
得
税
の
減
税
と
税
率
の
段
階
の
簡
素

化
は
世
界
的
な
流
れ
で
す
。
所
得
税
の
税

n澤

率
は
次
の
よ
う
に
改
正
と
な
り
ま
す
。
＿

所
得
税
・
住
民
税

—— 税
率
構
造
沙
簡
素

消
費
税
は
特
定
の
物
品
等
に
課
税
す
る

個
別
消
費
税
と
ち
が
い
、
一
部
（
医
療
、

福
祉
、
教
育
）
を
除
き
、
す
べ
て
の
商
品

販
売
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
な
ど
に
取
引
き
の

各
段
階
ご
と
に
3

％
課
税
さ
れ
、
消
費
に

広
く
、
薄
く
負
担
を
求
め
る
と
い
う
考
え

方
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。

ま
と
め
て
み
ま
す
と
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。 消

費
に
、

V

負
担
3

％
課
税

昭和 62 年分以前 昭和 63 年分 平成元年分

課税所得金額 税率（％） 課税所得金額 税率（％） 課税所得金額 税率（％）

150万円以下 10.5 

200 ,,, 12 

300 ,,, 16 300万円以下 10 300万円以下 10 

500 ,,, 20 

600 ク 25 600 ク 20 600 ,, 20 

800 ケ 30 

1000 ク 35 1000 ,,, 30 1000 ,, 30 

1200 ク 40 

1500 ,, 45 2000 ク 40 2000 ,, 40 

3000 ,, 50 2000万円超 50 

5000 ,, 55 5000 ,, 50 

5000万円超 60 5000万円超 60 

0
税
率
の
累
進
構
造
の
緩
和
1

税
率
の

き
ざ
み
が
、
1
0
%
\
5
0％の
五
段
階
に

簡
素
化
さ
れ
ま
す
。
（
表
ー
①
）

＊
基
礎
的
な
人
的
控
除
の
引
上
げ
|
'
↓
基

礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
及
び
扶
養
控
除

の
基
礎
的
な
人
的
控
除
額
が
引
上
げ
ら

れ
る
と
と
も
に
、

1
6歳
か
ら
2
2歳
ま
で

の
扶
養
親
族
（
特
定
扶
養
親
族
）
に
つ

梢
費
税

圏
事
業
者
に
よ
る
商
品
等
の
販
売
・
サ
ー

消
費
税
の

基
本
的
仕
組
み

（表ー②）
控 除 の 種 類 昭和63年分 平成元年分

基 礎 控 除 33万円 35万円

I 
同居特別障害者であ 一般の控除対象配偶者 65 

る控除対象配偶者 老人控除対象配偶者 47 75 

上記以外の控除対象 一般の控除対象配偶者 33 35 

配偶者 老人控除対象配偶者 39 45 
一般の扶養親族 65 

扶 同居特別障害者であ 特 定 扶 養 親族
47 

75 

る扶養親族 同居老親等以外の老人扶養親族 75 
養 同居老親等の老人扶養親族 85 

控
一般の扶養親族

33 
35 

上記以外の扶養親族
特定扶養親族 45 

除 老人扶 I 同居老親等以外の者 39 45 

養親族 I 同居老親等 46 55 

配 偶 者 特 別 控 除 最高 16 5 最高 35 

い
て
扶
養
控
除
の
割
増
制
度
が
新
設
さ

れ
た
ほ
か
、
配
偶
者
特
別
控
除
の
控
除

額
も
大
幅
に
引
上
げ
ら
れ
ま
す
。
（
表

I
() 

ス
タ
ー
ト

相
ヽ讐曽 • 

続
` 税

ビ
ス
提
供
の
各
段
階
の
売
上
げ
に
課
税

圏
課
税
の
累
積
を
排
除
す
る
た
め
、
事
業

者
の
売
上
げ
に
対
す
る
税
額
か
ら
仕
入

れ
に
含
ま
れ
る
税
額
を
控
除
（
帳
簿
上

の
記
録
又
は
納
品
書
・
請
求
書
等
の
書

類
に
基
づ
き
控
除
）

圏
免
税
取
引
・
輸
出
取
引

圏
非
課
税
取
引
…
消
費
に
負
担
を
求
め
る

税
と
し
て
の
性
格
上
課
税
対
象
に
な
じ

ま
な
い
も
の
等
と
し
て
…
…
、
土
地
の

譲
渡
・
貸
付
け
、
有
価
証
券
・
支
払
手

段
等
の
譲
渡
、
貸
付
金
等
の
利
子
・
保

険
料
等
、
郵
便
切
手
•
印
紙
等
の
譲
渡
、

行
政
手
数
料
等
、
医
療
保
険
各
法
等
に

基
づ
く
医
療
等
、
第
一
種
社
会
福
祉
事

業
・
保
育
所
・
助
産
施
設
を
経
営
す
る

事
業
、
学
校
教
育
法
上
の
学
校
・
専
修

学
校
・
各
種
学
校
等
の
授
業
料
・
入
学

検
定
料
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

〇
税
率

3

％
（
普
通
乗
用
自
動
車
に
つ

い
て
は
、
三
年
間

6
%
)

卍
申
告
、
納
付
年
2

回
（
確
定
申
告
及
び

中
間
申
告
。
課
税
期
間

1

年
又
は
1

事
業
年
度
）

＊
課
税
最
低
限
の
引
上
げ
、
基
礎
控
除
額

が
2

倍
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

訓
2

千
万
十
4
0
0

万
X

法
定
相
続
人
数

創
4

千
万
十
8
0
0

万
x

法
定
相
続
人
数

卍
税
率
の
適
用
区
分
の
拡
大
、
最
高
税
率

の
引
下
げ
（
7
5％
↓

7
0
%
)

蒼
配
偶
者
の
税
額
軽
減
制
度
の
拡
充

▽
非
課
税
限
度
…
2

分
の
1

相
当
額
が¥
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税は 広く 薄く

/` 

法
定
相
続
分
相
当
額
に
▽
最
低
保
障
…

4
0
0
0

万
円
が
8
0
0
0

万
円
に

圏
未
成
年
者
控
除
額
及
び
障
害
者
控
除
額

の
引
上
げ

▽
未
成
年
者
控
除
…
2
0歳
ま
で
の
1

年

に
つ
き
3

万
円
が
6

万
円
に
▽
障
害
者

控
除
…
7
0歳
ま
で
の
1

年
に
つ
き
3

万

円
が
6

万
円
に
（
重
度
心
身
障
害
者
6

万
円
が
認
万
円
に
）

而
小
規
模
宅
地
等
に
つ
い
て
の
課
税
の
減

〔表ー①〕
市町村民税 県民税

2 9 4 3 1 60 60 3 1 1 

0 0 5 0 3 ; 昌 0 3 3 迅［
0 0 0 0 0 0 0 0 

超万円をえ0 万超円えを2 越万円をス9 万起円ス在4 万超円えを3 0 13 額以下金の 万超円をス- 超万円をス- 万以下円
言果 正

月｀ Î  J 

金額る 〇03 額金の
秒も

容畠頁 0 0 5 0 腐呈 平
0 0 0 0 

万下金額円以の0 額万以下金円の 下金額万円以の 万額円以下金の 額金の 額: 戸斤 成

元

得 年

度

12 11 10 8 7 5 3 4 嘉 2 塁
、J

%%%%%%%  % % 

5 万以下円 2 。1 
1 5 5 

゜
2 0 0 

言果

゜ ゜
0 0 

虐 呈盈 紐円月をえ 万以下円の
已女

金額の 万超円をぇ 秒t

戸斤 正

容ょ頁
5 容塁頁 容金る頁 金額 得

゜゚ 後

11 8 嘉 4 2 

塁一% % % % 

※退職所得にかかる所得割については、昭

和64年 1 月 1 日以後支払われる退職手当等に

かかるものについて実施されています。

0
所
得
割
（
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
納
め

て
い
た
だ
く
も
の
）
の
税
率
構
造
の
簡

2
8叩
↓
3
0叩

個
人
の
住
民
税

地
額
割
合
の
引
上
げ

▽
事
業
用
…
4
0％
が
6
0％
に
▽
居
住
用

…

3
0％
が
5
0％
に

圏
死
亡
保
険
金
及
び
死
亡
退
職
金
の
非
課

税
限
度
額
の
引
上
げ

▽
死
亡
保
険
金
…
法
定
相
続
人
数

x
(
2

5
0

万
円
が
5
0
0

万
円
に
）

▽
死
亡
退
職
金
…
法
定
相
続
人
数

x
(
2

0
0

万
円
が
5
0
0

万
円
に
）

※
い
ず
れ
も

6
3年
1

月
1

日
適
用

〇
税
率
の
適
用
区
分
の
拡
大
、
最
高
税
率

の
引
下
げ
、
7
5％
が
7
0％
に

〇
居
住
用
不
動
産
に
係
る
贈
与
税
の
配
偶

者
控
除
額
の
最
高
限
度
額
の
引
上
げ
、

1
0
0
0

万
円
が
2
0
0
0

万
円
に

0
特
別
障
害
者
扶
養
信
託
契
約
に
係
る
非

課
税
限
度
額
の
引
上
げ
、
3
0
0
0

万

円
が
6
0
0
0

万
円
に

方
税
も
変
わ
る

消
費
税
が
導
入
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
地
方
税
の
し
く
み
も
一

部
改
正
さ
れ
ま
す
。
そ
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

素
化
（
表
ー
①
）

蒼
基
礎
控
除
等
の
引
上
げ
（
平
成
二
年
度

か
ら
）

0

基
礎
控
除

〇
配
偶
者
控
除

拍
日

廿
ハ

2
8加
↓
3
0訥

税

●
老
人
配
偶
者

(
7
0歳以
上
）
2
9詞
↓
3
5訥

•
特
別
障
害
者
で
あ
る
配
偶
者

と
同
居

3
6訥
↓
4
4而

〇
配
偶
者
特
別
控
除

1
4而
↓
3
0而

〇
扶
養
控
除
（
一
人
に
つ
き
）
2
8而
↓
3
0詞

●
老
人
扶
養
親
族
(
7
0歳以
上
）2
9柄
↓
3
5而

•
特
別
障
害
者
で
あ
る
扶
養
親
族

と
同
居

3
6加
↓
4
4胴

●
納
税
者
又
は
配
偶
者
の
直
系
尊
族
で
あ

る
老
人
扶
養
親
族

(
7
0歳以
上
）

と
同
居

3
3而
↓
4
2詞

•
1
6歳
以
上
2
3歳
未
満
の
扶
養
親
族

5

円

3

万

〇
↓

〇
障
害
者
・
未
成
年
者
等
の
非
課
税
限
度

額
の
引
上
げ

0

（
前
年
の
合
計
所
得
金
額
）

.^”3‘ 

.. 

1
0
0
而
↓
晨

不
動
産
取
得
税

蒼
控
除
対
象
と
な
る
新
築
住
宅
の
要
件

〇
床
面
積
が
4
0
2
m
以
上
2
0
0
2
m

以
下
で
一
，m

当
た
り
の
価
格
が
1
1万
7
0
0
0

円
以

下
の
住
宅
1

床
面
積
が
4
0
2
m
以
上
2
0
0

2
m以
下
（
戸
建
以
外
の
賃
貸
住
宅
は3
0
2
m

以
上
2
0
0
2
m

以
下
）
で
一
2
m当
た
り
の
価

格
が
1
1万
7
0
0
0

円
以
下
の
住
宅

圏
控
除
額
の
引
上
げ

4
5
0
而
↓
鯛
而

料
理
飯
食
等
消
費
税

0

名
称
変
更
↓
特
別
地
方
消
費
税

0

基
礎
控
除
、
奉
仕
料
控
除
の
廃
止

〇
免
税
点
（
税
金
が
か
か
ら
な
い
限
度
額
）

の
引
上
げ
↓
宿
泊
等
5
0
0
0

円
が
1

0
0
0
0

円
に
、
飲
食
等
2
5
0
0

円

が
5
0
0
0

円
に

0 定価220円 (20本）の紙巻たばこ 1

箱の内わけ（単位 円）

改正後

原材料・
I 消費税

利潤など

県
・
市
町
村

一

た
ば
こ
消
費
税

0

名
称
変
更
↓
ゴ
ル
フ
場
利
用
税

〇
課
税
対
象
の
変
更
1
1

舞
踏
場
、
ゴ
ル
フ

場
、
ボ
ー
リ
ン
グ
場
な
ど
↓
ゴ
ル
フ
場

の
み

〇
税
率
の
引
下
げ
↓
約

2
7％
の
引
下
げ

0

ゴ
ル
フ
場
の
あ
る
市
町
村
へ
の
交
付
金

の
交
付
率
の
引
上
げ

5
0％
↓

7
0％

0

名
称
変
更
↓
県
・
市
町
村
た
ば
こ
税

〇
課
税
方
法
の
簡
素
化
↓
税
率
の
引
下
げ

〇
廃
止
と
な
り
ま
す

※
消
費
税
（
国
税
）
の
2
0％
が
消
費
譲
与

税
と
し
て
地
方
に
譲
与
さ
れ
ま
す
。

娯
遼
施
設
利
用
税

〇
税
率
の
引
下
げ

1
0
%
l
3
%

0

公
給
領
収
証
制
度
の
廃
止
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▲みんなそろって「それっそれっ…」

▲カラオケ熱嘔

►

会
場
は
笑
い
の
う
ず

◄

見
事
な
舞
踊

老人苓
泰

芸達者ご会
Q
u
 

匝l

老人パワー

(4) 

連
日
、
笑
い
が
た
え
な
い
ー
、
福
祉
の
拠
点
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
る

村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
二
月
三
日
、
老
人
芸
能
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

八
回
目
を
迎
え
た
こ
の
大
会
、
す
っ
か
り
老
人
の
間
に
定
着
し
、
楽
し
み
に

し
て
い
る
人
が
大
勢
い
ま
す
。

そ
れ
を
物
語
る
よ
う
に
毎
回
出
演
応
募
者
が
多
く
、
制
限
す
る
ほ
ど
の
盛

況
ぶ
り
で
す
。
カ
ラ
オ
ケ
、
民
謡
、
踊
り
、
日
舞
あ
り
で
多
種
に
わ
た
り
百

二
十
八
人
の
自
慢
の
芸
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
人
、
吉
本
謙
次
さ
ん
（
須
賀
•
6
4歳
）
の
今
回
初
の
「
ひ
ょ
っ
と

踊
り
」
は
、
ひ
と
き
わ
高
い
拍
手
か
っ
さ
い
を
浴
び
ま
し
た
。
口
が
曲
折
、

と
ん
が
っ
た
面
や
「
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
」
と
い
わ
れ
る
赤
い
羽
織
を
ま
と
う

姿
は
笑
い
そ
の
も
の
。
腰
を
巧
み
に
動
か
し
、
身
ぶ
り
手
ぶ
り
で
踊
る
動
作

に
観
衆
は
爆
笑
の
う
ず
。
と
同
時
に
、
最
近
で
は
め
っ
た
に
み
ら
れ
な
い
絶

品
芸
に
感
心
見
入
り
、
館
内
は
一
日
中
笑
い
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

仲
間
に
会
え
る

楽
し
み

進
ん
で
ス
ポ
ー
ツ
に

参
加
し
よ
う

仲
間
を
つ
く
ろ
う

年
を
と
る
と
、
体
を
動
か
す
こ
と
が

お
っ
く
う
に
な
り
が
ち
で
す
。
そ
の
た

め
、
家
か
ら
出
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、

孤
独
に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
勧
め
た
い
の
が
、
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
参

加
で
す
。
「
い
ま
さ
ら
運
動
な
ん
て
」

「
慣
れ
な
い
こ
と
は
し
た
く
な
い
」
な

ど
と
言
わ
ず
に
自
分
が
で
き
そ
う
な
ス

ポ
ー
ツ
を
み
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
年
を

と
っ
て
も
適
度
な
ス
ポ
ー
ツ
を
す
れ
ば

自
然
に
足
腰
を
動
か
す
こ
と
に
な
る
の

で
、
楽
し
み
な
が
ら
体
力
維
持
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
手
足
を
動
か
し
な
が
ら

円
熟
期
に

頭
も
使
う
の
で
、
ボ
ケ
の
予
防
に
も
な

る
の
で
す
。
さ
ら
に
、
お
年
寄
り
の
ス

ポ
ー
ツ
・
サ
ー
ク
ル
ヘ
加
入
す
れ
ば
、

同
世
代
の
人
々
と
の
交
流
が
図
れ
ま
す
。

ひ
と
つ
の
事
例
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ

う
。
あ
る
お
年
寄
り
が
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
の
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
い
ま
す
。
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
そ
れ
自
体
も
楽
し
ん
で
い

ま
す
が
、
な
に
よ
り
も
ず
っ
と
続
け
た

い
と
思
う
理
由
は
、
「
そ
こ
に
行
け
ば

仲
間
に
会
え
る
」
と
い
う
こ
と
だ
そ
う

で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
仲
間
た
ち
と
ス

ポ
ー
ツ
で
き
る

I

こ
れ
が
人
生
の
円

熟
期
の
生
き
が
い
に
な
っ
て
い
る
と
言

っ
て
い
ま
す
。

い
ま
、
人
生
は
八
十
年
時
代
で
す
。

健
康
づ
く
り
、
体
力
維
持
、
生
き
が
い

づ
く
り
な
ど
、
き
っ
か
け
は
な
ん
で
も

い
い
と
思
い
ま
す
。
な
に
か
ひ
と
つ
で

も
、
生
涯
を
通
し
て
続
け
ら
れ
る
ス
ポ

ー
ツ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

高
齢
化
社
会
と
ス
ポ
ー
ツ
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三
月
に
入
り
暖
か
く
な
つ
て
く
る
と
、

子
供
た
ち
は
待
つ
て
い
た
か
の
よ
う
に
外

で
遊
び
は
じ
め
ま
す
。
思
い
切
つ
て
体
を

動
か
せ
る
の
が
と
て
も
う
れ
し
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
に
怖
い
の
は
交
通

事
故
I

特
に
入
園
・
入
学
を
控
え
た
子

供
の
事
故
ほ
と
悲
し
い
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
子

供
を
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

卍
―
つ
の
も
の
に
注
意
が
向
く
と
、
周
り

の
も
の
が
目
に
入
ら
な
い

例
え
ば
、
手
か
ら
放
れ
た
風
船
や
転
が

っ
た
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
、
道
路
に
と

び
出
す
な
ど
の
行
動
で
す
。

蒼
気
分
に
よ
っ
て
行
動
が
変
わ
る

子
供
は
喜
怒
哀
楽
が
激
し
く
、
感
情
に

よ
っ
て
思
わ
ぬ
行
動
を
起
こ
し
か
ね
な
い

の
で
す
。

圏
抽
象
的
な
言
葉
だ
け
で
は
、
よ
く
理
解

で
き
な
い

「
危
な
い
よ
」
、
「
気
を
つ
け
て
ね
」
と

い
う
具
体
性
の
な
い
言
葉
だ
け
で
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
危
な
い
の
か
、
何

に
気
を
つ
け
れ
ば
よ
い
の
か
を
理
解
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

〇
物
事
を
単
純
に
し
か
理
解
し
な
い

手
を
上
げ
さ
え
す
れ
ば
、
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
車
は
止
ま
る
と
思
い
こ
ん
だ
り
、

信
号
が
青
に
変
わ
る
と
、
車
の
停
止
を
確

認
し
な
い
で
走
り
出
す
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

0
大
人
の
ま
ね
を
す
る

大
人
が
近
く
の
横
断
歩
道
を
渡
ら
ず
に

道
路
を
横
断
し
た
り
、
信
号
無
視
を
す
る

の
を
見
る
と
、
ま
ね
を
し
ま
す
。

圏
幼
児
は
視
野
が
狭
く
、
視
点
が
低
い

幼
児
の
視
野
は
大
人
よ
り
狭
く
、
視
点

は
大
人
よ
り
も
低
い
た
め
、
物
陰
か
ら
出

て
く
る
車
な
ど
が
見
え
ず
、
と
び
出
し
て

し
ま
い
ま
す
。

特
に
、
入
園
・
入
学
を
控
え
た
お
子
さ

ん
が
道
路
に
出
る
と
き
や
道
路
を
渡
る
と

き
は
、
必
ず
い
っ
た
ん
止
ま
っ
て
右
・
左

を
確
認
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
ま
し

ょ
う
ノ
〇

車
に
注
意
し
て
ね

も
う
す
ぐ
新
入
生

春の全国交適安全運動
4 月 6 日（木）～ 4 月 15 日（士）

酒井ひろみさん

田村明美さん

清水真理さん

酒
井
ひ
ろ
み
（
上
江
黒
）

い
よ
い
よ
我
が
子
も
小
学
校
に
入
学
す

る
の
だ
と
思
う
と
、
親
自
身
も
う
れ
し
さ

と
不
安
と
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
れ
に
、

ま
た
一
歩
成
長
し
て
親
か
ら
離
れ
て
い
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
気
が
し
て
、
ほ
ん
の
少

し
の
寂
し
さ
も
胸
を
よ
ぎ
り
ま
す
。

喜
び
、
感
動
を
も
つ
て

多
く
の
こ
と
を
学
ん
で

もうすぐ新学年（期）が始まります。真新

しいランドセルを背負い、夢をふくらませ、

お兄ちゃん、お姉ちゃんに連れられて校門を

くぐるピッカピッカの一年生―-。今年は百

二十三人の一年生誕生が予想されます。その

中の三人のお母さんに、どんな一年生になっ

てほしいか、また、どんなことが心配かなど

について語っていただきましたので紹介して

みます。

登
校
の
道
の
り

ち
ょ
つ
び
り
心
配

ロ

こ
れ
か
ら
長
い
学
校
生
活
が
始
ま
り
ま

す
。
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
が
、
で
き
た
り
わ
か
っ
た

り
し
た
時
の
喜
び
や
感
動
を
持
ち
続
け
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
い
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

心
配
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
が
ん
ば
っ
て
、
楽
し
く
過
し
て
ほ

し
い
で
す
。

田
村
明
美
（
新
里
）

平
成
元
年
、
初
の
一
年
生
が
、
私
の
家

に
も
い
ま
す
。
三
人
兄
弟
の
末
っ
子
で
、

元
気
な
男
の
子
で
す
。

末
っ
子
な
の
で
、
何
か
に
つ
け
て
頼
り

が
ち
な
子
供
で
す
が
、
一
年
生
に
な
っ
て

か
ら
は
、
一
人
で
も
頑
張
り
の
き
く
子
に
、

成
長
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

心
配
事
と
言
え
ば
、
今
ま
で
と
違
い
小

学
校
へ
の
道
の
り
は
、
約
四
倍
ほ
ど
に
な

り
ま
す
。
登
校
は
、
上
級
生
と
一
緒
で
す

が
、
帰
り
は
一
年
生
だ
け
と
成
り
ま
す
。

清
水
真
理
（
矢
島
）

我
が
家
の
次
男
坊
も
、
四
月
か
ら
新

一
年
生
。
親
子
共
々
、
期
待
と
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

特
に
最
近
、
世
間
を
騒
が
し
て
い
る

誘
拐
事
件
、
交
通
事
故
と
、
心
配
事
も

あ
り
ま
す
が
、
伸
び
伸
び
と
元
気
に
明

る
＜
思
い
出
に
残
る
小
学
校
生
活
を
送

っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
お
友
達
と
、
学
校
な
ら

で
は
出
来
な
い
、
よ
り
多
く
の
体
験
等

を
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
親
子
共

々
わ
か
ち
あ
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て

い
く
姿
を
見
送
る
日
も
も
う
す
ぐ
で
す
。

「
ヤ
ッ
ち
ゃ
ん
が
ん
ば
っ
て
ネ
”
~
」

伸
び
伸
び
と
明
る
＜

思
い
出
の
学
校
生
活
を

最
近
、
非
常
に
怖
い
事
件
が
、
多
発

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
う
い
っ
た
事
件

に
巻
き
込
ま
れ
ず
に
、
元
気
で
楽
し
い

学
校
生
活
を
、
送
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。
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►

真
剣
な
表
情
で
式
に
の
ぞ
む
中
学
生

激励のことはを

送った

川合達夫君

お礼のことばを

述べた

寺内恒太郎君

区 園

お
う
と
村
教
育
委
員
会
が
主
催
し
た
も
の

で
す
。

学
校
長
、
担
任
教
諭
ら
と
生
徒
二
百
五

人
が
出
席
、
多
数
来
賓
の
見
守
る
中
、
村

長
、
教
育
長
を
は
じ
め
館
林
警
察
署
長
、

村
議
会
議
長
ら
の
励
ま
し
の
こ
と
ば
を
真

剣
な
表
情
で
聞
き
入
り
ま
し
た
。

ま
た
、
三
年
生
の
川
合
達
夫
君
が
「
今

日
ま
で
育
て
指
導
く
だ
さ
っ
た
両
親
や
先

生
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
は
一

人
前
の
大
人
と
し
て
み
な
さ
れ
ま
す
。
社

会
ル
ー
ル
を
守
り
、
迷
惑
を
か
け
な
い
頼

ら
れ
る
人
間
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激

励
、
対
し
て
、
二
年
生
を
代
表
し
て
寺
内

恒
太
郎
君
が
「
十
四
歳
は
法
律
的
に
も
責

任
を
問
わ
れ
る
年
齢
で
す
。
親
や
先
生
に

甘
え
る
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様
の
激

励
の
こ
と
ば
を
し
っ
か
り
と
刻
み
、
感
激

を
忘
れ
ず
大
人
へ
の
第
一
歩
と
し
て
、
責

任
と
自
覚
を
も
ち
社
会
の
た
め
に
が
ん
ば

り
ま
す
」
と
力
強
い
お
礼
の
こ
と
ば
で
し

め
く
く
り
ま
し
た
。

図 心］
◄

お
母
さ
ん
、
う
ま
い
で
し
ょ
う

二
月
四
日
、
む
か
し
で
い
う
元
服
ー
|

立
春
式
が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
大
人
へ
の
過
渡
期
に
あ
た

る
中
学
二
年
生
を
対
象
に
次
代
を
担
う
も

の
と
し
て
誇
り
と
責
任
を
自
覚
し
て
も
ら

◄

ち
び
っ
こ
旅
姿
七
人
衆

カム・バックサーモン運動
f 

「かならずもどって来いよ」とロマンを求めて、利

根川にサケ稚魚を放流する子どもたち一ー。家族連れ

など300人ほどが参加。（子ども育成連絡協議会、会長

•関口与志男さん）らが主催・％

1 成長ぶり、園児が披露 I
一年間のしめくくりとして園児らが成長ぶりを披露す

る「お遊ぎ会」が二月、村内三つの保育園でそれぞれ園

や中央公民館で行われました。

園児たちは、ダンス、体操、寸劇などに大ハッスル、

盛んな拍手を浴びました。父母らも見学に訪ずれ、わが

子の演技に身をのりだして見入り、某お母さんは「人前

でこんなにできるなんてとっても感激です。みんなおじ

ょうずですね」と目頭を熱くして成長ぶりを見守りまし

た。

►

リ
ズ
ム
に
の
る
、
か
っ
こ
い
い
面
々
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►

両
チ
ー
ム
の
面
々

二
月
十
二
日
、
利
根
川
総
合
運
動
場
で

八
日
市
場
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
の

方
三
十
人
ほ
ど
と
、
村
体
育
協
会
の
皆
さ

ん
と
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

村
教
育
委
員
会
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
普
及
推
進
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
も
の

で
村
か
ら
体
育
指
導
委
員
ら
約
二
十
人
が

参
加
。
一
グ
ル
ー
プ
六
ー
七
人
で
午
前
、

午
後
計
十
六
ホ
ー
ル
を
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

八
日
市
場
チ
ー
ム
は
千
葉
県
下
で
も
屈

指
の
強
豪
チ
ー
ム
。
一
方
、
本
村
チ
ー
ム

は
半
数
以
上
が
初
め
て
と
あ
っ
て
珍
。
フ
レ

ー
が
続
出
。
「
あ
れ
れ
…
、
あ
れ
れ
…
」

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
交
流

「
あ
れ
れ
…
」
を
連
発

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。
い
ま
、

に
わ
か
に
中
・
高
年
層
の
間
で
人
気
化
し
て
い
る
ス
ポ
ー

ツ
な
ん
で
す
。

ゴ
ル
フ
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
感
じ
で
、

ス
テ
ィ
ッ
ク
一
本
と
ボ
ー
ル
一
個
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
楽
し

め
ま
す
。
主
に
団
体
プ
レ
ー
で
あ
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
対

し
て
、
こ
れ
は
個
人
プ
レ
ー
が
主
で
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。

こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
鳥
取
県
泊
村
で
開
発
さ
れ

た
競
技
。
そ
こ
で
今
月
は
、
そ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に

つ
い
て
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

〔プレーの順序〕

道具

スティック

ボール

ク
ラ
ウ
2

競技者一人ずつ

ホールめざして

打つ

競技者グループごと

にホールまでみんな

で歩く。

打っては歩き、歩い

ては打つ、のくりか

仁ーえし。

を
連
発
し
て
の
大
奮
闘
。
そ
れ
で
も
神
技

に
近
い
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
出
す
な
ど
好

プ
レ
ー
も
み
ら
れ
歓
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

昼
食
時
に
は
村
が
用
意
し
た
豚
汁
を
囲

み
競
技
談
義
に
花
を
咲
か
せ
、
和
気
あ
い
あ

い
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ボ
ー
ル
の
カ
ラ
ー
と
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
グ

リ
ッ
プ
カ
ラ
ー
が
同
じ
色
。

玄
ボ
ー
ル
の
見
分
け
は
簡
単

ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
を
建
れ
ば
で
き
る

玄
準
備
は
か
ん
た
ん

7
 _
_
_
_
 
1

ー

1
1

ー

1
_
I
I
I
I
I
I
I
I
I

ー
ー

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
_

J

—— 

『
”
、

＊
場
所
を
選
び
ま
せ
ん

運
動
場
、
河
川
敷
、
公
園
、
庭
な
ど
で

で
き
る
。
障
害
物
や
起
伏
が
あ
っ
て
も
、

そ
の
場
所
に
合
わ
せ
て
ス
タ
ー
ト
か
ら
の

距
離
や
ホ
ー
ル
を
決
め
て
楽
し
め
る
。

時
間
無
制
限

* 
高
度
な
技
術
い
ら
な
い

玄
ル
ー
ル
も
か
ん
た
ん

各
ホ
ー
ル
ご
と
に
、
ス
タ
ー
ト
で
き
何

十
人
の
プ
レ
ー
も
可
能
。
チ
ー
ム
プ
レ
ー

だ
け
で
な
く
、
個
人
競
技
で
楽
し
め
る
。

ス
タ
ー
ト
か
ら
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
に
で
き

る
だ
け
少
な
い
打
数
で
入
れ
て
い
き
、
合

計
打
数
の
少
な
い
方
が
勝
ち
と
な
る
。

ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
を
に
ら
ん
で
の
緊
張
感
、

一
気
に
カ
ッ
飛
ば
す
そ
う
快
さ
。
打
っ
た

ボ
ー
ル
を
め
ざ
し
て
た
っ
ぷ
り
歩
く
、
上

手
下
手
が
な
く
、
の
び
の
び
プ
レ
ー
が
楽

し
め
る
。
そ
の
う
え
、
協
調
性
と
集
中
力
、

調
整
力
が
養
え
る
。
短
時
間
の
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
に
最
適
で
す
。

＊
人
数
制
限
な
し



第330号 広 報 め い わ 平成元年 3 月 10 日 (8) 

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
を
引
き
続
い
て

一
年
以
上
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年

1

回
、

誕
生
月
の
初
め
頃
に
現
況
届
の
用
紙
を
直

接
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
役
場
で
証
明
を

受
け
、
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
社
会
保
険

業
務
セ
ン
タ
ー
に
必
着
す
る
よ
う
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
遅
れ
る
と
、
年
金

の
支
払
い
が
停
止
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

な
お
、
誕
生
月
の
初
め
に
な
っ
て
現
況

届
の
用
紙
が
届
か
な
い
と
き
は
、
役
場
住

民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

0

日
時

3

時

0

会
場
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

近
頃
障
害
の
程
度
が
重
く
な
っ
た
方
、

補
装
具
が
必
要
と
な
っ
た
方
、
そ
の
他
障

害
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も

Iヤ·=:=:=:=:=:=:=:=:=:=:=:=:=:=:=:=:_.→

3

月

2
3日
困

午
後
1

時
1

身
体
障
害
者
の

固
別
相
談
会

現
況
届
の
提
出
を

年
に
一
度
誕
生
月
に

ii違 IIII II 
出＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：＝：コi

時

午
後
2

時

0

会
場
板
倉
町
中
央
公
民
館

(
6⑫

2
4
3
5
)
 

0

内
容
医
学
診
断
（
肢
体
・
視
力
）

義
肢
の
修
理

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ

館
林
事
務
所
閉
庁

太
田
労
働
基
準
監
督
署

館
林
市
仲
町
に
あ
り
ま
し
た
太
田
労
働

基
準
監
督
署
館
林
事
務
所
は
、
諸
事
情
に

よ
り

3

月

3
1日
を
も
っ
て
閉
庁
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
業
務
は
、
太
田
市
に
あ
る
太

田
労
働
基
準
監
督
署

(
6
4
5
ー

9
9
2
0
)

で
行
い
ま
す
。

0
日

3

月

2
7日
⑪

午
前
1
0時
1

身
体
障
害
者
の巡

回
診
査

結
構
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
ヘ

0
日

4

月
4

日
凶
午
前
1
0時
1

午

地
価
評
価

無
料
相
談
会

地
価
公
示
は
役
場
で

閲
覧
で
き
ま
す

時

3

月

2
2日
困
午
後
2

時
1
4

お
気
軽
に
と
う
そ

酒
と
健
頷
相
談

消
費
税
法
の
説
明
会

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

0

日
時

3

月

2
2日
困
P
M
1時
3
0
分
＼

0

会
場
中
央
公
民
館

0

対
象
者
消
費
税
の
課
税
事
業
者

※
詳
し
く
は
、
館
林
税
務
署
（
6
7
2ー
4

3
7
3
)
へ

0
日土

寸
n
n
 

0

会
場
館
林
保
健
所

0

対
象
者
一
般
住
民
、
酒
害
者
及
び
そ

の
家
族
関
係
者

〇
申
し
込
み
館
林
保
健
所

(
6
7
2
|
3

2
3
0
)
へ

標
準
地
の
価
格
、
標
準
地
が
接
す
る
道

路
の
種
類
、
幅
員
、
標
準
地
の
周
辺
の
土

地
利
用
状
況
等
を
細
か
く
記
載
し
た
地
価

公
示
を
役
場
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
企
画
開
発
課
ヘ

時

後
4
時

0

会
場
群
馬
銀
行
前
橋
支
店

1
F
ロ

ビ
ー
ま
た
は
桐
生
倶
楽
部

※
詳
し
く
は
、
県
庁
土
地
対
策
課
（

6
0

都
市
計
画
法
に
よ
る
、
館
林
都
市
計
画

区
域
の
「
用
途
地
域
の
変
更
」
を
し
よ
う

と
す
る
の
で
、
次
の
と
お
り
縦
覧
が
行
わ

れ
ま
す
。

0

内
容

邑
楽
町
明
野
住
宅
団
地
ほ
か

千
代
田
町
千
代
田
工
業
団
地
ほ
か

明
和
村
明
和
工
業
団
地

〇
縦
覧
期
間
1
1
4

月
7

日
⑥
か
ら
4

月

2
0

日
困
ま
で

〇
縦
覧
場
所
1
1

役
場
企
画
開
発
課
及
び
県

都
市
計
画
課

こ
の
案
に
、
ご
意
見
が
あ
れ
ば
、
縦
覧

期
間
中
に
県
知
事
へ
意
見
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
企
画
開
発
課
へ

つ
い
て
の
縦
覧

用
途
地
域
の
変
更
に

都
市
計
画
法

2
7
2
_
2
3
1
1
1
1
1

内
線

2
3

3
4
)
へ

0

日
時

4

月

6

日
困
午
前
1
0時

ー
午
後
3

時

0

会
場
館
林
市
役
所

年
金
相
談

時

4

月

2
0日
困
午
前
1
0時

＼
午
後
3

時

0

会
場
館
林
市
役
所

0
日

交
通
事
故
相
談

時

3

月

1
5日
困
午
前
1
0時

ー
午
後
3

時

0

会
場
役
場
会
議
室

0
日 人

権
・
行
政
・
心
配
i

J
と
相
談

0

日
時

3

月

1
6日
困
午
前
9

時

3
0分
1
1
0
時
3
0
分
受
付
4

月
4

日

凶
午
後
1

時
1
2

時
受
付

0

会
場
保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
相
談

0

会
0
日

時

4

月
認
日
困
午
後
1

時

1
2

時
受
付
ー

場
保
健
セ
ン
タ
ー

乳
児
健
診

毎
月
や
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

今月の納め…国民年金・水道使用料 納期限は 3 月 31 日です。期限までに納めましょう。



(9) 平成元年 3 月 10 日 広 報 め い わ 第330号

村 の ス
っ
-.. 
し

き

3 月

11 日

16 日

21 日

22 日

24 日

ヶ

25 日

26 日

28 日

4 月

8 日

議会定例会 (20 日まで）

明中卒業式

第16回剣道大会

農業委員会

東・中・西幼稚園卒園式

土地開発公社理事会

東・西小学校卒業式

スポーツ団体グラウンド

ゴルフ大会

小・中学校終業式

小・中学校入学式

東・中・西幼稚園入園式

※予定ですので変わる場合もあります。

10 日

〇
募
集
事
業
油
彩
画
講
座

4

月

1
1日

\
5

月

3
0日
毎
週
火
曜
日

(
7回
）

対
象
1
1

一
般
県
民
経
費
1
1
4
0
0
0

円
募
集
期
間

1
1
3

月
6

日
囲
＼
3
0日

困
募
集
人
員

1
1
3
0
人
申
し
込
み

1
1

県
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

〇
催
し
物
家
族
教
育
映
画
会

4

月

1
6

日
⑪
対
象
1
1

成
人
、
婦
人
学
級
．
p

圏
新
井
紀
夫
さ
ん
（
田
島
）
は
三
万
円
を

董
小
松
原
文
雄
さ
ん
（
南
大
島
）
は
二
万
円
を

圏
篠
木
啓
吉
さ
ん
（
大
佐
貫
）
は
五
万
円
を

圏
青
少
年
赤
十
字
（
中
学
校
）
は
二
千
百
円

余
を

そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
奉

仕
銀
行
）
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

献
血
に
ご
協
力
を

国
の
進
学
□
1

ン
の

ご
利
用
を

教
養
を
高
め
よ
う

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

時

3

月

2
4日
②
午
前
1
0時
3
0分

ー
午
後
3

時

0

会
場
保
健
セ
ン
タ
ー

※
前
回
4
2名
の
ご
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

0
日 T

A

経
費
1
1

無
料

会
場
1
1

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
、
当
セ
ン
タ
ー

(
6
0
2
7

2
|
2
4
|
5
7
0
0
)へ

〇
利
用
で
き
る
方
高
校
、
大
学
に
進
学

さ
れ
る
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方

〇
融
資
額
百
万
円
以
内

〇
利
率
年

5
%

〇
融
資
期
間

5

年
以
内

〇
取
扱
期
間

4

月
末
日
ま
で

※
詳
し
く
は
、
国
民
金
融
公
庫
前
橋
支
店

(
6
0
2
7
2
|
2
3
|
7
3
1
1
)へ

人
員
1
1
7
2
人

保
険
料
（
年
額
1

人
あ
た
り
）

0

子
ど
も
会
な
ど
中
学
生
以
下
の
子
ど

も
の
グ
ル
ー
プ
：

3
5
0

円

0

文
化
活
動
、
奉
仕
活
動
グ
ル
ー
プ
、

老
人
の
グ
ル
ー
プ
；

6
0
0

円

0

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
な
ど
地
域
ス
ポ
ー

ッ
グ
ル
ー
プ
、
会
社
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
同
好
会
な
ど
：

1
0
5
0

円

対
象
と
な
る
事
故

0

グ
ル
ー
プ
活
動
中
の
事
故

途
上
の
事
故

スポーツ情報

み
る
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
参
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ
へ

0

往
復

. 結果

対
人

5
0
0
0
 

社
会
体
育
館
、
小
・
中
学
校
の
校
庭
、

利
根
川
総
合
運
動
場
を
利
用
さ
れ
る
ス
ポ

ー
ツ
団
体
は
、
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
等
の
施
設
は
、
皆
さ
ん
に
公
平
か

つ
円
滑
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
代
表

者
会
議
が
開
か
れ
そ
の
席
上
で
登
録
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

0

日
時
1
1
3

月

2
2日
因
午
後
7

時

0

会
場
1
1

中
央
公
民
館
会
議
室

0

対
象
者
1
1
1
0
人
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い

る
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
（
成
人
の
監
督
者

保
険
期
間

0

平
成
元
年
4

月
1
日

1

翌
年
3

月

3
1日

ま
で
（
申
し
込
み
受
付
3

月
か
ら
）

補
賞
の
内
容

〇
傷
害
の
場
合
死
亡
後
遣
傷
害
最
高

1
2
0
0

万
円
、
入
院
1

日
に
つ
き

3
8
0
0

円
、
通
院
一
日
に
つ
き

2
0
0

円

〇
賠
償
責
任
の
場
合

万
円
ま
で
、
対
物

1
0
0

万
円
ま
で

※
詳
じ
く
は
、
社
会
体
育
館
へ

5

人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
入
れ
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
入
っ
て
ま
す
か 登

録
を
／
．

ス
ポ
ー
ツ
団
体
は

ー

総
合
運
動
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
現
在

登
録
利
用
し
て
い
る
人
で
、
4

月
以
降

続
け
て
利
用
し
た
い
方
は
、
更
新
手
続

き
を
。ま

た
、
新
し
く
利
用
し
た
い
方
も
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
更
新
登
録
1
1
3

月
中
に

0

新
規
登
録
1
1
3

月
か
ら
随
時

〇
利
用
会
費
1
1
2
0
0
0

円

〇
申
し
込
み
1
1

社
会
体
育
館

※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

〇
募
集
種
目
1
1

野
球
、
剣
道
、
サ
ッ
カ

ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

〇
申
し
込
み
1
1

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務

局

(
6
8
4
|
4
6
2
6
社
会
体
育

館
内
）
へ

団
員
募
集

登
録
（
更
新
）を

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
利
用
者
は

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
）

※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ



第330号 広 報 め い わ 昭和元年 3 月 10 日 (10) 

村の人口

3 月 1 日現在

世帯数 2,589 戸

人口総数 10,394 人

男 5,201 人

女 5,193 人

(2 月中の動き）

出生 5 人死亡10人

転入12人転出13人

地区 館林邑楽地区 館林地区 邑楽・板倉

産婦人科 耳鼻科 内 科外科
千代田

日 月日 科別 明和地区

3 月 19 日
落合医院後藤傭）医院 後藤（康）医院云（72)3975 宇沢病院 増田医院

曜 云（72)3160 ff (72) 3975 云（74)8761 云 (82)2255 

3 月 26 日
根岸医院川村医院 多々良診療所 云（72)3060 最上医院 竹越医院

当 云（72)3262 ff (72) 1337 大塚医院云（72)0176 ff (74) 3763 云（84)3137

4 月 2 日
古屋（恒）医院大神医院 記念病院云（72)3155 館林医院 橋本医院

番 ff (63) 6161 云（62)2200 神尾医院ff(75) 1288 云 (74)2112 云 (82)1150 

4 月 9 日
佐々木医院川田（耳）医院 後藤内科云（72) 0134 寺内医院 館林地区が

医
云（62)2623 ff (72) 3314 上野医院云（72)3330 ff (72) 3031 担当します

4 月 16 日
真中医院原医院 森下医院云（73)7776 礫川堂医院 小西医院

ff (72) 1630 云（72)1936 清河堂医院云（72)3070 云 (74)0184 云 (86)2261 

2 月の

救急車出動回数
•交通事故 3 件
●急病 7 件

•その他 0 件

●計 10 件

©。00

5

歳
・
須
賀

松ょ

本；

え
み恵
美
ち
ゃ
ん

〇恵美ちゃん……「絵本とテレビが大好

き。なかでもお歌がいちばん好き。大きく

なったら、ローラーをはいて光ゲンジとい

っしょにうたいたいで～す。」

〇お母さん……「気持ちのやさしい甘え

っこなんですよ。この写真のままでいてほ

しいとチョッピリ思います。思いやりのあ

る広い人間になってほしいです」

〔陽作・良子さんの二女〕

※広報係では、 「わが家の華」の登場

者を募集しています。どしどしご応募く

ださい。記念になりますよ……。

短歌゜

犬
の
放
し
飼
い
や
特
定
動
物
を
無
許
可

で
飼
っ
た
場
合
な
ど
は
、
罰
則
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
群
馬
県
庁
環
境
衛
生
課
（
6

0
2
7
2

闘
1
1
1
1

内
2
6
3
2
)
に

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

: 

こほろぎ短歌会

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

ペ
ッ
ト
条
例
が

そ
れ
ぞ
れ
に
意
志
も
つ
グ
ル
ー
プ
の
話
し
合
い

け
り
つ
か
ぬ
夜
道
を
宵
月
の
照
る

ア
イ
バ
ン
ク
愛
の
光
を
灯
し
逝
き
し
知
人
の
葬

り
に
感
涙
し
き
り

終
着
の
電
車
に
一
っ
ホ
カ
ロ
ン
の
置
き
忘
ら
れ

し
ま
だ
温
み
も
つ

つ
ど
つ
ま

う
か
ら
ら
の
集
ふ
湯
宿
に
祝
盃
を
受
け
い
る
夫

め

の
優
し
瞳
色
の

わ
が
持
た
ぬ
色
故
一
枚
買
ふ
マ
フ
ラ
ー
金
茶
と

え
ん
じ
の
蝶
と
ぶ
柄
の

雑
踏
に
も
ま
れ
の
り
つ
ぎ
階
急
菩
東
武
電
車
に

深
々
す
は
る

姑
が
そ
の
昔
か
ら
な
せ
し
事
薄
れ
ゆ
く
も
七
草

を
摘
む

（
か
ほ
や
が
沼
）

（
明
和
支
部
）

瀬
下

一
江

゜

柿
沼

ま
つ

奈
良
原
き
く
の

江
森
政
美

立
岡
正
夫

山
形
ト
メ

坂
上
千
枝
子

゜

田佐石岩井大吉柿山櫻
村藤村上上津田沼形井氏
徳

た次久昌
つ郎枝夫静

キ
ン

よ
ね
は富公名
な男明

85 73 56 55 83 71 83 82 47 81 : 

紀廣美良昭
喜清

夫二雄子三

光

進 代

世
帯
主

斗大大大新矢南下梅梅地
合佐佐 大江
田貫貫輪里島島黒原原 区

% ％弧％ % % % % % ％開

1
1

お
く
や
み
I
I

氏
名

松
島
美
穂

柴
崎
陽
介

奈
良
有
希
野

今
成
美
穂

高
橋
政
義

広
行
長
男
梅
原

保
護
者
続
柄
地
区

守
長
女
大
佐
貫

正
成
長
男
梅
原

光
男
長
女
田
島

進
長
女
南
大
島

嬌％ % % ％牌

1
1

お
め
で
た
1
1

お
め
で
た

°
《□
]`<
お
く
や
み
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